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山梨県初の史蹟指定
～甲斐国分寺跡の事例から～

石　神　孝　子

１　はじめに

　山梨県立博物館では、令和６年12月21日（土）から令和７年２月24日（月）まで、令和６年度シンボ

ル展「甲斐国分寺」を開催した。

　「甲斐国分寺」は、天平13年（741）に聖武天皇による「国分寺建立之詔」により、建立された寺院であ

るが、一方で大正11年（1922）10月12日に内務省により当県ではじめて史蹟指定された遺跡でもある。

　筆者は展示会サブ担当の１人として、考古資料の展示を中心に企画に関わった。この作業の中で筆者は、

護国山国分寺が所蔵する近世、近代の資料を実見する機会を得た。護国山国分寺は、甲斐国分寺が奈良時

代に建立されて以降、鎌倉時代に焼失、その後武田信玄により再興されたとされる寺院である（１）。特に

薬師堂は甲斐国分寺の金堂跡直上に建てられており、薬師如来像が安置され、天皇家のご由緒寺でもあり

地域で厚く信仰されてきた。

　このような背景にあって、護国山国分寺は近世以降の資料を多数所蔵してきた。中でも近代の国分寺の

ようすについては、当時の住職であった浅野省吾氏による詳細な記録が残されている。このうち甲斐国分

寺跡の史蹟指定前後のようすについては、当県の文化財保護行政の具体的な状況を知ることができる大変

貴重な資料である。

　本稿では、今回の展示会で公開されたこれらの資料をもとに、県内で初めて史蹟指定された甲斐国分寺

跡の指定背景について紹介したい（２）。

２　史跡甲斐国分寺跡について

　甲斐国分寺跡は、笛吹市一宮町国分地区に所在する。大正11年の史蹟指定後、昭和40年代に山梨県教育

委員会が発掘調査を行い、その後一宮町教育委員会により調査が継続された。また一宮町教育委員会によ

る史跡整備においては、発掘調査により塔跡を明らかにしている。平成16年の市町村合併により誕生した

笛吹市教育委員会はこれらの成果を引き継ぎ調査を進め、これまでに金堂、講堂、回廊跡等を明らかにし

た（３）。

　伽藍配置は「大官大寺式」とされ、金堂と中門をつなぐ回廊に囲まれた広場、及び金堂跡とその北側に

位置する講堂跡の間には、扁平な川原石が敷き詰められた空間が広がるなど、豊富な石材を駆使した「石

の国分寺」として、甲斐国分寺独自の個性的な様相が明らかとなっている。また創建時の瓦は８世紀代の

ものである。これらを製作した瓦窯跡は、甲府市川田町に所在する川田瓦窯跡、桜井町の上土器遺跡で、

甲府市教育委員会により発掘調査が行われている（４）。また国分僧寺、国分尼寺及び周辺遺跡からは多数

の墨書土器が出土している。

　なお甲斐国志には「当寺ハ建長七年諸堂回禄ノ災ニ罹リ其ノ後修理アリト雖モ室町ノ季世ニアタリテ法
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灯絶エダエニナリシヲ信玄ノ時仮ニ小庵ヲ建テ廿二貫五百文ノ寺領ヲ寄附シ快岳周悦ヲ住セシム」と記さ

れ、建長７年（1255）に火災により焼失、14世紀に一時再興したが衰退し、その後武田信玄により再興

されたとの記録がある（５）。

　再興された国分寺は臨済宗妙心寺派寺院の護国山国分寺として、甲斐国分寺金堂跡の基壇部に薬師堂及

び本堂が立地した。さらに講堂跡にはその開始は不明であるが墓地が広がり、墓域の中で礎石が保存され

てきた。講堂跡の礎石は27個が所在し、遺存状態は良好である。

　一方で護国山国分寺には、江戸時代に徳川幕府から与えられた朱印状を初めとする文書や大正時代のご

由緒寺に係る文書等、また表札や下馬札などが保管されている。

３　明治期から戦前までの文化財保護行政の状況

　⑴　廃仏毀釈による文化財の破壊・散逸と文化財保護

　甲斐国分寺跡の史蹟指定に至る背景について考えるに際し、まずは当時の文化財保護を巡る環境につい

て、確認したい。

　明治時代以前において、現在文化財としての価値を有する建造物や美術工芸品等の保護については、制

度化されることはなく、文化財は長く所有者によって維持・管理されてきた。

　このような背景のもと徳川幕府による大政奉還後、明治政府により慶応４年３月（1868年４月）に発布

された「神仏分離令」は、神道と仏教を分離することを意図したものであったが、明治維新の文明開化の

中で旧物からの脱却の風潮が高まったこともあり、廃仏毀釈運動につながった。全国各地で仏教関係の寺

院等に圧力がかかり、また寺院建造物や仏教関係の美術工芸品等が破壊され、海外へ流出するなど、多く

の文化財が失われるきっかけとなった。

　山梨県史によれば、本県において廃仏毀釈がどのように進んだかは定かではないとされるが、明治元年

（1868）に六所明神社（甲州市塩山）の金仏が鋳つぶされる、明治2年（1869）に北口本宮富士浅間神社（富

士吉田市）の仁王像の首が破損され、獄門にかけられるなどの記録が見られ、その影響は少なからず認め

られる。また明治６～８年（1873～75）の間に無住寺院約200件が廃寺処分となったほか、約50の梵鐘が

売却、さらに山梨郡熊野村（甲州市塩山）権現社は熊野皇太神宮と改称、富士山山頂文殊ヶ岳は三島岳に、

薬師ケ岳は玖珠師岳にそれぞれ名称を改めるか検討が加えられるなど各方面において影響があったとされ

る（６）。

　このような風潮を危惧した明治政府は文化財を保存するため、明治４年（1871）に「古器旧物保存方」

太政官布告を公布、宝物や仏像、祭器など31品目を指定した上で文化財の品目と所有者のリストを作成、

県知事へ提出することを求めた。また明治13年（1880）頃からは、内務省が社寺の維持管理基金として

古社寺保存金の交付を開始し、明治27年（1894）までに全国539社寺が交付を受けている。

　さらに明治17年（1884）頃からは、文部省が古美術の保存状況について調査を開始、宮内省では明治

21年（1888）に臨時全国宝物取調局を設置し、のちにともに協力して調査を進めた。この調査は古文書、

絵画、彫刻、美術工芸、書籍等を対象とし、取調局により鑑定が行われた資料は合計21万5091点に上った。

　この調査結果を踏まえ、さらに古社寺保存の機運の高まりもあり、明治30年（1897）には「古社寺保

存法」が制定された。法では価値の高い社寺建造物、宝物の保存を目的としたが、一方で個人所有または

地方自治体所有の文化財については対象外とされた。
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　その後、昭和恐慌の影響により多くの文化財が海外流出したことをきっかけとして、昭和４年（1929）

には「国宝保存法」が制定された。これにより社寺所蔵以外の文化財についても保存の対象とした。また

特別保護建造物、国宝の区別を見直し、全てを国宝とした。昭和８年（1933）には、未指定文化財の海外

流出を防ぐことを目的として、臨時的に「重要美術品等ノ保存二関スル法律」が制定された。これにより

文化財の輸出及び輸入には、国の許可が必要となった。

　⑵　史跡名勝天然記念物保存法の制定

　有形文化財の保護制度が徐々に整備される中にあって史蹟名勝天然記念物については、古墳及びその出

土遺物の保護を対象に、明治７年（1874）「古墳発見ノ節届出方」、明治13年（1880）「人民私有地内古墳

等発見ノ節届出方」により古墳の発掘規制と不時発見の届け出について定められた。

　一方貴族院は、古社寺保存法の成立に対し、史跡名勝天然記念物の保護制度の遅れにより、遺跡の破壊

が進むことを問題視した。その上で明治44年（1911）「史蹟及ビ天然記念物保存ニ関スル建議」が採択さ

れると、同年には「史蹟名勝天然記念物保存会」が設立されるなど、史蹟保存についての関心が醸成され

た。こうした機運を受け大正８年（1919）には「史蹟名勝天然記念物保存法」が制定された。法では、史

蹟名勝天然記念物は内務大臣が指定すること、現状変更は許可行為によること、管理については当該県知

事が行うことが定められている。

　なお文化財保護行政については、大正２年（1913）に内務省から文部省へ移管され、史蹟名勝天然記念

物法保存法についても昭和３年（1928）に文部省の管轄となった。

　また昭和24年（1949）の火災による法隆寺金堂壁画の滅失をきっかけに、文化財保護に係る「国宝保

存法」「重要美術品等ノ保存二関スル法律」「史蹟名勝天然記念物保存法」等は統合され、さらに無形文化財、

及び民俗文化財を保護の対象に加えた「文化財保護法」が昭和25年（1950）に制定され、改正されなが

ら現在に至っている（７）。

４　大正期における甲斐国分寺跡の史蹟調査

　⑴　本県における戦前の史跡保護の取組み

　明治30年（1897）に古社寺保存法、大正８年（1919）に史蹟名勝天然記念物保存法が制定されると、

文化財保護への関心が高まった。本県においても大正４年（1915）には山梨県史編纂会が発足するなど、

郷土史研究を進める機運が高まった。また史蹟名勝天然記念物保存法では、県知事が保存物を仮指定する

ことができるため、山梨県は大正９年（1920）に史蹟名勝天然記念物保存費を新設、予算1,000円を計上

した。一方で調査委員会規定を整備し、委員に内務部長、県職員７名、県議会議員３名のほか、郷土史家

である石塚末吉、赤岡重樹、土屋操、広瀬広一の各氏を任命した（８）。

　このように文化財保護の環境が整えられていく中で、大正10年（1921）には管理及び保存費補助規定

により県が計上した保存費の運用が開始された。補助対象は囲柵の設置、標柱設置等の史蹟管理に伴う経

費で、文化財保存の主体は基本的に地元市町村であった。これは地域による文化財保護意識の醸成を促す

ことを目的としたためである。なお、この時点で県が何件の史蹟を仮指定したのか、また具体的な保存対

象の名称は明らかではない。

　護国山国分寺所蔵資料№87「山梨縣史蹟名勝記念物保存設備費募集帳　認定史蹟地國分寺」（９）では、「今
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回縣令第八号ヲ以テ、縣下名勝史蹟記念物保存ノ主意二依リ、當國分寺モ金堂及七層塔ノ礎石等ハ、既ニ

史蹟保存物トシテ認定セラレ、補助費下附スベキ二付キ、保存設備ノ方法並ニ經費ノ概算書差シ出スベキ

旨、村長ヨリ通知アリ（中略）大正拾年三月廿五日」と見える。ここから甲斐国分寺跡の金堂と塔跡が、

すでに保存物として県により仮指定され、史蹟名勝天然記念物保存費の下付を申請する準備を行っている

ことが理解できる。資料には寄付者の氏名と寄付金額の一覧が記されることから、県の補助費の目的に従

い、護国山国分寺の檀徒信徒から寄付金を募ったうえで、これを運用により維持管理費を捻出する当時の

具体的な仕組みを知ることができる。なお、この補助願いが県へ提出されたか否かについては定かではな

い。

　さらに資料リスト№88「史蹟保存費補助願」（９）は、№87より４日早い大正10年（1921）３月21日に作

成されたもので、現在でいう補助金申請書である。ここでも保存物は「イ金堂礎石　ロ七層塔礎石」と見

える。ただし当時「金堂礎石」としているものは、現在講堂跡と認識されるものである。また補助金の使

用計画では、「一、金堂ノ礎石」二十七点すべてに「各番号ヲ附セル標柱（　寸角木材）ヲ建テ、其ノ保

存物ナルコトヲ表示スル事、境内樓門ノ傍ニ大標柱（五寸角二間）ヲ建テ史蹟保存物金堂礎石ノ文字ヲ見、

同標柱ノ側面ニ勅宣建立ノ概況ヲ記ス」としている。また「一、七層塔ノ礎石」には「周園大間四面二髙

サ四尺寸角ノ木材ヲ以テ柵ヲ回シ、其ノ正面ニ史蹟保存物七層塔ノ礎石ト題スル標柱（長サ　尺　寸）ヲ

建ル事、」で、工事経費の概算が記載され、金堂礎石及び七重塔の２件で合計金一五百五十九円七十銭及

び保管費金十八円を要するとしている。なお郷土史家の水上文淵氏が表した「史蹟名勝天然物」（10）には、

有刺鉄線に囲まれ厳重に保存された塔跡礎石のモノクロ写真が掲載されることから、県からの保存費また

は檀徒信徒の寄付により保存費を得て保存工事が行われたことを理解することができる（写真１）。

　⑵　柴田常恵考査官について

　国は史蹟名勝天然記念物保存法の制定に先駆け、「史蹟名勝天然記念物調査會」を設立、その役割は史

跡名勝天然記念物調査會官例で定められた（11）。これによると「史跡名勝天然記念物ハ、内務大臣ノ監督

ニヨリ史蹟天然記念物ノ保存ニ関スル事項ヲ調査スル」こととし、「調査會ハ史跡名勝天然記念物ノ保存

ニ関シ、内務大臣ノ諮問ニ関シテ意見ヲ開申レ、又ハ内務大臣ニ建議スルコトトス」としている。また「考

査員ハ上司ノ指揮ヲ承ケ考査ニ従事ス」とあり、考査員が実際に現地に赴いて保存物の調査を行うことと

なっている。なお大正８年（1919）５月における調査會名簿を確認すると、史跡名勝天然記念物協会会長

で法の制定にも貢献した徳川頼倫、歴史学者で文化財の保存に尽力した黒坂勝美の名前も見える。なお考

査員は臨時の職で、13名の名前が認められる。この13名は地質学や動物学、植物学、文学などをそれぞれ

専門とし、特に歴史系分野では奈良帝室博物館所属で美術史を専門とする水木要太郎と考古学を専門とす

る柴田常恵の２名であった。従ってこの時期指定された史跡の現地調査は、ほぼすべてを柴田常恵考査官

が担当したと思われる。

　柴田常恵は明治10年（1877）７月18日、愛知県春日井群大曽根村（現名古屋市東区）の浄土真宗瑞忍

寺住職の三男として誕生した。中学時代に坪井正五郎の講義を受けたことをきっかけに、明治35年（1902）

に東京帝国大学雇となり、理学部人類学教室に所属する。明治39年（1906）からは理科大学助手となり、

坪井正五郎に助力した。大正９年（1920）には前年に制定された史跡名勝天然記念物保存法により、内務

省の考査員となった（12）。
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　史蹟名勝天然記念物は、最初の指定が大正10年（1921）３月３日で兵庫県の五色塚古墳や播磨国分寺、

山田寺などが、続いて２回目は翌11年（1922）３月８日に大阪府の牧野車塚古墳などが、３回目は同年

10月12日で本県の甲斐国分寺跡とともに平城京址や武蔵国分寺など31件が史蹟指定されている。これら

の史蹟はすべて柴田常恵の調査によるものであろう。調査した遺跡がすべて史蹟指定されるわけではない

ことを勘案すると、かなり早い速度で調査を進めていたと推察される。

　なお、國學院大學の大場磐雄教授は、柴田常恵について「全体に地味で学会を驚かした論著は少ないが、

学問的知見の広さ、博学多識とはまさに氏のこと」と評している。戦前の文化財保護行政史は柴田常恵そ

のものと言っても過言ではない（13）。

　さらに柴田常恵の各地の調査記録は、柴田常恵野帳資料82冊、プリント写真を添付したアルバム47冊、

自筆原稿108冊、拓本5,837枚が所在し、そのすべては國學院大學博物館が所蔵している。柴田常恵野帳資

料とアルバムはデータ化され、國學院大學デジタルミュージアムで公開されている（写真２）（14）。

　⑶　柴田常恵による調査

　柴田常恵による甲斐国分寺跡の史蹟指定に向けた具体的な調査内容については、護国山国分寺に残され

た資料、及び國學院大學デジタルミュージアムが公開する柴田常恵野帳資料により知ることができる。

　國學院大學柴田常恵野帳資料№42には甲斐国分寺跡を訪れ調査した内容として、素弁八葉蓮華文軒丸瓦

の瓦当及び断面図、丸瓦、平瓦のスケッチ（寸法入り）及び下馬札と下馬札に記された文字が記録されて

いる。また七重塔礎石配置についても略図を作成している。下馬札については現在も護国山国分寺に所蔵

が認められるが、氏が調査した素弁八葉蓮華文軒丸瓦等の瓦については、現在該当する個体を確認するこ

とは困難で、どこに所蔵されているのか定かでない。

　一方で同野帳資料には、甲斐国分尼寺跡についての調査記録も記される。甲斐国分寺跡の南側に所在し、

当時は安倍晴明屋敷と認識された長徳寺とその北側に所在する２つの礎石建物跡、及び当時国分尼寺と考

えられていた寺本廃寺についての調査を行っており、前者についてはそれら平面図のスケッチ、後者につ

いては塔の心礎の詳細なスケッチと所在地名を記している。

　なお、護国山国分寺の浅野省吾住職が作成した資料№92三時回向文では、「内務省ハ大正拾年八月廿七

日柴田勝恵考査官出張調査同拾壱年十月十二日史蹟保存指定大臣公表セラル」と見え、柴田常恵考査官に

よる現地調査が大正10年（1921）８月27日であり、柴田常恵野帳資料に記されたのはこの時のものであ

ると推察される。柴田常恵を「勝恵」としたのは、聞き書きによる誤認であろう。

　また上記に続き、「宮内省ハ大正拾壱年十月廿二日史蹟公表ニ付、御由緒上増田于信御用係末寺調査、

特ニ先規ニ付注意アリ　御紋章ハ本尊御尊牌奉安ノ荘嚴具ニ限ル事」と見え、史蹟指定により、引き続き

ご由緒寺の調査が宮内省御用係である増田于信により行われ、天皇家の紋章仕様方法について条件付で使

用が許可されたことも併せて記される（図版１）。

　さらに当館所蔵資料である水上文淵が著した「史蹟名勝天然物　一」には、これらを補足する記載が見

られる。

　郷土史家で一宮尋常小学校（現一宮西小学校）校長であった水上文淵は、一連の甲斐国分寺に関連する

文化財保護活動を時系列で記録している。これによると最も早い記録は大正７年（1918）に水上文淵によ

り、明治43年（1910）12月に徳川頼倫を会長として設立された「史蹟名勝天然記念物保存協會」に宛て「国



6

分寺七重塔ノ跡実地調査方願出ツ（願主水上文淵）」としている。おそらく大正８年（1919）に「史蹟名

勝天然記念物法」が制定されることを見込んでのことであろう。なお同年には「青年ヲシテ國分寺ニ標札

ヲ建テシム」とあることから、地域での保護活動も活発化したのではないであろうか。大正10年（1921）

頃からは史跡指定に向けた動きが活発化する。１月には県史跡名勝天然記念物調査員事務官落合慶四郎が

国分寺を視察、３月には国分寺より保存願を県へ提出している。この時の申請書案を作成したのは水上文

淵であり、国分寺が作成すべき申請書を代筆していることがわかる。７月には県から標杭が下付され、翌

月８月に国内務省柴田常恵考査官が調査を行い、調査結果が県を通じて内務省へ提出した旨記載が認めら

れる。なお指定に係る新聞報道が大正11年（1922）７月16日にあったことの記録も見られる。大正11年

11月6日に「石和警察署一宮駐在巡査宛　史蹟名勝天然記念物指定ノ件」として、「客月十二日内務省告示

第二百七十号ヲ以テ一宮村甲斐国分寺趾ヲ指定セラレ候ニ付テハ、大正（八）法律第四十四号別紙法令（抄

録）ニ違ふ者ナキ様、厳重取締セラルヘシ」とあり、史跡の棄損がないよう取り締まることを通知してい

る。

　なお現在も現地を踏査すると、当時設置した史跡境界杭を数点確認することができる。表面には「内務

省」と刻まれ、裏面には「大正十二年（十三年？）十二月建立」と認められることから、大正11年10月

12日の官報告示以降、翌年12月に史跡境界杭の設置が行われたことがわかる（図版２）。

　一方、水上文淵が著した「史蹟名勝天然物　二」には、甲斐国分尼寺跡の調査に係る記載が見られる。

これによると甲斐国分寺跡史蹟指定の翌年である大正12年（1923）６月28日に柴田常恵考査官が甲斐国

分尼寺調査のため再び山梨県に来訪、水上文淵は村長に伴い安倍晴明屋敷とされる遺跡へ案内した。記録

によると水上は安倍晴明屋敷を国分尼寺跡であると推定し、図面を作成した上で同所から出土した瓦の拓

本を作成、これらを柴田常恵考査官へ送付して甲斐国分尼寺とするよう依頼した。安倍晴明屋敷は、甲斐

国分寺跡の北方約500ｍ地点に所在する現在の国分尼寺跡であるが、甲斐国志には「安倍晴明屋敷」と見

えることから、当時は国分尼寺跡と認識されていなかった。この時、柴田常恵考査官は甲斐国分尼寺跡に

ついては課題としたと思われる。水上は調査のようすについても詳細に記録している。「氏（柴田常恵考

査官）ハ場所ヲ分間圖ニ照ラシ土地ノ古老ヲ呼テ、土堤ノ所在ヲ問ヒ、踏査ヲ為スコト五時間餘、夫ヨリ

長徳寺ト小學校トニ保存セル、同所ヨリ出テタル紋瓦ヲ調査之最後ニ、余カ宅ニ来リ集メ置ケル土石器ヲ

視察シ、長昌寺所蔵書寫大般若経ノ奥書ヲ手帖ニ寫シ、七時退去セラレタリ」。柴田常恵野帳資料には、

長徳寺所蔵大般若経の奥書の書写は見られないが、長徳寺と国分尼寺跡の金堂、講堂の配置を記している

ことから、これはこの時に記録されたものであることが推察される（写真２－５左）。

　また寺本廃寺については、当時国分尼寺跡と考えられていたことから、翌日の29日には当地の調査を行っ

ている。前出のとおり柴田常恵野帳資料にある寺本廃寺の塔の心礎の詳細なスケッチは、この時に作成さ

れたものであろう。なお柴田常恵野帳資料は、調査した順番に記載されたというより、ある程度関連する

遺跡ごとに記載されたようである。

　甲斐国分尼寺の指定については、昭和24年７月13日に官報告示されていることから、柴田常恵考査官の

調査は資料の蓄積とし、この時点では指定に直接結びつかなかったのではないか。
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５　山梨県初の史蹟の誕生

　柴田常恵考査官の調査を経て、甲斐国分寺跡は内務省により大正11年（1922）10月12日に「甲斐國分

寺阯」として国史蹟に指定され、内務省270号として官報告示された（15）。指定文では「現國分寺寺域内

ニ金堂阯ト認ムヘキ地點アリ　前著ニハ礎石二十七個後者ニハ中央ニ■孔ヲ存スル心礎以下十四個ヲ舊位

置ニ存シ又南大門阯ト認ヘキ地點ニ礎石五個ヲ存シ舊規ノ見ルヘキモノアリ」とし、金堂址及び塔跡の遺

構を指定対象とした（16）。なお、金堂阯はその後の調査により、護国山国分寺薬師堂の建つ場所が金堂基

壇とされ、当時金堂阯として指定された建物跡は、講堂跡であることが明らかとなっている。また大正12

年（1923）２月13日には一宮町が管理団体に指定されている。

　指定後、地域での保護活動の機運が高まり、檀徒信徒により管理・運用が行われていた。さらに昭和５

年（1930）頃までには「史蹟国分寺保存會」が発足、寺だけでなく会も含め史蹟保存が進められた。しか

し、こうした地域住民を中心とした保存活動は、第二次世界大戦などを経てその機運は次第に消沈してし

まった（17）。

６　おわりに

　甲斐国分寺跡の史跡指定に係る当時の状況について、護国山国分寺所蔵資料や國學院大學デジタル

ミュージアム公開の柴田常恵野帳資料、当館所蔵の水上文淵が著した「史蹟名勝天然物」等資料を中心に

概観した。甲斐国分寺跡は当県で初めての指定を受けた史跡であると同時に、その存在を通して山梨県の

文化財保護行政史、または史跡保存の黎明期を知ることができる。今後も甲斐国分寺跡の考古資料だけで

なく、関係資料の解析から甲斐国分寺跡の価値について明らかにしていく必要がある。また同じ手法で他

の史跡の指定経緯についても明らかにすることが有効であると感じた。

　史跡甲斐国分寺跡は令和６年度段階で指定103年が経過し、現在は保存整備に向けて発掘調査が進行し

ている。また令和６年（2024）３月には史跡国分寺跡・国分尼寺跡保存活用計画が策定された。指定時に

地域の檀徒信徒が中心になって保護活動を推進したのと同じように、今、未来に向かって地域が史跡を守

り伝えることが必要である。

【註及び引用文献】

（１）	� 護国山国分寺は笛吹市教育委員会が行う国史跡甲斐国分寺跡の整備に伴い、平成18年（2006）に史跡の南西側に移転

を完了した。

（２）	� 小稿は令和６年度山梨県立博物館シンボル展「甲斐国分寺」に関連し、令和７年１月19日に開催したかいじあむ講座「国

分寺が山梨の宝になった日」の講演内容である。

（３）	� 笛吹市教育委員会「史跡甲斐国分寺跡」笛吹市文化財調査報告書第43集　2020

（４）	� 甲府市教育委員会「上土器遺跡」『甲府市内遺跡Ⅰ』甲府市文化財調査報告26　2004　59～81頁

（５）	� 佐藤八郎・佐藤森三校訂「護国山国分寺」『大日本地誌大系　甲斐国志』第三巻　雄山閣　1971　251～252頁

（６）	� 山梨県「四　文化財の保護」『山梨県史』通史編５　近現代１　2002　731～741頁

（７）	� 文化庁『文化財保護法五十年史』ぎょうせい　2001年

（８）	� 山梨県「四　文化財の保護」『山梨県史』通史編５　近現代１　2002　739～741頁

（９）	� 翻刻は当館茶園紘己学芸員による。なお茶園学芸員は令和６年度シンボル展「甲斐国分寺」の主担当者である。

（10）	� 水上文淵『史蹟名勝天然物　一』（大正12年）山梨県立博物館蔵

（11）	� 『大正９年内務省名簿』1919　64頁
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（12）	� 田中秀典「近代日本の文化財保護行政における柴田常恵」『平成14年度　國學院大學学術フロンティア構想「劣化画像

の再生活用と資料化に関する基礎的研究」事業報告』2003年

	� 田中秀典「柴田常恵資料の整理・保存作業」『國學院大學学術フロンティア事業研究報告　人文科学と画像資料研究』

第１集　2004年

（13）	� 山内利秋「文化財担当者柴田常恵の記録―大場磐雄との関係性を軸に」『國學院大學学術フロンティア事業研究報告　

人文科学と画像資料研究』第１集　2004年

（14）	� 歴史・考古学　『柴田常恵野帳資料』『柴田常恵写真資料』『柴田常恵拓本資料』　國學院大學博物館所蔵

（15）	� 印刷局「告示◎内務省告示第二百七十號」『官報』第三千六十一號　1922年10月12日

（16）	� 笛吹市教育委員会『史跡甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡保存活用計画』「２指定説明文とその範囲　１甲斐国分寺跡」

2024

（17）	山梨県立博物館令和6年度シンボル展「甲斐国分寺」リーフレット　2024年　４頁引用

【参考文献】

・文化庁文化財部『未来に伝えよう文化財』2011年10月

・山梨県『山梨県史』近現代19　教育・文化　2002年

・�枝川明敬「我が国における文化財保護の史的展開……特に,戦前における考察」『文化財情報学』『駿河台大学文化情報学部

紀要』第９巻第１号　2002年

【写真１】大正10年頃の甲斐国分寺塔跡の保存状況　有刺鉄線で囲まれている。
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【写真２－１】甲斐国分寺瓦（素弁八葉蓮華文軒丸瓦、丸瓦）

【写真２−３】甲斐国分寺塔跡平面図

【写真左下２－５】左：安部晴明屋敷スケッチ　右：寺本廃寺塔跡心礎スケッチ

【写真２−１～５】出展：柴田常恵野帳資料№42／國學院大學博物館蔵）

【写真２－２】平瓦及び下馬札

【写真上２－４】護国山国分寺所蔵資料写
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【写真３−１】山梨県東八代郡一宮村大字国分　国分寺所蔵紋瓦（出典：水上文淵『史蹟名勝天然物　一』より）

【写真３−２】山梨県東八代郡一宮村大字国分　国分寺紋瓦一宮校（現一宮西小学校）所蔵

（出展：水上文淵『史蹟名勝天然物　一』より）
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山梨近代人物館10年のあゆみ

小　畑　茂　雄

はじめに

　山梨近代人物館（以下「近代人物館」）は、平成27年（2015）

４月に山梨県庁舎別館内（以下「県庁舎別館」）に開館し

て10周年を迎える（1）。節目となる令和７年（2025）４月、

同館は現在地での役割を終えることになったが、本稿はそ

の10年のあゆみを記録に残すものである（2）。その目的は、

10年間の近代人物館の活動による、山梨の人物史を中心と

する歴史・文化の関心、同分野の調査・研究に対する影響

について、現段階での評価を試みることにある。なお、筆

者は同館の整備に関与したことから、本稿は証言的記録としての性格ももつ。

　なお、本稿は現代の事柄をあつかうものであり、存命・物故に関わらず多くの人物を扱うが、近代人物

館の整備等に関する人物は「氏」等の敬称ないし職名等で記述し、展示に関する歴史上の人物は敬称を略

して記述する。

１．施設の概要

　まず、近代人物館の施設としての概要をみてみたい。

立地するのは県庁舎別館（山梨県甲府市丸の内一の六の

一）２階の東南側の一角である。

　県庁舎別館は、第５代県令藤村紫朗（3）が建設した甲府

市錦町の庁舎（現在の甲府市役所の位置）から旧制山梨

県立甲府中学校（現在の県立甲府第一高等学校）があっ

た旧甲府城跡楽屋曲輪内への移転という形で、昭和５年

（1930）３月31日に竣工した。

　建設にあたったのは合資会社清水組（現在の清水建設

株式会社）で、同３年に完成した県会議事堂とともに施工を担当した。設計は図面などの記録に山梨県建

築係との記載があるが、東京帝国大学の佐野利器（4）の指導があったとされている。佐野は、昭和38年（1963）

に完成した県庁舎本館の構造設計を担当した内藤多仲（5）の師にあたることから、師弟の作品が構内に並

ぶこととなった。なお、県庁舎別館は、平成21年（2009）12月に山梨県指定文化財（有形）となっている。

　有形文化財となった県庁舎別館であるが、県指定の時点で竣工後79年が経過しており、経年による老朽

化が著しく、耐震基準にも適合していなかったので、平成25年（2013）12月から全面的な耐震改修工事

山梨県立博物館研究紀要　第19集　2025

山梨近代人物館第20回展示

竣工当時の県庁舎別館
清水建設株式会社蔵
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に着手した。改修工事は耐震壁や柱の追加設置といった耐震性の向上のほ

か、庁舎としての利用の過程で増築・改装された部分の撤去も行われ、県

指定文化財にふさわしい創建当時の姿への復元という目的もあわせて進め

られた。

　近代人物館は、この建築改修工事にあわせて整備されることとなり、１

年３か月の工事に平行して展示準備が進められ、工事最終段階に展示施工

がおこなわれた（第２章参照）。

　レトロな雰囲気の近代建築内に設置された近代人物館の機能は、山梨に

ゆかりを持つ人物を紹介する目的のほか、県庁に立地することから県政の

あゆみを紹介するとともに、有形文化財として整備時の姿によみがえった

県庁舎別館の紹介も兼ねて準備された。

　その展示にまつわる機能・設備は以下のような構成からなっている。

　①導入展示室

　�　展示対象とする50人の概略的な紹介お

よび導入映像の展示。

　②人物展示室

　�　展示対象とする50人のうち９人ずつの

テーマ展示および子ども向け展示。

　③情報展示室

　�　展示対象人物に関する地域情報などの

ほか、文化財としての県庁舎別館の紹介。

　④旧知事室

　�　文化財としての県庁舎別館の雰囲気および内装をそのまま紹介。

　⑤旧知事応接室

　�　県政のあゆみや歴代知事・庁舎、記録映像を紹介する端末を設置。

　⑥正庁（県庁舎別館３階）

　�　旧知事室とあわせ県庁舎別館の雰囲気および内装をそのまま紹介。

　近代人物館で紹介している人物は表1に掲げる50人である。各展示室の概要については、動線順に概説

する。

佐野利器　国立国会図書館
「近代日本人の肖像」より

④旧知事室

①導入展示室

②人物展示室

③情報展示室

入口

出口

⑤旧知事応接室

笹子隧道造作
旧庁舎写真展示

山梨近代人物館俯瞰図
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表１　近代人物館の紹介人物
人物名 読み 分野 生年 没年 出身地 展示紹介回

1 高野　正誠 たかのまさなり 農林業 嘉永5年（1852）9月21日 大正12年（1923）9月4日 甲斐国八代郡上岩崎村（甲州市） ②⑦⑯⑲

2 塚本　定右衛門 つかもとさだえもん 農林業 文久元年（1861） 昭和23年（1948）6月6日 近江国神崎郡川並村（滋賀県東近江市） ③⑦⑮⑯⑳

3 土屋　龍憲 つちやりゅうけん 農林業 安政6年（1859）6月14日 昭和15年（1940） 甲斐国八代郡下岩崎村（甲州市） ③⑦⑬

4 八田　達也 はったたつや 農林業 嘉永7年（1854）8月12日 大正5年（1916）6月4日 甲斐国山梨郡歌田村（山梨市） ⑥⑪⑯

5 雨宮　敬次郎 あめみやけいじろう 政治経済 弘化3年（1846）9月5日 明治44年（1911）1月20日 甲斐国山梨郡牛奥村（甲州市） ①⑧⑯⑰⑲

6 石橋　湛山 いしばしたんざん 政治経済 明治17年（1884）9月25日 昭和48年（1973）4月25日 東京府芝区（東京都港区） ②⑥⑭⑮

7 小田切　謙明 おだぎりけんめい 政治経済 弘化3年（1846）12月1日 明治26年（1893）4月9日 甲斐国山梨郡西青沼村（甲府市） ⑤⑨

8 小野　金六 おのきんろく 政治経済 嘉永5年（1852）8月18日 大正12年（1923）3月11日 甲斐国巨摩郡河原部村（韮崎市） ①⑧⑪⑰

9 河西　豊太郎 かさいとよたろう 政治経済 明治7年（1874）2月18日 昭和34年（1959）6月27日 山梨県巨摩郡十日市場村（南アルプス市） ①⑧⑭⑰

10 小林　一三 こばやしいちぞう 政治経済 明治6年（1873）1月3日 昭和32年（1957）1月25日 山梨県巨摩郡河原部村（韮崎市） ①⑥⑧⑫⑰⑱

11 栗原　信近 くりはらのぶちか 政治経済 天保15年（1844）9月21日 大正13年（1924）6月14日 甲斐国巨摩郡穴山村（韮崎市） ⑥⑧⑪⑱⑲

12 田辺　七六 たなべしちろく 政治経済 明治12年（1879）3月1日 昭和27年（1952）8月1日 山梨県東山梨郡七里村（甲州市） ①

13 田辺　有栄 たなべゆうえい 政治経済 弘化2年（1845）10月7日 明治44年（1911）9月14日 甲斐国山梨郡下於曽村（甲州市） ⑤⑪

14 富岡　敬明 とみおかけいめい 政治経済 文政5年（1822）11月8日 明治42年（1909）2月28日 肥前国小城郡（佐賀県小城市） ③⑦⑪⑮⑱⑳

15 内藤　伝右衛門 ないとうでんえもん 政治経済 天保15年（1844）1月14日 明治39年（1906）11月18日 甲斐国山梨郡八幡北村（山梨市） ③⑦⑫⑯⑲

16 名取　忠愛 なとりちゅうあい 政治経済 慶応2年（1866）10月19日 昭和23年（1948）8月21日 甲斐国甲府山田町（甲府市） ⑤⑨

17 名取　雅樹 なとりまさき 政治経済 文化11年（1814） 明治33年（1900）9月28日 甲斐国甲府山田町（甲府市） ⑥⑨

18 根津　嘉一郎 ねづかいちろう 政治経済 万延元年（1860）6月15日 昭和15年（1940）1月4日 甲斐国山梨郡正徳寺村（山梨市） ①⑥⑧⑫⑯⑰

19 野口　英夫 のぐちえいふ 政治経済 安政3年（1856）9月3日 大正11年（1922）2月20日 阿波国板野郡西分村（徳島県上板町） ⑤⑮

20 野口　正章 のぐちまさあきら 政治経済 嘉永2年（1849）3月7日 大正11年（1922）11月 近江国蒲生郡綺田村（滋賀県東近江市） ④⑨⑮⑲

21 早川　徳次 はやかわのりつぐ 政治経済 明治14年（1881）10月15日 昭和17年（1942）11月29日 山梨県東八代郡御代咲村（笛吹市） ①⑥⑧⑬⑰⑲

22 藤村　紫朗 ふじむらしろう 政治経済 弘化2年（1845）3月1日 明治42年（1909）1月4日 肥後国熊本寺原瀬戸坂袋町（熊本県熊本市） ③⑦⑮⑳

23 堀内　良平 ほりうちりょうへい 政治経済 明治3年（1870）11月3日 昭和19年（1944）7月4日 甲府県八代郡黒駒村（笛吹市） ①⑧⑪⑯⑰⑲

24 若尾　逸平 わかおいっぺい 政治経済 文政3年（1820）12月6日 大正2年（1913）9月7日 甲斐国巨摩郡在家塚村（南アルプス市） ①⑧⑨⑭⑰⑲

25 渡辺　青洲 わたなべせいしゅう 政治経済 天保11年（1840）2月1日 明治44年（1911）12月16日 甲斐国巨摩郡島上条村（甲斐市） ④⑫⑭⑰

26 浅川　巧 あさかわたくみ 国際交流 明治24年（1891）1月15日 昭和6年（1931）4月2日 山梨県北巨摩郡甲村（北杜市） ②⑬⑱

27 浅川　伯教 あさかわのりたか 国際交流 明治17年（1884）8月4日 昭和39年（1964）1月14日 山梨県北巨摩郡甲村（北杜市） ②⑩⑬⑱

28 杉浦　譲 すぎうらゆずる 国際交流 天保6年（1835）9月25日 明治10年（1877）8月22日 甲斐国甲府二十人町（甲府市） ②⑦⑨⑬⑲⑳

29 永峯　秀樹 ながみねひでき 国際交流 嘉永元年（1848）6月1日 昭和2年（1927）12月3日 甲斐国巨摩郡浅尾新田村（北杜市） ②⑦⑩⑬⑱⑳

30 埴原　正直 はにはらまさなお 国際交流 明治9年（1876）8月25日 昭和9年（1934）12月20日 山梨県巨摩郡源村（南アルプス市） ②⑬

31 功刀　亀内 くぬぎきない 郷土研究 明治22年（1889）9月16日 昭和32年（1957）12月30日 山梨県中巨摩郡豊村（南アルプス市） ③⑫⑭

32 山中　共古 やまなかきょうこ 郷土研究 嘉永3年（1850）11月3日 昭和3年（1928）12月10日 武蔵国（江戸）四谷仲殿町（東京都新宿区） ⑤⑨⑫⑮⑳

33 伊藤　うた いとううた 教育 明治元年（1868）12月10日 昭和9年（1934）4月11日 甲斐府巨摩郡穴山村（韮崎市） ⑤⑨⑱

34 大村　主計 おおむらかずえ 教育 明治37年（1904）11月19日 昭和55年（1980）10月17日 山梨県東山梨郡諏訪村（山梨市） ④⑩

35 近藤　喜則 こんどうよしのり 教育 天保3年（1832）7月16日 明治34年（1901）4月27日 甲斐国巨摩郡南部宿（南部町） ⑤⑪⑭⑳

36 塚原　等 つかはらひとし 教育 安政3年（1856）1月13日 大正11年（1922）12月12日 甲斐国巨摩郡西条村（昭和町） ⑤⑫

37 内藤　満寿 ないとうます 教育 文政6年（1823）3月3日 明治34年（1901）2月20日 甲斐国甲府連雀町（甲府市） ③⑦⑫

38 ポール・ラッシュ ぽーるらっしゅ 教育 明治30年（1897）11月25日 昭和54年（1979）12月12日 アメリカ合衆国ケンタッキー州 ③⑪⑮⑱

39 八巻　九萬 やまきくまん 教育 嘉永5年（1852）11月4日 昭和4年（1929）4月1日 甲斐国巨摩郡箕輪村（北杜市） ⑤⑫⑱⑳

40 飯田　蛇笏 いいだだこつ 芸術 明治18年（1885）4月26日 昭和37年（1962）10月3日 山梨県東八代郡五成村（笛吹市） ④⑩⑯

41 小宮山　清三 こみやませいぞう 芸術 明治13年（1880）6月20日 昭和8年（1933）11月4日 山梨県中巨摩郡西野村（南アルプス市） ④⑨⑭

42 近藤　浩一路 こんどうこういちろ 芸術 明治17年（1884）3月10日 昭和37年（1962）4月27日 山梨県南巨摩郡睦合村（南部町） ④⑭

43 三枝　雲岱 さいぐさうんたい 芸術 文化8年（1811） 明治34年（1901）3月19日 甲斐国巨摩郡浅尾新田村（北杜市） ④

44 中村　星湖 なかむらせいこ 芸術 明治17年（1884）2月11日 昭和49年（1974）4月13日 山梨県南都留郡河口村（富士河口湖町） ④⑩

45 樋口　一葉 ひぐちいちよう 芸術 明治5年（1872）3月25日 明治29年（1896）11月23日 東京府（麹町区）内幸町（東京都千代田区） ④⑩⑮⑳

46 村岡　花子 むらおかはなこ 芸術 明治26年（1893）6月21日 昭和43年（1968）10月25日 山梨県甲府市 ②⑩⑬

47 望月　百合子 もちづきゆりこ 芸術 明治33年（1900）9月5日 平成13年（2001）6月9日 東京府・山梨県南巨摩郡五開村（富士川町） ②⑩⑭

48 小川　正子 おがわまさこ 学術研究 明治35年（1902）3月26日 昭和18年（1943）4月29日 山梨県東山梨郡春日居村（笛吹市） ⑥⑩⑯

49 杉浦　健造 すぎうらけんぞう 学術研究 慶応2年（1866）8月10日 昭和8年（1933）8月15日 甲斐国巨摩郡西条新田村（昭和町） ③⑪

50 内藤　多仲 ないとうたちゅう 学術研究 明治19年（1886）6月12日 昭和45年（1970）8月25日 山梨県中巨摩郡榊村（南アルプス市） ⑥⑬
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　　　①導入展示室

　導入展示室では、50人の人物の情報をデジタル式のフォトフレームで紹介しており、「顔と名前」、「主な

業績」、「人物の言葉」の３画面が遷移する機能を持っている。展示室の正面奥にはガラス製スクリーンが

設置され、入口の人感センサーの感知とともに約５分間の導入映像番組が投影される。ナレーションは、

山梨県都留市出身でNHK「小さな旅」のナレーションで知られるNHKアナウンサーの国井雅比古氏に担

当していただいた。

　人物展示室につながる東側の壁面には、もともと「ごあいさつ」パネルのみ掲示されていたが、第６回

展示（平成29年10月～同30年３月）以降、展示のテーマに関わる近代山梨のさまざまな風景の古写真を

大型のグラフィックとして製作して展示した（本稿冒頭写真）。

　　　②人物展示室

　人物展示室では、50人の紹介人物のうち９人ずつを、半年ごとの展示期間で紹介した。９人は半年ごと

の展示テーマに即して選ばれ、第１回「甲州財閥と近代日本を築いた甲州人」から20回のテーマ展示を実

施した（第３章参照）。

　同室の入口をくぐると、両側の壁に「県政歴史年表」と題した２枚のグラフィックパネルが掲示されて

いる。このパネルにより、山梨の近代人物たちの活躍の時代的な背景を解説するとともに、県庁舎内の展

示施設であることを配慮した情報の構成となっている。

　人物の紹介は９基の人物紹介什器で展開し、顔写真・名前・

言葉・言葉の背景を配置した大きなグラフィック（90㎝四方）

を什器上部に配置し、下部には業績関連写真と解説のグラ

フィックを掲示するアクリルサンドを設置した。人物顔写真お

よびアクリルサンドの下は、車椅子の観覧にも配慮した机状の

台となっており、台上には資料の大きさに応じた正方形・長方

形2種類いずれかのアクリルケースが設置可能で、さらに利用

者の手元寄りにはタブレットによる詳細な情報を提供する端末

を配置した。

　顔写真グラフィックに関しては、生没年・出身地などの情報

まで配置すると視覚的に情報が過多となるため、基本的な情報

のみの掲示として、詳細な情報はタブレット端末へと誘導する

構成とした。タブレット端末は、言葉の解説・プロフィール・

年表・エピソード・関連人物のメニューから内容が構成される。

これら各什器の裏側には、解説パネルなどの縦長の大きなグラ

フィック（横90㎝×縦200㎝）を設置するエリアを設定した。コーナーサインと称したこれら解説パネルは、

半年に1度という高頻度の展示替えを考慮して、顔写真グラフィックとともにアルポリック製パネルにカ

ラー出力した素材を貼る仕様で製作するとともに、マグネットによって什器側の鉄板下地に着脱し、簡易

な張り替えが可能な仕様とした（22頁写真参照）。

人物展示室の什器およびグラフィック・装置類
（第20回　杉浦 譲の展示状況）

※タブレットは故障のためグラフィックで代用中
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　展示室中央には、耐震柱隠しを兼ねた造作兼プロ

ジェクションマッピングによるコンテンツ「笹
ささ

子
ご

隧
すい

道
どうものがたり

物語」を配した。明治35年（1902）に竣工し、翌

年から運用が開始されたJR中央線笹子隧道を擬人

化し、通称「笹じい」が近代山梨を行き交った人物

や文化を語る内容とした。「笹じい」の声の担当は、

超ベテラン声優の柴田秀勝氏（6）。映像プログラム

は６分あり、造作前に設置の人感センサーの検知と

ともにプロジェクターから映像が投影され、待機中

は笹子隧道をいろどる山梨の春（桃）、夏（木々の緑）、秋（葡萄）、冬（雪景色）の四季のシーンが遷移

する。

　展示室奥には、子ども向け展示コーナーとして、「ひらいて、まわして、やまなしのこの人だ～れ？」

と「ふるさと人物伝」を設置。前者は、「山梨最初の〇〇をつくったのは？」という設問のパネルを回転

させる（あるいは持ち上げて開ける）と、内側に正解となる人物の写真と名前が用意されている体験型展

示である。20ある設問のうち、中央の「山梨県を日本一の県にするのは？」の問いの内側には、「あなた」

というキャプションとともに利用者を映す鏡が設置されており、利用者そのものが山梨の主役の人物であ

ることを示唆する仕掛けとなっている。「ふるさと人物伝」は液晶モニタとタッチパネルディスプレイを

組み合わせたクイズ形式のコンテンツで、若尾逸平、村岡花子、内藤多仲の生涯に関わる〇×クイズを楽

しむことができる（7）。設問は３問でクイズ間のナレーションを含めて7分間。正答でも誤答でもラストシー

ンまでたどりつける構成となっている。

　人物展示室を中心とした展示室としての設備上の概要は、面積は175㎡（導入・人物・情報展示室の合計）、

天井高は約275㎝で、もともと県庁執務室である上に、OAフロア化と空調設備の追加で垂直方向の空間は

より狭隘となり、展示室の設備として有効な高さが得られていない。このためプロジェクターの設置位置

が低く、レンズ方向を見ると眩しいほか、スポットライトの設置角度にも利用者の影を避ける工夫が強い

齢120歳余りの「笹じい」こと笹子隧道

近代人物館配線ダクト・ピクチャーレール配置図
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られている。その分、配線ダクトおよびピクチャーレールについては、展示室の面積規模の割に多めに取

り付けており、展示状況にあわせた柔軟な対応が可能となっている。

　空調については、庁舎であるために十分な温湿度の管理は不可能であるものの、完全集中管理の別の執

務室とは異なり、温度だけは調整が可能となっている。それでも冬季の乾燥等に対応するために、展示室

内設置の温湿度計による監視と、展示ケース内への調湿剤の設置などといった措置をおこなっている。

　　　③情報展示室

　情報展示室は、大型タッチパネルによる「やまなし情報アーカイブ」

と県立館および県内類似施設の広報物設置・掲示コーナー、県庁舎

別館の改修事業解説パネルと同館の軒丸瓦や門標などの資料展示

コーナーから構成されている。

　「やまなし情報アーカイブ」は、同館で紹介する50人の人物に追加

してさらに50人の情報も登録され、約100人の人物情報と、人物相互

の関連性の紹介、ゆかりの地に関する情報、山梨県立博物館とさま

ざまな協働事業を実施したつなぐNPO制作による人物ゆかりの地め

ぐりモデルルート紹介からなっている（8）。

　耐震改修事業の解説をはじめ、別館に関する資料の展示も情報展

示室の役割である。ウォールケース内には、かつて別館で用いられ

ていたと考えられ、今回の改修における復元のモデルとなった古い

カーテンや、県で保管していた別館の青焼き図面（青焼きは褪色が

著しい資料のためパネル化）、「山」の字の県章をモチーフにした軒丸

瓦を中心とした展示を実施している。平成28年（2016）に「山梨県廰」の門標を山梨市在住の個人から

寄贈を受けたことから、同室に新たに仮設ケースを設置して展示に供している。古写真などの検証から、

同資料は少なくとも戦後の一時期には使用されていたものと考えられる。

　　　④旧知事室

　旧知事室は、創建当時の官選知事から戦後の天野久知事（第45～48代　1892〜1968）まで使用された

部屋で、別館3階の「正庁」とともに、県庁舎別館の県指定文化財としての魅力を示すことを最優先とし

て整備を進めた。

　そのため、創建時のデザインに近い既製品のファブリック（カーテン、タッセルなどの布製の内装用品）

を活用しつつも、旧知事室および正庁は別館建設時の記録写真を参考に再現を進め、旧知事室の絨毯とカー

テンについては特注品での再現を実施した。その他の内装や調度品も、写真からの相応の考証による復元

を実施しつつ、鑑賞の妨げになりかねない展示パネルなどの情報表示を最小限としながら、映像やPC端

末などの各種装置類の設置はおこなわないこととした。

　令和４年（2022）に、名誉県民の顕彰を受けた稲葉清右衛門氏（1925〜2020）を紹介する展示が旧知

事室でおこなわれることになり、同年５月から翌年の３月末にかけ、約1年間絨毯や調度品の撤去のうえ、

情報展示室に新たに寄贈された
「山梨県廰」門標を展示
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同氏が経営したファナック株式会社の工作用機械や記録映像を中心とした展示が設置された。

　　　⑤旧知事応接室

　旧知事応接室は近代人物館の最後の部屋という位置づけとなる。開館当初は旧知事室に準じた内装の方

針により、展示パネルなどの情報の展開は控えられ、部屋中央に平置きの大型タッチパネルモニタを設置。

ここまで観覧した近代人物・県政のあゆみ・県庁舎に関するさまざまなデータを閲覧できる端末とした。

　内容としては、「年表」、「歴代知事」、「県庁舎の移り変わり」、「映像で見る山梨」のコンテンツからなり、

それぞれ多くの写真データとともに、各分野のあゆみを振り返る内容とした。「年表」については、「映像

で見る山梨」の動画データのほか、「山梨県の歌」、「恩賜林記念日の歌」の音源も各事項に関連づけて、年

表からも映像や音源の再生をできるような構成とした。近年はタッチパネルモニタの故障で利用不可とな

り、修繕もままならず現在に至っている。

　同室は前述のとおり、旧知事室と同様に機器や説明を極力置かない方針だったため、スペースに余裕が

あったことから、平成27年（2015）12月10日にノーベル生理学・医学賞を受賞した大村智氏の顕彰展示

が同年度中に設置され、令和５年（2023）からは、前項の旧知事室を使用した展示を実施した稲葉清右衛

門氏を顕彰するパネルが設置された。

　そのほか、近代人物館の出口から階段・エレベーターに戻る回廊壁側に、県庁舎別館や県会議事堂、初

代県立図書館といった昭和初期の県庁関連建築の内外装の写真を掲示した。

　県庁舎別館の入口車寄せには、「山梨近代人物館」の門標が掲げられ、平成30年（2018）には県庁構内

の案内サインの増設もおこなわれた。

２．開館までの経緯

　　　○前史

　近代人物館の開館にあたっては、横内正明知事（第59・60代　1942〜2020）の掲げた「オープン県庁」

計画が基盤となっている。

創建当時の旧知事室（清水建設蔵・左）と再現された近代人物館内旧知事室（右）
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　「オープン県庁」は、県庁のオープン化のほか、県庁の防災上の基盤整備、そして当時進んでいた甲府

駅南口周辺地域修景計画など、県庁所在地・甲府のまちづくりという性格も帯びたものとして推進されて

いた。

　平成21年（2009）３月に、県庁から防災・まちづくり・オープン化を視野とした、県庁舎耐震化等整

備基本計画が公表される（9）。同計画では第一南別館（10）などの解体と防災新館の建設をはじめとする、県

庁舎の整理・統合を目指すことが示された。同基本計画では、県庁舎別館については「文化財的価値が高

いことから耐震改修等をおこなう」とし、旧知事室の県政歴史展示室としての整備・公開と、正庁の文化

財的価値を活かした利用についても示している。

　こうした方針のうえに、県庁は平成24年（2012）３月にオープン県庁敷地整備計画を発表する（11）。同

整備計画では、県庁舎別館などの活用をその整備内容のひとつに掲げ、「別館の一部を博物館的に活用」

することとし、「①県政歴史展示室の整備」と「②山梨近代偉人館の整備」をその内容として明記している。

　このように一連の計画からは、防災・まちづくり・県庁のオープン化という観点から、早期から県庁舎

別館の文化財としての活用が構想されていたことが読み取れ、具体的な博物館的活用として「県政歴史展

示室」と「近代偉人館」が登場する。

　これら計画は、県庁舎整備や中心市街地活性化といったミッションを帯びていたことから、当初は県総

務部が推進したが、文化財を扱い展示施設の整備という事業の特殊性から、当時教育委員会にあった県立

博物館と同館を所管する学術文化財課が部局を跨いで参画した。同事業が設計段階に入った平成26年度か

らは、教育委員会が主体となって事業を推進することとなり、開館以後の運営も教育委員会が担ったが、

令和２年（2020）４月の部局再編にともない、知事部局観光文化部（令和７年２月現在は観光文化スポー

ツ部）が所管して現在に至っている。

　上記のように県庁舎別館における展示施設整備の検討は県総務部によって着手され、平成24年（2012）

には、県庁舎別館展示施設整備基本計画の策定に着手する。策定にあたっては、株式会社トータルメディ

ア開発研究所に業務を委託している。

　　　○展示設計の推進と50人の選定、「山梨近代人物館」へ

　さらに、有識者による施設の内容や運営についての検討をおこなうため、県庁舎別館展示施設整備検討

委員会が組織され（12）、委員長に作家の江宮隆之氏が就任し、江宮委員長をはじめ５名の外部有識者の意

見を得ながら、のちの近代人物館である県庁舎展示施設の検討が進められた。

　同委員会は4回開催され、その議事の内容は次のとおりである。

　○第１回　日時：平成24年４月27日（金）10時～11時40分　　会場：県議会議事堂地下会議室

　　　　　　議題：整備検討スケジュール、展示施設の設置目的等

　○第２回　日時：平成24年７月20日（金）13時10分～15時30分　　会場：同上

　　　　　　議題：展示施設の規模・手法、対象人物の検討

　○第３回　日時：平成24年10月26日（金）13時20分～15時50分　　会場：同上

　　　　　　議題：展示コンセプトおよび施設の名称、展示手法等、対象人物、運営管理方法
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　○第４回　日時：平成25年２月14日（木）14時15分～15時40分　会場：県庁北別館507会議室

　　　　　　議題：別館展示施設整備基本計画案、県民からの意見、施設の名称

　有識者会議のほか、パブリックコメントも実施され、県民からの意見も集約された。平成24年度におい

て、展示内容および手法の骨格を位置付ける基本計画の策定を中心に、その運営体制などについてもアウ

トラインが定められていった。山梨近代人物館の名称も、仮称ながらこの過程で選定されている。

　展示の対象とする50人の人物の選定も進められ、概ね明治時代から昭和戦前期までに活躍した山梨にゆ

かりのある人物を幅広く取り上げることとした。人選にあたっては自薦・他薦問わず、多くの要望が寄せ

られることが想定されたこともあり、存命中の人物は扱わず、学術的な研究や博物館等の展示で紹介され

るなど、客観的に歴史的評価がなされた人物を対象とすることも原則とした。具体的な選定の基準となっ

たのは次の条件であり、このなかから２条件以上該当する人物をベースとして選ぶこととなった。

　　　・『山梨県史　通史編５・６　近現代１・２』（平成17・18年発刊）への掲載

　　　・『郷土史に輝く人々』（平成９年発刊）への掲載

　　　・山梨県内の博物館・資料館等において大きく紹介されていること

　翌年度（平成25年度）には、前年度の基本計画を土台とした展示設計へと進み、展示設計等の業務は計

画に引き続きトータルメディア開発研究所に委託された。

　　　○展示工事から山梨近代人物館開館

　平成26年度には展示工事に着手し、同業務もトータルメディア開発研究所に委託された。展示工事は、

並行して実施されている県庁舎別館の耐震改修工事との調整が必須であり、現場の調整と展示手法のブ

ラッシュアップなど、実施・詳細設計に当たる作業を両立しながらの進行となった。展示製作にあたって

は、展示業大手のトータルメディア開発研究所の企画および施工管理等のマネージメントのもと、展示業

者グループには人物紹介什器の設計・製作を念頭に造作の専門業者が入り、またファブリック関係の専門

家が起用されるなど、絨毯やカーテンなどの内装系の検討事項が多い県庁舎別館の特徴にあわせた人選と

なった。

　県側は、近代人物館の整備事業を所管する学術文化財

課が庁内の調整や許可申請等を担当し、県立博物館が内

容の検討・助言のほか、コンテンツの監修やあらゆる原

稿の作成を担当した。

　こうして、トータルメディア・学術文化財課・県立博

物館の３者による推進体制によって、数々の打ち合わせ

をこなしながら、近代人物館の姿を描いていった。個人

的な記憶と感想に属することながら、近代人物館の完成

までの半年間はほぼ休みはなく、そしてそれは私だけで
３月８日（開館前ひと月弱）時点の人物展示室か
ら情報展示室方向
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なく、役所や民間が休みの土日であっても午前様の深夜であろうが、メールで相談や共有をすると、トー

タルメディアのプロデューサーＯ氏と学術文化財課の担当補佐のＳ氏がすぐさま返信をくれる、あるいは

電話をくれる、そんな日々だったことが思い起こされる。

　展示の意匠やコンテンツの内容は、施工ギリギリま

で調整・協議された。開館年の平成27年（2015）の２

月ごろになると、製作物の完成検査や、コンテンツに

関わるスタジオ収録などが行われ、製作物が現場の施

工によって設置され始めるのはオープン日まで１か月

を切った３月初旬から中旬にかけてであった。またも

や個人的な記憶を差し挟ませてもらえば、完成検査で

は旧知事室に用いられることになる特注の絨毯（7.3ｍ

×6.1ｍ）の姿を、寒さ厳しい２月の京都・南丹市の工

場でみた折の壮観さは忘れられない（13）。「笹子隧道物

語」のスタジオ収録の際、「笹じい」演ずる大声優・柴田秀勝氏の小さな「じゃあ、はじめまーす」とい

う声から、突如ギアの入った「やぁ、おはよう！」か

らはじまる「笹じい」の演技を聞いた時の鳥肌も、私

に体に刻まれた近代人物館の記憶である。

　こうして進められた近代人物館の工事は、オープン

３日前の平成27年３月30日に完成検査を迎え、年度変

わって４月１日に報道機関向け事前公開、同２日に開

館記念式典が挙行され、近代人物館はさまざまな人々

の利用に供されていく歴史をあゆみ始めることになる。

３．展示事業

　オープン後の近代人物館の運営者は、管理運営委託を受けた公益財団法人やまなし文化学習協会となり、

毎年の選定と更新を経て、令和６年度まで10年間連続で受託することとなった。以後、近代人物館の展示

事業（本章）と普及事業（第４章）は、同協会の主導と学術文化財課（令和２年（2020）から文化振興・

文化財課）・県立博物館の協力体制で推進されることとなる。学術文化財課は、庁内および他館との連絡

調整を主におこない、県立博物館は展示・普及事業に係る専門的な助言や展示回りの実務を分担した。

　　　〇第１回から第20回の展示事業概要

　近代人物館の展示事業は、平成27年（2015）４月のオープン時に開催された第１回展示「甲州財閥と

近代日本を築いた甲州人」からはじまり、各年度２回半年ごとの展示替えを実施し、令和６年度末まで20

回の展示を実施した（表２参照）。

　前述のとおり、人物展示室では50人の紹介人物のうち９人ずつ、春から秋（上半期）、秋から春（下半期）

「笹子隧道物語」の収録状況（平成27年２月12日）

旧知事室絨毯の仕上げ風景（平成27年２月20日）
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表２　第１回～第20回の展示テーマ概要
年　度 回　次 タイトル・展示期間 展示紹介人物・おもな展示資料 備　考

平成27年度

第1回 甲州財閥と近代日本を築いた甲州人
2015年4月2日（木）～9月27日（日）

【人物】�雨宮敬次郎、小野金六、河西豊太郎、小林一三、田辺七六、
根津嘉一郎、早川徳次、堀内良平、若尾逸平

【資料】伝記『若尾逸平』、早川徳次の緑綬褒章（個人蔵）
開館時展示

第2回 世界をみつめた山梨の人々
2015年10月1日（木）～2016年3月27日（日）

【人物】�高野正誠、石橋湛山、浅川巧、浅川伯教、杉浦譲、永峯秀樹、
埴原正直、村岡花子、望月百合子

【資料】�浅川巧の日記（レプリカ、北杜市蔵）、埴原正直の経机（了
円寺蔵）

平成28年度

第3回 近代山梨を築いた人々
2016年4月1日（金）～9月27日（火）

【人物】�土屋龍憲、杉浦健造、内藤満寿、藤村紫朗、塚本定右衛門、
内藤伝右衛門、富岡敬明、ポール・ラッシュ、功刀亀内

【資料】�小町紅看板（ツカモトコーポレーション蔵）、熊本城瓦釘（個
人蔵）、就学牌（個人蔵）、清泉寮建設計画書（ポールラッシュ
記念館蔵）

第4回 日本の文化を興した山梨の人々
2016年10月1日（土）～2017年3月27日（月）

【人物】�野口正章、渡辺青洲、大村主計、飯田蛇笏、小宮山清三、近
藤浩一路、三枝雲岱、中村星湖、樋口一葉

【資料】�京都府博覧会賞牌（個人蔵）、句集「心像」原稿（レプリカ、
県立文学館蔵）、近藤浩一路の身の回り品（南部町立美術館
蔵）

平成29年度

第5回 郷土のために尽くした人々
2017年4月1日（土）～9月27日（水）

【人物】�小田切謙明、田辺有栄、名取忠愛、野口英夫、山中共古、伊
藤うた、近藤喜則、塚原等、八巻九萬

【資料】�山梨裁縫学校で用いられた教材（伊藤学園甲斐清和高等学
校蔵）、『甲斐の落葉』（個人蔵）、「小田切海洲先生略伝」（個
人蔵）

第6回 日本の発展に貢献した山梨の人々
2017年10月1日（日）～2018年3月27日（火）

【人物】�八田達也、石橋湛山、小林一三、栗原信近、名取雅樹、根
津嘉一郎、早川徳次、小川正子、内藤多仲

【資料】�内藤多仲が使用したトランク（個人蔵）、興益社株券（山梨
中銀金融資料館蔵）、小川正子が使用した注射器（笛吹市蔵）

平成30年度

第7回 明治を彩った山梨の人々
2018年4月1日（日）～9月27日（木）

【人物】�高野正誠、土屋龍憲、内藤満寿、内藤伝右衛門、藤村紫朗、
杉浦譲、永峯秀樹、富岡敬明、塚本定右衛門

【資料】�富岡敬明のシルクハット（個人蔵）、ギゾー『欧羅巴文明史』、
学校建設醵金感謝状（山梨中銀金融資料館蔵）、「学制解訳」
（個人蔵）

明治150年連動企画

第8回
甲州財閥

～近代日本を駆け抜けた山梨の人々～
2018年10月1日（月）～2019年3月28日（木）

【人物】�若尾逸平、雨宮敬次郎、小林一三、河西豊太郎、根津嘉一郎、
早川徳次、堀内良平、小野金六、栗原信近

【資料】�早川徳次の備忘録（個人蔵）、河西豊太郎衆議院議員立候補
挨拶状（個人蔵）、青バス広告（個人蔵）

身延線全線開業90周年連動企画

平成31年度

第9回
近代甲府を彩った人々
―県都甲府五〇〇年―

2019年4月1日（月）～9月27日（金）

【人物】�若尾逸平、小田切謙明、小宮山清三、野口正章、名取雅樹、
名取忠愛、杉浦譲、伊藤うた、山中共古

【資料】�穴切神祠碑拓本（個人蔵）、若尾逸平扇面レプリカ、明治か
ら昭和戦前期の甲府観光パンフレット（個人蔵）

甲府開府500年記念連動企画

第10回
近代文学に足跡を残した人々

―県立文学館30周年―
2019年10月1日（火）～2020年3月28日（土）

【人物】�樋口一葉、村岡花子、望月百合子、小川正子、中村星湖、飯
田蛇笏、大村主計、永峯秀樹、浅川伯教

【資料】�「ゆく雲」未定稿原稿（レプリカ県立文学館蔵）、「少年行」原
稿（県立文学館蔵）、「キラヽ」創刊号復刻版（個人蔵）

県立文学館開館30周年連動企画
（新型コロナ感染症の発生により2
月28日から臨時休館）

令和2年度

第11回 郷土をひらいた先駆者たち
2020年4月1日（水）～9月27日（日）

【人物】�富岡敬明、田辺有栄、八田達也、ポール・ラッシュ、小野
金六、栗原信近、堀内良平、杉浦健造、近藤喜則

【資料】�再開された高校野球の使用球（ポールラッシュ記念館蔵）、
杉浦健造顕微鏡（杉浦醫院蔵）、富岡敬明山梨県権参事辞令
（個人蔵）

山梨近代人物館開館5周年記念事業
（新型コロナ感染症の発生により5
月23日から公開、当面土日のみ開
館）

第12回
郷土山梨の文化の発展に貢献した人々

―県立博物館開館15周年―
2020年10月3日（土）～2021年3月28日（日）

【人物】�功刀亀内、小林一三、塚原等、内藤伝右衛門、内藤満寿、根
津嘉一郎、八巻九萬、山中共古、渡辺青洲

【資料】�甲州文庫表札（南アルプス市立図書館蔵）、小林一三『私の
行き方』（個人蔵）、県立博物館の展覧会図録

山梨県立博物館開館15周年連動企
画
（新型コロナ感染症流行拡大で10月
3日から土日のみ開館、同12日から
通常開館）

令和3年度

第13回 海外との懸け橋となった人々
2021年4月1日（木）～9月27日（月）

【人物】�杉浦譲、永峯秀樹、土屋龍憲、埴原正直、早川徳次、浅川
伯教、内藤多仲、浅川巧、村岡花子

【資料】�土屋龍憲メモ帳（個人蔵）、浅川伯教収集陶片（北杜市蔵）、『渋
沢栄一滞仏日記』（個人蔵）、内藤多仲肖像画（個人蔵）

東京オリンピック2020連動企画
（8月8日（日）から22日（日）まで
臨時休館、さらに9月12日（日）ま
で延長休館）

第14回
わたしたちのまちの先駆者たち
―南アルプス・峡南地域―

2021年10月1日（金）～2022年3月21日（月）

【人物】�若尾逸平、近藤喜則、渡辺青洲、河西豊太郎、小宮山清三、
近藤浩一路、石橋湛山、功刀亀内、望月百合子

【資料】�渡辺青洲「筆のすさび」（個人蔵）、望月百合子日記（富士川
町教育委員会）、蒙軒学舎原稿用紙木版（南部町立美術館蔵）

山梨県誕生150周年連動企画
地域限定企画第1弾

令和4年度

第15回 山梨を舞台に活躍したひとびと
2022年3月25日（金）～9月19日（月）

【人物】�富岡敬明、藤村紫朗、野口正章、山中共古、野口英夫、塚
本定右衛門、樋口一葉、石橋湛山、ポール・ラッシュ

【資料】�野口英夫肖像画（山梨日日新聞社蔵）、「紅屋三翁」（個人蔵）、
藤村紫朗が使用した印鑑（甲府市蔵）

県外出身者のみで構成した企画

第16回
わたしたちのまちの先駆者たち

―峡東地域―
2022年9月23日（金）～2023年3月21日（火）

【人物】�内藤伝右衛門、雨宮敬次郎、髙野正誠、八田達也、根津嘉
一郎、塚本定右衛門、堀内良平、飯田蛇笏、小川正子

【資料】�内藤伝右衛門肖像画（山梨日日新聞社蔵）、大日本葡萄酒会
社株券（個人蔵）、小川正子が使用した医学書（笛吹市蔵）

地域限定企画第2弾

令和5年度

第17回 近代日本を駆け抜けた山梨の鉄道人たち
2023年3月25日（土）～9月18日（日）

【人物】�若尾逸平、渡辺青洲、雨宮敬次郎、小野金六、根津嘉一郎、
堀内良平、小林一三、河西豊太郎、早川徳次

【資料】�中央線開通祝賀式案内状（山梨中銀金融資料館蔵）、東洋唯
一東京地下鉄道絵葉書（個人蔵）、富士五湖遊覧時刻表（富
士急行蔵）

中央線甲府開業120周年連動企画

第18回
わたしたちのまちの先駆者たち

―峡北地域―
2023年9月22日（金）～2024年3月24日（日）

【人物】�小林一三、栗原信近、富岡敬明、浅川巧、浅川伯教、永峯
秀樹、伊藤うた、ポール・ラッシュ、八巻九萬

【資料】�農産社株券（山梨中銀金融資料館蔵）、浅川巧年賀状（北杜
市蔵）、ポール・ラッシュ宛吉田茂書簡（ポール・ラッシュ
記念館）

地域限定企画第3弾

令和6年度

第19回 やまなしはじめて人物博覧会
2024年3月28日（木）～9月16日（月・祝）

【人物】�高野正誠、雨宮敬次郎、栗原信近、内藤伝右衛門、野口正章、
早川徳次、堀内良平、若尾逸平、杉浦譲

【資料】�高野正誠使用の仏語辞書（個人蔵）、若尾銀行株券（山梨中
銀金融資料館蔵）、内藤伝右衛門肖像画（山梨日日新聞社蔵）

第20回
江戸から明治へ

―転換期を生きた人々―
2024年9月20日（金）～2025年3月31日（月）

【人物】�塚本定右衛門、富岡敬明、藤村紫朗、杉浦譲、永峯秀樹、山
中共古、近藤喜則、八巻九萬、樋口一葉

【資料】�三椏買い入れ依頼状（南部町立美術館蔵）、藤村紫朗関係書
簡（甲府市蔵）、「たけくらべ」未定稿原稿レプリカ（県立文
学館蔵）
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の半年ごとの展示期間で、それぞれの展示テーマごとに紹介した。展示期間は展示替えの３日間を挟みな

がら、原則的に上半期は４月１日から９月27日、下半期は10月１日から３月28日までという１日始まり

の設定だったが、令和４年（2022）春の第15回展示から、上半期は３月末から９月中旬、下半期は９月

中旬から３月末の展示期間に変更し、祝日の配置や年度末および当初の繁忙期への配慮をした期間の設定

とした。

　展示替えにあたっては、コーナーサインの製作（ディスプレイ）

の委託、実物資料の借用および展示、ポスター・ちらしの製作およ

び配布をおこなった。コーナーサインは解説パネルに相当し、その

製作は開館当初分を展示工事委託先であるトータルメディアが展示

工事の製作物と一括で製作した。第３回以降分は地元のディスプレ

イ業者が製作することとなり、第20回まで有限会社ディスプレイ遠

藤（市川三郷町）が受託した。また、第３回以降、奇数回（上半期）

のコーナーサインのデザインを、従来のワインレッド基調の地色か

ら、プルシアンブルー基調のものに変更し、従来からのレトロな建

築と調和するデザインを維持しつつも、展示替えをした印象を持っ

てもらえる配慮を加えた。（広報ちらしも同様の青と赤の交互のカ

ラーイメージとしている。巻頭口絵参照）

　　　〇導入展示室の大型グラフィック展開

　導入展示室には、第６回展示（平成29年度下半期）から東側の壁面へ、古写真を使用した大型グラフィッ

クを掲示した。製作は大判マット紙ロールを素材とした博物館内製作によって費用を軽減しつつ、県立博

物館所蔵の高画質古写真である、明治45年（1912）春の皇太子（のちの大正天皇）行啓時の記録写真（14）や、

戦後の「ボロ電」などなつかしい写真を素材として使用した。これら写真の使用は、人物展示室の展示テー

マ（内容や地域性）へのイメージを利用者に描いていただく

ことを目的とした。そのため、なるべく展示テーマに関連性

のある写真を使用したが、一方で戦災等によって失われた山

梨の風景の紹介や、懐かしい記憶を呼び起こす効果も期待し、

また写真撮影可能エリアとして、SNSなどによる宣伝効果も

期待した展示コーナーとした。

　　　〇展示テーマの展開

　半年ごとの展示テーマについては、開館３年目までは政治・

経済から文化、外交といったジャンルをあえて大きく変えた

り、視座を日本全体への貢献から山梨県内の地域的な活躍へ

移したりと、展示対象人物50人すべてがまず１回は展示に出

ることを優先した企画の進行とした。

地色の例外として製作した阪急マ
ルーン基調のコーナーサイン（第18
回展示）

回 次 時　期 写　真
第6回 平成29年度下半期 明治45年（1912）の甲府八日町風景
第7回 平成30年度上半期 明治45年（1912）の初代県庁舎

第8回 平成30年度下半期 明治36年（1903）の甲府駅開業式イ
ラスト

第9回 平成31年度上半期 明治45年（1912）の甲府柳町風景
第10回 令和元年度下半期 樋口一葉「ゆく雲」原稿
第11回 令和2年度上半期 明治45年（1912）の甲府常盤町風景

第12回 令和2年度下半期 大正時代の功刀亀内らオートバイ初
乗り会

第13回 令和3年度上半期 昭和35年（1960）ごろの姉妹州アイ
オワからの支援風景

第14回 令和3年度下半期 昭和30年代の開国橋付近の「ボロ電」

第15回 令和4年度上半期 昭和30年代の甲府駅2代目駅舎南口
付近

第16回 令和4年度下半期 明治時代のレトロ建築の田中銀行（勝
沼）

第17回 令和5年度上半期 昭和30年ごろの甲府駅停車中のキハ
07形気動車

第18回 令和5年度下半期 明治時代の藤村式建築の北巨摩郡役
所

第19回 令和6年度上半期 甲府城・県庁の間を走る「ボロ電」
（カラー化加工）

第20回 令和6年度下半期 明治45年（1912）の甲府城追手門
（旧制甲府中学校・カラー化加工）

表３　導入展示室の歴代大型写真グラフィック
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　４年目以降は、明治150年や甲府開府500年、山梨県置県150年、県立文学館、県立博物館の周年など、

相乗効果を期待したコラボ企画を実施した。同様の理由で、コロナ禍のなか開催された東京オリンピック

2020に際しては、海外との懸け橋となった人物らを紹介する企画とした。

　内容的なテーマ設定のほか、第15回「山梨を舞台に活躍したひとびと」は、あえて山梨出身者ゼロの展

示として実施した。これは、山梨の人物たちの魅力と、その能力や活躍の基盤を、ただ山梨生まれという

地縁や血統に理由を求める傾向に一石を投じることを目的とした。旧来の純血主義的な評価ではなく、山

梨は外からやってきた人物の活躍の舞台ともなったことや、地元出身でなくても山梨に大きな影響を与え

た人物の紹介であったり、また野口正章（15）のような甲府商人と近江商人のハイブリットのような存在を

通じて、多様性的な観点から山梨の人物たちとその周辺の文化的背景への理解を深める試みをおこなった。

　第14・16・18回においては、「わたしたちのまちの先駆者たち」と題して、南アルプス市や峡南、峡東、

峡北といった地域に絞って、そのゆかりの人物たちを紹介する展示とした。地域を限定することで、特定

の地域からの広報や展示資料の協力を得やすくするほか、集客性について意識したテーマ設定でもあった。

　　　〇新型コロナウイルス感染症の流行拡大と近代人物館の展示事業

　展示事業においては、令和２年（2020）初頭からの新型コロナウイ

ルス感染症の流行拡大に際して、展示期間や設備の利用についてさまざ

まな制限が実施された。時期的には第10回の「近代文学に足跡を残し

た人々」から影響が発生し、他の県立施設と同様に令和２年２月28日

（金）から臨時休館となり、第11回展示「郷土をひらいた先駆者たち」

の会期に入り、４月16日（木）に政府から発出された緊急事態宣言の

期間を挟み、宣言が終了する５月14日（木）から８日後の５月22日（金）

まで休館となった。近代人物館は県庁舎に設置されている事情もあり、

第11回展示から第12回展示の初期まで、土日のみの開館という措置と

なった（16）。

　その後も、第13回展示「海外との懸け橋となった人々」においては、

デルタ株による第５波の影響で、令和３年（2021）８月８日（日）から22日（日）まで臨時休館（その後、

９月12日（日）まで延長）となり、多くの普及事業は延期・中止となった（第４章参照）。

　新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた第11回展示においては、社会的な影響も大きく、近代

人物館にとどまらない多くの博物館の営業にも大きな影響があったなか、不安のひろがる社会のなかでの

博物館の役割や事業のあり方が問われる契機ともなった。近代人物館においては、感染拡大初期に戦後は

じめて春の選抜高校野球大会が中止になるなかで、ポール・ラッシュ記念館（北杜市）から戦争で中止と

なった高校野球が再開される際にポール・ラッシュから球児へと渡された使用球を借用・展示し（17）、先

のみえないパンデミックも必ず終息するという社会的不安へメッセージを発する展示を設けた。

　展示設備についても、コロナ禍においては接触を伴う展示の使用の制限をおこない、各人物什器に設置

されているタブレット端末をはじめとした装置類も、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の扱いが５

類に変更される令和５年（2023）５月まで使用を停止した。タブレットについては、使用を停止している

昭和21年（1946）の戦後初の夏の
高校野球の際、ポール・ラッシュか
ら球児に手渡された使用球の展示

（ポール・ラッシュ記念館蔵）
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間は端末内で提供している情報の一部を掲示したグラフィックを端末上のカバーとして設置し、またグラ

フィックにはさらに詳しい情報へ遷移できるQRコードを表示して、利用者がスマホで詳しい情報を得ら

れる機能を確保することに努めた。なお、遷移先の情報は県立博物館のホームページ内に設置した。

　　　〇展示資料と協力機関等

　近代人物館の展示にあたっては、県内の多くの資料館のほか、個人や市町村のご協力をいただいた。情

報展示室の県庁舎関係資料の展示を除くと、人物展示室においては人物紹介什器９基に取り付けられた展

示ケース９か所と壁面ピクチャーレール、仮設ケース数台によって、20回の各展示においてそれぞれ10～

30数点の資料を展示した。展示環境は照度の調整は可能であるものの、展示の期間は半年間という長期で

あり、展示資料の特性や必要に応じて期間内の展示替えを実施した。展示した資料はギゾー「欧
よーろっぱ

羅巴文明

史」など近代人物館で収集したもののほか、多くは人物の関係者をはじめとする個人のほか、次の資料館

などの機関からご協力をいただいた。

　・常設　　藤村紫朗揮毫「世泰時豊」（県庁本館知事応接室より）

　・第１回　個人蔵のみ

　・第２回　了円寺（南アルプス市）、北杜市浅川伯教・巧兄弟資料館、山梨県立文学館、個人蔵

　・第３回　�株式会社ツカモトコーポレーション（東京都）、ポール・ラッシュ記念館（北杜市）、昭和町

風土館 杉浦醫院、個人蔵

　・第４回　南部町立美術館、山梨県立文学館、個人蔵

　・第５回　伊藤学園甲斐清和高等学校（甲府市）、個人蔵

　・第６回　山梨中銀金融資料館（甲府市）、笛吹市春日居郷土資料館、個人蔵

　・第７回　山梨中銀金融資料館、個人蔵

　・第８回　山梨中銀金融資料館、個人蔵

　・第９回　個人蔵のみ

　・第10回　山梨県立文学館、個人蔵

　・第11回　ポール・ラッシュ記念館、昭和町風土館 杉浦醫院、個人蔵

　・第12回　南アルプス市立図書館、個人蔵

　・第13回　�シャトー・メルシャン ワイン資料館（甲州市）、北杜市浅川伯教・巧兄弟資料館、山梨県立

文学館、個人蔵

　・第14回　南部町立美術館、富士川町教育委員会、個人蔵

　・第15回　�ポール・ラッシュ記念館、山梨日日新聞社（甲府市）、甲府市藤村記念館、山梨県立文学館、

個人蔵

　・第16回　山梨中銀金融資料館、山梨日日新聞社、笛吹市春日居郷土資料館、山梨県立文学館、個人蔵

　・第17回　富士急行株式会社（富士吉田市）、山梨中銀金融資料館、個人蔵

　・第18回　ポール・ラッシュ記念館、山梨中銀金融資料館、北杜市浅川伯教・巧兄弟資料館、個人蔵

　・第19回　山梨中銀金融資料館、山梨日日新聞社、個人蔵
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　・第20回　甲府市藤村記念館、山梨県立文学館、南部町立美術館、個人蔵

　　　〇利用者と営業状況

　近代人物館の利用者数は、初年度には16,543人を記録。新型コロナ前の平成30年度には、最多となる

17,463人に達したが、新型コロナウイルス感染症感染拡大期には大きな影響を受け、コロナ初年度の令和

２年度は最低となる2,798人にとどまった。コロナ前までは、入館者数の目標値はクリアしており、平成

31年度についても、年度中の令和２年（2020）２月から影響があり、３月は臨時休館となったこと、前

年度の３月の入館者数の約500名を考慮すると、年間目標の17,000人は達成したものと思われる。

　新型コロナ以後の利用者は、利用状況の悪化を脱しきれず、クラブ・ツーリズムなど旅行会社の利用に

よる後押しのあった令和４年度を除き、年間目標には未達の状況となっている。それでも、学校および団

体の利用は回復基調にあり、次章で述べる普及事業においても同様の傾向にあるといえる。

　開館から10年間の利用者は10万人を超え、新型コロナの影響はあったものの、近代人物館は年間の平均

にしてコンスタントに１万人の利用を見込むことができる施設といえる。県庁舎内という好立地と、入館

無料であることを加味しても、山梨の文化を普及する施設として一定の機能を果たしていたといえる（18）。

４．普及事業

　近代人物館で企画した普及事業は通算137回、天候不良や新型コロナウイルス感染症を原因とする中止

等が11回あり、実質126回の事業を実施（および本稿執筆段階では予定）している（表５を参照）。近代人

物館の普及事業は教育普及事業として実施され、座学を中心とした人物学講座と、屋外イベントや、夏休

み自由研究プロジェクト、県民の日イベントなどの県内大規模イベントへの参加を中心としたPR事業の

ふたつの軸があり（のちにPR事業としても座学を実施）、その利用状況は前掲の表４のとおりである。

年次
利用者数 学校利用者 団体利用者 普及事業利用者

実績 目標値 達成率 学校数 利用者数 団体数 利用者数 教育普及事業 利用者数 PR事業 利用者数 事業回数 利用者数

平成27年度 16,543 10,850 152.5% 27 860 127 2,245 11 510 1 244 12 754 

平成28年度 13,337 12,000 111.1% 27 852 63 1,275 11 455 4 291 15 746 

平成29年度 13,775 12,000 114.8% 29 893 41 927 11 431 6 1,653 17 2,084 

平成30年度 17,463 13,800 126.5% 38 930 41 838 11 363 12 3,005 23 3,368 

平成31年度 16,465 17,000 96.9% 41 1,166 25 537 11 377 11 2,293 22 2,670 

令和2年度 2,798 17,000 16.5% 7 165 4 50 10 226 7 114 17 340 

令和3年度 4,123 8,000 51.5% 23 689 10 88 8 198 5 167 13 365 

令和4年度 12,379 6,000 206.3% 25 654 96 3,882 11 299 7 1,617 18 1,916 

令和5年度 7,608 13,000 58.5% 34 833 24 357 11 338 8 642 19 980 

令和6年度
※�令和7年1月
31日現在

6,579 8,300 79.3% 22 577 10 182 9 205 8 536 17 741

人 人 校 人 団体 人 回 人 回 人 回 人

合計 111,070 117,950 94.2% 273 7,619 441 10,381 104 3,402 69 10,562 173 13,964

人 人 校 人 団体 人 回 人 回 人 回 人

平均
※�令和5年度
まで

11,610.1 27.9 782.4 47.9 1,133.2 10.6 355.2 6.8 1,114.0 17.3 1,469.2 

人 校 人 団体 人 回 人 回 人 回 人

表４　山梨近代人物館年別利用者数
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年次 開催日 種別 演　題 講　師 会場 参加者

平成27年度

4月26日（日） 人物学講座 地域を創生した甲州財閥 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 58
5月23日（土） 人物学講座 天下の雨敬と呼ばれた男　雨宮敬次郎の生涯 江宮隆之氏（作家） 正庁 55
6月29日（土） 人物学講座 二つの「道」－鉄道と茶道－から見た小林一三 原 武史氏（明治学院大学教授） 正庁 55
7月25日（土） 講座 手づくり電池を作ってみよう！ 関東電気保安協会 正庁 57
8月23日（日） 人物学講座 山梨が生んだ「地下鉄の父」早川徳次 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 54
9月17日（日） 人物学講座 日本の郵便制度　創始の責任者　杉浦 譲 林 陽一郎氏（郷土史家） 正庁 36
10月18日（日） 人物学講座 人間愛と朝鮮の美に生きた浅川兄弟 江宮隆之氏（作家） 正庁 34
12月6日（日） 人物学講座 山梨に生まれ明治大正期の日米外交に尽力した駐米大使　埴原正直 雨宮正英氏（山梨交通代表取締役社長） 正庁 40
1月23日（土） 人物学講座 ワイン産業の群像ー高野正誠を中心としてー 小野正文氏（甲州市教育委員会文化財指導監） 正庁 41

2月27日（土） 人物学講座 明治維新のうねりと向き合った「兵学校教官　永峯秀樹」と「県権参事　富岡敬
明」 澤谷滋子氏（北杜市浅川伯教・巧兄弟資料館館長）　 正庁 40

3月13日（日） 人物学講座 地方病終息に生涯をかけた杉浦健造と山梨の先駆者系譜 中野良男氏（昭和町風土伝承館杉浦醫院館長）　 正庁 40

平成28年度

4月24日（日） 講座 昭和５年創建当時の優雅な姿によみがえった県庁舎～よみがえった県庁舎別
館～ 小田切 浩氏（山梨県県土整備部営繕課課長） 正庁・別館内 30

5月21日（土） 人物学講座 近代山梨の礎を築いた　藤村紫朗 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 44
6月18日（土） 人物学講座 初代・二代目の報恩の志を果たした三代目　塚本定右衛門 藤堂泰脩氏（聚心庵「ツカモトコーポレーション資料館」館長） 正庁 53

7月24日（日） 人物学講座 山梨県・清里に戦後、モデル農村コミュニティをつくりあげたアメリカ人 ポー
ル・ラッシュ 秦 英水子氏（ポール・ラッシュ記念館学芸員）　 正庁 34

8月20日（土） 人物学講座 県権参事　富岡敬明（1822-1909）～明治山梨に遺した精神（こころ）～ 澤谷滋子氏（北杜市浅川兄弟資料館館長） 正庁 44
9月10日（土） 人物学講座 郷土資料「甲州文庫」を収集　功刀亀内 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 40
10月22日（土） 人物学講座 飯田蛇笏～その人生と俳句～ 井上康明氏（俳誌「郭公」主宰） 正庁 49
11月19日（土） 人物学講座 樋口一葉の山梨 吉川豊子氏（山梨県立大学名誉教授） 正庁 51
12月10日（土） 人物学講座 文明開化のビール醸造　野口正章の挑戦 守屋正彦氏（筑波大学教授） 正庁 42
2月18日（土） 人物学講座 近藤浩一路　水墨の魅力 若林由美子氏（南部町立美術館学芸員） 正庁 43

3月11日（土） 講座 甲府城周辺の歴史と人物館ゆかりの地を訪ねる 宮久保真紀氏（ＮＰＯ法人文化財保存技術ネットワーク）
上野 桜氏（山梨県埋蔵文化財センター） 甲府城周辺 25

平成29年度

5月13日（土） 【雨天延期】 朝日町界隈の史跡と人物館ゆかりの地を訪ねる 特定非営利活動法人つなぐ
6月10日（土） 人物学講座 山梨女性教育の先駆者　伊藤うた 伊藤祐寛氏（学校法人伊藤学園甲斐清和高校校長） 正庁 31
7月22日（土） 人物学講座 山中共古が山梨に築いた学問―柳田国男から広瀬千香・中沢新一まで― 杉本 仁氏（柳田国男研究会） 正庁 41
8月5日（土） 人物学講座 山梨県指定文化財の県庁舎別館をスケッチしよう！ 手塚義彦氏（元甲府市立北中学校校長）ほか3名 正庁、噴水広場 16
9月27日（水） 人物学講座 徽典館の学頭たちと近代の足音 成瀬哲生氏（山梨大学名誉教授） 生涯学習センター交流室A 41
10月7日（土） 講座 朝日町界隈の史跡と人物館ゆかりの地を訪ねる 特定非営利活動法人つなぐ 正庁 32
11月12日（日） 人物学講座 山梨県最初の銀行を設立した「栗原信近の生涯」 亀井大輔氏（山梨中銀金融資料館学芸員） 正庁、山梨中銀金融資料館 25

12月3日（日） 人 物 学 講 座（ バ ス ツ
アー） 中高校生のための人物から学ぶやまなしの歴史ツアー 同行：小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員）

正庁、根津記念館、宮光園、早川徳次
生家、県立博物館、山梨中銀金融資
料館
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12月10日（日） 講座 山梨近代人物館のクリスマス音楽会～岩崎けんいちさんの音色でやまなしを
楽しもう～

岩崎けんいち氏（シンガーソングライター）
オエムシくん（イラストレーター） 正庁 80

2月10日（土） 人物学講座 日本の発展に貢献した山梨の人々「地下鉄の父」早川徳次を中心に 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 55

2月25日（日） 講座 山梨県埋蔵文化財センター職員と行くお城ウォーキング 石神孝子氏（山梨県埋蔵文化財センター）、
上野 桜氏（山梨県埋蔵文化財センター）

山梨近代人物館、石垣展示室、甲府
城跡 30

3月4日（日） 人物学講座 内藤多仲の築いてきたもの 山田 眞氏（早稲田大学理工学術院教授） 正庁 55

平成30年度

4月21日（土） 人物学講座 山梨の殖産興業　ワインを学びにフランスへ留学した青年たち 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 39
5月19日（土） 人物学講座 第五代県令藤村紫朗と山梨の近代化 植松光宏氏（郷土資料館奈麻余美文庫主宰） 正庁 28
6月9日（土） 人物学講座 明治40年の大水害と塚本定右衛門 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 21

7月22日（日） 人 物 学 講 座（ バ ス ツ
アー） 自由研究に活かそう！人物から学ぶやまなしの歴史ツアー 同行：小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員）

正庁、浅川伯教・巧兄弟資料館、ポー
ル・ラッシュ記念館、津金学校三代
校舎、韮崎市ふるさと偉人資料館

18

8月5日（日） 講座 自由研究のテーマはこれに決まり！子どもから大人まで一緒に学ぼう！　山
梨の先人しらべ 澤谷滋子氏（浅川伯教・巧兄弟資料館） 正庁 17

9月1日（土） 人物学講座 杉浦 譲と渋沢栄一～幕末時代の友情～ 関根 仁氏（渋沢史料館学芸員） 正庁 45
10月14日（日） 人物学講座 旧知事室・正庁「復原秘話」 髙相正樹氏（㈱馬場設計 取締役設計室長） 正庁 41
11月17日（土） 人物学講座 「雨宮敬次郎」YGU山梨学院大学テレビセミナー 甲州偉人伝シリーズ 加藤嘉晴氏（元山梨放送アナウンサー） 正庁 25

12月22日（土） 講座 山梨近代人物館のクリスマス
小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員）、山梨県立甲府第一高等学校
ア・カペラ部、岩崎けんいち氏、チャンティ氏（シンガーソングラ
イター）

正庁 60

1月20日（日） 人物学講座 甲州が生んだスーパービジネスマン若尾逸平 ～ビジネスチャンスは天秤棒か
ら～ 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 30

2月16日（土） 講座 明治・大正・昭和を駆け抜けた甲州人たち 江宮隆之氏（作家） 正庁 39

平成31年度
（令和元年度）

4月20日（土） 人物学講座 若尾逸平と甲府とのかかわり 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 22
6月29日（土） 講座 山梨ワイン誕生考 仲田道弘氏（山梨県観光部部長） 正庁 57
7月21日（日） 講座 いのちの積み木 井上広法氏（浄土宗光琳寺副住職） 正庁 25

7月28日（日） 人 物 学 講 座（ バ ス ツ
アー） 人物から学ぶ やまなし歴史探訪ツアー 同行：小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員）

南アルプス市ふるさと人物室、南部
中学校内蒙軒学舎跡、道の駅なん
ぶ、近藤浩一路記念美術館、昌福寺

25

8月18日（日） 講座 古写真から見る近代甲府 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 42
9月21日（土） 人物学講座 小宮山清三 表消防・裏木喰 江宮隆之氏（作家） 正庁 35
10月19日（土） 人物学講座 山梨ゆかりの文学者－逸品資料とともにご紹介－ 保坂雅子氏（山梨県立文学館学芸課長） 正庁 11

11月23日（土） 人物学講座 語り 樋口一葉「たけくらべ」 講話：高室有子氏（山梨県立文学館学芸幹）、
朗読：山形由紀子氏（フリーアナウンサー） 正庁 54

12月21日（土） 山梨近代人物館のクリスマス 人形劇団「こんぺいとう」ＮＹＴ 正庁 60
1月19日（日） 人物学講座 今伝えたい「小島の春」の真実～叔母 小川正子の生き方をたどって～ 吉原五鈴子氏 正庁 42
2月 【コロナ中止】 山梨近代人物館５周年記念講演会 深沢美恵子氏（山梨英和学院史料室長）、村岡恵理氏（作家）

3月28日（土） 子どもの居場所づくりワークショップ「子ども歴史探検隊」 今福利恵氏（山梨県埋蔵文化財センター史跡資料活用課長）、
正木季洋氏（山梨県埋蔵文化財センター副主査・文化財主事） 県庁噴水広場・舞鶴城公園 4

令和2年度

4月 【コロナ延期】 第十国立銀行初代頭取　栗原信近―新旧紙幣に選ばれた人物との意外な接点
― 亀井大輔氏（山梨中銀金融資料館学芸員）

5月 【コロナ中止】 地方病撲滅に奮闘した医師　杉浦健造 中野良男氏（昭和町風土伝承館杉浦醫院 前館長）
6月27日（土） 人物学講座 県権参事　富岡敬明～明治という変革期を生きた一地方高官の気概～ 澤谷滋子氏（浅川伯教・巧兄弟資料館 前館長） 正庁 30
7月18日（土） 人物学講座 清里の父　ポール・ラッシュ―最善を尽くせ　しかも一流であれ― 秦 英水子氏（ポール・ラッシュ記念館副館長） 正庁 19
7月 【コロナ中止】 まゆ玉でマスコットを作ろう！ 中央市シルク工芸館ふれあい館シルクふれんどりぃスタッフ

8月22日（土） 人物学講座 第十国立銀行初代頭取　栗原信近―新旧紙幣に選ばれた人物との意外な接点
― 亀井大輔氏（山梨中銀金融資料館学芸員） 正庁 21

8月 【コロナ中止】 人物から学ぶやまなし探訪ツアー ―
9月12日（土） PR事業講座 『開拓魂のカリスマ』がポール・ラッシュ博士から学んだこと 舩木上次氏（萌木の村株式会社代表取締役社長） 正庁 24
9月19日（土） 開館5周年記念講座 郷土をひらいた先駆者たち 江宮隆之氏（作家） 正庁 24
10月24日（土） PR事業講座 ＰＲ事業講座「日本ワイン歴史マイスター①」 仲田道弘氏（公益社団法人やまなし観光推進機構理事長） 正庁 15
10月31日（土） 根津嘉一郎と小林一三～偉業を成したふたりの茶人としての深淵～ 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 28
11月7日（土） PR事業講座 ＰＲ事業講座「日本ワイン歴史マイスター②」 仲田道弘氏（公益社団法人やまなし観光推進機構理事長） 正庁 13
11月28日（土） PR事業講座 ＰＲ事業講座「日本ワイン歴史マイスター③」 仲田道弘氏（公益社団法人やまなし観光推進機構理事長） 正庁 9

11月29日（日） 小林一三～お客様ファーストで広げた多様な事業アイディア～ 仙海義之氏（公益財団法人阪急文化財団理事、逸翁美術館・小林
一三記念館・池田文庫館長） 正庁 22

12月5日（土） PR事業講座 ＰＲ事業講座「日本ワイン歴史マイスター④」 仲田道弘氏（公益社団法人やまなし観光推進機構理事長） 正庁 12
12月12日（土） PR事業講座 ＰＲ事業講座「日本ワイン歴史マイスター⑤」 仲田道弘氏（公益社団法人やまなし観光推進機構理事長） 正庁 11
12月19日（土） PR事業講座 ＰＲ事業講座「日本ワイン歴史マイスター⑥」 仲田道弘氏（公益社団法人やまなし観光推進機構理事長） 正庁 17

表５　近代人物館普及事業一覧
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　　　〇教育普及事業の開催状況

　自主事業として多くの講演会を開催した教育普及事業は、そのほとんどを近代人物館の所在する県庁舎

別館の３階の正庁で開催した。基本的に講師は開催中の展示に関連する分野から招聘し、県外の大学や博

物館・美術館に所属する研究者をはじめ、資料の出品に協力を仰いだ県内の資料館などの学芸員や自治体

の職員の起用も積極的におこない、利用者の関心に応えつつ、最新の成果との出会いをもたらすように、

幅広い事業の展開につなげた。他方、予算や企画展の関係で通常の県立博物館などの事業では起用できな

かった研究者や自治体職員の招聘にも取り組み、若手研究者の登壇経験の創出にもつなげた。

12月20日（日） 県庁舎別館の文化的価値と近代人物館ができるまで（＋映像鑑賞会『礎を築い
た人々』） 中山誠二氏（南アルプス市ふるさと文化伝承館館長） 正庁 20

1月31日（日） 八巻九萬と山梨共修社 堀内万寿夫氏（作家） 正庁 24
3月7日（日） 山梨の民俗を今に伝える『甲斐の落葉』とは… 丸尾依子氏（山梨県立博物館学芸員） 正庁 22
3月13日（土） 山梨の宝物・甲州文庫と功刀亀内―『甲州文庫』県移管から70周年― 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 16

令和3年度

4月24日（土） 浅川 巧の生涯　―彼を支えた兄・伯教と仲間たち― 江宮隆之氏（作家） 正庁 27
5月29日（土） 村岡花子～『花子とアン』だけでは分からないその実像とは～ 深沢美恵子氏（山梨英和学院史料室長） 正庁 27
6月 【コロナ延期】 渋沢栄一と山梨の近代人物たち―杉浦譲から青い目の人形まで― 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員）

7月4日（日） 甲府市ジュニアリー
ダー研修会 山梨の近代を築いた人々 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨近代人物館・防災新館409会議

室 24

7月18日（日） 渋沢栄一と山梨の近代人物たち―杉浦譲から青い目の人形まで― 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 防災新館409会議室 21
7月25日（日） PR事業講座 新一万円の肖像　渋沢栄一～「国立銀行」創業と山梨～ 亀井大輔氏（山梨中銀金融資料館学芸員） 防災新館409会議室 32
8月 【コロナ延期】 土屋龍憲～ブドウとワインの一大産地の礎～ 萩原麻由氏（甲州市教育委員会文化財課学芸員）
9月 【コロナ中止】 「陶片」を読む　浅川伯教と朝鮮陶磁研究 飯野正仁氏（元山梨県立文学館学芸員）
10月3日（日） 土屋龍憲～ブドウとワインの一大産地の礎～ 萩原麻由氏（甲州市教育委員会文化財課学芸員） 防災新館オープンスクエア 26

10月23日（土） わたしたちのまちの先駆者たち―南アルプス・峡南地域―（第14回展示の見ど
ころ解説） 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 防災新館オープンスクエア 20

11月8日（月） PR事業講座 「郷土を築いた人々①　功刀亀内」（山梨県生涯学習推進センター共催）※利用
者数は11月22日の②を含む 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 生涯学習推進センター交流室・山梨

近代人物館 51

11月20日（土） 山梨県誕生150周年―明治維新と甲州の民衆― 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 33

11月22日（月） PR事業講座 「郷土を築いた人々②　若尾逸平」（山梨県生涯学習推進センター共催）※利用
者数は11月8日の①に合計 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 生涯学習推進センター交流室・山梨

近代人物館
12月18日（土） 光の水墨画家　近藤浩一路 平林 彰氏（山梨県立美術館学芸員） 正庁 20
1月 【コロナ延期】 石橋湛山 われわれは小日本主義から何を学ぶか？ 増田 弘氏（立正大学名誉教授）
2月 【コロナ中止】 近藤喜則その時代―明治期の南部― 若林由美子氏（近藤浩一路記念南部町立美術館学芸員）
3月13日（日） PR事業講座 名取春仙と南アルプス市ゆかりの画家たち 矢野晴代氏（南アルプス市立美術館学芸員） 正庁 21

令和4年度

4月24日（日） 富岡敬明生誕200年・大小切騒動150年―富岡敬明と山梨― 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 21
5月22日（日） 山中共古－牧師であり民俗学者であったその足跡を山梨県内に追う－ 杉本 仁氏（柳田国男研究会） 正庁 17
6月25日（土） ポール・ラッシュとアマチュアスポーツ 秦 英水子氏（ポール・ラッシュ記念館副館長） 正庁 19
7月23日（土） 山梨新聞ことはじめ—「峡中新誌」からの出発 磯部 敦氏（奈良女子大学研究院人文科学系教授） 正庁 24
8月6日（土） 夏休み子供向け講座 紙しばい　若尾逸平物語―逸平と幾造― 樋口昌弘氏（山梨県立博物館展示交流員） 山梨近代人物館、正庁 12
9月10日（土） 石橋湛山　われわれは小日本主義から何を学ぶか？ 増田 弘氏（立正大学名誉教授） 正庁 33

9月18日（日）
PR事 業 講 座・甲 府 市
ジュニアリーダー研修
会

甲府を舞台に活躍した人々 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨近代人物館、正庁 18

10月22日（土） 天下の雨敬　明治を拓く 江宮隆之氏（作家） 正庁 32
11月13日（日） PR事業講座 山梨の新聞150年記念　甲府の本屋さん ―江戸から明治へ― 鈴木俊幸氏（中央大学文学部教授） 正庁 28
12月17日（土） 髙野正誠の一大葡萄園構想 小野正文氏（甲州市教育委員会文化財指導監） 正庁 36
1月22日（日） 地下鉄・青バスと鉄道王―時代を的確に読んだ峡東の鉄道人たち― 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 37
2月12日（日） 飯田蛇笏とゆかりの俳人たち―句座をともにした人々― 井上康明氏（俳誌「郭公」主宰） 正庁 36
3月25日（土） 根津嘉一郎の美術品蒐集 西田宏子氏（根津美術館顧問） 正庁 32

令和5年度

4月23日（日） 山梨の生んだ鉄道人―若尾・雨宮・根津― 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 40
5月20日（土） 山梨の鉄道追想 笹本健次氏（株式会社常磐ホテル社長） 正庁 36
6月11日（日） 近代日本を駆け抜けた山梨の鉄道人たち 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 39
7月29日（土） バスツアー やまなしの鉄道　人物から学ぶ過去から未来へ 同行：小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨県内各所 19
8月6日（日） 夏休み子ども向け講座 紙しばい　天下の雨敬～雨宮敬次郎物語～ 樋口昌弘氏（山梨県立博物館展示交流員） 山梨近代人物館、正庁 10
9月10日（日） 中央線の歴史と山梨の鉄道人たち 老川慶喜氏（立教大学名誉教授） 正庁 38

9月17日（日）
PR事 業 講 座・甲 府 市
ジュニアリーダー研修
会

甲府を舞台に活躍した人々 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨近代人物館、正庁 15

10月29日（日） たなばたさまと伊藤学園　女性教育を生きた二人～権藤はなよと伊藤うた～ 江宮隆之氏（作家） 正庁 32

11月12日（日） PR事業講座 清く、正しく、美しく　宝塚歌劇の魅力－山梨県立博物館「宝塚歌劇の世界展」
の見どころを中心に－ 近藤曉子氏（山梨県立博物館学芸課長） 正庁 24

12月16日（土） 富岡敬明と重要文化財富岡家住宅 志村憲一氏（甲府市教育委員会歴史文化財課） 正庁 33
1月28日（日） 第十国立銀行初代頭取　栗原信近の生涯 亀井大輔氏（山梨中銀金融資料館学芸員） 正庁 31
2月10日（土） アメリカ生まれの『清里の父』　ポール・ラッシュの生涯 秦 英水子氏（ポール・ラッシュ記念館副館長） 正庁 32

3月2日（土） 峡北2施設合同講座―郷土の先人たちを現代（いま）に伝える― 海老沼美穂氏（韮崎ふるさと偉人研究会学芸員）、
長谷川 誠氏（北杜市教育委員会学芸員） 正庁 28

令和6年度

4月21日（日） 栗原信近－銀行家の基本像－ 齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授） 正庁 23
5月25日（土） 雨宮敬次郎の生涯－鉄道事業を中心として－ 髙野 愛氏（甲州市教育委員会生涯学習課） 正庁 38
6月15日（土） 明治の地方ビールと野口正章 牛米 努氏（明治大学非常勤講師） 正庁 24
7月27日（土） やまなしはじめて人物伝 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁 23
8月11日（日） 夏休み子ども向け講座 紙しばい　甲州文庫物語～変わり者の功刀喜内～ 樋口昌弘氏（山梨県立博物館展示交流員） 山梨近代人物館、正庁 11

9月15日（日）
PR事 業 講 座・甲 府 市
ジュニアリーダー研修
会

郷土の先人たちのあゆみに学ぶ 亀井大輔氏（山梨中銀金融資料館学芸員） 山梨近代人物館、正庁 12

9月28日（土） バスツアー 新紙幣発行記念　山梨と貨幣ゆかりの地ツアー 同行：小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨県内各所 17
10月27日（日） 県令　藤村紫朗の光と影 江宮隆之氏（作家） 正庁 21
11月10日（日） 見学会 重要文化財富岡家住宅見学会 志村憲一氏（甲府市教育委員会歴史文化財課） 富岡家住宅（甲府市） 29
12月14日（土） 「若き先駆者」とその背景―中村星湖と堀内清次郎― 堀内 眞氏（富士山世界遺産センター） 正庁 22

1月19日（日） 近藤喜則の生涯と業績について 近藤正寛氏（南部町歴史資料室）、
渡辺拓雄氏（南部町歴史資料室） 正庁 26

1月24日（金） ギャラリートーク 学芸員による近代人物館ギャラリートーク 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨近代人物館 14
2月12日（水） ギャラリートーク 学芸員による近代人物館ギャラリートーク 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨近代人物館 10
2月24日（月・祝） 樋口一葉『通俗書簡文』を読む 伊藤夏穂氏（山梨県立文学館学芸員） 正庁 33
3月23日（日） 人物史からみえる山梨―山梨近代人物館10年のあゆみ― 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 正庁
3月30日（日） ギャラリートーク 学芸員による近代人物館ギャラリートーク 小畑茂雄（山梨県立博物館学芸員） 山梨近代人物館

令和７年２月24日現在
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　座学のほか、建築としての県庁舎別館内の見学や、近隣の甲

府城跡や富岡敬明の旧宅である富岡家住宅（重要文化財）の見学、

さらにつなぐNPOとの共催によるまちあるきなどの屋外イベン

トなども実施した。また、人物ゆかりの地をめぐるバスツアー

も実施し、県内各地の人物紹介施設や関連史跡に親しむ機会も

設けた。さらに、子ども向けイベントとして夏休み期間に県立

博物館の展示交流員によるオリジナル紙芝居を上演したほか、

甲府市のジュニアリーダー研修会との高校生向け連携講座を開

催した。

　近代人物館の20回におよぶ展示のなかで、展示そのものを解

説するイベントは継続的におこなわれてこなかった。コロナ禍前は、近代人物館スタッフによる「昼活」

として、昼休みの県庁職員を視野とした解説イベントを開催した。令和６年度の冬季には、展示を担当し

た県立博物館学芸員（筆者）が、第20回展示のみどころを解説するギャラリートークを３回（執筆段階で

予定を含む。さらに１～３月開催の各講座の終了後にも実施する予定であり、のべ６回）開催した。

　　　〇コロナ禍における普及事業と利用者制限

　令和２年（2020）春からのコロナ禍において、10回の普及事業が中止ないし延期の対応を余儀なくさ

れている（完全に中止となったのは６回）。近代人物館は県庁内にあることから、新型コロナ初年度の令

和2年および同３年度においては、当面土日のみの開館に制限されたこともあり、普及事業の開催自体や

会場、参加人数について規制が加えられた。座学のほか、バスツアーはその性質上、令和２年から同４年

（2022）までは開催そのものを見送ることとした。

　各普及事業（座学）の参加（募集）人数は、コロナ禍前は正庁のキャパシティの限界である50名を定員

としていたが、コロナ禍においては上限を30名に変更して、ソーシャルディスタンスを確保する対応を実

施した。また、その他の県立施設と同様に、利用者に対しては基本的な感染予防対策を呼び掛ける対応を

おこない、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の扱いが５類となる令和５年（2023）５月まで継続し

た。現在でも座学の募集数は40名であり、コロナ前の募集数50名には復帰していない。

　　　〇普及事業の成果

　近代人物館で各種の普及事業を開催してきたことにより、取り上げた人物たちについての知識や関心の

高まりに貢献してきた。開館10年間における普及事業への参加者はのべ10,026名、座学が中心の教育普及

事業に限ればのべ3,197名に達している（令和５年度までの集計）。

　例えば、「地下鉄の父」こと早
はやかわのりつぐ

川徳次（笛吹市出身）は、近代人物館の開館における人物選定時にも、

研究や著述の対象とされる例は多くなかった。近代人物館の開館後は、県立博物館で開催されたシンボル

展（19）との相乗効果もあり、早川を取り上げる媒体は増加していった。

　わが国の郵便制度を創業した杉浦譲（甲府市出身）も、近代人物館の開館時の知名度は高いとはいえな

かった。そのような杉浦がNHK大河ドラマ「青天を衝け」（2021）の主人公渋沢栄一の「親友」であった

令和３年（2021）11月20日（土）の県民
の日に開催した齋藤康彦山梨大学名誉教授
による講座「山梨県誕生150周年―明治維
新と甲州の民衆―」のようす
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ことや、その渋沢が令和６年（2024）７月から発行された新壱万円札の肖像に登用されることに関連して、

渋沢との交友を軸として杉浦の業績を紹介する講座を開催した。こうした社会的な動向や関心を意識した

事業をタイミングよく開催することで、杉浦についての理解を深め、広げていく契機とした。

　近代人物館の普及事業については、県立博物館との相互のフィードバックがおこなわれ、小林一三（韮

崎市出身）をめぐる知見について、近代人物館の成果を県立博物館の講座等で活用する一方で、県立博物

館の企画展の内容を近代人物館で講座として展開する試みもおこなった。前述の県立博物館の展示交流員

によるオリジナル紙芝居は、県立博物館の体験イベント「かいじあむ寺子屋ひろば」のために職員が製作

したもので、近代人物館にて若尾逸平や功
くぬぎ

刀亀
き

内
ない

といった人物の事跡をわかりやすく普及することに貢献

した。

　また、原武史氏（平成27年度）や老川慶喜氏（令和５年度）といった著名な県外の研究者を招聘したこ

とで、県内の研究状況への影響が期待できる機会となったほか、近代人物館での意見交換や交流によって、

特定の研究分野の進展にもつながった側面もあるだろう。

５．成果と影響

　　　〇近代人物館の開設の意義

　近代人物館の10年のあゆみにおいて、第３章および第４章で振り返った展示および普及事業の展開に

よって、その設置の目的である県政の歴史、県指定文化財である県庁舎別館、山梨の近代人物について、

広く理解を深めてもらう効果があったと考えられる。

　また、「オープン県庁」のねらいにもあったように、甲府駅と中心市街地をつなぐエリアの活性化とい

う観点から、年間１万人程度の利用者のあった近代人物館は、文化・歴史を語り合うことができる「交流

の場」として機能したことも見逃せない影響だろう。その立地が近代山梨の歴史の舞台ともいえる県都の

中心部にあったことも、単にアクセス至便の地であるというだけでなく、山梨の歴史・文化理解における

臨場感につながる価値があったといえる。

　　　〇近代人物への関心の高まりの潮流のなかで

　また、近代人物館の開設が県内の人物史への関心の高揚のなかでおこなわれたことも指摘できる。近代

人物館の平成27年（2015）に前後して、山梨県内では下記の人物を顕彰・紹介する施設が立て続けに整

備されている。

　・根津記念館（山梨市）	 平成20年（2008）10月10日開館

　・韮崎市ふるさと偉人資料館（韮崎市民交流センター NICORI）	 平成23年（2011）９月３日開館

　・北杜市ほくと先人室（浅川伯教・巧兄弟資料館）	 平成27年（2015）11月３日開館

　・南アルプス市ふるさと人物室（南アルプス市立図書館）	 平成28年（2016）10月１日開館

　・山梨大学大村智記念学術館	 平成30年（2018）７月19日開館

　・南部町近藤喜則史料展示室（近藤浩一路記念南部町立美術館）	 平成31年（2019）３月末開館

　・富士川近代人物館（富士川町歴史文化館塩の華）	 令和５年（2023）２月23日開館
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　特に近代人物館開館以降の2010年代後半に開館が増えているともいえ、近代人物館は近代の歴史的人物

を地域の文化的資源として活用する潮流を先んじて示したともいえる。こうした流れは、藤村記念館や富

岡家住宅（いずれも重要文化財・甲府市）といった近代人物関連の歴史的遺産が、地域の文化的資源や観

光的資源としての注目度が高まってきていることとも無関係ではない。また、甲府市内に残っていた甲州

財閥・若尾家の墓所（甲府市）が撤去された際に、近代の歴史的遺産の消滅の危機感が共有されたことも、

近代の歴史的遺産への意識の高まりの一端であろうと思われる（20）。近代人物館は、こうした近代人物へ

の関心の高まりや、人物にまつわる史跡の文化的・歴史的資源としての価値の高まりのなかで、人々や情

報の交流や発信の拠点としての役割も担ったのである。

　　　〇近代人物館の教育的な影響

　さらに、近代人物館の展示や普及事業の教育的な側面は、郷土史にとどまらない地域の魅力や課題に関

心を持つ人材の育成にも寄与したといえる。表４の山梨近代人

物館年別利用者数で示した利用者数には学校の利用数も含まれ

るが、新型コロナ初年度の令和２年度は大きな落ち込みを見せ

ているものの、その回復は他の指標よりも早く、多数の児童・

生徒の学びの場となったことがうかがえる。近年の小・中・高

等学校の郷土学習コンクールにおいて、近代人物をその題材に

選ぶ例が増加していたことも、この傾向を示しているといえる。

こうした傾向は学校教育だけでなく、前項でも指摘したように

郷土史に関心を持つ一般の人々に対しても同様に認められる。

近代人物館の10年間の各種事業は、多くの人々の近代の人物へ

の関心を高め、その理解を広げることに寄与したのである。

おわりに

　５章にわたり近代人物館10年のあゆみを記述してきたが、まだ十分には語りつくせていない思いがある

が、小規模な施設でありながらも、多くのご協力をいただいたことで、展示と普及事業の両面で充実した

発信を持続することができたのではないかと思う。こうして、近代人物とその周辺の歴史について関心や

楽しみを持つ人々に広く伝わっていき、そこに新たな交流が生まれ、また新しい知識や刺激を享受する時

間が得られたことは、個人的にも喜びであった。そのような意味では、近代人物館に一番の影響を受け、

成長のきっかけを得られたのはおそらく展示回りを担当した私なのだろう。

　本稿を執筆している段階で、現在地で近代人物館を楽しむことができる時間はのこりわずかとなってい

るが、その整備や運営にあたっては誠に多くの人々のご高配を賜った。近代人物のご子孫・ご親族等の関

係者をはじめ、資料の所蔵機関、郷土史関係者には、心より感謝を申し上げたい。また、整備にあたって

苦労をともにしていただいた方々や、10年間の運営にあたって大きなご理解とご尽力をいただいた管理運

営者のやまなし文化学習協会のみなさまにも御礼を申し上げたい。力及ばず申し訳ないことばかりである

令和６年（2024）11月10日（日）開催の
重要文化財富岡家住宅見学会（講師：志村
憲一氏）のようす
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が、近代人物館の10年のあゆみが、今後の山梨の歴史・文化的な発展に資することを願ってやまない。

註
　（１）	 �山梨近代人物館については、『山梨近代人物館ガイドブック』（山梨県　2015年）を参照。
　（２）	 �「山梨日日新聞」令和７年２月１日付　「近代人物館を移設へ　10月 県立博物館内に」ほか。
　（３）	 �藤村紫朗（ふじむらしろう）　1845〜1909　熊本県出身の政治家。初代山梨県庁舎をはじめ、行政機関や各種学校を

はじめとした擬洋風建築群は、彼の名を冠して「藤村式建築」とも称された。近代人物館展示紹介対象人物。
　（４）	 �佐野利器（さのとしかた）　1880-1956　山形県西置賜郡荒砥村（現在の白鷹町）出身の建築構造学者。内藤多仲は帝

大助教授時代の佐野に師事していたものと考えられる。県庁舎別館の建設時は清水組の経営に関与していた。
　（５）	 �内藤多仲（ないとうたちゅう）　1886〜1970　山梨県中巨摩郡榊村（現在の南アルプス市出身）の建築構造学者。東

京タワーをはじめとする全国各地の電波塔を手掛けたことから「塔博士」と称される。内藤が愛用したとされた計算
尺は、大学院を終えるころドイツ視察から帰国した佐野からもたらされたものとされている。展示紹介対象人物。

　（６）	 �柴田秀勝氏は、古くは「銀河鉄道999」の機械伯爵など数多くの出演歴があり、近年では「ONE PIECE」の主人公の
父親モンキー・D・ドラゴン役、「鋼の錬金術師」のキング・ブラッドレイ役など、重厚・老練かつ時に温かみのある
演技で知られる。

　（７）	 �３人の人物およびナレーションの声の担当は次のとおり。ナレーション（松本大督氏）、若尾逸平（宮坂俊蔵氏）、村
岡花子（吉川未来氏）、内藤多仲（宮原弘和氏）。

　（８）	 �つなぐNPOによるまちあるきについては、県立博物館との協働事業で作られたものをはじめ県内各地をめぐる多数
のルートがあり、各ルートの詳細は出版された各冊子を参照。

　（９）	 �県庁舎耐震化等整備基本計画
	 �（https://www.pref.yamanashi.jp/documents/25642/vol21-14-17_1.pdf　令和７年２月14日閲覧）
　（10）	 �初代山梨県立図書館として昭和５年（1930）に竣工。根津嘉一郎の寄附によって建設された施設として知られ、戦火

を免れ県庁舎第１南別館として使用されていた。
　（11）	 �オープン県庁敷地整備計画
	 �（https://www.pref.yamanashi.jp/chosya/sikichiseibi/open_kenchou.html　令和７年２月14日閲覧）
　（12）	 �県庁別館展示施設整備検討委員会は委員長の江宮隆之氏（作家）、齋藤康彦氏（山梨大学教授）、萩原三雄氏（帝京大

学山梨文化財研究所所長）、早川源氏（山梨総合研究所副理事長）、古屋知子氏（元教育委員）の５人の委員（50音順、
役職は就任当時）で構成。

　（13）	 �フックド・ラグ（絨毯の柄を手作業で打ち込んでいくオーダーメイドの技法）の製作を専門とする京都府南丹市の桐
織物工場にて製作。

　（14）	 �拙稿「明治45年３～４月皇太子（大正天皇）山梨行啓について（一）」（『山梨県立博物館研究紀要』第８集　2014）
および「同（二）」（『同』第10集　2016）参照。

　（15）	 �野口正章（のぐちまさあきら）　1849〜1922　近江国蒲生郡綺田村（現在の滋賀県東近江市）出身の実業家。甲府柳
町で酒造業等を営む近江商人・十一屋野口家の御曹司として生まれる。甲府において国内２例目、東日本で初となる
国産ビールの製造・販売を手掛ける。妻は南画家として著名な野口小蘋。展示紹介対象人物。

　（16）	 �同時期の県立博物館の新型コロナウイルス感染症の流行拡大への対応や、近代人物館への協力の状況等については、
各年度の県立博物館年報を参照。

　（17）	 �「夏の甲子園」（当時は全国中等学校優勝野球大会）は戦争のために中断していたが、昭和21年（1946）８月15日に阪
急西宮球場にて再開した。開催にあたり、ＧＨＱの一員として来場していたポール・ラッシュから、「オメデトウ、ドゥ
ユアベスト」の言葉とともに球児らにボールが手渡されており、当該の資料はそのうちの一球としてのこされたもの。

　（18）	 �県所管の博物館施設（常設展）と近代人物館のコロナ前年度の入館者の比較は次のとおり。

県立博物館 県立美術館 県立文学館 県立考古博物館 近代人物館
・令和元年（2019） 50,483人 76,546人 22,538人 22,678人 16,465人
　近代人物館実績比 3.07倍 4.65倍 1.37倍 1.38倍

	 �年間運営費を考慮すると、入場料無料であることを勘案しても、近代人物館は利用者単価が低いコストパフォーマン
スに優れた施設であったといえる。

　（19）	 �山梨県立博物館シンボル展「地下鉄90年」（平成29年（2017）５月27日（土）～６月26日（月）
　（20）	 �「若尾逸平墓石 撤去される　甲府／研究者「近代史跡保存 議論を」」（「山梨日日新聞」令和３年（2021）７月10日付）

（山梨県立博物館）
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和暦 西暦 月日 分類 できごと

昭和5年 （1930） 3月31日 別館 山梨県庁舎、甲府城跡に移転竣工（別館完成）

昭和38年 （1963） 5月 別館 山梨県庁舎本館完成により、県庁の中枢移転

平成21年 （2009）
3月 県庁 県庁舎耐震化等整備基本計画発表

12月24日 別館 県庁舎別館、山梨県指定文化財となる

平成24年 （2012）

3月 県庁 オープン県庁敷地整備計画発表

4月 人物館 県庁舎別館展示施設（のちの近代人物館）の基本計画策定着手

4月27日 人物館 県庁舎別館展示施設整備検討委員会（第1回）開催

7月20日 人物館 県庁舎別館展示施設整備検討委員会（第2回）開催

10月26日 人物館 県庁舎別館展示施設整備検討委員会（第3回）開催

平成25年 （2013）

2月14日 人物館 県庁舎別館展示施設整備検討委員会（第4回）開催

この頃 呼称が山梨近代人物館（仮称）となる

4月 人物館 近代人物館の展示設計に着手する

12月 別館 県庁舎別館、耐震改修工事起工

平成26年 （2014） この年 人物館 近代人物館の展示工事に着手する

平成27年 （2015）

3月30日 人物館 近代人物館の展示設備完成検査

4月1日 別館 県庁舎別館、耐震改修工事おわり運用開始

同 人物館 近代人物館報道機関向け事前公開

4月2日 人物館 山梨近代人物館開館、正庁で開館記念式典挙行

4月26日 人物館 第1回人物学講座「地域を創生した甲州財閥」を開催（講師：齋藤康彦山梨大学名誉教授　会場：正庁）

8月26日 人物館 近代人物館入場者10,000人達成記念セレモニー開催

11月 人物館 旧知事応接室でノーベル生理学・医学賞受賞者大村智博士を顕彰する展示を開始

平成28年 （2016）
3月11日 人物館 初の屋外イベントを開催（甲府城周辺の歴史と人物館ゆかりの地を訪ねる）

7月6日 人物館 山梨市の個人から「山梨県廳」表記の門標が寄贈され情報展示室で展示開始

平成29年 （2017）
10月7日 人物館 つなぐNPOとの連携イベント（朝日町界隈の史跡と人物館ゆかりの地を訪ねる）を開催

12月3日 人物館 初のバスツアー開催（中高校生のための人物から学ぶやまなしの歴史ツアー）

平成30年 （2018）
5月2日 人物館 「人物館de昼活～10分でわかる山梨の人物～」（毎週水曜開催）を実施

この頃 人物館 県庁構内に近代人物館への案内サイン増設

平成31年 （2019） 3月31日 人物館 年度の利用者数の最高となる17,463名を記録（平成30年度）

令和2年 （2020）

2月28日 人物館 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため臨時休館

4月1日 人物館 教育委員会から知事部局観光文化部へ所管替え

5月23日 人物館 臨時休館解除（10月11日まで土日のみ公開）

9月12日 人物館 PR事業としては初となる講座を開催（講師：萌木の村社長舩木上次氏）

令和3年 （2021）

7月4日 人物館 甲府市ジュニアリーダー研修会との連携事業実施（令和6年度まで継続）

8月8日 人物館 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため臨時休館

9月12日 人物館 臨時休館解除

11月8日 人物館 県生涯学習推進センターとの連携講座実施

11月20日 県庁 山梨県誕生150周年

令和4年 （2022） 8月6日 人物館 夏休みこども向け講座として「紙しばい　若尾逸平物語―逸平と幾造―」を開催（令和6年度まで継続）

令和5年 （2023）

5月9日 人物館 旧知事室で名誉県民稲葉清右衛門氏を顕彰する展示を開始（翌年3月27日まで）

5月 人物館 新型コロナの扱い変更にともない館内の接触型展示の利用規制解除

7月29日 人物館 コロナ禍で中断していたバスツアー再開（県内鉄道関連史跡・施設を訪問）

令和6年 （2024）
この頃 人物館 令和5年度に累計利用者10万人を達成

4月1日 県庁 近代人物館を所管する観光文化部が観光文化・スポーツ部に改称

令和7年 （2025）

1月24日 人物館 初のギャラリートークを開催

2月1日 人物館 山梨日日新聞に「近代人物館を移設へ　10月 県立博物館内に」を見出しとする記事掲載

4月1日 人物館 山梨近代人物館閉館

山梨近代人物館関連年表



－ 64 － 33



－ 63 －

　
　
　
飯
河
源
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
恒
太
郎

　
印

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
右
書
付
帰
り
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
覚

一�

、私
札
旦
那
間
宮
宗
七
郎
様
御
儀
、札
替
被
遊
度
思
召
ニ
付
、可
相
成
候
哉
之
旨
御
尋
ニ
付
、

私
代
藤
右
衛
門
申
上
候
者
、
先
達
而
被
仰
渡
候
儀
茂
御
座
候
得
者
、
御
請
難
仕
段
申
上
候
処
、

右
之
段
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
未
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
川
井
善
吉
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
此
書
付
川
井
様
よ
り
御
返
し
被
遊
候

駿
府
御
引
越
之
御
方
様
御
滞
金
、
午
十
一
月
御
会
所
江
差
上
候
願
書
之
扣
、
未
二
月
日
記
江

留
メ
有
之
候

（
全
文
抹
消
）

「
　
　
　
　
桜
井
幸
助
様
江
差
上
候
手
紙
之
写

　
　
佐
七

　�

今
朝
者
忠
兵
衛
江
御
口
上
被
成
下
、
難
有
合
奉
存
候
、
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
、
奉
恐
悦
候
、

然
者
此
度
被
仰
付
候
御
臨
時
金
之
義
、
拾
五
両
外
難
御
用
立
候
ハ
ヽ
、
其
趣
意
相
認
御
答

申
上
候
様
被
下
仰
候
処
、
御
臨
時
金
之
儀
者
御
蔵
宿
共
一
同
相
談
之
上
差
略
仕
、
御
用
立

候
様
先
達
而
被
仰
付
候
ニ
付
、
御
蔵
宿
御
残
金
無
之
、
御
高
弐
百
俵
之
御
方
様
ヘ
御
婚
礼

御
入
用
凡
拾
四
・
五
両
程
ツ
ヽ
御
用
立
来
申
候
ニ
付
、
御
然
蔵
様
ニ
も
拾
五
両
御
用
立
可

申
旨
申
上
候
御
儀
ニ
御
座
候
、
右
之
訳
合
御
座
候
間
、
其
後
者
難
御
用
立
奉
存
候
、
右
之

段
何
分
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
未
十
一
月
五
日

　
　
未
新
帳
ヘ
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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蔵
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八
日
町
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郎
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衛
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司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

平
兵
衛
ヘ
被

　
仰
渡

願
之
通
札
差
差
免
申
付
候
、
是
迄
札
差
仕
法
之
儀
、
出
精
い
た
し
候
段
、
賞
美
い
た
し
候
段

被
仰
渡
候
、
以
来
共
心
附
候
儀
者
是
迄
之
通
世
話
い
た
し
遣
し
候
段
被

　
仰
渡
候

文
蔵
江
被

　
仰
渡

平
兵
衛
願
之
通
札
差
申
付
候
、
入
念
相
勤
可
申
段
被
仰
付
候

右
之
通
り
被
仰
付
候
、
御
礼
御
玄
関
江
参
上
、
夫
ゟ
御
出
役
様
方
手
札
を
以
御
礼
ニ
上
ル
、

尤
名
前
斗
の
手
札
也

御
組
頭
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御
立
合
様

　
御
代
官
様

　
御
手
代
衆
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御
礼
手
札
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貼
紙
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私
儀
病
身
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
御
蔵
宿
悴
文
蔵
江
被

　
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
処
、
願

之
通
被

　
仰
付
、
難
有
奉
存
候
、
乍
恐
右
之
段
御
披
露
奉
申
上
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廿
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郎
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郎
兵
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被
　
仰
渡

　
弁
助
儀
、
札
差
行
司
申
付
ル
、
入
念
相
勤
候
段
被

　
仰
付
候

月
番
行
事
ヘ

　
札
差
共
仲
間
一
同
相
心
得
候
段
、
被

　
仰
付
候

右
之
通
被

　
仰
渡
候
間
、
御
礼
御
玄
関
ヘ
参
上
、
御
出
役
御
同
心
方
不
残
手
札
ヲ
以
御
礼
参

上　�

未
二
月
十
二
日
、
行
事
壱
人
参
上
仕
候
様
、
八
日
町
御
会
所
ゟ
被
仰
下
候
ニ
付
、
吉
右
衛

門
参
上
仕
、
被
仰
渡
候
趣
左
之
通

　�

森
川
新
兵
衛
殿
、江
戸
表
元
蔵
宿
済
方
当
年
よ
り
差
出
し
、其
上
上
納
金
等
茂
有
之
候
得
者
、

高
原
田
屋
藤
兵
衛
方
済
方
、
是
迄
之
通
差
出
候
而
者
、
暮
方
差
支
候
ニ
付
、
藤
兵
衛
方
済
方
、

当
年
ゟ
利
足
壱
割
弐
分
之
内
六
分
者
元
金
江
相
添
請
取
、
残
り
六
分
者
附
出
し
置
、
元
金
皆

済
之
上
百
俵
三
両
済
之
積
を
以
請
取
可
申
候
、
尤
右
新
兵
衛
殿
儀
者
、
外
逢
対
離
与
は
別

段
之
儀
、
其
上
済
方
多
分
ニ
付
右
之
通
申
付
候
間
、
其
旨
可
相
心
得
候

（
全
文
抹
消
）

「
　
　
　
　
覚

　
一�

、
私
方
御
用
立
金
御
済
方
、
去
ル
卯
年
ゟ
去
午
年
迄
壱
ヶ
年
ニ
御
米
三
拾
五
俵
ツ
ヽ
元

利
之
内
江
奉
請
取
候
処
、
当
年
ゟ
御
高
百
俵
ニ
付
元
金
三
両
済
之
積
り
を
以
請
取
候
様

被
仰
聞
候
得
共
、
去
ル
寅
年
冬
御
蔵
宿
相
離
候
節
、
御
対
談
之
儀
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
御

済
方
仕
直
シ
候
儀
、
何
分
御
請
難
仕
奉
存
候
、
右
之
段
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
聞
候

ニ
付
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乍
恐
如
此
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御
座
候
、
以
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十
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井
戸
屋
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札
差
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相
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御
座
候
ニ
付
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悴
文
蔵
儀
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平
兵
衛
与
改
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仕
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私
身
上
相
譲
、
御
蔵
前
札
差
為
相
勤
申
度
奉
願
上
候
、
何
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格
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之
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憐
愍
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願
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下
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仕
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司
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右
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寛
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十
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宅
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願
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乍
恐
書
付
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以
奉
願
上
候
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、
私
儀
十
八
年
以
前
丑
年
御
蔵
前
札
差
被

　
仰
候
ニ
付
、
是
迄
相
勤
罷
有
候
処
、
乍
恐
痛

所
御
座
候
而
札
差
難
相
勤
御
座
候
ニ
付
、
悴
文
蔵
儀
平
兵
衛
与
改
名
為
仕
、
私
身
上
相
譲
、

御
蔵
前
札
差
為
相
勤
申
度
奉
願
上
、
何
卒
格
別
之
御
憐
愍
を
以
、
願
之
通
被

　
仰
付
被
下

置
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
十
年
午
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
兵
衛

　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
悴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
蔵

　
印

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
右
平
兵
衛
奉
願
上
候
通
、
仲
間
共
一
同
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
印

未
正
月
十
二
日
、
行
司
壱
人
御
会
所
江
参
上
可
仕
旨
被
仰
付
候
ニ
付
、
八
日
町
御
会
所
江
吉

右
衛
門
参
上

平
兵
衛
儀
痛
所
有
之
、
札
差
難
相
勤
候
ニ
付
、
去
十
二
月
願
書
差
出
し
候
処
、
痔
疾
と
申
事

之
由
、
養
生
い
た
し
候
ハ
可
相
勤
候
間
、
致
保
養
可
相
勤
段
被
仰
渡
候

同
正
月
十
八
日
、
吉
右
衛
門
参
上
、
口
上
ニ
而
奉
願
上
候
、
平
兵
衛
儀
、
是
迄
種
々
養
生
仕

候
得
共
、
全
快
不
仕
候
ニ
付
、
無
拠
去
冬
御
願
奉
申
上
候
、
養
生
仕
保
養
可
仕
旨
蒙

　
仰
、

平
兵
衛
儀
誠
ニ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
被

　
仰
下
候
御
意
之
趣
、
私
共
仲
間
一
同
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
得
共
、
併
右
平
兵
衛
奉
願
上
候
通
、
養
生
種
々
差
加
ヘ
候
得
共
、
快
無
御
座
候
ニ
付
、

何
卒
願
之
通
被

　
仰
付
被
下
置
候
様
、
猶
亦
奉
願
上
候
、
此
段
御
執
成
奉
願
上
候
段
、
口
上

ニ
而
御
願
申
上
候
、
御
聞
届
ケ
ニ
而
罷
帰
り
候

未
正
月
廿
九
日

山
手
御
役
所
江
御
呼
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司
平
兵
衛
煩
代
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此
り
四
匁
七
分
九
厘
三
毛

一
、
金
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
左
内
様

　
　
此
り
七
分
五
り

一
、
金
壱
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
原
栄
三
郎
様

　
　
此
り
壱
匁
五
分

一
、
金
弐
分

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

一
、
金
拾
壱
両
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
津
登
助
様

　
　
　
　
　
壱
匁
弐
分
八
り
五
毛

　
　
此
利
金
壱
分
・
弐
匁
六
分
五
り
七
毛

一
、
金
三
両

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

元
金
御
預
り

　
　
　
〆
金
三
拾
壱
両
弐
分
・
拾
壱
匁
五
分
壱
厘

利
足

　
〆
金
三
分
・
弐
匁
五
分
三
り
四
毛

当
冬
分

　
　
　
〆
金
三
両
弐
分

元
利
合

　
金
三
拾
五
両
三
分
・
拾
四
匁
四
厘
四
毛

　
右
之
通
別
紙
証
文
を
以
慥
ニ
奉
預
り
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
午
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
松
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湊
屋

　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
奉
預
り
候
金
子
之
事

　
　
合
三
拾
五
両
三
分
・
拾
四
匁
四
厘
四
毛

　
但
文
字
金
也

右
之
金
子
此
度
慥
ニ
奉
預
り
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
返
上
之
儀
者
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ
月
銀
三

分
宛
之
利
足
を
加
、
御
入
用
次
第
可
奉
返
上
候
、
為
後
日
証
文
差
上
申
候
所
仍
而
如
件

　
　
　
寛
政
十
年
午
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
若
松
屋

　
　
　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
な
と
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
覚

　
一
、
金
壱
両
ト
銀
七
匁
弐
分
六
厘
九
毛

　
　
　
平
井
五
郎
左
衛
門
様
御
分

　
　
　
　
午
十
二
月
ゟ
未
正
月
迄
弐
ヶ
月

　
　
　
　
　
此
利
銀
六
分
七
厘
三
毛

　
元
利

　
　
合
金
壱
両
弐
朱
・
銀
四
分
四
厘
弐
毛

右
者
平
井
五
郎
左
衛
門
様
御
分
御
預
り
金
、
此
度
奉
返
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
未
正
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
木
曽
屋

　
　
　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
覚

一�
、
森
川
新
兵
衛
様
、
江
戸
表
元
御
蔵
宿
御
借
受
金
、
当
年
ゟ
御
済
方
被
遣
候
ニ
付
、
私
方

御
年
賦
金
是
迄
之
通
、
壱
割
弐
分
之
利
足
御
渡
し
被
遊
候
而
者
、
御
暮
方
御
差
支
ニ
相
成

候
由
ニ
付
、
私
方
御
年
賦
金
以
来
六
分歩〻
ニニ〻
利
下
ケ
仕
候
様
被
仰
聞
候
得
共
、
去
ル
戌
年
被

仰
渡
候
御
仕
法
通
之
儀
ニ
御
座
候
得
者
、
利
下
ケ
仕
候
儀
者
何
分
御
請
難
仕
奉
存
候
、
右

之
段
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上
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同
断

一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
太
郎
吉
様

御
不
幸
御
入
用

一
、
金
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
秀
之
丞
様

　
〆
金
九
拾
三
両
也

右
御
方
様
方
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
午
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門

午
十
二
月
十
九
日
、
山
手
御
役
所
江
行
事
両
人
御
呼
出
、
則
八
郎
兵
衛
・
平
左
衛
門
罷
出
候
、

金
廿
六
両
弐
分
御
用
金
有
之
、
江
戸
表
ヘ
御
注
進
候
ニ
付
、
為
立
替
金
差
上
申
候
様
被
仰
付

候
、
金
子
調
達
次
第
年
寄
迄
可
申
出
候

但
御
与
力
方
御
用
人
御
立
合

同
月
廿
一
日
、
八
郎
兵
衛
右
金
子
持
参
、
山
手
御
役
所
ヘ
上
納
仕
候
、
尤
御
証
文
差
上
申
候

　
　
　
　
覚

一�

、
岡
本
八
十
郎
様
御
暮
し
方
御
差
支
ニ
付
、
御
扶
持
方
引
当
テ
、
四
ヶ
年
之
間
金
子
御
用

立
可
申
旨
、
此
度
御
対
談
仕
候
、
右
四
ヶ
年
過
、
亦
々
御
差
支
之
儀
茂
御
座
候
ハ
ヽ
、
私

取
斗
此
度
之
振
合
を
以
御
相
談
可
申
上
候
、
以
上

　
　
　
寛
政
十
年
午
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
右
衛
門

　
印

　
　
　
　
　
　
杦
浦
金
蔵
様

一
、
金
壱
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇江

原
兵
左
衛
門
様

﹈

　
　
　
　
　
八
匁
弐
分
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
預
り
金
之
分

　
　
此
利
弐
匁
九
分
四
厘
六
毛

　
但
午
七
月
ゟ
同
十
二
月
迄
六
ヶ
月
分

　
元
利
〆
金
壱
両
弐
分
・
拾
壱
匁
壱
分
四
厘
八
毛

　
　
　
午
十
二
月
廿
六
日
返
上

　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様

一
、
金
壱
両
・
六
匁
弐
分
弐
厘

　
　
　
　
　
　
　
水
野
甚
左
衛
門
様

午
七
月
ゟ
同
十
一
月
迄
五
ヶ
月
分

　
　
此
利
壱
匁
六
分
五
り
五
毛

一
、
金
壱
両
・
六
匁
弐
分
弐
厘

　
　
　
　
　
　
　
能
勢
万
蔵
様

同
断

　
　
此
利
壱
匁
六
分
五
り
五
毛

一
、
金
壱
両
・
六
匁
弐
分
弐
厘

　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
孫
左
衛
門
様

同
断

　
　
此
利
壱
匁
六
分
五
り
五
毛

一
、
金
壱
両
・
五
匁
六
分
五
り
八
毛

　
　
　
　
　
平
井
五
郎
左
衛
門
様

同
断

　
　
此
利
壱
匁
六
分
四
厘
壱
毛

一
、
金
壱
両
・
四
匁
九
分
弐
り
弐
毛

　
　
　
　
　
村
上
新
三
郎
様

同
断

　
　
此
利
壱
匁
六
分
弐
り
三
毛

一
、
金
弐
両
・
拾
匁
壱
分
八
り
三
毛

　
　
　
　
　
曽
谷
乙
吉
様

　
　
此
り
三
匁
弐
分
五
り
四
毛

一
、
金
弐
両
・
拾
匁
六
分
六
厘
三
毛

　
　
　
　
　
山
本
仙
庵
様

　
　
此
り
三
匁
弐
分
六
り
六
毛

一
、
金
弐
両
・
拾
匁
六
分
六
厘
三
毛

　
　
　
　
　
水
野
藤
九
郎
様

　
　
此
り
三
匁
弐
分
六
り
六
毛

一
、
金
三
両
・
拾
弐
匁
七
分
六
厘
三
毛

　
　
　
　
坪
内
新
蔵
様

　
　
此
り
四
匁
八
分
壱
厘
九
毛

一
、
金
三
両
・
拾
壱
匁
七
分
六
厘
三
毛

　
　
　
　
馬
渕
政
蔵
様
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寛
政
十
年
午
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
兵
衛

　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
印

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
覚

御
破
損
御
入
用

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
牛
五
郎
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
喜
十
郎
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
藤
兵
衛
様

同
断

一
、
金
拾
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
伝
一
郎
様

同
断

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
依
冨
五
郎
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
七
左
衛
門
様

同
断

一
、
金
九
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
米
蔵
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
秀
之
丞
様

同
断

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
政
之
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
留
吉
様

同
断

一
、
金
九
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杦
浦
長
之
助
様

同
断

一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
井
兵
次
郎
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
谷
茂
右
衛
門
様

御
不
幸
并
御
番
入
御
入
用

一
、
金
拾
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
野
健
之
助
様

御
婚
礼
御
入
用

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
十
次
郎
様

御
不
幸
御
入
用

一
、
金
六
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様

　
〆
金
百
七
拾
七
両
也

　
右
御
方
様
方
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
午
十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
西
青
沼
町

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門

　
　
　
　
覚

御
破
損
御
入
用

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
五
郎
右
衛
門
様

同
断

一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
惣
左
衛
門
様

同
断

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
鉄
吉
様

同
断

一
、
金
拾
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
市
太
郎
様

御
転
宅
御
入
用

一
、
金
拾
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
勝
蔵
様
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御
破
損
入
用

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
井
文
五
郎
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
平
蔵
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
田
八
十
七
様

同
断

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
鍋
太
郎
様

　
〆
金
百
六
拾
壱
両

　
右
御
方
様
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
午
十
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一�

、
私
共
仲
間
差
加
金
之
内
八
日
町
平
兵
衛
分
金
百
両
、
此
度
御
下
ケ
被
下
置
候
様
奉
願
上

候
、
尤
札
旦
那
方
御
用
立
方
差
支
之
儀
御
座
候
節
者
、
差
加
金
為
仕
可
申
候
、
右
願
之
通

被
　
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
仲
間
共
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
惣
代

　
　
　
寛
政
十
年
午
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
窺
候

一�

、
御
家
人
方
臨
時
御
入
用
為
御
手
当
、
私
共
仲
間
拝
借
金
之
内
を
以
金
弐
拾
両
御
用
立
候

段
、
先
達
而
御
披
露
申
上
置
、
追
手
様
御
組
江
金
八
両
三
分
、
山
手
様
御
組
江
金
拾
壱
両
壱

分
御
用
立
、
右
金
子
季
毎
ニ
請
取
、
又
々
貸
替
来
り
申
候
、
然
処
、
此
度
山
手
様
御
組
御

世
話
役
杦
浦
金
蔵
様
・
高
田
孫
七
様
・
岡
本
八
十
郎
様
被
仰
聞
候
者
、
右
拾
壱
両
壱
分
ニ

而
者
御
手
繰
難
被
成
候
間
、
以
来
金
五
両
増
金
い
た
し
、
都
合
金
拾
六
両
壱
分
御
用
立
候

様
被
仰
聞
候
、
右
者
為た

め
御
手
繰
之
ニ
御
座
候
間
、
御
用
立
候
而
も
可
然
様
奉
存
候
、
乍
然

金
高
相
増
し
候
御
儀
ニ
御
座
候
間
、
乍
恐
書
付
を
以
奉
窺
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
十
年
午
十
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
月
番
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
右
窺
之
通
金
五
両
借
渡
候
様
被

　
仰
付
候

　
　
　
午
十
一
月
廿
四
日

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
差
上
申
証
文
之
事

　
一
、
金
百
両
也

右
者
先
達
而
私
共
仲
間
差
加
金
之
内
、
私
上
納
仕
候
分
此
度
御
下
ケ
被
下
置
候
様
奉
願
上
候

処
、
御
聞
済
被
成
下
、
書
面
之
通
御
下
ケ
被
下
置
、
難
有
慥
ニ
奉
請
取
候
、
尤
札
旦
那
御
差

支
之
節
者
猶
亦
可
奉
上
納
候
、
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
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七
月
十
六
日
、
柳
町
御
会
所
江
月
番
庄
三
郎
被
召
呼

　
　
　
　
甲
府
勝
手
小
普
請

　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
淡
路
守
組
世
話
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
庄
次
郎

　
　
　
　
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
■松

平
主
計
頭
組
世
話
役

〻
■〻
■〻
■〻
■〻
■〻
■〻
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杦
浦
金
蔵

右
御
方
■向

後
〻
■〻
会
所
掛
合
等
両
人
江
相
対
可
致
旨
、
御
書
付
を
以
被
仰
付
候

八
月
三
日
、
別
所
孫
左
衛
門
様
御
組
頭
被
為
蒙

　
仰
、
為
御
祝
儀
酒
弐
俵
差
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

八
月
廿
四
日
、
駿
府
願
書
御
会
所
江
差
上
候
処
、
同
月
晦
日
、
八
郎
兵
衛
罷
出
候
様
被
仰
付

候
ニ
付
参
上
仕
候

庄
次
郎
様
被
仰
聞
候
者
、
先
達
而
返
答
書
江
戸
表
江
御
差
出
し
被
成
候
ニ
付
、
未
タ
御
懸
合
中

ニ
候
間
、
此
願
書
先
見
合
せ
候
様
被
仰
聞
候
、
右
願
書
下
ル

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一�

、
来
■未〻
二
月
、
御
高
引
当
御
用
立
方
之
儀
、
百
俵
ニ
付
金
三
拾
壱
両
之
見
当
を
以
御
用
立

申
候
、
右
之
段
乍
恐
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
寛
政
十
年
午
十
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
柳
町

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
覚

御
不
幸
入
用

一
、
金
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
永
蔵
様

同
断

一
、
金
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
井
文
五
郎
様

同
断

一
、
金
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
幸
助
様

同
断

一
、
金
九
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
助
九
郎
様

同
断

一
、
金
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
金
之
丞
様

同
断

一
、
金
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
鉄
之
助
様

御
破
損
入
用

一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
五
郎
左
衛
門
様

同
断

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
高
鍋
太
郎
様

同
断

一
、
金
拾
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庵
原
庄
次
郎
様

御
婚
礼
入
用

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
九
八
郎
様

御
破
損
入
用

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
向
藤
十
郎
様

御
出
立
入
用

一
、
金
六
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
井
惣
九
郎
様

御
不
幸
入
用

一
、
金
七
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
高
初
三
郎
様
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一
、
金
壱
両
弐
分
・
四
匁
八
分
八
り
六
毛

　
　
　
江
原
兵
左
衛
門
様

　
同
断	

　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
三
匁
三
分
弐
り
〻
壱壱〻
毛

一
、
金
弐
両
・
六
匁
弐
分
四
り
五
毛

　
　
　
　
　
山
本
仙
庵
様

　
　
此
利
弐
匁
四
分
壱
り
八
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

一
、
金
弐
両
・
六
匁
弐
分
弐
り
五
毛

　
　
　
　
　
水
野
藤
九
郎
様

　
　
此
利
弐
匁
弐
分
六
り
八
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

一
、
金
三
両
・
六
匁
弐
分
弐
り
五
毛

　
　
　
　
　
坪
内
新
蔵
様

　
　
此
利
六
匁
五
分
六
り
八
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

一
、
金
拾
両
壱
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
津
登
助
様

　
　
　
　
　
九
匁
弐
分
三
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
金
壱
分
・
六
匁
八
分
五
厘
五
毛

一
、
金
壱
両

　
当
夏
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
津
登
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

一
、
金
弐
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渕
政
蔵
様

　
　
　
　
　
六
匁
弐
分
四
り
五
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
五
匁
四
分
六
り
八
毛

一
、
金
弐
分

　
当
夏
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様
御
分

一
、
金
壱
両

　
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
原
栄
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

一
、
金
弐
分

　
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
左
内
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

元
金
御
預
り

　
〆
金
三
拾
両
壱
分

　
　
　
　
　
　
七
匁
壱
分
六
厘
壱
毛

利
足

　
〆
金
壱
両
・
三
匁
七
分
七
り
壱
毛

当
夏
分

御
預
り
〆
元
金
三
両

元
利

　
合
金
三
拾
四
両
壱
分
・
拾
匁
九
分
三
厘
弐
毛

　
右
之
金
子
別
紙
証
文
を
以
慥
ニ
奉
預
り
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
寛
政
十
年
午
七
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
外
ニ
御
預
り
証
文
壱
通
、
文
言
前
之
通
相
認
メ
、
伊
勢
様
ヘ
差
上
申
候
事

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一�

、
花
井
吉
蔵
様
、
甲
府
御
済
方
金
之
儀
、
御
当
人
様
御
死
去
ニ
付
、
御
親
類
様
ゟ
被
仰
付

候
者
、
彼
是
物
入
多
候
間
、
当

　
御
役
所
様
江
御
上
納
可
致
甲
州
済
方
金
之
分
、
私
方
ゟ

季
延
御
願
申
上
呉
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐

　
御
役
所
ニ
而
茂
御
取
斗
被
成
兼
候
儀
、

殊
ニ
私
ゟ
御
願
、
御
取
次
可
申
上
筋
合
ニ
も
無
之
旨
、
御
断
申
上
候
得
共
、
達
而
被
仰
聞

候
間
、
則

　
御
役
所
江
右
之
段
申
上
候
処
、
此
儀
者
其
向
々
ゟ
願
出
、
御
勘
定
所
ゟ
御
役

所
江
被
仰
付
候
事
■ゆ

へ
〻
■〻
御
取
斗
ニ
者
難
被
成
旨
被
仰
付
候
ニ
付
、
猶
亦
右
之
趣
御
屋
敷
様
江

申
上
候
処
、
左
候
得
者
其
向
々
江
可
申
出
間
、
御
済
方
金
之
儀
、
右
否
相
分
候
内
、
暫
ク

私
方
江
御
預
り
置
申
候
様
被
仰
付
候
、
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
屋

　
　
　
寛
政
十
午
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
酉
之
助

　
　
　
御
改
正

　
　
　
　
御
役
所
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一
、
金
壱
両
・
銀
三
匁
九九

分
八

〻
分〻
八〻
り
壱
毛

　
　
　
　
福
嶋
此
七
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

　
　
　
此
利
弐
匁
弐
分
三
り
九
毛

　
但
巳
十
二
月
ゟ
午
六
月
迄

　
元
利
〆
金
壱
両
・
六
匁
弐
分
弐
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
午
六
月
十
三
日
返
上

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
六

一
、
米
仲
買
共
書
上
直
段
之
儀
者
、
三
斗
六
升
入
百
俵
ニ
付
甲
金
何
拾
何
両
と
書
上
仕
候

一�

、
三
季
御
蔵
渡
り
之
節
、
入
札
直
段
之
儀
者
日
々
御
蔵
廻
シ
相
立
之
上
、
百
俵
ニ
付
甲
金
何

拾
何
両
と
入
札
仕
候

右
左
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
午
六
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
六

　
　
　
　
杦
浦
金
蔵
様

　
　
　
　
覚

一�

、
私
方
御
残
金
御
仕
法
通
御
年
賦
奉
請
取
、
当
午
二
月
皆
済
ニ
罷
成
申
候
、
右
之
段
書
付

差
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
午
七
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
山
本
仙
庵
様

　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
牛
五
郎
様

一
、
金
弐
両
・
銀
六
匁
弐
分
四
厘
五
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

　
　
　
此
利
四
匁
四
分
六
厘
八
毛

　
但
巳
十
二
月
ゟ
午
六
月
迄
七
ヶ
月
分

元
利
合
金
弐
両
・
拾
匁
六
分
六
厘
三
毛

　
右
之
通
午
七
月
八
日
返
上

　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

一
、
金
壱
両
・
三
匁
九
分
八
り
壱
毛

　
　
　
　
　
酒
依
冨
五
郎
様

　
巳
十
二
月
ゟ
午
六
月
迄
七
ヶ
月
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
弐
匁
弐
分
三
り
九
毛

一
、
金
壱
両
・
三
匁
九
分
八
り
壱
毛

　
　
　
　
　
水
野
甚
左
衛
門
様

　
同
断	

　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
弐
匁
弐
分
三
り
九
毛

一
、
金
壱
両
・
三
匁
九
分
八
り
壱
毛

　
　
　
　
　
能
勢
万
蔵
様

　
同
断	

　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
弐
匁
弐
分
三
り
九
毛

一
、
金
壱
両
・
三
匁
九
分
八
り
壱
毛

　
　
　
　
　
藤
沢
孫
左
衛
門
様

　
同
断	

　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
弐
匁
弐
分
三
り
九
毛

一
、
金
壱
両
・
三
匁
四
分
〻
八
三
八
り
八
毛

　
　
平
井
五
郎
左
衛
門
様

　
巳
十
二
月
ゟ
午
六
月
迄
七
ヶ
月
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
弐
匁
弐
分
弐
り

一
、
金
壱
両
・
弐
匁
七
分
弐
り
七
毛

　
　
　
　
　
村
上
新
三
郎
様

　
同
断	

　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
弐
匁
壱
分
九
り
五
毛

一
、
金
弐
両
・
五
匁
七
分
八
り
壱
毛

　
　
　
　
　
曽
谷
乙
吉
様

　
同
断	

　
　
　
　
御
分

　
　
此
利
四
匁
四
分
弐
毛
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御
上
覧
御
参
府

一
、
金
六
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
政
之
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
留
吉
様

同一
、
金
六
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
大
之
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
左
源
太
様

同一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
七
郎
右
衛
門
様

同一
、
金
六
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
左
内
様

若
殿
様
御
参
府

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
作
四
郎
様

御
屋
敷
替

一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
十
左
衛
門
様

御
不
幸

一
、
金
拾
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
幡
万
五
郎
様

同一
、
金
六
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
新
兵
衛
様

同一
、
金
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
安
之
助
様

同一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
室
和
三
郎
様

〆
金
九
拾
三
両
也

右
御
方
様
方
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
午
五
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
覚

松
田
嘉
次
郎
様
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
蔵
宿

一
、
金
四
拾
九
両
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
銀
拾
四
匁
八
分
四
厘

　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

服
部
角
左
衛
門
様
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
町

一
、
金
四
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
藤
井
屋

　
　
　
　
　
銀
九
匁
九
分
九
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

右
御
両
所
江
御
用
立
之
分
、
不
残
御
下
金
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
午
六
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
印

　
　
　
御
蔵
方

　
　
　
　
御
役
所

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
原
栄
三
郎
様
御
分

一
、
金
弐
両
・
銀
六
匁
弐
分
四
厘
五
毛

　
　
　
　
　
　
御
預
り
金

　
　
　
此
利
三
匁
七
分
八
り
七
毛

　
但
巳
十
二
月
ゟ
午
五
月
迄
六
ヶ
月
分

　
元
利
〆
金
弐
両
・
拾
匁
三
厘
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
右
之
通
此
度
奉
返
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
午
五
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
御
用
人
中
様

44



－ 52 －

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
此
済
方

　
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―

　
　
両
名
之
証
文
者

　
　
　
　
　
　
誰
武
術

右
者
此
度
武
術

　
上
覧
之
御
沙
汰
有
之
、
江
戸
表
江
被
召
候
ニ
付
、
出
立
為
入
用
書
面
之
通

御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
請
用
立
給
、
慥
ニ
受
取
借
用
申
所
実
正
也
、
返
金
之
儀
者
前
書
割
合

之
通
、
何
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
利
足
之
儀
者
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ
月
銀
六
分
宛
之
積
を
以
、
元
利

共
ニ
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
茂
違
変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如
件

　
　
　
年
号
月

　
　
　
　
御
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
江

御
本
文
之
金
子
何
両
、
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
江
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
元
利
共

急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
月

　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
町

　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人

　
誰

　
　
　
御
会
所

　
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰

五
月
十
七
日

■野
田〻

■〻
左
内
様
御
屋
鋪
江
喜
右
衛
門
被
召
呼
、
伏
木
五
郎
蔵
様
・
平
井
五
郎
左
衛
門
様
御
立
会

ニ
而
被
仰
聞
候
趣

野
田
左
内
様
御
儀
、
此
度
江
戸
表
江
御
用
ニ
付
、
被
為
召
候
所
、
金
子
御
不
足
ニ
付
、
御
帰

国
御
入
用
金
五
両
、
御
当
用
取
越
御
用
立
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
喜
右
衛
門
申
上
候
者
、
会

所
ニ
而
御
用
弁
仕
候
儀
ニ
御
座
候
得
者
、
別
段
ニ
私
方
ゟ
金
子
御
用
立
候
儀
、
御
免
被
成
下

候
様
申
上
候
所
、
左
候
ハ
ヽ
其
段
書
付
差
出
候
様
被
仰
聞
、
御
案
書
被
下
候
ニ
付
、
則
御
案

書
之
通
相
認
メ
差
上
申
候
書
付
左
之
通

乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
此
度
野
田
左
内
様
御
用
ニ
付
御
出
府
被
遊
候
処
、
御
帰
国
為
御

用
立
金
御
向
高
御
借
請
被
遊
候
迄
、
金
五
両
私
立
替
申
上
候
様
被

　
仰
付
候
得
共
、
御
仕
法

故
御
立
替
奉
申
上
候
儀
一
切
相
成
不
申
候
、
右
之
段
以
書
付
奉
申
上
候
様
被

　
仰
付
候
間
、

如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
筒
屋

　
　
　
午
五
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
右
衛
門

　
印

　
　
　
伏
木
五
郎
蔵
様

　
　
　
平
井
五
郎
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一�

、
当
午
十
月
御
高
引
当
御
用
立
方
之
儀
、
百
俵
ニ
付
金
三
拾
両
之
見
当
を
以
御
用
立
申
候
、

右
之
段
乍
恐
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
寛
政
十
年
午
五
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
覚
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元
利
〆
金
六
両
壱
分
・
銀
四
匁
九
分
四
厘

　
右
之
通
此
度
奉
返
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
寛
政
十
年
午
三
月

　
　
　
　
　
　
　
宅
間
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
筒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門

　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杦
浦
新
右
衛
門
様
御
分

一
、
金
弐
両
ト
銀
六
匁
弐
分
四
厘
五
毛

　
　
　
御
預
り
金

　
　
巳
十
二
月
ゟ
午
四
月
迄

　
　
　
　
　
此
利
銀
三
匁
壱
分
五
厘
六
毛

　
元
利

　
〆
金
弐
両
・
銀
九
匁
四
分
壱
毛

　
右
之
通
此
度
奉
返
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
寛
政
十
年
午
四
月
廿
二
日

　
　
　
　
湊
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
松
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
　
伊
勢
主
馬
之
助
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
左
内
様
御
分

一
、
金
弐
両
ト
銀
六
匁
弐
分
四
厘
五
毛

　
　
　
　
御
預
り
金

　
　
巳
十
二
月
ゟ
午
四
月
迄

　
　
　
此
利
銀
三
匁
壱
分
五
厘
六
毛

一
、
金
壱
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断

　
同
断

　
　
　
此
利
銀
壱
匁
五
分

　
元
利

　
〆
金
三
両
弐
朱
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
銀
三
匁
四
分
壱
毛

　
右
之
通
此
度
奉
返
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
寛
政
十
年
午
四
月
廿
三
日

　
　
　
　
湊
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
松
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
伊
勢
主
馬
之
助
様

　
　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
覚

一�

、
四
月
廿
二
日
、
河
村
七
郎
右
衛
門
様
・
本
間
左
源
太
様
・
野
田
左
内
様
・
加
藤
留
吉
様
、

右
御
方
様
武
術
御
上
覧
之
御
沙
汰
御
座
候
ニ
付
、
江
戸
表
江
被
召（

マ
マ
）為

候
、
右
御
入
用
金
御

用
立
方
、
八
日
町
御
会
所
江
八
郎
兵
衛
参
上
、
相
窺
候
処
、
先
達
而
江
戸
表
江
御
引
越
之
御

方
様
同
様
、
御
高
百
俵
ニ
付
金
三
両
宛
之
積
を
以
御
用
立
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
金
何
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也
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同一
、
金
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
鍬
五
郎
様

同一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
作
左
衛
門
様

同一
、
金
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
牛
五
郎
様

同一
、
金
七
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
左
内
様

御
破
損
御
入
用

一
、
金
九
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
弥
太
郎
様

同一
、
金
拾
壱
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
祖
七
様

同一
、
金
七
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
所
孫
左
衛
門
様

御
婚
礼
御
入
用

一
、
金
弐
拾
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
内
郷
蔵
様

御
破
損
御
入
用

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
吉
太
郎
様

御
屋
敷
替
御
入
用

一
、
金
拾
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
間
吉
三
郎
様

御
婚
礼
御
入
用

一
、
金
弐
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杦
浦
新
右
衛
門
様

同一
、
金
拾
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
伝
吉
様

御
破
損
御
入
用

一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
部
釜
五
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
元
右
衛
門
様

御
参
府
御
入
用

一
、
金
七
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
梶
五
郎
様

同一
、
金
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
井
吉
蔵
様

御
婚
礼
御
入
用

一
、
金
弐
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疋
田
吉
十
郎
様

〆同一
、
金
拾
六
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
金
之
丞
様

　
〆
金
弐
百
拾
弐
両
弐
分
也

右
御
方
様
方
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
午
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
覚

一
、
金
弐
両
ト
銀
六
匁
弐
分
四
厘
五
毛

　
　
加
藤
政
之
助
様
御
分

　
　
　
　
巳
十
二
月
ゟ
午
三
月
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
預
金

　
　
　
　
　
　
此
利
銀
弐
匁
五
分
弐
厘
五
毛

一
、
金
壱
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
巳
冬
分
同
断

　
　
　
　
巳
十
二
月
ゟ
午
三
月
迄

　
　
　
　
　
　
此
利
銀
壱
匁
弐
分

一
、
金
弐
両
ト
銀
六
匁
弐
分
四
厘
五
毛

　
　
加
藤
留
吉
様

　
　
　
　
巳
十
二
月
ゟ
午
三
月
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
預
金

　
　
　
　
　
　
此
利
銀
弐
匁
五
分
弐
厘
五
毛

一
、
金
壱
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
巳
冬
分
同
断

　
　
　
　
巳
十
二
月
ゟ
午
三
月
迄

　
　
　
　
　
　
此
利
銀
壱
匁
弐
分
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御
会
所

　
　
　
　
覚

二
月
七
日

一
、
金
四
両
壱
分

　
　
　
　
　
　
　
　
米
拾
弐
俵

　
　
　
　
　
拾
匁
八
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
度
奉
受
取
候
分

一
、
金
壱
両
壱
分

　
　
　
　
　
　
　
　
御
臨
時
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
済

一
、
金
弐
分
・
三
匁

　
　
　
　
　
　
　
右
利
足

右
之
通
ニ
御
座
候
、
且
御
臨
時
御
入
用
之
儀
、
何
々
を
二
重
ニ
も
御
用
立
候
哉
之
旨
、
御
尋

ニ
御
座
候
、
右
者
御
家
内
御
不
幸
・
御
類
焼
二
ヶ
条
之
外
者
、
二
重
ニ
御
用
立
不
申
候
、
右

之
段
、
宜
敷
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湊
屋

　
　
　
三
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
満
田
市
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

右
半
切
紙
ニ
認
メ
差
上
申
候

　
　
　
　
覚

一
、
金
拾
五
両
壱
分

　
　
　
　
　
　
　
御
会
所
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
十
一
月
御
用
立

一
、
金
六
拾
六
両
壱
分

　
　
　
　
　
　
御
当
用
金

　
　
　
　
　
　
　
銀
壱
匁
九
分

　
　
　
　
卯
二
月
迄
仕
切
御
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
十
月
引
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
御
蔵
宿
丸
屋
伝
十
郎

一
、
金
弐
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
御
当
用
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
十
二
月
御
用
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
十
月
引
残
り

一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
時
御
入
用
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
会
所
金

一
、
金
七
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
立
御
入
用
同
断

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　

御
蔵
札
差

　
　
　
午
三
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
黒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
沢
梶
五
郎
様

　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
右
者
半
切
紙
ニ
相
認
メ
当
御
屋
敷
ヘ
上
ル

　
　
　
　
覚

一�

、
御
臨
時
金
之
儀
、
何
々
を
弐
重
ニ
御
用
立
候
哉
之
旨
御
尋
に
付
申
上
候
者
、
御
家
内
御

不
幸
・
御
焼
失
弐
ヶ
条
之
外
、
弐
重
ニ
御
用
立
不
申
候
段
申
上
候
所
、
左
候
ハ
ヽ
御
用
ニ

付
他
国
江
御
出
立
被
成
候
儀
有
之
候
節
之
御
入
用
ニ
而
も
弐
重
ニ
者
御
用
立
不
申
候
哉
之

旨
、
是
又
御
尋
ニ
付
御
答
奉
申
上
候
者
、
御
奉
書
到
来
江
戸
表
江
被
為
召
候
御
方
様
江
者
、

御
高
百
俵
ニ
付
金
三
両
ツ
ヽ
之
積
を
以
御
用
立
候
様
、
先
達
而
被

　
仰
渡
候
ニ
付
、
御
臨

時
金
弐
重
ニ
相
成
候
共
御
用
立
申
候
、
其
余
之
儀
者
御
断
奉
申
上
候
段
申
上
候
処
、
右
之

趣
書
付
差
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湊
屋

　
　
　
午
三
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
満
田
市
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
御
取
次
中
様

　
　
　
　
覚

御
不
幸
御
入
用

一
、
金
七
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芥
川
鉄
之
丞
様
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御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一�

、
山
本
与
次
左
衛
門
様
、
当
二
月
御
役
料
引
当
御
会
所
金
拝
借
仕
、
金
■弐

拾
八
両
御

〻
■〻
■〻
■〻
■〻
用
立

置
申
候
、
然
ル
処
右
御
方
様
御
願
通
り
御
役
御
免
ニ
付
、
右
之
金
子
当
二
月
御
返
済
之
引

当
無
御
座
候
、
依
之
右
御
済
方
之
儀
、
如
何
御
懸
合
申
上
可
然
哉
、
乍
恐
御
窺
奉
申
上
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
十
年
午
二
月
十
六
日
上
ル

　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

一�

、
二
月
八
日
、
満
田
市
左
衛
門
様
江
手
代
佐
七
被
召
呼
、
被
仰
聞
候
者
、
去
冬
御
用
ニ
付
罷

出
候
節
借
用
致
候
金
子
、
右
入
用
ニ
遣
ひ
、
相
残
り
候
分
者
、
屋
根
破
損
入
用
ニ
遣
ひ
候

ニ
付
、
一
所
ニ
返
金
難
致
候
間
、
年
賦
ニ
請
取
呉
候
様
被
仰
聞
候
、
佐
七
申
上
者
、
右
金

子
之
儀
者
、
中
々
左
様
ニ
者
難
仕
旨
申
上
候
処
、
何
れ
蔵
宿
共
江
も
相
談
之
上
挨
拶
致
呉
候

様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
罷
帰
申
候

一�

、
同
十
三
日
、
右
御
方
様
江
佐
七
参
上
仕
候
処
、
御
留
主
ニ
付
、
若
旦
那
様
江
御
目
ニ
懸

り
申
上
候
者
、
此
間
旦
那
様
被
仰
聞
候
趣
相
談
仕
候
所
、
右
金
子
之
儀
者
御
会
所
ゟ
被
仰

付
候
金
子
之
儀
ニ
御
座
候
得
者
、
御
屋
敷
様
江
何
れ
と
も
御
掛
合
難
申
上
旨
申
聞
候
間
、

旦
那
様
江
右
之
段
被
仰
上
可
被
下
旨
申
上
罷
帰
ル

一
、
同
十
七
日
、
右
御
方
様
江
佐
七
参
上
候
処
御
留
主

一�

、
同
十
八
日
参
上
仕
候
処
、
亦
々
御
留
主
ニ
付
、
若
旦
那
江
御
目
ニ
懸
り
申
上
候
者
、
先

日
申
上
置
候
御
返
事
之
趣
、旦
那
様
江
被
仰
上
被
下
候
哉
、御
近
所
江
参
り
候
間
、為
念
亦
々

申
上
候
趣
、
若
旦
那
江
申
上
候
処
、
親
父
江
申
聞
候
処
、
埒
も
な
き
事
之
様
ニ
申
、
大
キ

ニ
立
腹
之
体
ニ
候
、
左
程
念
入
候
儀
ニ
候
ハ
ヽ
、
明
日
ハ
在
宿
ニ
候
間
、
明
日
参
り
直
談

可
申
旨
被
仰
聞
候
間
■ニ

付〻
■〻
罷
帰
ル

一�

、
同
十
九
日
参
上
仕
候
処
、
御
在
宿
ニ
者
御
座
候
得
と
も
、
御
客
来
ニ
付
御
逢
不
被
下
、

御
女
中
を
以
申
上
候
処
、
先
日
之
金
子
之
儀
ニ
付
参
り
候
ハ
ヽ
、
明
日
迄
相
待
可
申
旨
、

御
取
次
を
以
被
仰
聞
候
ニ
付
罷
帰
リ
、
夕
方
亦
々
手
紙
を
以
御
断
申
上
候
趣
左
之
通

一�

、
益
御
機
嫌
被
遊
御
座
、
奉
恐
悦
候
、
然
者
去
冬
御
会
所
ゟ
被
仰
付
候
而
、
御
屋
敷
様
江
差

上
候
金
子
、
年
賦
ニ
御
返
済
之
趣
、
先
日
被
仰
聞
候
ニ
付
、
会
所
ニ
而
相
談
仕
候
処
、
右

金
子
之
儀
者
御
会
所
ゟ
被
仰
付
候
金
子
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
御
屋
敷
様
江
い
つ
れ
と
も
御

返
事
難
申
上
候
、
先
日
ゟ
度
々
参
上
仕
候
へ
と
も
、
御
目
通
不
仕
、
若
殿
様
江
申
上
置
候
、

尚
又
先
刻
為
念
参
上
仕
候
段処〻
、
明
日
迄
御
延
引
之
趣
被
仰
下
候
得
と
も
、
迚
も
御
屋
敷
様

江
御
懸
合
難
申
上
御
儀
ニ
御
座
候
間
、
此
段
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
右
之
段
私
参
上
仕
可

奉
申
上
候
処
、
時
分
柄
差
懸
り
、
無
拠
儀
御
座
候
而
、
外
御
屋
敷
江
参
上
仕
候
間
、
乍
恐

手
紙
を
以
奉
申
上
候
、
何
分
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
会
所
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
七

　
　
　
満
田
市
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一�

、
当
午
五
月
御
高
引
当
御
用
立
方
之
儀
、
百
俵
ニ
付
金
三
拾
両
之
目
当
を
以
御
用
立
申
候
、

右
之
段
乍
恐
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
十
年
午
二
月
廿
八
日

　
　
　
　
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
御
下
金
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此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
弐
分

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

元
金
〆

　
金
弐
拾
九
両
壱
分
・
九
匁
四
分
八
り
六
毛

利
金
〆

　
金
壱
両
ト
九
匁
壱
分
弐
厘
六
毛

当
冬
分

元
金
〆

　
金
七
両
弐
分

元
利
合

　
　
金
三
拾
八
両
・
三
匁
六
分
壱
厘
弐
毛

　
　
別
紙
証
文
を
以

右
之
通
慥
奉
預
り
候
、
以
上

　
■〻
■〻
■〻
■〻
■〻
■〻
■〻
■〻
■〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
蔵
札
差

　
　
　
巳
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
月
番

　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
　
　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
奉
預
り
候
金
子
之
事

　
合
三
拾
八
両
・
銀
三
匁
六
分
壱
厘
弐
毛

　
但
文
字
金
也

右
之
金
子
此
度
慥
ニ
預
り
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
返
上
之
儀
者
、
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ
月
銀
三

分
宛
之
利
足
を
加
、
御
入
用
次
第
可
奉
返
上
候
、
為
後
日
証
文
差
上
申
所
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
九
年
巳
十
二
月

　
　
　
　
　
　
月
番
井
筒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
疋
田
吉
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
巳
十
二
月
廿
五
日
追
手
御
役
所
江
月
番
両
人

　
　
御
呼
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
平
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次
煩
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

一�

、
黄
金
御
勘
定
御
不
足
ニ
付
、
来
春
迄
金
三
拾
六
両
取
替
御
用
立
候
様
被
仰
付
、
尚
又
此

上
と
も
御
不
足
之
節
者
多
少
ニ
限
ら
す
差
出
候
様
被
仰
付
候
、
尤
右
金
子
追
手
御
役
所
ヘ

差
上
、
御
返
金
之
儀
も
追
手
御
役
所
ゟ
御
渡
被
遊
候
旨
被
仰
渡
、
御
請
印
形
差
上
ル

一�

、
翌
廿
六
日
、
八
日
町
忠
右
衛
門
・
和柳

　
　
　町

〻
田〻
平〻
町〻
忠
蔵
代
利
兵
衛
両
人
ニ
て
右
金
子
三
拾
六
両
、

追
手
御
役
所
ヘ
持
参
仕
候
処
、
御
白
洲
江
御
呼
出
、
前
日
被
仰
付
候
立
替
金
三
拾
六
両
、

今
日
上
納
仕
候
旨
、
御
証
文
差
上
、
則
金
子
上
納
仕
候
、
尤
御
返
金
之
儀
ハ
来
春
江
戸
表

ゟ
到
来
次
第
返
済
之
積
り
相
心
得
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一�

、
酒
依
冨
五
郎
様
・
曽
谷
乙
吉
様
江
御
用
立
、
御
改
正
御
年
賦
金
御
滞
ニ
付
、
先
月
廿
八

日
書
付
を
以
奉
願
上
候
処
、
右
御
両
所
様
共
ニ
以
来
御
仕
法
通
御
済
方
御
渡
し
可
被
下
旨
、

此
度
被
仰
聞
候
ニ
付
、
御
対
談
仕
、
相
改
、
御
証
文
奉
受
取
候
、
依
之
先
達
而
差
上
候
願
書
、

御
下
ケ
被
下
置
候
様
、
奉
願
上
候
、
誠
ニ
御
威
光
を
以
内
済
仕
、
御
仕
法
相
立
、
難
有
仕

合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
九
年
巳
十
二
月
晦
日

　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
人

　
八
郎
兵
衛

　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
平
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
印
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間
宮
十
左
衛
門
様
御
分

一
、
金
壱
両
・
弐
匁
壱
分
壱
厘
八
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
御
預
り
金

　
　
此
利
弐
匁
壱
分
七
厘
四
毛
、
但
巳
七
月
ゟ
同
十
二
月
迄
、
壬
月
共
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
ヶ
月
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
夏
分
同
断

一
、
金
壱
両

　
　
此
利
弐
匁
壱
分
、
右
同
断

　
元
利
〆
金
弐
両
・
六
匁
三
分
九
厘
弐
毛

　
巳
十
二
月
廿
三
日

　
返
上

　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様
江
上
ル

　
　
　
　
覚

一�

、
此
節
殿
様
御
病
気
ニ
付
、
御
当
用
取
越
金
五
両
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
御
断
奉

申
上
候
処
、
先
達
而
右
体
御
入
用
御
用
立
、
此
度
ニ
限
り
御
断
申
上
候
段
、
御
察
斗
被
仰

聞
候
得
共
、
当
八
月
頃
迄
、
其
外
々
様
江
茂
御
用
立
候
処
、
其
後
者
御
一
統
御
断
奉
申
上
候

ニ
付
、
此
度
御
屋
敷
様
ヘ
茂
御
断
奉
申
上
候
、
右
之
段
書
付
差
上
候
様
被

　
仰
聞
候
ニ
付

如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿
会
所

　
　
　
巳
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
兵
衛

　
　
　
桜
井
幸
助
様

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

巳
七
月
ゟ
同
十
一
月
迄
、
壬
月
共
ニ

一
、
金
壱
両
・
弐
匁
壱
分
壱
厘
八
毛

　
　
　
　
酒
依
冨
五
郎
様

　
　
　
此
利
壱
匁
八
分
六
厘
三
毛

一
、
金
壱
両
・
弐
匁
壱
分
三
厘
八
毛

　
　
　
　
水
野
甚
左
衛
門
様

　
　
　
此
利
壱
匁
八
分
六
厘
三
毛

一
、
金
壱
両
・
弐
匁
壱
分
壱
厘
八
毛

　
　
　
　
能
勢
万
蔵
様

　
　
　
此
利
壱
匁
八
分
六
厘
三
毛

一
、
金
壱
両
・
弐
匁
壱
分
壱
厘
八
毛

　
　
　
　
福
嶋
此
七
郎
様

　
　
　
此
利
壱
匁
八
分
六
厘
三
毛

一
、
金
壱
両
・
弐
匁
壱
分
壱
厘
八
毛

　
　
　
　
藤
沢
孫
左
衛
門
様

　
　
　
此
利
壱
匁
八
分
六
厘
三
毛

一
、
金
壱
両
・
壱
匁
五
分
九
厘

　
　
　
　
　
　
平
井
五
郎
左
衛
門
様

　
　
　
此
利
壱
匁
八
分
四
厘
八
毛

一
、
金
壱
両
・
銀
九
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
新
三
郎
様

　
　
　
此
利
壱
匁
八
分
弐
り
七
毛

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
壱
分
壱
厘
八
毛

　
　
　
　
曽
谷
乙
吉
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
六六〻
六
厘
三
毛

一
、
金
壱
両
弐
分
・
弐
匁
壱
分
六
厘
八
毛

　
　
江
原
兵
左
衛
門
様

　
　
　
此
利
弐
匁
七
分
六
り
三
毛

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
漆
原
栄
三
郎
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
山
本
仙
庵
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
水
野
藤
九
郎
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
三
宅
牛
五
郎
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
杦
浦
新
右
衛
門
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
七
両
・
拾
壱
匁
四
分
九
厘

　
　
　
　
　
冨
津
登
助
様

　
　
　
此
利
拾
弐
匁
九
分
四
厘

一
、
金
三
両

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
加
藤
政
之
助
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
壱
両

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
加
藤
留
吉
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
壱
両

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
野
田
左
内
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
壱
両

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
六
厘
八
毛

　
　
　
　
坪
内
新
蔵
様

　
　
　
此
利
三
匁
六
分
七
厘
七
毛

一
、
金
壱
両

　
当
冬
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
人
様

一
、
金
弐
両
・
弐
匁
五
分
七
厘
八
毛

　
　
　
　
馬
渕
政
蔵
様
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伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一�

、
酒
依
冨
五
郎
様
御
蔵
宿
、
拾
弐
年
以
前
未午〻
年
二
月
迄
私
相
勤
罷
在
候
処
、
御
相
対
を
以

御
蔵
宿
御
離
れ
被
遊
、
其
節
迄
御
用
立
金
七
百
六
拾
三
両
余
御
座
候
所
、
御
除
米
之
御
定

被
下
、
午
五
月
ゟ
申
十
月
迄
三
ヶ
年
ニ
米
五
拾
九
俵
御
渡
し
被
下
、
酉
二
月
ゟ
右
御
除
米

一
切
御
渡
し
不
被
下
難
儀
至
極
仕
候
、
然
ル
所
、
去
ル
戌
四
月
御
改
正
御
仕
法
被
仰
渡
候

ニ
付
、
御
仕
法
通
棄
捐
引
分
勘
定
仕
候
処
、
金
三
拾
壱
両
弐
分
余
御
年
賦
ニ
相
成
申
候
、

其
節
右
冨
五
郎
様
江
巨
細
書
差
上
置
、
其
後
右
御
年
賦
金
数
度
御
催
促
申
上
候
得
共
、
彼

是
被
仰
聞
、
今
以
一
切
御
渡
し
不
被
下
、
難
儀
至
極
仕
候

一�

、
曽
谷
乙
吉
様
御
蔵
宿
、
拾
壱
年
以
前
未
五
月
迄
私
相
勤
罷
在
候
処
、
御
相
対
を
以
御
蔵

宿
御
離
レ
被
遊
、
其
節
迄
御
用
立
金
四
百
四
拾
両
余
御
座
候
、
右
金
子
一
切
御
返
金
不
被

下
、
難
儀
至
極
仕
候
、
然
ル
処
去
ル
戌
四
月
御
改
正
御
仕
法
被
仰
渡
候
ニ
付
、
棄
捐
引
分

勘
定
仕
候
処
、
金
六
拾
五
両
三
分
余
御
年
賦
金
ニ
相
成
申
候
、
其
節
右
御
屋
敷
様
江
勘
定

書
差
上
置
、
其
後
御
年
賦
金
数
度
御
催
促
申
上
候
処
、
去
辰
冬
ニ
相
成
被
仰
聞
候
者
、
暮

方
差
支
之
儀
有
之
、
段
々
延
引
ニ
お
よ
ひ
候
処
、
是
迄
相
待
給
候
段
、
過
分
ニ
候
、
迚
茂

儀
ニ
、
来
二
月
迄
相
待
呉
候
ハ
ヽ
、
其
節
ゟ
無
相
違
相
渡
可
申
与
被
仰
聞
候
ニ
付
、
無
拠

差
扣
罷
在
候
処
、又
々
彼
是
被
仰
聞
、此
節
迄
御
延
引
被
遊
、其
上
以
之
外
之
御
挨
拶
ニ
而
、

一
切
御
渡
し
不
被
下
、
何
共
難
儀
至
極
奉
存
候

右
御
両
所
様
共
、
前
書
奉
申
上
候
通
、
大
金
棄
捐
ニ
罷
成
、
纔
相
残
候
御
年
賦
金
、
右
体
御

滞
被
下
候
而
ハ
渡
世
難
相
立
、
殊
ニ
私
共
御
下
ケ
金
奉
拝
借
罷
在
候
得
者
、
右
御
返
納
差
支

ニ
罷
成
、
難
渋
至
極
奉
存
候
、
乍
恐
右
之
趣
被
為

　
聞
召
分
ケ
、
御
両
所
様
御
年
賦
金
御
仕

法
通
御
渡
し
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
何
卒
格
別
之
御
憐
愍
を
以
、
右
願
之
通
被
仰
付
被
下

置
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
九
年
巳
十
一
月

　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
右
八
郎
兵
衛
奉
願
上
候
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
御
仕
法
相
立
、
仲
間
共
一
同
難
有
仕

　
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
請
取
申
御
蔵
米
前
金
之
事

　
　
　
合
拾
五
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

右
是
者
無
拠
要
用
ニ
付
、
三
季
御
切
米
書
入
為
前
金
、
慥
ニ
請
取
借
用
申
処
実
正
也
、
返
済

之
儀
者
、
三
季
御
切
米
手
形
御
張
紙
書
次
第
、
早
速
其
方
江
可
相
渡
間
、
書
替
所
両
印
被
調
、

御
蔵
江
被
致
差
札
、
玉
落
米
金
相
渡
次
第
米
者
御
蔵
庭
、
時
之
相
場
ニ
売
払
、
書
面
之
金
子

壱
両
ニ
付
壱
ヶ
月
銀
六
分
宛
利
足
加
、
元
利
引
取
勘
定
可
被
申
候
、
此
外
別
手
形
通
帳
ヲ
以

借
用
米
金
有
之
者
、
是
又
引
取
勘
定
可
被
申
候
、
万
一
三
季
御
切
米
手
形
、
壱
季
ニ
而
茂
不
相

渡
、
直
差
等
致
候
ハ
ヽ
、
書
替
所
御
蔵
庭
者
不
及
申
、
何
方
ニ
而
も
見
合
次
第
手
形
成
共
米

金
ニ
而
茂
直
ニ
其
方
江
請
取
勘
定
可
被
申
候
、
若
又
勝
手
ニ
付
御
蔵
宿
外
江
引
替
候
ハ
ヽ
、
借

用
米
金
元
利
皆
済
之
上
、
宿
引
替
可
申
候
、
右
約
速束

ニ
候
得
者
、
其
節
少
茂
相
違
申
間
敷
候
、

為
後
日
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
旗
之
助

　
印

　
　
　
寛
政
四
子
年
十
月

　
加
印

　
篠
田
平
吉

　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
口
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
殿

　
右
御
証
文
御
蔵
役
所
ゟ
請
取
、
御
屋
敷
様
江
差
上
申
候

　
　
　
巳
十
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
夷
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
六
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御
番
入
并
御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渕
政
蔵
様

御
婚
礼
御
入
用

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
野
太
郎
兵
衛
様

　
〆
金
三
百
壱
両
弐
分

　
右
御
方
様
方
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
巳
閏
十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
御
参
府
御
出
立
入
用
証
文
扣

　
　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―

　
　
　
此
済
方

　
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―

（
貼
紙
）

「
右
者
此
度
武
術
上
覧
之
御
沙
汰
有
■〻
■之〻
、
江
戸
表
江
被
召
候
ニ
付
、
出
立
為
入
用
」

右
者
此
度
江
戸
表
ヘ
被
召
候
ニ
付
、
出
立
為
入
用
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
請
用

立
給
、
慥
ニ
請
取
借
用
申
所
実
正
也
、
返
金
之
儀
者
前
書
割
合
之
通
五
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
利

足
之
儀
者
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ
月
銀
六
分
宛
之
積
を
以
、
元
利
共
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少

も
違
変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如
件

　
　
　
年
号
月

　
　
　
　
　
御
名
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
江

御
本
文
之
金
子
何
両
、
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
ヘ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
元
利
共

急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人

　
誰

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰

巳
七
月
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
与
十
郎
様
御
分

一
、
金
壱
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
預
り
金

　
　
　
　
弐
匁
五
分
七
厘
八
毛

　
　
此
利
弐
匁
七
分
七
厘
七
毛
、
但
巳
七
月
ゟ
同
十
二
月
迄
、
壬
月
共
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ヶ
月
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
夏
分

一
、
金
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断

　
　
此
利
九
分
、
但
巳
七
月
ゟ
右
同
断

　
元
利
〆
金
弐
両
六
匁
弐
分
四
厘
五
毛

　
巳
十
一
月
十
七
日

　
返
上
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儀
ニ
御
座
候
、
左
様
被
為
思
召
可
被
下
候
、
右
之
段
御
前
宜
敷
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
十
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
夷
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門

榊
原
太
郎
右
衛
門
様
御
内

　
　
　
高
橋
左
次
馬
様

　
　
　
八
田
久
作
様

一�

、
十
一
月
二
日
柳
町
御
会
所
江
行
事
八
郎
兵
衛
・
月
番
久
右
衛
門
被
召
呼
被
仰
渡
候
者
、
中

村
平
吉
様
江
御
用
立
金
四
両
三
分
・
銀
拾
匁
六
厘
、
此
度
棄
捐
被
仰
付
候
事

　
　
　
　
覚

御
不
幸
御
入
用

　
一
、
金
八
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
善
次
郎
様

同
断

　
一
、
金
七
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
村
鉄
蔵
様

同
断

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疋
田
弁
蔵
様

同
断

　
一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
宮
十
左
衛
門
様

御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
猪
十
郎
様

同
断

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
利
兵
衛
様

同
断

　
一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
谷
乙
吉
様

同
断

　
一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
弥
兵
衛
様

同
断

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
留
正
太
郎
様

御
番
入
并
御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
永
蔵
様

御
病
気
御
入
用

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
斧
之
助
様

御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
藤
九
郎
様

御
婚
礼
御
入
用

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
守
伝
左
衛
門
様

御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
原
栄
三
郎
様

同
断

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
幡
次
郎
蔵
様

御
婚
礼
御
入
用

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筧
太
郎
左
衛
門
様

右
同
断
御
入
用

　
一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
辺
小
三
郎
様

御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
幸
助
様

御
病
気
并
御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
橋
八
右
衛
門
様

御
屋
敷
替
并
御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
拾
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
室
勝
五
郎
様

御
破
損
御
入
用

　
一
、
金
九
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
金
之
助
様

同
断

　
一
、
金
九
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様

同
断

　
一
、
金
拾
弐
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
鉄
吉
様

同
断

　
一
、
金
拾
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
金
次
郎
様

同
断

　
一
、
金
七
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
方
五
平
次
様

同
断

　
一
、
金
三
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
旗
之
助
様
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同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
近
藤
十
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
口
上
書

一�

、
去
々
卯
年
書
付
を
以
申
上
置
候
者
、
風
破
・
御
類
焼
・
御
不
幸
、
右
三
ヶ
条
者
御
臨
時

金
御
用
立
可
申
趣
ニ
書
付
差
上
申
候
、
此
度
風
破
御
入
用
之
儀
被
仰
付
候
処
、
風
破
御
入

用
之
儀
、
弐
重
ニ
御
用
立
か
た
く
奉
存
候
、
依
之
御
断
奉
申
上
候
、
右
之
趣
猶
亦
書
付
差

上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
巳
九
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
藤
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
近
藤
十
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

右
之
通
半
切
紙
江
相
認
メ
差
出
ス

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
届
奉
申
上
候

一�

、
八
年
以
前
戌
年
、
御
直
差
之
御
屋
鋪
様
方
、
蔵
宿
附
御
願
被
成
候
ニ
付
、
御
引
請
仕
候

様
被

　
仰
付
候
ニ
付
、御
請
仕
、仲
間
共
割
合
塙
真
次
郎
様
札
差
、是
迄
私
相
勤
罷
在
候
処
、

御
勝
手
ニ
付
、
此
度
御
離
れ
被
成
度
段
、
被
仰
聞
候
、
然
ル
処
、
御
会
所
金
・
手
金
共
ニ

御
用
立
一
切
無
御
座
候
ニ
付
御
請
仕
候
、
尤
是
迄
御
離
レ
被
成
候
御
方
様
茂
御
同
様
、
一

旦
御
離
レ
被
成
候
得
者
、
以
来
御
蔵
宿
被
仰
付
候
而
茂
御
請
不
仕
候
段
、
右
真
次
郎
様
江
申

上
候
所
、
御
聞
済
御
座
候
、
依
之
右
之
段
御
届
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
寛
政
九
年
巳
九
月

　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
惣
代
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一�

、
来
午
二
月
、
御
高
引
当
御
用
立
方
之
儀
、
百
俵
ニ
付
金
三
拾
壱
両
之
見
当
を
以
御
用
立

申
候
、
右
之
段
乍
恐
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
寛
政
九
年
巳
十
月
廿
四
日

　
　
　
緑
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
近
習
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
六

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
榊
原
太
郎
右
衛
門
様
江
御
返
書
扣

　�

御
書
被
成
下
、
難
有
奉
拝
見
候
、
如
仰
寒
冷
相
募
候
得
共
、　
上
々
様
益
御
機
嫌
能
被
遊

御
座
、
恐
悦
至
極
奉
存
候
、
然
者
私
方
御
年
賦
金
之
儀
、
当
冬
ゟ
已
後
者
御
地
飛
脚
屋
を

以
御
送
可
被
下
旨
、
被
仰
下
候
得
共
、
右
御
済
方
之
儀
、
如
仰
去
辰
年
ゟ
御
手
続
を
以
御

送
被
下
候
儀
者
御
屋
敷
様
ニ
不
限
、
甲
府
ゟ
御
番
替
被
遊
候
御
方
様
方
御
同
様
御
仕
法
を

以
被
仰
渡
候
御
儀
ニ
御
座
候
得
者
、
以
来
御
逢
対
を
以
奉
請
取
候
儀
者
、
何
分
御
請
難
仕

奉
存
候
、
且
亦
去
辰
四
月
迄
之
利
足
ハ
元
金
江
書
登
セ
、
五
月
ゟ
者
無
利
足
之
積
を
以
請

取
可
申
旨
、
御
下
知
御
座
候
ニ
付
、
則
御
下
知
之
通
甲
府
御
下
金
御
会
所
江
書
上
仕
候
御
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「（
表
紙
）

　
寛
政
九
年
巳
九
月

　
　
会
所
日
記

　
　
　
　
　
「（

朱
書
）八

」
　
」

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一�

、
御
屋
鋪
御
家
作
之
内
此
度
風
破
致
し
候
場
所
御
座
候
ニ
付
、
右
御
繕
御
入
用
御
臨
時
金

御
用
立
候
様
、
手
代
佐
七
江
被
仰
聞
候
処
、
御
類
焼
・
御
不
幸
弐
ヶ
条
之
外
、
御
臨
時
金

弐
重
ニ
御
会
所
ゟ
御
貸
出
し
無
之
旨
、
先
達
而
被
仰
渡
候
ニ
付
、
右
風
破
御
入
用
之
儀
、

御
断
申
上
候
所
、
私
共
被
召
呼
被
仰
聞
候
者
、
御
類
焼
・
御
不
幸
・
風
破
、
右
三
ヶ
条
者

御
臨
時
金
御
用
立
候
段
、
去
々
卯
年
四
月
月
番
方
ゟ
書
付
差
上
置
所
、
此
節
御
断
申
上
候

段
、
御
察
斗
被
仰
聞
候
得
共
、
佐
七
申
上
候
通
、
御
類
焼
・
御
不
幸
弐
ヶ
条
之
外
、
弐
重

ニ
御
臨
時
金
御
貸
出
し
無
之
旨
、
去
々
卯
十
二
月
被
仰
付
候
御
儀
ニ
御
座
候
得
者
、
風
破

御
入
用
者
弐
ヶ
条
之
外
ニ
御
座
候
間
、
御
臨
時
金
弐
重
ニ
御
用
立
か
た
く
候
ニ
付
、
御
断

奉
申
上
候
、
右
之
趣
書
付
差
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
寛
政
九
年
巳
九
月
十
六
日

　
　
　
藤
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
近
藤
十
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
口
上
書

不
用

一�

、
去
々
卯
年
書
付
を
以
申
上
置
候
者
、
風
破
・
御
類
焼
・
御
不
幸
、
右
三
ヶ
条
者
御
臨
時

金
御
用
立
可
申
趣
ニ
書
付
差
上
置
申
候
、
此
度
風
破
御
入
用
被
仰
付
候
所
、
先
日
別
紙
を

以
奉
申
上
候
通
、
風
破
御
入
用
之
儀
弐
重
ニ
御
用
立
か
た
く
奉
存
候
、
依
之
御
断
奉
申
上

候
、
右
之
趣
猶
亦
書
付
差
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
巳
九
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
藤
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

此
書
付
者
御
取
不
被
成
帰
ル

　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
近
藤
十
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
口
上
書

不
用

一�

、
去
々
卯
年
書
付
を
以
申
上
置
候
者
、
風
破
・
御
類
焼
・
御
不
幸
、
右
三
ヶ
条
者
御
臨
時

金
御
用
立
可
申
趣
ニ
書
付
差
上
置
申
候
ニ
付
、
右
三
ヶ
条
者
同
様
ニ
弐
重
ニ
茂
御
用
立
候

様
被
思
召
、
此
度
風
破
御
入
用
之
儀
被
仰
付
候
処
、
先
日
別
紙
を
以
奉
申
上
候
通
、
風
破

御
入
用
之
儀
、
弐
重
ニ
御
用
立
か
た
く
奉
存
候
、
依
之
御
断
奉
申
上
候
、
右
之
趣
猶
亦
書

付
差
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
巳
九
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

此
書
付
茂
御
取
不
被
成
帰
ル

　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛
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註（
１
）�「《
資
料
紹
介
》「
寛
政
六
年
十
一
月

　
惣
会
所
発
端
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵 

十
一
屋
野
口
家

資
料
の
う
ち
）」『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要 

第
一
二
集
』（
二
〇
一
八
年
三
月
）
か
ら
「《
資
料
紹
介
》

「
寛
政
八
年
辰
十
月

　
会
所
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵 

十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）」『
山
梨

県
立
博
物
館
研
究
紀
要 

第
一
八
集
』（
二
〇
二
四
年
三
月
）
ま
で
、
毎
年
の
研
究
紀
要
に
資
料
紹
介
を

掲
載
し
て
き
た
。
以
後
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
紹
介
を
そ
れ
ぞ
れ
略
称
で
記
し
、
註
記
を
省
略

す
る
。

（
２
）�

こ
れ
ま
で
の
資
料
紹
介
の
な
か
で
は
、
こ
の
研
究
会
を
「
甲
府
町
方
研
究
会
」
と
呼
ん
で
い
る
。
二
ヶ

月
に
一
度
程
度
、
研
究
会
を
実
施
す
る
の
を
基
本
形
と
し
て
お
り
、
二
〇
二
四
年
度
（
二
〇
二
五
年

度
二
月
ま
で
）
の
活
動
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
第
一
回

　
二
〇
二
四
年
六
月
二
三
日
（
日
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　�

輪
読
（
堀
内
、
金
子
（
誠
）、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
小
林
、
亀
井
、
村
松
、
千
原
、

金
子
（
裕
）、
半
澤
、
茶
園
、
渡
邊
、
髙
野
）

　
　
　
第
二
回

　
二
〇
二
四
年
九
月
一
日
（
日
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　�

輪
読
（
堀
内
、
金
子
（
誠
）、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
小
林
、
亀
井
、
村
松
、
千
原
、

金
子
（
裕
）、
半
澤
、
茶
園
、
渡
邊
、
髙
野
）

　
　
　
第
三
回

　
二
〇
二
四
年
一
〇
月
五
日
（
土
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　�

輪
読
（
堀
内
、
金
子
（
誠
）、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
小
林
、
亀
井
、
村
松
、
千
原
、

金
子
（
裕
）、
半
澤
、
茶
園
、
渡
邊
、
髙
野
）

　
　
　
第
四
回

　
二
〇
二
四
年
一
二
月
二
一
日
（
土
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　�

輪
読
（
堀
内
、
金
子
（
誠
）、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
小
林
、
亀
井
、
村
松
、
千
原
、

金
子
（
裕
）、
半
澤
、
茶
園
、
渡
邊
、
髙
野
）

　
　
　
　
　
　
※
「
会
所
日
記
八
」
翻
刻
終
了

　
　
　
第
五
回

　
二
〇
二
四
年
三
月

　
メ
ー
ル
に
て
研
究
紀
要
原
稿
校
正

（
３
）�『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要 

第
一
三
集
』（
二
〇
一
九
年
三
月
）、
四
四
ペ
ー
ジ
上
段
。

（
４
）�『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要 

第
一
六
集
』（
二
〇
二
二
年
三
月
）、
四
八
ペ
ー
ジ
下
段
。

（
５
）�

後
に
見
る
満
田
市
左
衛
門
の
事
例
で
も
、
満
田
は
「
何
々
を
弐
重
ニ
も
御
用
立
候
哉
」
と
札
差
に
尋

ね
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
臨
時
貸
与
の
基
準
を
知
ら
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
６
）�

前
掲
註
（
３
）
研
究
紀
要
。
な
お
「
会
所
日
記
二
」
の
解
題
で
は
、
森
川
新
兵
衛
の
一
件
に
つ
い
て

解
説
を
加
え
て
い
る
。

（
甲
府
市
教
育
委
員
会
、
甲
州
市
教
育
委
員
会
、
韮
崎
市
教
育
委
員
会
、
山
梨
県
立
博
物
館
、

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
山
梨
中
銀
金
融

資
料
館
、
山
梨
文
化
会
館
）

【
凡
例
】

　
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
改
め
た
。

（
一
）
旧
字
・
俗
字
・
略
字
・
異
体
字
な
ど
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

た
だ
し
、
固
有
名
詞
な
ど
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
本
の

ま
ま
と
し
た
。

（
二
）
変
体
仮
名
は
、原
則
と
し
て
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、江
（
え
）、而
（
て
）、

与
（
と
）、
者
（
は
）、
茂
（
も
）
な
ど
、
慣
用
的
に
使
用
さ
れ
、
出
現
頻
度
の
高
い

文
字
に
つ
い
て
は
、原
本
の
ま
ま
と
し
、小
活
字
を
用
い
て
示
し
た
。
ま
た
ゟ（
よ
り
）、

〆
（
し
め
）
な
ど
、記
号
的
に
用
い
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
も
、原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

（
三
）
欠
損
・
虫
損
等
に
よ
り
判
読
し
難
い
場
合
は
、文
字
数
が
推
定
で
き
る
場
合
は
□
□
□
、

文
字
数
が
不
明
な
場
合
は
［

　
　
］
で
示
し
、
傍
注
で
そ
の
旨
を
示
し
た
。

（
四
）
抹
消
・
訂
正
箇
所
に
つ
い
て
は
、
抹
消
の
み
の
場
合
は
左
側
に
〻
〻
〻
で
示
し
、
訂

正
が
あ
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
右
側
に
記
し
た
。
ま
た
、
抹
消
箇
所
広
範
囲
に
わ
た

る
場
合
は
、
そ
の
文
言
に
「

　
　
」
を
付
し
、
右
肩
に
傍
注
で
（
抹
消
）
と
示
し
た
。

さ
ら
に
、
抹
消
箇
所
が
判
読
不
能
の
場
合
、
文
字
数
が
推
定
で
き
る
場
合
は
■
■
■
、

不
明
な
場
合
は

で
示
し
た
。

（
五
）
貼
紙
・
付
札
な
ど
は
、
そ
の
文
言
に
「

　
　
」
を
付
し
、
右
肩
に
傍
注
で
そ
の
旨
を

示
し
た
。

（
六
）
史
料
に
は
、
適
宜
読
点
（
、）
や
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。

（
七
）
改
行
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。

（
八
）
尊
敬
を
表
す
闕
字
は
、
原
則
と
し
て
残
し
、
一
字
あ
け
と
し
た
。
ま
た
、
平
出
や
文

字
の
脱
落
等
に
お
け
る
空
白
部
分
は
二
字
あ
け
と
し
、
そ
の
旨
を
（
平
出
）、（
空
白

マ
マ
）
等
と
注
記
し
た
。
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田
左
内
・
加
藤
留
吉
の
四
名
が
、
武
術
上
覧
の
た
め
江
戸
に
召
喚
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
札
差

で
は
、
借
用
証
文
の
ひ
な
形
を
用
意
し
、
借
用
の
便
を
図
っ
て
い
る
。
五
月
一
七
日
、
こ
の

う
ち
野
田
左
内
の
屋
敷
に
札
差
の
井
筒
屋
喜
右
衛
門
が
呼
び
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
い
た
伏
木

五
郎
蔵
・
平
井
五
郎
左
衛
門
か
ら
喜
右
衛
門
に
対
し
、
野
田
左
内
の
帰
国
費
用
と
し
て
五
両

を
用
立
て
る
よ
う
に
依
頼
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
こ
の
と
き
野
田
左
内
本
人
は

同
席
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
喜
右
衛
門
は
、
江
戸
へ
の
出
張
費
用
は
会
所

か
ら
用
立
て
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
と
は
別
に
喜
右
衛
門
か
ら
貸
付
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
断
り
、
そ
の
旨
を
書
面
で
伝
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
相
手
先
は
野
田
で
は
な
く
伏
木
・
平
井
の
両
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
名

の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
普
通
に
考
え
れ
ば
野
田
か
ら
伏
木
ら
に
依
頼
が
あ
り
、
両

名
は
江
戸
か
ら
戻
る
費
用
に
困
窮
し
た
野
田
の
代
わ
り
に
札
差
と
の
交
渉
を
行
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
も
う
少
し
う
が
っ
た
考
え
方
を
す
る
と
、
野
田
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
と
こ

ろ
で
伏
木
・
平
井
ら
が
、
野
田
の
帰
国
を
理
由
と
し
て
五
両
を
調
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
可

能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
結
局
借
用
は
断
ら
れ
て
い
る
の
で
確
か
め
よ
う
が
な
い
が
、
も
し

こ
の
交
渉
が
成
立
し
、
金
五
両
が
貸
し
付
け
ら
れ
た
場
合
、
証
文
は
ど
の
よ
う
に
、
誰
が
作

成
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
伏
木
ら
は
、
そ
の
五
両
を
そ
の
ま
ま
野
田
に
届
け
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
札
差
側
の
日
記
か
ら
は
う
か
が
え
な
い
、
勤
番
士
同
士
の
関
係
が
透
け
て
見
え
る

事
例
で
あ
る
。

（
四
）
宅
間
屋
平
兵
衛
の
隠
居

　
寛
政
一
〇
年
一
二
月
、
八
日
町
の
札
差
宅
間
屋
平
兵
衛
は
隠
居
を
願
い
出
た
。
隠
居
願
い

の
案
文
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
は
「
病
身
罷
成
」
と
い
う
理
由
だ
っ
た
も
の
が
、「
痛
所
御
座

候
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
兵
衛
は
息
子
の
文
蔵
に
名
跡
を
継
が
せ
、
自

身
は
隠
居
し
た
い
と
申
し
出
て
、
札
差
仲
間
も
こ
れ
を
承
諾
し
て
い
た
。

　
翌
寛
政
一
一
年
正
月
一
二
日
、
行
司
一
人
の
呼
出
が
あ
っ
た
た
め
、
七
郎
右
衛
門
が
八
日

町
の
会
所
に
参
上
し
た
。
平
兵
衛
の
隠
居
願
い
に
つ
き
、「
痔
疾
」
と
の
こ
と
な
の
で
、
養
生
・

保
養
し
て
引
き
続
き
札
差
を
務
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
一
八
日
、
今
度
は
山
田
町

の
吉
右
衛
門
が
会
所
に
行
き
、
口
上
で
平
兵
衛
の
隠
居
を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
た
。

曰
く
、「
種
々
養
生
」
し
た
も
の
の
「
全
快
不
仕
」
と
い
う
の
で
、
や
む
な
く
隠
居
を
願
い
出

た
の
だ
と
い
う
。
養
生
し
保
養
せ
よ
と
い
う
仰
せ
は
大
変
あ
り
が
た
い
と
平
兵
衛
も
札
差
仲

間
も
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
平
兵
衛
の
隠
居
を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
同
二
九
日
、
平
兵
衛
代
理
の
吉
右
衛
門
と
平
兵
衛
の
子
の
文
蔵
、
そ
れ
に
月
番
藤
兵
衛
の

代
理
七
郎
兵
衛
と
行
司
の
八
郎
兵
衛
が
山
手
役
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
お
そ
ら
く
勤

番
支
配
は
、
平
兵
衛
に
「
札
差
差
免
」、
す
な
わ
ち
札
差
業
務
の
免
除
を
認
め
、
こ
れ
ま
で

の
札
差
業
務
へ
の
出
精
を
褒
め
た
う
え
で
、
以
降
も
な
に
か
と
世
話
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

ま
た
文
蔵
に
は
、
平
兵
衛
を
襲
名
し
、
念
を
入
れ
て
勤
め
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
文
蔵
改
め

平
兵
衛
ら
は
、
御
礼
と
し
て
玄
関
に
向
か
い
、
そ
こ
で
出
役
の
武
士
た
ち
に
名
刺
代
わ
り
の

手
札
を
配
っ
て
い
る
。

　
隠
居
と
関
わ
り
が
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
寛
政
一
〇
年
一
〇
月
、
札

差
惣
代
の
八
郎
兵
衛
・
吉
右
衛
門
、
月
番
幸
助
・
権
八
ら
は
、
平
兵
衛
が
下
金
会
所
に
供
出

し
て
い
た
金
一
〇
〇
両
を
戻
し
て
く
れ
る
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
。
正
式
な
願
い
出
よ
り
前

に
、
平
兵
衛
が
隠
居
を
検
討
し
、
そ
の
隠
居
料
と
し
て
返
納
を
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
以
上
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。

お
わ
り
に

　
平
兵
衛
の
隠
居
記
事
に
前
後
し
て
、
森
川
新
兵
衛
の
動
向
が
語
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
自

身
の
言
い
分
が
通
ら
な
い
か
ら
と
会
所
に
乗
り
込
み
、
札
差
た
ち
に
火
鉢
を
投
げ
つ
け
た
森

川
新
兵
衛（

６
）も

、
寛
政
一
一
年
正
月
こ
ろ
に
は
江
戸
に
移
り
、
お
と
な
し
く
返
済
に
応
じ
て
い

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
新
兵
衛
自
身
の
心
境
の
変
化
も
あ
ろ
う
が
、
江
戸
と
甲
府
と
で
は
、

武
家
と
札
差
と
の
関
係
そ
の
も
の
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
札
差
が
金
融

を
梃
子
に
武
家
に
対
し
て
尊
大
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
江
戸
に
比
べ
、
甲
府
で
は
ま
だ
武
家

の
権
威
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
二
〇
二
五
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
江
戸
時
代
の
庶
民
文
化
を
素
材
と
す
る
も
の

で
、
庶
民
の
生
活
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
札
差
な
ど

の
庶
民
層
と
、
支
配
階
層
で
あ
る
武
家
と
の
間
に
は
厳
然
と
し
た
身
分
差
が
あ
っ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
実
態
は
ド
ラ
マ
だ
け
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
基
礎
資
料
の
翻
刻
と
紹
介
に
よ
り
、
少
し
で
も
江
戸
時
代
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
札
差
た
ち
は
、
こ
れ
が
先
例
と
な
っ
て
際
限
な
く
貸

与
が
拡
大
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
下
金
会
所
に
融
資
の
可
否
を
問
い
合
わ
せ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

お
そ
ら
く
甲
府
勤
番
支
配
か
ら
、
町
年
寄
山
本
・
坂
田
を
介
し
て
札
差
た
ち
に
伝
達
さ
れ
た

の
は
、「
類
焼
、
又
者
家
内
病
死
等
者
格
別
、
右
等
之
外
、
臨
時
二
タ
口
貸
し
増
等
、
不
相
成
事
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
類
焼
・
不
幸
以
外
の
臨
時
貸
与
を
認
め
な
い
根
拠
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
寛
政
七
年
四
月
時
点
で
は
、
臨
時
金
貸
与
に
関
し
て
札
差
た
ち
の
融
資

の
基
準
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
同
年
一
二
月
に
そ
れ
が
決
定
さ
れ
，
札
差
た
ち
に

通
知
さ
れ
た
こ
と
、
い
っ
ぽ
う
で
勤
番
士
た
ち
に
は
十
分
に
通
達
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る（

５
）。

臨
時
金
貸
与
は
、
会
所
日
記
に
頻
繁
に
登
場
す
る
、
あ
る
意
味
で
は
勤
番
士
と

札
差
の
日
常
的
な
接
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
近
藤
は
こ
れ
を
う
け
、
そ
の
旨
を
書
面
で
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
、
喜
平
次
ら
は
こ
れ
に

答
え
て
書
面
を
作
成
し
た
。
し
か
し
九
月
一
六
日
付
け
の
書
面
は
受
け
取
っ
た
も
の
の
、
九

月
一
九
日
・
同
二
〇
日
・
二
三
日
付
け
の
三
通
の
「
口
上
書
」
に
つ
い
て
は
受
け
取
り
を
拒

否
し
た
ら
し
い
。
三
通
の
文
言
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、「
猶
亦
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
六
日
付
け
の
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
さ
ら
に
も
う
一
通
の
提
出
を
要
求
し
た
と
み
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
自
分
で
要
求
し
て
お
い
て
、そ
の
書
面
を
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
行
動
を
と
っ

て
い
る
。
何
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
自
分
の
理
不
尽
な
怒
り
を
札
差
た
ち

に
伝
え
る
「
嫌
が
ら
せ
」
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
の
ち
一
一
月
一
二
日
に
は
、

近
藤
は
「
御
婚
礼
御
入
用
」
と
し
て
一
五
両
の
臨
時
金
の
借
用
に
成
功
し
て
い
る
。

（
二
）
満
田
市
左
衛
門
の
報
復

　
も
う
一
例
、
勤
番
士
と
札
差
の
関
係
を
考
え
る
事
例
を
み
て
お
き
た
い
。
寛
政
一
〇
年
二

月
八
日
、
満
田
市
左
衛
門
は
下
金
会
所
の
手
代
佐
七
を
呼
び
出
し
た
。
昨
年
の
冬
、
幕
命
で

他
出
す
る
際
に
借
用
し
た
金
子
に
つ
い
て
、
残
り
を
屋
根
の
破
損
の
修
復
に
使
い
た
い
が
、

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
返
済
す
る
の
が
難
し
い
の
で
、
年
賦
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
佐
七
は
、

難
し
い
が
、
札
差
た
ち
と
相
談
す
る
と
答
え
て
そ
の
場
を
去
っ
た
。
同
一
三
日
、
そ
の
返
答

を
持
っ
て
佐
七
が
満
田
の
屋
敷
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
市
左
衛
門
は
留
守
で
あ
っ
た
が
、
満
田

の
子
息
と
お
ぼ
し
き
若
旦
那
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
佐
七
は
こ
の
若
旦
那
に
、
市
左
衛
門

が
借
り
た
金
子
は
会
所
か
ら
札
差
が
借
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
ど
こ
に
相
談
し
て
も

市
左
衛
門
が
言
う
よ
う
な
返
済
の
仕
方
は
難
し
い
と
市
左
衛
門
に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
に

い
っ
た
。
さ
ら
に
同
一
七
日
に
も
佐
七
は
満
田
の
屋
敷
を
訪
ね
た
が
、
ま
た
も
留
守
で
あ
っ

た
。
翌
一
八
日
に
も
佐
七
は
満
田
の
屋
敷
を
訪
ね
た
が
、
市
左
衛
門
は
留
守
で
あ
っ
た
。
若

旦
那
に
会
う
こ
と
の
で
き
た
佐
七
は
、「
御
近
所
江
参
り
候
間
」
と
言
い
訳
を
し
な
が
ら
、
市

左
衛
門
の
反
応
を
尋
ね
た
。
す
る
と
若
旦
那
は
市
左
衛
門
が
「
埒
も
な
き
事
之
様
ニ
申
、
大

キ
ニ
立
腹
之
体
」
で
あ
っ
た
と
い
い
、
そ
ん
な
に
念
を
入
れ
る
こ
と
な
ら
ば
、
明
日
は
在
宅

し
て
い
る
の
で
、
来
て
直
接
話
す
よ
う
に
、
と
い
う
市
左
衛
門
の
言
葉
を
佐
七
に
伝
え
て
い

る
。

　
同
一
九
日
、
佐
七
は
満
田
の
屋
敷
を
訪
ね
た
が
、
折
悪
し
く
来
客
中
で
あ
っ
た
。
女
中
に

来
訪
を
伝
え
る
と
、「
先
日
之
金
子
之
儀
ニ
付
参
り
候
ハ
ヽ
、
明
日
迄
相
待
可
申
」
と
い
う
返

事
が
あ
っ
た
。
仕
方
な
く
こ
の
日
も
満
田
の
屋
敷
を
去
っ
た
佐
七
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き

は
市
左
衛
門
に
宛
て
た
手
紙
を
残
し
て
い
る
。
結
局
佐
七
は
、
市
左
衛
門
に
会
う
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
三
月
一
日
、
札
差
湊
屋
八
郎
右
衛
門
は
、
満
田
市
左
衛
門
に
対
し
、
二
月
七
日
時
点
で
の

貸
付
金
額
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
で
臨
時
金
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
八
郎
右
衛
門
が
、
不

幸
・
類
焼
以
外
の
臨
時
金
貸
与
は
し
な
い
と
確
認
し
て
い
る
。
三
月
七
日
の
八
郎
右
衛
門
の

書
状
に
よ
れ
ば
、
八
郎
右
衛
門
は
こ
れ
に
対
し
、
幕
命
で
他
国
へ
出
張
し
た
際
の
経
費
も
臨

時
貸
与
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
と
重
ね
て
尋
ね
た
ら
し
い
。
八
郎
右
衛
門
は
、
幕
府
か
ら

奉
書
に
よ
っ
て
江
戸
に
呼
び
出
さ
れ
た
場
合
は
、
持
高
一
〇
〇
俵
に
つ
き
三
両
の
割
合
で
貸

与
す
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
臨
時
金
と
二
重
に
な
っ
て
も
貸
付
を
す
る
が
、
そ
れ

以
上
は
貸
し
付
け
ら
れ
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。「
先
達
而
」
が
い
つ
の
こ
と
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
幕
命
に
よ
る
出
張
の
経
費
は
臨
時
貸
与
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八

郎
右
衛
門
が
市
左
衛
門
の
依
頼
を
断
っ
た
理
由
が
判
然
と
し
な
い
が
、
江
戸
へ
の
出
張
で
は

な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
余
り
を
他
に
流
用
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）
野
田
左
内
の
帰
国
費
用

　
さ
き
の
満
田
市
左
衛
門
の
例
で
み
た
よ
う
に
、
公
務
に
よ
る
江
戸
出
張
の
経
費
は
、
臨
時

金
と
し
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
月
二
三
日
、
河
村
七
郎
右
衛
門
・
本
間
左
源
太
・
野
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【
解
題
】

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
に
山
梨
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
十
一
屋
野
口
家
資
料
の

う
ち
、
会
所
日
記
と
題
さ
れ
た
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
九
月
か
ら
寛
政
一
一
年
二
月
頃

ま
で
の
内
容
を
含
む
冊
子
を
紹
介
す
る
。
当
該
資
料
は
、
当
館
紀
要
に
お
い
て
、
二
〇
一
七

年
度
以
降
紹
介
を
続
け
て
い
る
会
所
日
記
の
八
冊
目
で
あ
る（

１
）。

以
下
、本
稿
で
紹
介
す
る
「
寛

政
九
年
巳
九
月

　
会
所
日
記
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
従
い
、「
会
所
日
記
八
」
と
略
記
す

る
。
な
お
、史
料
群
と
し
て
の
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
性
格
や
、甲
府
札
差
の
経
営
状
況
な
ど
、

当
該
史
料
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、「
発
端
日
記
」
の
解
題
を
参
照

さ
れ
た
い
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
活
用
を
図
る
べ
く
、
研
究
会
を
継
続
的
に

実
施
し
た（

２
）。

そ
の
成
果
の
一
端
と
し
て
、
本
解
題
で
は
、「
会
所
日
記
八
」
の
内
容
を
中
心
に
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
や
、
特
記
す
べ
き
事
項
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
、
当
該
史
料
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。
な
お
本
解
題
の
執
筆
は
中

野
が
担
当
し
た
。
ま
た
今
回
紹
介
す
る
「
会
所
日
記
八
」
か
ら
の
引
用
は
、
日
時
と
事
書
な

ど
を
摘
記
し
て
示
す
も
の
と
し
、
典
拠
は
省
略
す
る
。

（
一
）「
二
重
貸
し
」
の
実
態

　「
会
所
日
記
八
」
の
記
述
は
、
近
藤
十
次
郎
に
対
す
る
一
連
の
書
状
の
写
し
か
ら
始
ま
る
。

ま
ず
九
月
一
六
日
、
近
藤
十
次
郎
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
藤
屋
喜
平
次
ら
が
出
し
た

返
書
で
あ
る
。
こ
の
と
き
近
藤
は
、
屋
敷
の
風
破
の
修
復
費
用
の
借
用
を
申
し
入
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
類
焼
と
不
幸
以
外
に
は
臨
時
の
貸
与
は
で
き
な
い
と
喜
平
次
ら
は
断
っ
た
。
す

る
と
近
藤
は
喜
平
次
ら
を
呼
出
し
、
類
焼
と
不
幸
と
風
破
は
臨
時
貸
与
の
対
象
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、「
会
所
日
記
二
」
に
収
め
ら
れ
た
寛
政
七
年
四
月

二
日
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
」
で
あ
る（

３
）。

こ
れ
は
近
藤
が
臨
時
入
用
と
し
て
認
め
ら
れ

る
出
費
の
種
類
を
尋
ね
た
の
に
対
し
、
時
の
月
番
高
原
田
屋
藤
兵
衛
と
永
楽
屋
久
右
衛
門
が

答
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
風
破
・
御
類
焼
・
御
不
幸
者
勿
論
之
御
儀
、
其
余
之
儀

者
其
時
ニ
臨
時
御
要
用
之
儀
者
御
相
談
申
上
度
、
此
節
何
々
相
定
候
儀
者
難
申
上
」
と
答
え

て
お
り
、
風
破
も
臨
時
貸
与
の
対
象
と
し
て
認
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
根
拠
に
近

藤
は
借
用
を
申
し
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
札
差
は
、
同
年
一
二
月
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
だ
と
し
て
、
類
焼
・
不
幸
以

外
の
臨
時
貸
与
は
で
き
な
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
に
相
当
す
る
の
が
「
会
所
日
記
五
」
に

あ
る
卯
一
二
月
山
本
金
左
衛
門
ら
宛
て
の
一
通
の
書
状
で
あ
る（

４
）。

こ
の
と
き
は
類
焼
か
ら
の

再
建
に
あ
た
り
、
か
な
り
の
金
額
の
貸
与
が
行
わ
れ
、
通
常
の
借
金
と
の
通
算
・
合
算
を
す
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《
資
料
紹
介
》

　
　「
寛
政
九
年
巳
九
月
　
会
所
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵 

十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）

中
野
　
賢
治
・
海
老
沼
真
治
・
小
畑
　
茂
雄
・
金
子
　
誠
司
・
金
子
裕
太
郎
・
亀
井
　
大
輔

小
林
　
可
奈
・
髙
野
　
　
愛
・
千
原
　
鴻
志
・
茶
園
　
紘
己
・
半
澤
　
直
史
・
堀
内
　
　
亨

宮
澤
富
美
恵
・
村
松
　
菖
蒲
・
渡
邊
み
ず
か
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N
o.

資
料

名
員

数
年

代
形

態
法

量
所

蔵
者

花
押

・
朱

印
等

法
量

（
特

に
注

記
の

無
い

も
の

は
縦

×
横

、㎝
）

刊
本

　
※

1

68
徳

川
家

奉
行

連
署

状（
卯

12月
日

、中
村

新
三

郎
宛

て
）

1通
天

正
19年（

1591）
竪

紙
30.3×

42.0
山

梨
県

立
博

物
館

大
久

保
長

安
花

押
：

3.6×
5.3

「
道

」黒
印

：
外

径
2.5、内

径
2.3

※
4

69
豊

臣
秀

吉
御

内
書（

2月
8日

、真
田

源
三

郎
宛

て
）

1通
戦

国
時

代（
16世

紀
）

折
紙

46.0×
66.1

懸
紙

41.0×
26.0

真
田

宝
物

館
秀

吉
朱

印
：

径
3.9

真
田

家
文

書（
2）

70
豊

臣
秀

頼
御

内
書（

極
月

25日
、真

田
伊

豆
守

宛
て

）
1通

江
戸

時
代（

17世
紀

）か
折

紙
46.8×

66.6
真

田
宝

物
館

秀
頼

朱
印

：
径

3.8
真

田
家

文
書（

2）

71
羽

柴
秀

勝
黒

印
状（

天
正

18 9月
日

、右
左

口
百

姓
中

宛
て

）
1通

天
正

18年（
1590）

折
紙

31.9×
50.1

甲
府

市
宿

区
印

文
未

詳
黒

印
：

外
径

4.1、内
径

3.3
◎

山
４

八
九

一

72
加

藤
光

泰
黒

印
状（

天
正

19年
霜

月
日

、広
済

寺
宛

て
）

1通
天

正
19年（

1591）
竪

紙
35.6×

52.1
広

済
寺

「
萬

稱
憲

」黒
印

：
外

径
5.3、内

径
4.6

（
無

）山
８

七
七

73
浅

野
長

継
黒

印
状（

文
禄

4年
正

月
28日

、光
厳

院
宛

て
）

1通
文

禄
4年（

1595）
竪

紙
35.6×

51.4
廣

厳
院

「
浅

野
長

継
」黒

印
：

外
郭

4.4×
4.4、内

郭
3.7×

3.7
（

無
）山

８
二

六
三

74
浅

野
忠

吉
黒

印
状（

文
禄

3年
2月

5日
、三

輪
神

主
宛

て
）

1通
文

禄
3年（

1594）
折

紙
、巻

子
装

19.0×
51.4

山
梨

県
立

博
物

館
「

忠
吉

」黒
印

：
外

郭
3.9×

5.1、内
郭

3.1×
4.3

（
写

）山
８

二
〇

三

96
徳

川
家

宣
御

内
書（

9月
7日

、本
多

隠
岐

守
宛

て
）

1通
江

戸
時

代（
18世

紀
）

折
紙

本
紙

46.0×
65.4

懸
紙

40.8×
56.3

早
稲

田
大

学
図

書
館

「
家

宣
」黒

印
：

外
径

4.5、内
径

4.1
※

5

100
徳

川
家

宣
領

知
判

物（
正

徳
2年

4月
11日

、真
田

伊
豆

守
宛

て
）

1通
正

徳
2年（

1712）
竪

紙
本

紙
46.5×

65.5
懸

紙
67.6×

45.8
真

田
宝

物
館

家
宣

花
押

：
4.5×

9.1
真

田
家

文
書（

3）

101
徳

川
家

宣
国

書
写（

正
徳

元
年

辛
卯

11月
日

、朝
鮮

国
王

宛
て

）
1通

正
徳

元
年（

1711）
竪

紙
50.7×

101.6
九

州
国

立
博

物
館

「
文

命
之

寶
」朱

印
影

：
9.1×

8.9
※

6

102
徳

川
家

宣
別

幅
写（

正
徳

元
年

辛
卯

11月
日

）
1通

正
徳

元
年（

1711）
竪

紙
48.3×

64.7
九

州
国

立
博

物
館

「
文

命
之

寶
」朱

印
影

：
9.2×

8.7
※

6

104
真

田
信

之
朱

印
状（

辛
丑

8月
7日

、矢
澤

忠
兵

衛
宛

て
）

1通
慶

長
6年（

1601）
折

紙
31.6×

47.2
真

田
宝

物
館

「
精

福
萬

」朱
印

：
外

郭
4.4×

4.4、中
郭

3.9×
3.9、内

郭
3.5×

3.5
戦

真
四

八
三

真
田

家
文

書（
4）

105
真

田
信

之
朱

印
状（

3月
7日

、出
浦

対
馬

守
宛

て
）

1通
江

戸
時

代（
17世

紀
）

折
紙

31.9×
47.0

真
田

宝
物

館
「

精
福

萬
」朱

印
：

外
郭

4.4×
4.4、中

郭
3.9×

3.9、内
郭

3.5×
3.5

真
田

家
文

書（
4）

115
真

田
信

之
書

状（
2月

2日
、出

浦
半

平
宛

て
）

1通
江

戸
時

代（
17世

紀
）

折
紙

35.4×
50.2

真
田

宝
物

館
信

之
花

押
：

2.9×
4.7

真
田

家
文

書（
4）

116
真

田
信

之
書

状（
9月

23日
、出

浦
織

部
宛

て
）

1通
江

戸
時

代（
17世

紀
）

折
紙

37.4×
53.0

真
田

宝
物

館
信

之
花

押
：

3.0×
4.8

真
田

家
文

書（
4）

118
真

田
信

弘
判

紙
1通

江
戸

時
代（

18世
紀

）
竪

紙
30.8×

44.4
真

田
宝

物
館

信
弘

花
押

：
3.5×

6.1
「

信
弘

」朱
印

：
径

1.7
真

田
家

文
書（

3）

※
１

　
主

要
な

刊
本

に
つ

い
て

は
以

下
の

と
お

り
略

記
し

て
い

る
。

　
　

　
�『戦

国
遺

文
武

田
氏

編
』

所
収

文
書

…
「

戦
武

＋
文

書
番

号
」、『

戦
国

遺
文

後
北

条
氏

編
』

所
収

文
書

…
「

戦
北

＋
文

書
番

号
」、『

戦
国

遺
文

今
川

氏
編

』
所

収
文

書
…

「
戦

今
＋

文
書

番
号

」、『
戦

国
遺

文
真

田
氏

編
』

所
収

文
書

…
「

戦
真

＋
文

書
番

号
」、『

山
梨

県
史

』
資

料
編

４
・

５
所

収
文

書
…

「
山

＋
巻

号
＋

文
書

番
号

」、『
山

梨
県

史
』

文
化

財
編

所
収

資
料

…
「

山
文

＋
種

別
＋

番
号

」、『
静

岡
県

史
』

資
料

編
８

所
収

文
書

･･･「
静

＋
巻

号
＋

文
書

番
号

」、『
真

田
宝

物
館

所
蔵

品
目

録
　

長
野

県
宝

　
真

田
家

文
書

』
⑶

・
⑷

…
「

真
田

家
文

書
＋

（
巻

号
）」

※
２

　
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

『
日

本
の

中
世

文
書

―
機

能
と

形
と

国
際

比
較

―
』

展
示

図
録

（
2018年

10月
）

※
３

　
新

潟
県

立
歴

史
博

物
館

『
ハ

ン
コ

今
昔

』
展

示
図

録
（

2008年
10月

）
※

４
　

拙
稿

「
新

収
集

資
料

紹
介

｢武
田

勝
頼

書
状

｣｢徳
川

家
奉

行
人

連
署

状
｣」（『

山
梨

県
立

博
物

館
研

究
紀

要
』

第
9集

、
2015年

３
月

）
※

５
　

山
梨

県
立

博
物

館
『

甲
府

徳
川

家
―

六
代

将
軍

家
宣

を
生

ん
だ

知
ら

れ
ざ

る
名

門
―

』
展

示
図

録
（

2017年
10月

）
※

６
　

�九
州

国
立

博
物

館
　

収
蔵

品
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（

https://collection.kyuhaku.jp/advanced/）
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※

1

50
武

田
勝

頼
祖

母
書

状（
つ

ち
の

へ
と

ら
10月

吉
、せ

い
さ

へ
も

□
宛

て
）

1通
天

正
6年（

1578）
折

紙
30.0×

41.0
個

人
未

詳
朱

印
：

外
郭

2.9×
2.8、内

郭
2.5×

1.9
◎

山
５

一
四

三
四

（
無

）戦
武

三
〇

五
一

51
今

川
義

元
朱

印
状（

天
文

18 12月
2日

、森
彦

左
衛

門
尉

宛
て

）
1通

天
文

18年（
1549）

折
紙

29.7×
45.8

個
人

「
如

律
令

」朱
印

：
外

径
5.2、内

径
4.8

◎
山

４
一

二
四

四
（

無
）戦

今
九

二
一

52
北

条
家

朱
印

状（
甲

戌
6月

23日
、植

松
右

京
亮

宛
て

）
1通

天
正

2年（
1574）

竪
紙

34.3×
52.4

個
人（

沼
津

市
明

治
史

料
館

寄
託

）
「

禄
寿

応
穏

」虎
朱

印
：

外
郭

7.5×
7.5、内

郭
7.1×

7.0、総
高

9.3
（

無
）静

８
七

七
三

（
無

）戦
北

一
七

〇
八

53
上

杉
景

勝
朱

印
状（

天
正

10年
6月

16日
、市

川
治

部
少

輔
宛

て
）

1通
天

正
10年（

1582）
竪

紙
28.9×

45.3
山

梨
県

立
博

物
館

景
勝

朱
印

：
外

径
4.3、内

径
3.8、総

長
4.9

上
越

二
四

〇
四

　
　

★

54
上

杉
景

勝
朱

印
状（

天
正

13年
11月

3日
、矢

澤
薩

摩
守

宛
て

）
1通

天
正

13年（
1585）

折
紙

35.8×
49.6

真
田

宝
物

館
朱

印
：

外
径

6.1、内
径

5.7、総
高

8.0
上

越
三

〇
六

七
真

田
家

文
書（

4）

55
織

田
信

長
禁

制（
天

正
10年

4月
日

、巨
摩

郡
山

上
郷

宛
て

）
1通

天
正

10年（
1582）

竪
紙

本
紙

：
31.4×

46.1
懸

紙
：

31.0×
45.5

個
人

「
天

下
布

武
」朱

印
：

全
高

5.4×
全

幅
4.6

◎
山

４
一

三
二

二

56
穴

山
信

君
朱

印
状（

辰
8月

25日
、彦

左
衛

門
・

右
近

助
・

与
兵

衛
宛

て
）

1通
天

正
8年（

1580）
折

紙
28.6×

42.6
個

人
「

江
尻

」朱
印

：
外

郭
5.3×

4.3、内
郭

4.4×
3.5

◎
山

４
一

二
四

九
◎

戦
武

三
四

一
一

57
天

輪
寺

寺
領

書
立（

天
正

9年
2月

9日
）

1通
天

正
9年（

1581）
続

紙
、巻

子
装

31.9×
113.0

南
松

院
「

怡
斎

図
書

」朱
印

：
2.5×

2.4
◎

山
４

一
一

七
四

◎
戦

武
三

四
九

四

58
穴

山
信

君
判

物（
天

正
8年

庚
辰

10月
12日

、大
崩

之
孫

右
衛

門
尉

宛
て

）
1通

天
正

8年（
1580）

元
折

紙
14.5×

42.6
個

人
「

怡
斎

図
書

」朱
印

：
2.5×

2.4
信

君
花

押
：

5.1×
4.9

◎
山

４
一

一
四

五
◎

戦
武

三
四

四
〇

59
西

年
寺

寺
領

仕
置

日
記（

元
亀

元
年

10月
13日

）
1通

元
亀

元
年（

1570）
横

帳
13.6×

43.0
西

念
寺

「
月

定
」朱

印
：

3.4×
3.5

◎
山

４
一

五
三

九
◎

戦
武

一
六

〇
七

60
葛

山
氏

元
朱

印
状（

午
3月

20日
、は

し
か

み
船

役
所

中
宛

て
）

1通
永

禄
13年（

1570）
折

紙
30.8×

44.2
個

人
「

万
歳

」六
角

形
朱

印
：

外
郭

8.3×
7.1、内

郭
7.9×

6.8
◎

山
４

一
二

四
七

（
無

）戦
武

一
五

二
六

61
真

田
昌

幸
朱

印
状（

天
正

10年
12月

16日
、丸

山
土

佐
守

宛
て

）
1通

天
正

10年（
1582）

元
折

紙
か

、巻
子

装
14.0×

38.4
真

田
宝

物
館

「
道

」朱
印

：
外

郭
2.9×

2.9、中
郭

2.5×
2.5、内

郭
2.1

×
2.1

戦
真

一
二

三
真

田
家

文
書（

4）

62
真

田
昌

幸
朱

印
状（

天
正

12年
3月

11日
、右

近
助

後
家

宛
て

）
1通

天
正

12年（
1584）

元
折

紙
か

、巻
子

装
13.5×

40.7
真

田
宝

物
館

印
文

未
詳

朱
印

：
外

郭
4.4×

4.6、中
郭

4.1×
4.1、内

郭
3.8×

3.7
戦

真
一

五
八

真
田

家
文

書（
4）

63
真

田
昌

幸
朱

印
状（

卯
5月

13日
、日

置
五

右
衛

門
・

原
半

兵
衛

宛
て

）
1通

天
正

19年（
1591）

折
紙

32.3×
47.9

裾
野

市
教

育
委

員
会

「
道

」朱
印

：
外

郭
2.8×

2.8、中
郭

2.5×
2.5、内

郭
2.1

×
計

測
不

能
戦

真
二

八
一

64
河

尻
秀

隆
黒

印
状（

天
正

10年
卯

月
21日

、あ
さ

か
は

の
六

郎
右

衛
門

宛
て

）
1通

天
正

10年（
1582）

折
紙

29.0×
45.7

山
梨

県
立

博
物

館
印

文
未

詳
黒

印
：

外
径

2.8、内
径

2.2
◎

山
４

一
五

四

65
徳

川
家

朱
印

状（
天

正
10年

11月
27日

、武
藤

喜
左

衛
門

宛
て

）
1通

天
正

10年（
1582）

竪
紙

31.6×
45.4

甲
府

市
教

育
委

員
会

「
福

徳
」朱

印
：

外
径

5.6、内
径

4.8
（

写
）山

４
四

五
九

（
写

）静
８

一
五

九
二

66
徳

川
家

奉
行

連
署

状（
丙

10月
17日

、小
嶋

飛
騨

守
宛

て
）

1通
天

正
13年（

1585）
折

紙
、軸

装
29.5×

21.8
個

人
桜

井「
□

宝
」黒

印
：

外
径

2.6、内
径

2.2
以

清
斎「

龍
」黒

印
：

外
郭

2.5×
2.2、内

郭
2.0×

1.7
石

原「
結

」黒
印

：
外

郭
1.9×

1.8、内
郭

1.5×
1.5

玄
随

斎「
随

」黒
印

：
外

径
2.5、内

径
2.0

◎
山

４
四

一
三

67
伊

奈
家

次
社

領
証

文（
丑

11月
23日

、黒
駒

神
取

山
別

当
宛

て
）

1通
天

正
17年（

1589）
竪

紙
33.3×

42.0
山

梨
県

立
博

物
館

印
文

未
詳

黒
印

：
外

径
4.1、内

径
3.3

版
刻

花
押

：
1.6×

4.1
◎

山
４

七
六

八

62
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※

1

26
民

首
田

次
麻

呂
解（

延
暦

15年
11月

2日
）

1通
延

暦
15年

(796)
竪

紙
、軸

装
28.9×

40.8
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

「
愛

智
郡

印
」朱

印
：

4.5×
4.3

※
２

31
猘

狗
経

1巻
保

安
4年（

1123）
継

紙
、巻

子
装

26.3×
100.8

個
人

「
法

隆
寺

一
切

経
」黒

印
：

4.7×
4.8

山
文

書
跡

4

32
太

政
官

牒（
大

治
3年

7月
11日

）
1通

大
治

3年（
1128）

竪
紙

、巻
子

装
30.7×

55.0
早

稲
田

大
学

図
書

館
「

太
政

官
印

」朱
印

：
7.3×

7.3
※

3

33
太

政
官

牒（
長

承
2年

12月
30日

）
1通

長
承

2年（
1133）

竪
紙

、巻
子

装
29.8×

52.2
早

稲
田

大
学

図
書

館
「

太
政

官
印

」朱
印

：
7.3×

7.4
※

3

34
穴

山
信

友
夫

人
像（

天
桂

玄
長

賛
）

1通
永

禄
9年（

1567）
絹

本
著

色
、軸

装
81.1×

39.7
南

松
院

「
天

桂
」朱

印
：

総
高

3.0、総
幅

2.7
「

玄
長

」朱
印

：
2.4×

2.5
山

文
絵

画
42

（
無

）山
６

上
一

〇
七

一

35
桃

隠
正

寿
像（

春
国

光
新

賛
）

1通
元

亀
元

年（
1570）

絹
本

著
色

、軸
装

81.7×
37.1

南
松

院
「

春
国

」朱
印

：
総

高
3.0、総

幅
2.4

「
光

新
」朱

印
：

外
郭

2.3×
2.3、内

郭
1.9×

2.0
山

文
絵

画
47

（
無

）山
６

上
一

〇
七

二

36
葵

庵
法

号
記（

策
彦

周
良

筆
）

1通
永

禄
5年（

1562）
紙

本
墨

書
、軸

装
101.0×

50.3
南

松
院

印
文

未
詳

朱
印

：
外

郭
3.5×

1.8、内
郭

3.1×
1.0

「
周

良
」朱

印
：

外
郭

2.2×
2.0、内

郭
1.8×

1.4
山

文
絵

画
42

（
無

）山
６

上
一

一
〇

三

37
蘭

渓
法

号
記（

快
川

紹
喜

筆
）

1通
天

正
8年（

1580）
紙

本
墨

書
、軸

装
56.0×

31.2
南

松
院

「
紹

喜
」朱

印
：

径
2.5

「
快

川
」朱

印
：

総
高

3.0、総
幅

2.6
山

文
書

跡
32

（
無

）山
６

上
一

一
〇

五

38
武

田
信

虎
禁

制（
天

文
2年

8月
7日

、広
済

寺
宛

て
）

1通
天

文
2年（

1533）
竪

紙
計

測
不

能
広

済
寺

「
信

虎
」黒

印
：

外
郭

4.9×
3.7、内

郭
4.3×

3.2
虎

朱
印

：
外

径
5.6、内

径
5.0

◎
山

４
八

四
二

◎
戦

武
七

一

39
武

田
信

虎
朱

印
状（

命
禄

元
年

7月
10日

）
1通

命
禄

元
年（

1540）
切

紙
16.7×

50.2
富

士
河

口
湖

町
西

湖
区

「
信

」虎
朱

印
：

外
径

6.7、内
径

5.7
◎

山
4一

六
三

五
◎

戦
武

九
〇

41
武

田
家

朱
印

状（
天

文
11年

3月
7日

、渋
江

右
近

丞
宛

）
1通

天
文

11年（
1542）

折
紙

、巻
子

装
28.9×

41.7
山

梨
県

立
博

物
館

龍
朱

印
：

単
郭

、径
5.7

◎
山

４
一

五
〇

◎
戦

武
一

三
八

　
　

★

42
武

田
家

朱
印

状（
永

禄
3庚

申
卯

月
16日

、田
辺

清
右

衛
門

尉
宛

て
）

1通
永

禄
3年（

1560）
折

紙
31.3×

45.2
山

梨
県

立
博

物
館

龍
朱

印
：

外
径

6.1、内
径

5.6
◎

山
５

三
一

三
八

（
無

）戦
武

四
一

八
二

43
武

田
家

朱
印

状（
元

亀
2年

3月
6日

、朝
比

奈
駿

河
守

宛
て

）
1通

元
亀

2年（
1571）

竪
紙

30.5×
44.2

山
梨

県
立

博
物

館
龍

朱
印

：
外

径
6.1、内

径
5.5

◎
山

４
二

六
七

◎
戦

武
一

六
六

六

44
武

田
信

玄
書

状（
3月

14日
、宛

所
欠

）
1巻

戦
国

時
代（

16世
紀

）
竪

紙
、軸

装
24.3×

38.5
個

人
龍

朱
印

：
外

径
6.1、内

径
5.5

◎
山

５
三

〇
五

二
（

無
）戦

武
八

八
五

45
武

田
家

朱
印

状（
乙

亥
12月

23日
、寺

尾
之

郷
宛

て
）

1通
天

正
3年（

1575）
折

紙
32.0×

46.1
個

人
獅

子
朱

印
：

外
郭

5.5×
4.9、内

郭
5.1×

4.5
◎

山
４

八
七

八
◎

戦
武

二
五

六
〇

46
武

田
家

朱
印

状（
6月

29日
、龍

王
川

除
水

下
郷

宛
て

）
1通

戦
国

時
代

折
紙

32.6×
45.3

個
人

獅
子

朱
印

：
外

郭
5.6×

4.7、内
郭

5.2×
4.3

◎
山

４
一

二
七

六
◎

戦
武

三
七

一
四

　
★

47
北

条
家

朱
印

状（
甲

戌
7月

10日
、四

郎
・

口
野

五
ヶ

村
宛

て
）

1通
天

正
2年（

1574）
折

紙
31.7×

42.4
個

人（
沼

津
市

明
治

史
料

館
寄

託
）

「
禄

寿
応

穏
」虎

朱
印

：
外

郭
7.5×

7.5、内
郭

7.0×
7.0、総

高
9.2

「
船

」朱
印

：
外

郭
3.5×

3.5、内
郭

2.8×
2.8

（
無

）山
５

二
〇

二
〇

（
無

）静
８

七
八

五
（

無
）戦

北
一

七
一

三

48
武

田
晴

信
感

状（
天

文
24年

乙
卯

7月
19日

、橋
爪

七
郎

右
衛

門
尉

宛
て

）
1通

天
文

24年（
1555）

切
紙

18.3×
46.0

個
人

「
晴

信
」朱

印
：

2.7×
2.7

◎
山

４
四

三
七

◎
戦

武
四

三
九

49
武

田
勝

頼
書

状（
正

月
17日

、一
宮

新
太

郎
宛

て
）

1通
天

正
9ま

た
は

10年
（

1581ま
た

は
82）

切
紙

、額
装

18.2×
43.1

山
梨

県
立

博
物

館
「

勝
頼

」朱
印

：
外

郭
3.3×

3.4、中
郭

2.9×
2.9、内

郭
2.5×

2.6
（

写
）山

５
二

六
一

（
写

）戦
武

三
六

八
二

「
印
章
展
」
展
示
古
文
書
　
法
量
等
詳
細
一
覧
表
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も
法
量
の
詳
細
は
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
快
川
紹
喜
を
は
じ
め
と
す
る
戦
国

期
の
禅
僧
に
か
か
わ
る
印
章
に
つ
い
て
も
、
文
書
の
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
の
参
考
と
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
法
量
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、『
山
梨
県
史
』
編
さ
ん
時
か
ら
さ

ら
に
文
書
・
印
判
法
量
の
公
開
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　
次
に
、
新
た
に
原
本
が
確
認
さ
れ
た
古
文
書
に
つ
い
て
、
68
は
す
で
に
資
料
紹
介
を
し
て

い
る
の
で
（
表
末
※
４
）、
そ
れ
以
外
の
二
点
の
文
書
の
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
た
伝

来
等
の
経
緯
を
み
て
お
こ
う
。

　
49
は
『
山
梨
県
史
』
資
料
編
５
、『
戦
国
遺
文
武
田
氏
編
』
と
も
に
、
群
馬
県
尾
崎
家
文
書

と
し
て
写
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
二
一

年
に
長
野
県
内
の
旧
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
後
縁
あ
っ
て
当

館
の
所
蔵
に
帰
し
た
。
た
だ
し
、
旧
蔵
者
の
も
と
に
伝
来
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ

る
。

　
65
は
甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
の
武
藤
家
文
書
と
し
て
『
山
梨
県
史
』
資
料
編
４
、『
静
岡
県
史
』

資
料
編
８
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
原
本
の
所
在
は
確
認
さ
れ
ず
、
両
書
と

も
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
に
よ
っ
て
い
る（

２
）。

現
在
は
甲
府
市
教
育
委
員
会
が
所

蔵
す
る
「
星
野
家
文
書
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
星
野
家
は
も
と
甲
州
市

塩
山
に
居
住
し
て
い
た
と
の
情
報
は
得
て
い
る
が
、
詳
し
い
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

　
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
当
初
の
所
蔵
者
か
ら
離
れ
、
あ
る
時
期
に
現
在
の

所
蔵
者
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
山
梨
県
史
』
編
さ
ん
段
階

で
原
本
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
文
書
に
つ
い
て
も
、
別
の
資
料
群
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
今
後
も
注
意
深
く
資
料
調
査
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

お
わ
り
に

　「
印
章
展
」
の
中
世
〜
近
世
初
頭
の
展
示
で
は
、
特
に
『
山
梨
県
史
』
の
成
果
を
中
心
に

印
判
状
類
を
紹
介
し
た
。
資
料
編
４
（
県
内
文
書
）、
同
５
（
県
外
文
書
）
に
つ
い
て
は
、

原
本
調
査
が
行
わ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
料
紙
と
印
判
の
法
量
を
注
記
し
、
別
冊
写
真
集
と
し

て
文
書
と
花
押
・
印
判
の
写
真
を
掲
載
し
て
お
り
、
研
究
の
便
を
大
い
に
高
め
た
も
の
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。
博
物
館
で
は
県
史
の
成
果
を
さ
ら
に
充
実
化
さ
せ
る
べ
く
、
今
後
も
資
料

調
査
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
改
め
て
感
じ
ら
れ
た
。

　「
印
章
展
」
展
示
図
録
で
は
、
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
白
黒
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
「
展
示
資

料
印
影
集
」
を
設
け
て
印
影
部
分
の
拡
大
写
真
を
掲
載
し
た
。
本
稿
の
法
量
詳
細
と
と
も
に
、

今
後
の
研
究
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
展
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）
拙
稿
「「
武
田
二
十
四
将
展
」
展
示
資
料
の
法
量
詳
細
」（『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
一
集
、

二
〇
一
七
年
三
月
）、
同
「「
武
田
信
玄
の
生
涯
展
」
出
品
資
料
の
法
量
詳
細
」（『
山
梨
県
立
博
物
館
研

究
紀
要
』
第
一
六
集
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
以
下
、
前
二
稿
と
す
る
。

（
２
）
武
藤
家
文
書
の
伝
来
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、『
山
梨
県
史
』
資
料
編
４
の
解
説
編
（
七
三
～
七
四
頁
）

参
照
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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二
　
あ
ら
た
に
原
本
確
認
、
法
量
を
公
開
し
た
文
書

　「
印
章
展
」
で
紹
介
し
た
文
書
は
、
す
で
に
『
山
梨
県
史
』
等
の
刊
本
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
も
の
が
中
心
と
な
っ
た
。『
山
梨
県
史
』
資
料
編
４
・
５
で
は
、
原
本
調
査
を
実
施
し
た
文

書
に
つ
い
て
は
本
紙
に
加
え
印
判
の
法
量
も
記
載
し
て
お
り
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
原
則
と
し
て
同
じ
数
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
法
量
の
詳
細
が
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
県
史
編
さ
ん
の
段
階
で
は
原
本
未
確
認
で
、
後

に
原
本
が
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
以
下
の
三
点
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
別
に
史
料
紹
介
さ
れ

て
い
る
も
の
を
除
き
、
法
量
等
の
情
報
は
初
め
て
の
公
開
と
な
る
。

　
49
武
田
勝
頼
書
状
（
正
月
十
七
日
、
一
宮
晋
太
郎
宛
）

　
65
徳
川
家
朱
印
状
（
天
正
十
年
十
一
月
二
十
七
日
、
武
藤
喜
左
衛
門
宛
）

　
68
徳
川
家
奉
行
連
署
状
（
卯
十
二
月
日
、
中
村
新
三
郎
宛
）

　
ま
た
、
天
正
十
八
年
の
徳
川
家
康
関
東
移
封
以
後
を
扱
う
『
山
梨
県
史
』
資
料
編
８
に
お

い
て
は
、
原
則
と
し
て
文
書
法
量
を
示
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
収
録
対
象
文
書
に
つ
い
て

49武田勝頼書状

65徳川家朱印状
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は
じ
め
に

　
二
〇
二
三
年
に
開
催
し
た
企
画
展
「
印
章
―
刻
ま
れ
て
き
た
歴
史
と
文
化
」（
会
期
：
令
和

五
年
三
月
十
一
日
～
五
月
八
日
、
以
下
「
印
章
展
」）
で
は
、
県
内
外
の
多
く
の
所
蔵
者
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
国
宝
「
金
印

　
漢
委
奴
国
王
」（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）
を
は
じ
め

と
す
る
計
二
一
四
件
の
展
示
資
料
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
印
章
の
歴
史
や
山
梨
の
印
章
産
業

を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
展
示
資
料
で
は
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の

印
判
状
を
中
心
の
一
つ
に
据
え
、
展
示
準
備
段
階
や
資
料
借
用
時
な
ど
に
、
多
く
の
文
書
を

実
見
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。

　
筆
者
は
二
〇
一
六
年
に
「
武
田
二
十
四
将
展
」、
二
〇
二
一
年
に
「
武
田
信
玄
の
生
涯
展
」

の
開
催
を
担
当
し
た
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
品
さ
れ
た
古
文
書
の
料
紙
・
印
判
・
花
押
等
法
量

の
詳
細
を
提
示
し
、
今
後
の
研
究
に
お
け
る
基
礎
的
な
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
き
た（

１
）。

　
本
稿
で
は
、
前
二
稿
と
同
様
に
「
印
章
展
」
出
品
文
書
の
料
紙
・
懸
紙
・
印
判
・
花
押
等

の
法
量
を
一
覧
に
示
し
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
広
く
共
有
・
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
新
た
に
原
本
が
確
認
さ
れ
た
文
書
や
、
新
た
な
知

見
が
得
ら
れ
た
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　「
法
量
等
詳
細
一
覧
表
」
に
つ
い
て

　「
印
章
展
」
展
示
資
料
の
う
ち
、
古
文
書
の
詳
細
な
法
量
を
示
し
た
の
が
、
34
〜
36
頁
に

掲
載
す
る
「
法
量
等
詳
細
一
覧
表
」
で
あ
る
。
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
前
二
稿
と
同
様
に
、

以
下
の
記
載
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
表
に
記
し
た
文
書
の
番
号
は
、
印
章
展
出
品
リ
ス
ト
の
番
号
で
あ
る
。
資
料
名
も
同
様
だ

が
、
文
書
名
の
後
に
日
付
と
宛
所
を
括
弧
書
き
で
加
え
、
判
別
を
し
や
す
く
し
た
。
刊
本
記

載
欄
に
は
、
文
書
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
る
主
な
刊
本
と
文
書
番
号
を
記
し
、
刊
本
に
印
判
等

の
詳
細
な
法
量
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
冒
頭
に
◎
印
を
、
写
・
影
写
本
等
か
ら
載
録
し

て
い
る
場
合
に
は
、
冒
頭
に
（
写
）
と
記
し
、
編
纂
時
の
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
原
本
は
あ
る
が
料
紙
法
量
の
記
載
が
無
い
も
の
に
は
冒
頭
に
（
無
）
と
記
し
、
原
本
か
ら

の
載
録
で
料
紙
法
量
の
み
記
載
の
あ
る
も
の
は
、無
印（
刊
本
名
と
文
書
番
号
の
み
）と
し
た
。

主
な
刊
本
以
外
に
詳
細
な
計
測
値
を
記
載
し
た
文
献
（
史
料
紹
介
等
）
が
あ
る
場
合
に
は
、

刊
本
欄
に
※
で
番
号
を
記
し
、
欄
外
に
出
典
を
示
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
今
回
展
示
し
た
文

書
の
中
で
、
前
二
稿
の
い
ず
れ
か
で
取
り
上
げ
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
刊
本
欄
の
最
後
に
★

印
を
付
し
た
。
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印
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品
資
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量
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海
老
沼
　
真
　
治
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の
う
ち
も
っ
と
も
過
料
が
多
い
の
は
問
屋
の
九
郎
右
衛
門
の
三
貫
文
で
あ
っ
た
。
鰍
沢
村
で

は
、
玉
之
丞
に
一
〇
貫
文
も
の
過
料
が
課
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
関
係
者
四
名
に
五
貫
文
ず

つ
、
船
頭
惣
代
に
三
貫
文
と
、
青
柳
村
に
比
べ
て
か
な
り
重
い
。
処
罰
の
内
容
が
異
な
る
と

は
い
え
、
三
日
以
内
に
納
入
し
う
る
額
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

こ
こ
に
も
三
河
岸
に
お
け
る
鰍
沢
村
の
優
位
性
、
繁
栄
ぶ
り
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、『
富
士
川
水
運
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
に
掲
載
し
た
四
点
の
史
料
の
う
ち
三
点
に

つ
い
て
、
そ
の
解
釈
と
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
報
告
書
に
掲
載
し
た
「
松
本
御
米
仕
切
帳
」

と
あ
わ
せ
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
の
富
士
川
水
運
の
状
況
を
探
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
富
士
川
水
運
は
、
そ
の
開
削
の
一
七
世
紀
初
頭
と
、
明
治
以
降
昭
和
初
頭
に
至
る
廃
絶

の
過
程
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
実
像
に
迫
る
た
め
に
は
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
が
踏
ま
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
甲
斐
国
・

駿
河
国
だ
け
で
な
く
、
年
貢
米
や
商
い
荷
物
を
介
し
て
関
係
を
持
つ
江
戸
・
上
方
、
あ
る
い

は
信
濃
国
な
ど
内
陸
地
域
の
状
況
も
富
士
川
水
運
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
甲
斐

国
に
お
け
る
最
初
と
最
後
の
時
期
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
水
運
に
関
係
す
る
様
々
な
地
域
で
、

ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
か
が
検

討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
も
っ
と
多
く
の
事
例
の
集
積
が
必
要
だ
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。
そ
れ
は
富
士
川
水
運
の
関
係
地
域
を
、
こ
れ
ま
で
と
は
別
の
観
点
か
ら
照
射
し
、

新
し
い
近
世
史
像
を
示
す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
う
し
た
問
題
関
心
か
ら
、

史
料
の
丁
寧
な
解
釈
を
行
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
富
士
川
水
運
の
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
史
料
の
不
在
が
大
き
な
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
報
告
書
で
も
私
見
を
述
べ
た
通
り
、
そ
れ
は
誤
り

で
あ
っ
て
、足
り
な
い
の
は
史
料
で
は
な
く
、研
究
者
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、

青
山
靖
『
富
士
川
水
運
史
』（
地
方
書
院
、
一
九
五
九
年
七
月
）
以
降
、
他
地
域
で
の
水
運
研

究
の
隆
盛
に
比
べ
て
、
富
士
川
水
運
史
の
研
究
は
極
め
て
低
調
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
も
ち
ろ
ん
筆
者
に
も
責
任
が
あ
る
。
今
後
も
継
続
的
な
調
査
・
研
究
を
進
め
、
少
し

で
も
そ
の
責
を
ふ
さ
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
で
扱
っ
た
三
点
の
史
料
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
報
告
書
に
掲
載
し
た
も
う
一
点
の
「
松
本
御
米
仕
切
帳
」
と
あ
わ
せ
、
一
八
世

紀
中
ご
ろ
の
富
士
川
水
運
の
事
例
を
集
め
、
幅
広
い
状
況
を
考
察
し
て
い
く
な
か
で
、
本
稿

で
の
分
析
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

註（
１
）�『
山
梨
県
立
博
物
館

　
調
査
・
研
究
報
告
一
六

　
富
士
川
水
運
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
山
梨
県
立

博
物
館
、
二
〇
二
三
年
三
月
）。
本
書
に
つ
い
て
は
以
下
「
報
告
書
」
と
略
記
し
、
註
記
を
省
略
す
る
。

（
２
）�

拙
稿
「
鰍
沢
に
お
け
る
米
取
引
―
「
松
本
御
米
仕
切
帳
」
の
分
析
を
通
じ
て
―
」（『
山
梨
県
立
博
物

館
研
究
紀
要

　
第
一
七
集
』、
二
〇
二
三
年
三
月
）。

（
３
）
前
掲
註
（
２
）
拙
稿
。

（
４
）
報
告
書
で
は
「
鶏
飼
佐
十
郎
」
と
翻
刻
し
た
が
、「
鵜
飼
佐
十
郎
」
に
訂
正
す
る
。

（
５
）
本
稿
で
（
一
）
と
し
て
扱
っ
た
、「
新
河
岸
故
障
出
入
御
裁
許
写
」
の
争
論
で
あ
る
。

（
６
）�

企
画
展
図
録
『
富
士
川
水
運
の
三
〇
〇
年
―
物
流
と
文
化
の
大
動
脈
―
』（
山
梨
県
立
博
物
館
、

二
〇
二
四
年
三
月
）。

（
７
）�「
青
柳
河
岸
出
入
返
答
書
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
）。
な
お
当
該
史
料
は
『
富
士
川
水
運
の
三
〇
〇

年
』
展
に
も
出
展
し
た
（
№
67
）。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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類
惣
代
仲
右
衛
門
は
急
度
お
叱
り
の
処
罰
と
す
る
。

　
こ
の
の
ち
、
原
告
・
被
告
双
方
の
奥
書
・
請
印
が
あ
る
。
過
料
銭
は
、
三
日
以
内
に
関
東

郡
代
の
伊
奈
忠
宥
の
も
と
に
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
甲
州
三
河
岸
の
う
ち
、
青
柳
河
岸
が
主
に
鰍
沢
河
岸
を
相
手
取
り
、
三
河
岸
と
し
て
同
様

の
取
り
扱
い
を
求
め
た
争
論
で
あ
る
。
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
甲
州
三
河
岸
は
必
ず
し
も
一

枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
以
前
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が（

６
）、

鰍
沢
・
黒
沢
の
両
河
岸
は
、
慶

長
八
年
の
大
久
保
長
安
の
書
状
、
い
わ
ゆ
る
「
通
船
定
書
」
の
宛
先
に
青
柳
河
岸
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
同
じ
三
河
岸
で
あ
っ
て
も
、
青
柳
河
岸
を
一
段
低
く
み
て
、
様
々

な
負
担
を
課
す
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
実
際
に
本
史
料
に
先
立
つ
明
和
二
年
に
は
、
身
延

山
の
会
式
に
参
詣
す
る
客
を
乗
せ
た
青
柳
河
岸
の
船
の
通
行
を
、
鰍
沢
河
岸
が
妨
害
す
る
と

い
う
事
件
が
あ
っ
た（

７
）。

　
さ
ら
に
こ
こ
で
も
、
鰍
沢
村
は
宿
駅
で
あ
る
が
、
青
柳
村
・
黒
沢
村
は
そ
う
で
は
な
い
と

い
う
よ
う
に
、
宿
駅
で
あ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
点
も
目
を
引
く
。
岩

渕
村
を
め
ぐ
る
二
つ
の
争
論
の
な
か
で
も
、
宿
駅
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
が
問
題
に
な
っ
て

い
た
よ
う
に
、
富
士
川
水
運
の
拠
点
と
な
る
河
岸
に
と
っ
て
、
宿
駅
と
し
て
荷
物
・
旅
客
輸

送
を
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
河

岸
と
し
て
荷
物
輸
送
の
拠
点
と
な
る
こ
と
は
、
宿
駅
の
権
益
を
侵
さ
な
い
限
り
に
お
い
て
認

め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
う
か
が
え
、
甲
斐
国
の
三
河
岸
の
う
ち
鰍
沢
河
岸
が
大
き
く

成
長
す
る
条
件
と
し
て
、
口
留
番
所
が
置
か
れ
る
宿
駅
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
河
岸
と
し
て
の
権
益
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
、
宿
駅
と
し
て
、
旅
客
を
止
宿
さ
せ
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
り
、
こ
の
両
者
を
兼
ね
て
い
た
鰍
沢
村
と
岩
渕
村
だ
け
が
、

富
士
川
水
運
の
最
大
の
拠
点
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
鰍
沢
村
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
青
柳
村
が
三
河
岸
と
し
て
「
同
様
」
に
扱
わ
れ
て
は
困
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
と

さ
ら
に
青
柳
村
を
低
く
み
る
姿
勢
も
、
そ
の
権
益
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
の
青
柳
村
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
宿
駅
で
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
克
服
す
る
鍵
が
河
岸
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
三
河
岸
と

し
て
「
同
様
」
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
た
の
で
あ
る
。
黒
沢
村
が
青
柳
村
を
ど
の
よ

う
に
み
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
宿
駅
で
な
い
点
は
青
柳
村
と
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
鰍
沢
村
を
支
持
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
訴
訟
を
戦
う
に
あ
た
り
、
青
柳
村
が
寛
文
一
二
年
以
来
の
古
文
書
を
複
数
提
示
し
て

論
拠
と
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
寛
文
の
検
地
帳
と
宝
暦
四
年
の
「
新
河
岸
故
障
出
入
御

裁
許
写
」
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
現
存
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。
さ
ら
に
慶
長
八
年
の
大
久
保

長
安
の
書
状
が
、
当
初
は
黒
沢
村
の
勘
左
衛
門
が
所
持
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
実
は
大
坪
村

の
惣
左
衛
門
が
所
持
し
て
い
た
が
、
出
奔
し
て
し
ま
っ
た
た
め
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

と
い
い
、
鰍
沢
村
の
郷
右
衛
門
が
八
〇
両
で
青
柳
村
に
売
り
払
い
、
さ
ら
に
青
柳
村
の
十
次

郎
が
一
八
〇
両
も
の
大
金
で
借
用
を
申
し
出
た
、
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
証
拠
資
料
と
し
て
争
奪
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
当
該
史
料
は
現
存

が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
正
年
間
に
作
成
さ
れ
た
写
し
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る

の
み
で
あ
る
が
、
明
和
年
間
に
は
す
で
に
代
官
の
調
査
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
の
所
在
が
追

え
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
該
史
料
を
所
持
す
る
と
さ
れ
た
惣
左
衛
門

が
住
む
大
坪
村
は
、
黒
沢
村
か
ら
笛
吹
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
先
、
笛
吹
川
の
支
流
の
境
川
沿

い
に
所
在
す
る
。
お
そ
ら
く
大
坪
村
に
も
米
の
積
み
出
し
の
た
め
の
施
設
が
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
。
黒
沢
河
岸
は
笛
吹
川
沿
い
、
石
和
代
官
所
管
内
の
年
貢
米
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
坪
村
と
接
点
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
想
像
を
た
く
ま
し
く

す
れ
ば
、
富
士
川
水
運
の
開
削
に
か
か
わ
る
大
久
保
長
安
の
書
状
は
、
何
度
か
こ
う
し
た
争

論
の
種
と
な
り
、
そ
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
黒
沢
村
が
大
坪
村
に
移
し
、
隠
そ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
内
容
に
関
係
の
な
い
大

坪
村
の
惣
左
衛
門
が
当
該
史
料
を
所
持
す
る
理
由
が
な
い
。
し
か
し
結
局
は
、
そ
の
措
置
が

裏
目
に
出
た
も
の
か
、
当
該
史
料
は
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
も
う
一
点
、
本
史
料
で
関
係
者
に
下
さ
れ
た
処
分
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
青
柳
村
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戸
の
宿
に
つ
い
て
申
し
立
て
た
内
容
は
と
り
と
め
も
な
か
っ
た
。
前
に
記
し
た
大
久
保
長
安

の
判
物
の
内
容
通
り
に
差
し
出
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
糾
明
を
う
け
た
と
こ
ろ
、
甲
斐
国
の

富
士
川
通
船
の
川
筋
見
分
と
し
て
、
慶
長
七
年
四
月
、
船
八
艘
を
仕
立
て
、
鰍
沢
河
岸
へ
の

着
船
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
問
題
が
な
か
っ
た
と
日
向
半
兵
衛
・
嶋
田
清
左
衛
門
の
両
奉
行
か

ら
京
都
嵯
峨
の
角
倉
与
市
郎
方
へ
書
状
で
通
知
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
抱
え
で
あ
っ
た
遠
江

国
天
竜
川
の
船
頭
や
水
主
た
ち
の
う
ち
、
鰍
沢
河
岸
に
は
茂
兵
衛
、
権
八
、五
郎
兵
衛
、
藤

助
の
四
名
、
黒
沢
河
岸
へ
は
治
右
衛
門
、
孫
三
郎
、
清
蔵
、
又
七
の
四
名
、
都
合
八
名
の
者

た
ち
と
と
も
に
鰍
沢
・
黒
沢
両
河
岸
問
屋
に
四
艘
づ
つ
船
を
引
き
渡
し
た
。
も
っ
と
も
そ
れ

ぞ
れ
が
屋
敷
を
与
え
ら
れ
て
通
船
を
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
通
船
を
勤
め
て
き
て
い
る
。
慶

長
八
年
の
日
付
を
も
つ
大
久
保
長
安
の
書
状
で
は
、
宛
所
に
鰍
沢
御
城
米
問
屋
青
柳
金
之
丞
・

黒
沢
御
城
米
問
屋
村
松
勘
次
郎
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
京
都
の
角
倉
与
市
郎
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
先
年
古
い
書
状
を
失
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
下
書
き
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
三
河
岸
が
同
様
で
な
い
と
い
う
証
拠

に
は
な
ら
な
い
。
享
保
年
間
、
柳
沢
吉
里
か
ら
与
え
ら
れ
た
書
付
に
つ
い
て
、
代
官
ら
が
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
三
河
岸
に
渡
し
置
く
と
い
う
内
容
で
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
双
方

か
ら
差
し
上
げ
た
書
面
と
突
き
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
全
く
相
違
が
な
か
っ
た
の
で
、
疑
う
余

地
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
青
柳
河
岸
は
鰍
沢
・
黒
沢
と
並
ぶ
三
河
岸
と
し
て
同
様
で
あ
る
こ

と
は
紛
れ
な
く
、
青
柳
河
岸
は
別
で
あ
る
と
い
う
鰍
沢
村
の
主
張
は
成
り
立
た
な
い
と
仰
せ

渡
さ
れ
た
。

　
次
に
青
柳
村
の
者
た
ち
が
商
い
荷
物
を
引
き
受
け
、
旅
客
輸
送
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
鰍
沢
村
が
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
青
柳
村
は
人
馬
継
合
い
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
村
で
は
な
く
、
鰍
沢
村
は
人
馬
継
合
い
の
で
き
る
村
で
あ
る
の
で
、
宿
駅
と
し
て

の
機
能
は
鰍
沢
村
だ
け
が
持
っ
て
い
る
の
で
、
商
人
・
旅
人
と
も
青
柳
村
で
引
き
受
け
て
は

な
ら
な
い
。
ま
た
鰍
沢
村
の
う
ち
清
水
と
青
柳
村
が
主
張
し
て
き
た
場
所
か
ら
旅
客
を
乗
船

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
身
延
山
の
会
式
へ
の
参
詣
者
た
ち
は
鰍
沢
村
の
口
留
番
所

に
上
陸
し
、
着
船
順
に
改
め
を
受
け
、
そ
の
最
寄
り
か
ら
こ
れ
ま
た
順
番
に
青
柳
河
岸
の
船

に
乗
る
こ
と
。
鰍
沢
河
岸
・
青
柳
河
岸
と
も
差
し
支
え
の
な
い
よ
う
に
相
談
を
し
、
そ
の
ほ

か
の
こ
と
は
仕
来
り
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
以
降
は
和
融
す
る
こ
と
。

　
こ
こ
か
ら
先
は
個
人
へ
の
処
分
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
青
柳
村
の
者
た
ち
は
、
青
柳
河

岸
に
出
入
り
す
る
船
の
う
ち
、
荷
主
の
い
な
い
船
は
通
船
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
支
配
の
代

官
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
荷
主
の
い
な
い
船
を
通
船
さ
せ
る
の
は
不
埒
で
あ
る
の
で
、
問

屋
九
郎
右
衛
門
へ
過
料
と
し
て
三
貫
文
、
名
主
た
ち
に
は
急
度
お
叱
り
、
組
頭
・
船
頭
た
ち

に
は
お
叱
り
の
処
罰
を
く
だ
す
。
鰍
沢
村
の
者
た
ち
に
つ
い
て
、
支
配
の
代
官
か
ら
の
命
令

に
従
わ
ず
、
奉
行
所
で
の
訴
訟
に
な
っ
て
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
に
自
分
た
ち
の
主
張
を
す
る

の
は
不
埒
で
あ
る
の
で
、
名
主
・
問
屋
兼
帯
の
玉
之
丞
は
過
料
と
し
て
一
〇
貫
文
、
組
頭
善

左
衛
門
・
還
右
衛
門
・
喜
右
衛
門
・
郷
右
衛
門
は
過
料
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
五
貫
文
ず
つ
、
船

頭
惣
代
に
は
同
じ
く
過
料
三
貫
文
を
命
じ
る
。
十
郎
右
衛
門
は
、
支
配
の
代
官
か
ら
利
右
衛

門
・
与
兵
衛
へ
差
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
訴
訟
に
つ
い
て
内
済
を
し
た
い
と
い
っ
て
、

当
人
た
ち
と
相
談
も
せ
ず
、
一
存
で
そ
の
差
紙
を
役
所
へ
返
し
た
こ
と
は
不
埒
で
あ
り
、
過

料
と
し
て
三
貫
文
を
命
じ
る
。
勘
左
衛
門
は
、
青
柳
村
・
鰍
沢
村
の
船
稼
ぎ
に
つ
い
て
訴
訟

に
及
び
、
審
議
中
に
鰍
沢
・
黒
沢
両
河
岸
の
設
置
に
関
す
る
書
付
に
先
祖
の
名
前
が
あ
る
と

い
っ
て
、
代
々
所
持
し
て
き
た
。
文
通
を
し
て
く
れ
る
よ
う
惣
左
衛
門
に
頼
み
、
身
分
の
た

め
に
な
る
と
思
っ
て
そ
の
書
付
を
一
覧
し
た
と
こ
ろ
、
八
〇
両
を
質
物
に
取
り
、
二
口
合
わ

せ
て
一
八
〇
両
で
あ
る
な
ど
と
し
、
青
柳
村
十
次
郎
の
望
み
に
対
し
て
譲
り
渡
し
た
な
ど
と

事
実
と
異
な
る
記
載
を
し
、
鰍
沢
村
の
郷
右
衛
門
と
文
通
を
し
た
こ
と
は
不
届
き
で
あ
る
の

で
、
所
払
い
と
す
る
。
黒
沢
村
の
市
郎
左
衛
門
・
元
右
衛
門
・
仲
右
衛
門
ら
は
、
尋
ね
る
こ

と
が
あ
っ
て
惣
左
衛
門
を
呼
び
出
し
た
際
、
市
郎
左
衛
門
・
元
右
衛
門
ら
が
一
緒
に
出
て
行

く
べ
き
と
こ
ろ
、
惣
左
衛
門
が
出
奔
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
一
日
捜
索
す
る
よ
う
に
命
じ
た

と
こ
ろ
、
度
々
日
延
べ
を
し
て
捜
索
を
し
な
か
っ
た
の
は
不
埒
で
あ
る
。
惣
左
衛
門
は
永
尋

ね
（
無
期
限
の
捜
索
）
と
し
、
名
主
市
郎
左
衛
門
に
は
過
料
三
貫
文
、
組
頭
元
右
衛
門
・
親
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鰍
沢
村
の
口
留
番
所
に
身
延
山
か
ら
通
行
免
許
の
高
札
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
青
柳
村

は
三
河
岸
同
様
で
は
な
い
と
鰍
沢
村
は
主
張
す
る
が
、
右
の
高
札
を
立
て
る
の
は
鰍
沢
村
に

口
留
番
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
青
柳
河
岸
と
鰍
沢
河
岸
の
船
稼
が
異
な
る
と
い
う
証
拠

に
は
な
ら
な
い
。
三
河
岸
が
納
入
し
て
い
る
運
上
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
河
岸
場
の
運
上

で
は
な
く
、
船
稼
を
す
る
者
か
ら
の
運
上
で
あ
る
と
鰍
沢
村
は
い
う
が
、
こ
の
運
上
は
船
稼

の
助
け
と
な
る
か
ら
上
納
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
青
柳
河
岸
に
限
っ
て
商
い
荷
物
や
旅

客
輸
送
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
運
上
の
割
合
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
船
一
艘
あ
た
り
の
運
上
に
つ
い
て
は
三
河
岸
が
同
様
に
納
め
て
い
る
の
で
、
こ
れ
こ

そ
三
河
岸
が
同
様
に
船
稼
を
し
て
き
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
甲
府
目
付
が
富
士
川
を
通
る
際
、

船
の
分
担
に
つ
い
て
、
鰍
沢
河
岸
で
取
り
計
ら
い
、
青
柳
河
岸
へ
助
け
船
を
求
め
て
き
た
。

ま
た
幕
府
の
役
人
た
ち
や
諸
大
名
家
の
家
中
た
ち
が
、
鰍
沢
河
岸
か
ら
乗
船
し
て
い
る
こ
と

を
、
先
触
れ
な
ど
を
証
拠
に
鰍
沢
村
は
申
し
立
て
て
い
る
が
、
仕
来
り
も
あ
る
こ
と
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
ま
た
鰍
沢
河
岸
と
青
柳
河
岸
の
船
稼
が
別
物
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
に
は
な
ら
な

い
。
享
保
年
間
、
信
濃
国
か
ら
買
い
上
げ
た
米
に
つ
い
て
、
鰍
沢
村
の
み
か
ら
船
に
積
む
よ

う
に
と
命
じ
ら
れ
た
と
鰍
沢
村
は
主
張
し
て
い
る
が
、
前
に
も
書
い
た
と
お
り
、
鰍
沢
村
・

青
柳
村
に
よ
る
連
印
で
の
普
請
の
願
い
出
が
あ
り
、
青
柳
河
岸
も
廻
米
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
つ
い
て
は
鰍
沢
河
岸
と
相
違
が
な
い
。
右
の
よ
う
に
連
印
の
書
付
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

か
れ
こ
れ
と
鰍
沢
村
で
は
批
判
し
て
い
る
が
、
根
拠
の
な
い
言
い
分
で
あ
る
。
青
柳
村
は
古

来
よ
り
河
岸
場
へ
の
支
援
に
よ
っ
て
渡
世
を
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
鰍
沢
村
は
他
村
か

ら
の
出
作
地
も
あ
り
、
河
岸
の
米
蔵
に
つ
い
て
も
鰍
沢
村
・
青
柳
村
と
も
に
村
高
の
内
に
含

ま
れ
て
い
る
。
年
貢
の
減
免
は
受
け
て
も
免
除
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
最
初
は
免
除
さ
れ
て

い
た
と
鰍
沢
が
主
張
す
る
の
は
こ
れ
ま
た
根
拠
の
な
い
言
い
分
で
あ
る
。
ま
た
青
柳
村
の
者

た
ち
は
、
鰍
沢
村
の
う
ち
字
清
水
と
い
う
場
所
を
青
柳
河
岸
の
船
着
き
場
と
し
て
、
身
延
山

の
会
式
の
際
、
参
詣
者
た
ち
を
鰍
沢
村
の
口
留
番
所
近
く
に
上
陸
さ
せ
、
改
め
を
請
け
た
う

え
、
そ
の
清
水
か
ら
青
柳
河
岸
の
船
に
乗
せ
た
と
い
う
が
、
証
拠
が
な
い
。
右
の
場
所
は
字

大
崩
下
で
畑
が
三
畝
あ
り
、
大
半
は
鰍
沢
村
の
清
左
衛
門
が
受
け
継
ぎ
、
同
じ
鰍
沢
村
の
兵

助
が
所
持
し
て
い
る
と
鰍
沢
村
は
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
土
地
を
調
査
し
た
上
、
船
着
き
場

の
よ
う
に
見
え
て
も
、
他
の
村
の
な
か
を
自
由
に
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
青
柳
村
の
申
し
分

は
採
用
で
き
な
い
。
口
留
番
所
前
で
身
延
山
参
詣
の
者
た
ち
を
上
陸
さ
せ
、
改
め
を
受
け
る

う
え
は
、
そ
の
近
く
に
乗
り
場
が
な
く
て
は
難
渋
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
差
し
支
え
の
な

い
よ
う
に
せ
よ
。
さ
て
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
、
大
久
保
長
安
の
判
物
・
書
付
の
宛
所
に

鰍
沢
御
城
米
問
屋
青
柳
金
之
丞
・
黒
沢
御
城
米
問
屋
村
松
勘
次
郎
と
あ
り
、
鰍
沢
・
黒
沢
両

河
岸
の
設
置
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
の
で
、
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
証
拠
で
あ
る
。
そ
の
書

付
の
宛
所
に
青
柳
村
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
何
度
か
黒
沢
村
の
勘
左
衛
門
に
鰍
沢
村
へ
見
せ

る
よ
う
に
と
書
状
で
通
達
し
た
が
、
勘
左
衛
門
が
持
っ
て
い
る
文
書
で
は
な
く
、
大
坪
村
惣

左
衛
門
が
持
っ
て
い
る
文
書
で
あ
る
な
ど
と
勘
左
衛
門
が
申
し
立
て
た
。
そ
の
と
き
惣
左
衛

門
は
出
奔
し
て
お
り
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
勘
左
衛
門
の
記
録
に
は
青

柳
村
十
次
郎
へ
譲
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
た
。
昔
か
ら
の
付
き
合
い
の
あ
る
両
河
岸
の
設

立
に
関
す
る
書
付
で
あ
る
の
で
、
青
柳
村
が
受
け
取
り
、
隠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

わ
し
い
。
享
保
年
間
、
柳
沢
由
里
か
ら
渡
さ
れ
た
書
付
に
は
三
河
岸
と
も
宛
名
と
し
て
書
か

れ
て
い
な
か
っ
た
。
黒
沢
河
岸
で
も
こ
の
書
状
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
所
持
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
疑
わ
し
い
。
そ
の
ほ
か
に
惣
左
衛
門
が
江
戸
に
着
い
た
際
に
江
戸

の
宿
に
つ
い
て
も
鰍
沢
村
が
か
れ
こ
れ
申
し
立
て
、
勘
左
衛
門
か
ら
鰍
沢
村
の
郷
右
衛
門
に

連
絡
が
あ
り
、
青
柳
村
に
つ
い
て
は
鰍
沢
村
が
申
し
立
て
た
と
お
り
相
違
な
く
、
大
久
保
長

安
の
判
物
を
、
金
八
〇
両
と
引
替
に
質
物
に
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
〇
両
で
十

次
郎
が
借
用
し
た
い
と
伝
え
て
き
た
と
い
う
。
疑
わ
し
い
こ
と
は
な
い
と
は
思
わ
れ
る
が
、

惣
左
衛
門
の
言
う
通
り
で
あ
る
と
、
勘
左
衛
門
は
認
め
て
謝
罪
し
た
。
い
っ
ぽ
う
十
次
郎
を

吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
証
言
を
採
用
し
、
相
応
に
吟
味
を
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
よ
う
な
こ
と
に

つ
い
て
惣
左
衛
門
・
勘
左
衛
門
た
ち
へ
相
談
し
た
こ
と
も
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
惣
左
衛
門
は
出
奔
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
仰
せ
付
け
お
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
江
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の
で
き
る
人
馬
を
抱
え
、
往
還
の
輸
送
を
務
め
る
、
宿
場
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
村
で
あ
り
、

陸
送
の
荷
物
は
鰍
沢
村
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
青
柳

村
は
そ
う
し
た
人
馬
役
を
務
め
ず
、
し
た
が
っ
て
宿
場
と
し
て
の
機
能
を
持
た
な
い
村
で
あ

る
の
で
、
宿
駅
を
輸
送
さ
れ
る
荷
物
を
取
り
扱
い
、
旅
人
を
止
宿
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
と
す
る
。
し
か
し
、
陸
と
河
岸
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
す
で
に
宿
駅
を
輸
送
さ
れ

て
き
た
荷
物
に
つ
い
て
、
下
り
は
切
石
村
・
八
日
市
場
村
（
と
も
に
現
身
延
町
）、
登
り
は

甲
府
・
荊
沢
村
（
現
南
ア
ル
プ
ス
市
）
へ
継
ぎ
送
り
、
一
カ
所
も
宿
駅
を
迂
回
す
る
こ
と
は

し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。
陸
送
の
荷
物
は
次
の
宿
駅
に
送
り
、
水
運
を
使
う
荷
物
は
駿
河

国
岩
淵
河
岸
ま
で
船
で
送
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
陸
送
と
水
運
は
別
物
で
あ
る
と
青
柳
村
は

主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
青
柳
村
は
、
鰍
沢
村
が
い
う
よ
う
に
、
陸
と
河
岸
と
を
同
じ
よ
う

に
考
え
、
本
来
宿
駅
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
荷
物
に
つ
い
て
、
宿
駅
を
迂
回
し
て
水

運
で
運
ぶ
よ
う
な
い
わ
れ
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
鰍
沢
村
に
所
属
す
る
船
が
、

青
柳
村
に
も
出
入
り
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
同
じ
三
河
岸
の
黒
沢
河
岸

に
所
属
す
る
船
が
青
柳
河
岸
に
出
入
り
す
る
の
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
る
の
で
、

ど
こ
の
河
岸
に
そ
の
船
が
所
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
鰍
沢
河
岸
に
所
属
す
る
船

が
多
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
裁
許
が
下
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
青
柳
村
は
、
鰍
沢
村
・

黒
沢
村
と
同
様
に
、
年
貢
米
輸
送
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
公
用
の
任
務
を
勤
め
て
き
て

い
る
の
で
、
三
河
岸
と
し
て
鰍
沢
・
黒
沢
の
両
河
岸
と
同
様
の
扱
い
を
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
。
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
、
黒
沢
村
の
五
郎
左
衛
門
・
権
兵
衛
ら
が
運
賃
を
競
り

下
げ
よ
う
と
し
た
際
、
青
柳
河
岸
・
鰍
沢
河
岸
の
問
屋
・
惣
船
頭
ら
が
中
心
と
な
っ
て
発
行

し
た
、
河
岸
に
出
入
り
す
る
極
印
付
の
船
が
所
属
す
る
村
々
ま
で
連
印
を
し
た
書
付
に
よ
れ

ば
、
鰍
沢
・
青
柳
両
村
と
も
同
様
に
商
い
荷
物
を
取
り
扱
い
、
旅
人
を
止
宿
さ
せ
る
な
ど
と

書
い
て
あ
り
、
特
に
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
、
時
の
領
主
柳
沢
吉

里
か
ら
の
書
付
も
、
鰍
沢
河
岸
が
提
出
し
た
書
付
と
同
じ
紙
・
同
じ
文
言
・
同
じ
筆
跡
で
あ
り
、

吉
里
が
鰍
沢
河
岸
に
与
え
た
書
付
と
同
じ
も
の
を
青
柳
河
岸
に
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
船
賃
の
割
合
や
、
旅
人
が
一
つ
の
船
に
乗
り
合
わ
せ
る
人
数
な
ど
ま
で

書
か
れ
て
い
る
。
享
保
一
八
年
に
鰍
沢
村
の
名
主
・
問
屋
・
長
百
姓
と
青
柳
村
・
黒
沢
村
の

名
主
・
問
屋
・
長
百
姓
ら
が
連
印
で
作
成
し
た
書
付
は
、
信
濃
国
で
公
用
の
米
を
買
い
上
げ
、

江
戸
ま
で
輸
送
す
る
に
あ
た
り
、
鰍
沢
村
・
青
柳
村
の
両
村
の
河
岸
か
ら
駿
河
国
岩
淵
河
岸

ま
で
運
ん
だ
際
の
水
路
の
普
請
に
関
す
る
願
書
で
あ
る
。
元
文
三（
一
七
三
八
）年
、鰍
沢
村
・

青
柳
村
・
黒
沢
村
の
名
主
・
問
屋
・
長
百
姓
ら
が
連
印
し
た
書
付
で
は
、
商
い
荷
物
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
船
賃
の
割
合
な
ど
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
が
書
か
れ
て
い
る
。
寛
延
二

（
一
七
四
九
）
年
、
上
飯
田
代
官
で
あ
っ
た
小
川
新
右
衛
門
が
大
坂
へ
転
勤
す
る
に
あ
た
り
、

青
柳
河
岸
か
ら
乗
船
す
る
と
い
う
先
触
れ
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
代
官
の
大
久
保
孫

兵
衛
の
手
代
が
、
岩
淵
河
岸
を
経
由
し
て
西
山
本
門
寺
（
現
静
岡
県
富
士
宮
市
）
へ
行
く
際

に
も
、
青
柳
河
岸
か
ら
乗
船
し
た
と
い
う
書
付
も
あ
る
。
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
、
駿
河

国
岩
淵
村
・
蒲
原
宿
と
岩
本
村
が
争
論
に
及
ん
だ
際（

５
）、

勘
定
奉
行
曲
淵
英
元
の
裁
許
状
に
は
、

青
柳
・
鰍
沢
村
両
村
の
者
ど
も
は
、
塩
取
引
を
岩
淵
河
岸
に
限
っ
て
し
ま
う
と
価
格
の
つ
り

上
げ
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
富
士
川
東
岸
で
も
岩
本
村
に
限
ら
ず
塩
を
取
り
扱
う
こ
と
の
で

き
る
場
所
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
主
張
が
み
ら
れ
る
。
も
し
も
青
柳
村
の
者
た
ち
が
船
稼

を
し
て
こ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
う
し
た
記
録
が
商
い
荷
物
を
扱
っ
て
き
た
証
拠
と
し
て

残
る
こ
と
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
島
村
（
現
南
部
町
）
の
口
留
番
所
の
留
帳

に
も
、
青
柳
河
岸
か
ら
の
乗
客
が
確
認
で
き
る
う
え
、
青
柳
河
岸
へ
出
入
り
し
て
商
い
荷
物

を
取
り
扱
っ
て
い
る
村
々
の
者
た
ち
の
調
査
結
果
も
、
青
柳
村
の
主
張
に
一
致
し
て
い
る
。

鰍
沢
河
岸
・
黒
沢
河
岸
は
慶
長
年
間
か
ら
そ
の
権
益
を
認
め
ら
れ
て
き
た
と
鰍
沢
村
は
主
張

す
る
が
、
青
柳
河
岸
に
も
正
保
・
慶
安
年
間
の
古
い
書
状
が
残
っ
て
い
る
。
寛
文
一
二

（
一
六
七
二
）
年
、
青
柳
村
の
検
地
帳
に
河
岸
御
蔵
と
あ
る
の
で
、
た
と
え
鰍
沢
・
黒
沢
の

両
河
岸
よ
り
青
柳
河
岸
が
遅
く
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
新
河
岸
と
い
う
に
は
あ
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
ど
こ
の
河
岸
場
・
宿
場
・
町

場
で
あ
っ
て
も
、
一
度
に
す
べ
て
が
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
身
延
山
の
会
式
の
際
、
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く
清
水
湊
ま
で
商
い
荷
物
を
運
ん
で
売
買
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
商
人
た
ち
が
扱
う
金

子
も
増
え
、
村
々
の
産
物
を
商
人
と
売
買
し
、
そ
の
利
益
を
年
貢
米
輸
送
の
経
費
に
あ
て
る

こ
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら
、
商
人
だ
け
で
は
な
く
百
姓
た
ち
の
年
貢
米

納
入
の
た
め
に
も
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
藤
三
郎
ら
は
、
あ
く
ま
で
百
姓
た
ち
の
利
益
を
主
張
し
、
岩
淵
村
の
河
岸
を
経
由
し
な
い

ル
ー
ト
の
開
拓
を
望
ん
だ
。
相
手
先
の
宮
村
孫
左
衛
門
・
鵜
飼
佐
十
郎（

４
）・

岩
佐
郷
蔵
・
町
野

惣
右
衛
門
ら
は
、
当
時
の
甲
斐
国
の
四
分
代
官
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
「
新
河
岸
故
障
出
入

御
裁
許
写
」
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
岩
渕
村
・
蒲
原
宿
間
の
陸
送
ル
ー
ト
が
物
流
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
お
り
、
藤
三
郎
ら
は
蒲
原
宿
ま
で
水
運
を
延
長
す
る

こ
と
で
、
陸
送
ル
ー
ト
を
回
避
す
る
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ

か
ら
藤
三
郎
ら
が
三
年
前
の
岩
本
村
の
争
論
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
う
か
が
え
な
い
。

藤
三
郎
ら
の
目
論
見
は
、
あ
く
ま
で
甲
斐
国
か
ら
の
年
貢
米
や
商
い
荷
物
の
輸
送
に
か
か
る

も
の
で
あ
っ
て
、
塩
荷
物
の
取
り
扱
い
は
そ
の
関
心
の
外
に
あ
る
。
岩
渕
村
の
流
通
独
占
を

打
破
す
る
た
め
に
、
藤
三
郎
ら
が
岩
本
村
と
連
携
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
気
に
な
る
の
は
、
藤
三
郎
た
ち
は
「
岩
渕
村
之
儀
駅
場
ニ
も
無
御
座
候
」
と
、
岩
渕
村
が

宿
駅
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
新
河
岸
故
障
出
入
御
裁
許
写
」
で
は
、
岩
渕

村
は
宿
場
で
、
岩
本
村
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
の
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
わ
ず

か
三
年
で
岩
渕
村
の
位
置
づ
け
が
変
わ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
訴
訟
を
有
利
に

運
ぶ
た
め
の
藤
三
郎
ら
の
文
飾
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
駅
で
あ
る
か
な
い
か
は
す

ぐ
に
わ
か
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
明
白
な
嘘
を
わ
ざ
わ
ざ
盛
り
込
ん
だ
と
い
う
理

由
が
わ
か
ら
な
い
。
富
士
川
水
運
の
拠
点
と
し
て
の
岩
渕
河
岸
と
、
地
域
物
流
・
旅
客
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
し
て
の
岩
渕
村
の
果
た
し
た
役
割
を
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
本
史
料
は
訴
訟
の
提
起
に
際
し
て
提
出
さ
れ
た
願
書
で
あ
り
、
こ
の
後
の
展
開
を
う
か
が

わ
せ
る
史
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
以
降
も
岩
渕
村
・
蒲
原

宿
間
の
陸
送
ル
ー
ト
が
幕
末
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
藤
三
郎
ら
の
敗
訴
に
終

わ
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
三
）�

鰍
沢
・
黒
沢
両
河
岸
と
青
柳
河
岸
の
由
緒
を
め
ぐ
る
争
論�

　
―
「
三
河
岸
出
入
御
裁
許
写
」
―

　「
三
河
岸
出
入
御
裁
許
写
」は
、報
告
書
に
は（
四
）と
し
て
掲
載
し
た
、明
和
六（
一
七
六
九
）

年
九
月
の
史
料
で
あ
る
。
青
柳
村
の
惣
代
問
屋
太
郎
左
衛
門
ら
が
、
鰍
沢
村
・
黒
沢
村
・
大

坪
村
（
現
笛
吹
市
）
の
惣
代
ら
に
対
し
て
提
起
し
た
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
部

分
に
欠
損
が
あ
り
、
意
味
の
と
り
づ
ら
い
箇
所
も
多
い
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
整
理

で
き
る
。

　
青
柳
村
の
者
た
ち
は
、
鰍
沢
・
黒
沢
両
河
岸
と
同
様
に
船
稼
を
し
て
き
た
が
、
鰍
沢
村
の

者
は
そ
の
扱
い
に
不
満
が
あ
り
、
青
柳
村
は
鰍
沢
村
・
黒
沢
村
と
は
位
置
づ
け
が
違
う
、
歴

史
の
浅
い
河
岸
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
鰍
沢
村
に
は
口
留
番
所
が
あ

り
、
信
濃
国
な
ど
へ
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
昼
夜
を
分
か
た
ず
人
馬
の
手
配
を
勤
め
、
商
い
荷

物
の
輸
送
を
担
っ
て
き
た
。
慶
長
年
間
に
富
士
川
水
運
が
開
か
れ
る
と
、
鰍
沢
河
岸
・
黒
沢

河
岸
が
設
置
さ
れ
、
や
や
遅
れ
て
青
柳
河
岸
が
設
け
ら
れ
た
。
富
士
川
水
運
で
輸
送
に
あ
た

る
船
は
、
青
柳
河
岸
の
設
置
時
点
で
す
で
に
多
く
が
鰍
沢
河
岸
に
所
属
し
て
お
り
、
宿
駅
に

所
属
す
る
人
馬
の
よ
う
に
、
他
の
河
岸
へ
の
帰
属
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
鰍

沢
村
の
者
た
ち
は
、
青
柳
河
岸
で
商
い
荷
物
を
引
き
受
け
、
旅
客
輸
送
を
す
る
こ
と
に
な
る

と
、
宿
駅
で
は
な
い
村
で
商
い
荷
物
を
扱
い
、
旅
人
を
泊
ま
ら
せ
る
道
理
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
鰍
沢
村
の
助
け
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
青
柳
村
も
困
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

そ
こ
で
宿
駅
で
輸
送
さ
れ
て
い
る
商
い
荷
物
を
引
き
受
け
ず
、
旅
客
輸
送
も
行
わ
ず
、
鰍
沢

河
岸
の
権
益
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
陸
上
の
宿
駅
と
水
上
の
河
岸
と
を
同
様
に
考
え
る

観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
青
柳
村
の
も
の
た
ち
は
船
稼
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
と
鰍
沢
村
の

者
た
ち
は
主
張
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
対
し
青
柳
村
は
、
鰍
沢
村
は
昼
夜
動
か
す
こ
と
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し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
江
戸
へ
向
か
う
廻
船
に
積
む
の
も
大
き
く
遅
れ
、
五
・
六
月
に

な
っ
て
よ
う
や
く
船
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
江
戸
に
着
く
の
が
七
・
八
月
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
当
然
米
は
傷
み
、「
沢
手
」
と
呼
ば
れ
る
濡
れ
米
も
多
数
発
生
し
て
し
ま
う
の
で
、「
廻

し
切
」、
す
な
わ
ち
規
定
量
に
足
ら
な
い
俵
が
多
く
出
て
き
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
右
の
と
お

り
長
い
間
雨
に
濡
れ
、
日
に
さ
ら
さ
れ
た
米
で
あ
る
の
で
、
幕
府
御
蔵
へ
納
め
よ
う
に
も
傷

み
が
激
し
く
、
買
い
納
め
に
す
る
経
費
も
か
さ
ん
で
し
ま
う
。

　
こ
こ
数
年
の
右
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
資
料
の
作
成
者
で
あ
る
古
市
場
村
（
現
南

ア
ル
プ
ス
市
）
の
藤
三
郎
、
下
石
田
村
（
現
甲
府
市
）
の
弥
七
郎
、
上
飯
田
村
（
現
甲
府
市
）

の
久
右
衛
門
ら
は
、
富
士
川
を
下
る
廻
米
輸
送
船
に
つ
い
て
、
岩
淵
村
か
ら
一
里
ほ
ど
川
下

の
蒲
原
河
原
ま
で
船
に
積
ん
だ
ま
ま
輸
送
し
、
そ
こ
か
ら
蒲
原
宿
へ
米
を
揚
げ
ら
れ
た
な
ら

ば
、
二
月
中
に
は
米
を
す
べ
て
蒲
原
宿
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
天
気
次
第
で
は
あ
る
も
の
の
、

三
月
中
に
も
江
戸
浅
草
の
幕
府
御
蔵
へ
の
納
入
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
う

す
れ
ば
一
里
の
間
の
陸
送
費
用
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
甲
州
三
郡
の
百
姓
た
ち
も
助
か
る

の
だ
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、こ
れ
ま
で
甲
斐
国
の
四
分
代
官
（
甲
府
、上
飯
田
、川
田
、

石
和
）
の
支
配
地
か
ら
、
村
々
の
代
表
と
し
て
四
人
の
百
姓
が
岩
淵
村
へ
出
張
し
て
い
た
が
、

藤
三
郎
ら
の
提
案
通
り
に
な
れ
ば
、
岩
淵
村
を
経
由
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
る
の
で
、
四

人
分
の
滞
在
費
な
ど
の
経
費
を
蒲
原
宿
・
清
水
湊
・
江
戸
浅
草
に
百
姓
一
六
名
が
滞
在
す
る

費
用
に
宛
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
六
・
七
月
ま
で
か
か
っ
て
い
た

年
貢
米
の
納
入
が
、
三
月
に
終
わ
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
米
の
保
管
の
費
用
な
ど
を
含
め
、

総
額
で
五
・
六
〇
両
も
の
経
費
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

現
状
で
は
雨
や
日
に
さ
ら
さ
れ
て
傷
ん
だ
こ
と
で
米
が
「
廻
し
切
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
無

益
の
費
え
と
な
っ
て
い
る
が
、
藤
三
郎
ら
の
目
論
見
通
り
に
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

な
く
な
り
、「
廻
し
切
」
の
米
も
少
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ
も
国
中
の
百
姓
の
た
め
に
な
る
の

だ
と
い
う
。
さ
ら
に
状
態
の
よ
い
米
を
幕
府
御
蔵
へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
買
い
納

め
の
出
費
も
防
げ
る
だ
ろ
う
と
も
い
う
の
で
あ
る
。
藤
三
郎
ら
の
願
い
の
と
お
り
、
蒲
原
河

原
ま
で
船
で
運
ぶ
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
三
月
中
に
は
甲
斐
国
か
ら
の
廻
米
を
蒲

原
宿
に
す
べ
て
運
ぶ
こ
と
を
請
け
負
っ
て
も
よ
い
と
い
い
、
そ
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
蒲
原
宿

か
ら
清
水
湊
へ
は
小
廻
し
船
で
輸
送
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
し
、
こ
の
近
辺
は
春
の

間
は
特
に
順
風
で
あ
る
の
で
、
二
・
三
月
中
に
江
戸
ま
で
す
べ
て
の
米
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
と
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
廻
米
は
は
か
ど
り
、
無
駄
な
出
費
は
な
く
な
り
、
陸
送
の

駄
賃
も
節
約
で
き
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
甲
斐
国
中
の
百
姓
の
御
救
い
に
な
る
の
だ
か
ら
、

ぜ
ひ
藤
三
郎
ら
に
請
け
負
わ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
付
紙
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
岩
淵
村
・
蒲
原
宿
間
の
陸

送
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
岩
淵
村
の
者
た
ち
が
請
け
負
っ
て
お
り
、
そ
の
冥
加
と
し
て
年

に
二
〇
両
を
上
納
し
て
い
る
。
し
か
し
駿
河
国
松
岡
村（
現
静
岡
県
富
士
市
）の
も
の
た
ち
が
、

甲
斐
国
へ
塩
荷
物
を
送
り
た
い
と
願
い
出
て
き
た
と
き
、
岩
淵
村
の
者
た
ち
が
反
対
し
た
。

吟
味
の
う
え
、
江
戸
へ
送
ら
れ
る
年
貢
米
を
取
り
扱
う
場
所
、
す
な
わ
ち
岩
淵
村
か
ら
富
士

川
を
上
る
商
い
荷
物
を
積
み
出
す
よ
う
に
と
裁
定
が
下
り
、
結
局
松
岡
村
の
主
張
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
岩
淵
村
で
は
、
こ
の
三
・
四
年
は
年
貢
米
輸
送
に
あ
た
っ

て
一
七
四
二
駄
の
輸
送
を
無
賃
で
請
け
負
い
、
代
わ
り
に
二
〇
両
の
冥
加
金
を
免
除
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
米
穀
や
煙
草
な
ど
、
年
貢
米
以
外
に
甲
斐
国
か
ら
清
水
湊
へ
送
っ
て
売
買
す
る
商
人
荷
物

（
商
い
荷
物
）
に
つ
い
て
も
、
岩
淵
村
か
ら
蒲
原
宿
ま
で
は
陸
送
を
し
て
い
る
。
江
戸
ま
で

送
る
年
貢
米
で
さ
え
遅
れ
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
商
い
荷
物
の
輸
送
は
輪
を
か

け
て
遅
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
々
の
相
場
で
、
有
利
な
時
を
見
込
ん
で
甲
斐
国
か
ら
荷
物

を
送
っ
て
も
、
目
論
見
通
り
に
は
到
着
せ
ず
、
延
着
ま
で
の
間
に
蒸
れ
や
腐
れ
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
相
場
の
よ
い
と
き
に
売
る
こ
と
が
で
き
ず
、
損
失
を
被
る
こ
と
も
よ
く

あ
る
の
で
、
商
人
た
ち
も
困
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
年
貢
米
を
輸
送
す
る
百
姓
た
ち

に
商
い
荷
物
の
輸
送
を
行
わ
せ
て
は
、
年
貢
米
上
納
の
差
し
支
え
に
な
っ
て
し
ま
う
。
蒲
原

河
原
で
荷
物
を
陸
揚
げ
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
経
費
も
節
約
で
き
、
目
論
見
通
り
遅
滞
な
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物
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
特
権
を
用
い
て
固
定
化
が
図
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
冥
加
金
の

上
納
や
そ
の
増
額
を
条
件
と
し
て
、
幕
府
も
そ
の
扱
い
を
認
め
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
物
流
ル
ー
ト
が
固
定
化
さ
れ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
河
岸
の
設
置
や
商
い
荷
物
の
取

り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
も
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
岩
本
村
の
よ
う
に
、
主
に
塩
な
ど
利

潤
の
大
き
い
商
い
荷
物
の
取
り
扱
い
の
権
利
を
求
め
、
既
存
の
流
通
構
造
を
変
え
よ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
意
見
を
求
め
ら
れ
た
甲
斐
国
の
三
河
岸
の
う
ち
、
鰍
沢
・
青
柳
の
両
河
岸
と
黒
沢
河

岸
と
で
意
見
が
別
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
報
告
書
で
扱
っ
た
河
原
部
新
河
岸
設
置
問
題

で
も
、三
河
岸
は
一
丸
と
な
っ
て
河
岸
設
置
に
反
対
し
た
わ
け
で
は
な
く
、黒
沢
河
岸
が
早
々

に
訴
訟
か
ら
離
脱
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
確
定
で
き
て
い

な
い
が
、
こ
こ
で
黒
沢
河
岸
が
清
水
湊
と
連
携
し
て
い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
右
に
み
た
と
お
り
、
青
柳
・
鰍
沢
の
両
河
岸
は
新
規
ル
ー
ト
の
開
拓
に
賛
成
し
、
黒

沢
河
岸
・
清
水
湊
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、
両
者

の
利
益
を
最
大
化
す
る
判
断
を
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
青
柳
・
鰍
沢
河
岸
は
岩

渕
村
・
蒲
原
宿
間
の
陸
送
を
避
け
た
い
、
あ
る
い
は
沼
津
湊
か
ら
の
塩
輸
送
を
拡
大
し
た
い

と
い
う
思
惑
が
あ
り
、
黒
沢
河
岸
・
清
水
湊
は
従
前
の
塩
取
引
ル
ー
ト
を
守
る
こ
と
で
権
益

を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
清
水
湊
が
そ
う
し
た
判
断
を
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

黒
沢
河
岸
に
と
っ
て
も
、
清
水
湊
か
ら
蒲
原
宿
・
岩
渕
河
岸
を
経
由
す
る
輸
送
ル
ー
ト
が
有

利
で
あ
る
と
み
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
と
も
す
れ
ば
、清
水
湊
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ

て
、
黒
沢
河
岸
の
み
が
そ
れ
に
応
じ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
青
柳
・
鰍

沢
河
岸
と
の
な
ん
ら
か
の
相
違
点
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い
、
三

河
岸
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違
い
に
つ
い
て
も
、
本
史
料
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

（
二
）�

新
規
ル
ー
ト
開
拓
の
動
き
と
そ
の
挫
折�

　
―
「
蒲
原
舟
揚
に
つ
き
乍
恐
別
紙
書
付
を
以
奉
願
上
候
」
―

　「
蒲
原
舟
揚
に
つ
き
乍
恐
別
紙
書
付
を
以
奉
願
上
候
」
は
、
報
告
書
に
は
（
三
）
と
し
て

掲
載
し
た
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
八
月
の
史
料
で
あ
る
。（
一
）「
新
河
岸
故
障
出
入
御
裁

許
写
」
で
み
た
の
と
同
様
、
や
は
り
岩
淵
河
岸
・
蒲
原
宿
間
の
陸
送
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
甲
州
三
郡
（
山
梨
・
八
代
・
巨
摩
）
の
廻
米
を
、
甲
斐
国
の
三
河
岸
か
ら
船
で
川
下

げ
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
岩
淵
村
で
陸
揚
げ
を
し
、
そ
こ
か
ら
蒲
原
宿
ま
で

陸
送
し
て
き
た
。
し
か
し
岩
淵
村
は
宿
駅
で
は
な
く
、
牛
馬
も
少
な
い
の
で
、
岩
淵
村
の
近

辺
の
村
々
か
ら
牛
馬
を
集
め
て
輸
送
を
行
っ
て
き
た
。
た
だ
輸
送
す
る
米
が
あ
ま
り
に
多
い

と
そ
れ
で
も
運
ぶ
こ
と
が
難
し
く
、
年
貢
が
納
入
さ
れ
た
秋
か
ら
冬
を
越
え
、
翌
年
の
五
・

六
月
こ
ろ
ま
で
輸
送
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
岩
淵
村
で
手

間
取
る
た
め
、
米
の
保
管
な
ど
に
か
か
る
費
用
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
年
貢
の
輸
送
は

公
用
と
し
て
村
入
用
で
の
負
担
に
な
る
た
め
、
岩
淵
村
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
流
通
が

阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
甲
斐
国
の
ほ
ぼ
全
域
の
百
姓
た
ち
の
難
儀
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。
ま
た
そ
の
陸
送
に
あ
た
っ
て
も
、
駄
賃
が
安
い
た
め
、
牛
馬
で
輸
送
に
あ
た

る
人
足
も
集
ま
ら
な
い
。
大
量
の
米
を
輸
送
す
る
た
め
に
は
近
郷
の
村
民
を
動
員
し
て
輸
送

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
は
彼
ら
が
麦
作
に
か
か
り
、
輸
送
が
で
き
な

い
。
一
二
月
・
一
月
の
二
ヶ
月
間
に
は
牛
馬
で
の
廻
米
輸
送
が
行
わ
れ
る
も
の
の
、
二
月
に

は
公
用
の
伝
馬
の
任
務
や
参
勤
す
る
大
名
へ
の
協
力
を
求
め
ら
れ
、
牛
馬
も
人
足
も
集
め
ら

れ
な
い
。
そ
の
た
め
米
の
輸
送
は
先
延
ば
し
と
な
り
、数
ヶ
月
河
原
に
積
ま
れ
た
ま
ま
と
な
っ

て
、
風
雨
や
日
に
晒
さ
れ
て
劣
化
し
て
し
ま
う
。
ま
た
「
土
産
付
」
と
し
て
、
お
そ
ら
く
他

の
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
っ
て
米
の
輸
送
の
み
に
関
わ
れ
な
い
と
き
も
あ
る
と
い
う
。
さ
ら

に
米
を
牛
や
馬
に
積
み
下
ろ
し
す
る
際
に
荷
が
崩
れ
る
ほ
か
、
清
水
湊
へ
延
着
す
る
こ
と
か

ら
予
定
し
て
い
た
船
に
積
む
こ
と
が
で
き
ず
、
し
ば
ら
く
湊
で
足
止
め
を
さ
れ
る
な
ど
し
て
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川
渡
船
の
御
用
と
、
甲
斐
国
か
ら
の
廻
米
輸
送
を
担
う
河
岸
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、「
御
割

符
」
に
も
書
い
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
塩
や
諸
荷
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
記
録
が
な

く
、
し
き
た
り
に
よ
る
し
か
な
い
。
誰
か
ら
命
じ
ら
れ
た
の
か
証
拠
も
な
い
が
、
廻
米
輸
送

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
商
い
荷
物
の
取
り
扱
い
も
認
め
ら
れ

て
き
た
。
岩
本
村
の
者
た
ち
は
、
塩
荷
物
の
取
り
扱
い
が
で
き
な
く
な
る
と
、
渡
世
が
難
儀

に
及
ぶ
と
し
て
、
こ
れ
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
な
く
少
し
ず
つ
で
も
取
り
扱
い
た
い
と
申
し
出

て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
決
算
書
類
も
な
く
、
岩
本
村
の
主
張
に
は
証
拠
が
な
い
。
沼
津
湊

か
ら
買
い
受
け
て
甲
斐
国
ま
で
村
々
を
継
ぎ
送
っ
て
い
る
と
い
う
塩
に
つ
い
て
も
、
富
士
川

西
岸
の
村
々
の
障
り
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
に
し
て
塩
を
売
り
さ
ば

い
て
い
る
と
い
う
。
清
水
湊
と
甲
州
三
河
岸
の
者
た
ち
を
呼
び
出
し
て
吟
味
を
し
た
と
こ
ろ
、

青
柳
河
岸
・
鰍
沢
河
岸
の
者
た
ち
は
、
塩
取
引
を
岩
淵
河
岸
に
限
っ
て
し
ま
う
と
価
格
の
つ

り
上
げ
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
富
士
川
東
岸
で
も
岩
本
村
に
限
ら
ず
塩
を
取
り
扱
う
こ
と
の

で
き
る
場
所
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
黒
沢
河
岸
・
清
水
湊
の
者
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
岩
淵
村
の
河
岸
だ
け
で
や
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
富
士
川
東
岸
に
新
し
く
塩
を
取

り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
河
岸
を
設
置
し
て
し
ま
う
と
、
富
士
川
水
運
に
か
か
わ
る
駿
河
・
甲

斐
両
国
の
村
々
の
経
営
の
差
支
え
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
岩

本
村
が
こ
れ
ま
で
塩
荷
物
を
扱
っ
て
き
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
ず
、
岩
本
村
の
主
張
は
成

り
立
た
な
い
と
述
べ
る
。
ま
た
岩
淵
村
で
止
宿
し
て
き
た
鰍
沢
の
船
頭
た
ち
が
、
岩
淵
村
に

泊
ま
る
よ
う
村
か
ら
頼
ま
れ
た
場
合
で
も
、
相
談
も
な
く
岩
本
村
に
止
宿
し
た
こ
と
は
不
埒

で
あ
る
と
し
た
。
次
に
訴
訟
を
提
起
し
た
岩
淵
村
が
、
岩
本
村
か
ら
茶
荷
物
を
は
じ
め
と
す

る
諸
々
の
産
物
を
甲
斐
国
へ
送
っ
た
り
、
甲
斐
国
か
ら
戻
っ
て
き
た
船
の
船
頭
た
ち
に
宿
を

提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
止
宿
す
る
船
頭
が
運
ぶ
荷
物
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
い
う
。

　
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
に
荷
物
を
取
り
扱
っ
て
き
た
と
岩
本
村
が
主
張
す
る
の
で
、
清
水
湊

及
び
甲
斐
国
の
三
河
岸
の
者
た
ち
を
呼
ん
で
審
議
を
し
た
と
こ
ろ
、
青
柳
・
鰍
沢
両
河
岸
の

者
た
ち
は
、
塩
荷
物
の
取
り
扱
い
を
岩
淵
河
岸
に
限
っ
て
は
、
締
め
売
り
に
よ
る
価
格
の
つ

り
上
げ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、
富
士
川
東
岸
に
も
岩
本
村
に
限
ら
ず
塩
を
船
か
ら

降
ろ
す
塩
揚
場
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
い
っ
ぽ
う
黒
沢
河
岸
と
清
水
湊
の
者
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
岩
淵
村
の
河
岸
で
問
題
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
富
士
川
東
岸
に
塩
揚
場
を
設
置

し
て
し
ま
っ
て
は
、
駿
河
国
・
甲
斐
国
の
村
々
の
渡
世
に
差
し
障
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
下
さ
れ
た
裁
決
は
、
岩
本
村
か
ら
茶
な
ど
の
荷
物
を
甲
斐
国
に
送
る
分

に
つ
い
て
は
認
め
る
が
、
塩
荷
物
は
決
し
て
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
往
還
す
る
船
頭
た

ち
に
つ
い
て
、
止
宿
は
よ
い
が
船
宿
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
岩
淵

村
は
塩
の
締
め
売
り
を
し
て
は
な
ら
ず
、
甲
斐
国
の
村
々
の
船
頭
た
ち
に
疎
略
の
儀
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
も
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
岩
本
村
の
者
た
ち
が
、
最
初
は
大
屋
杢
之
助
の

役
所
に
訴
え
、
裁
許
を
受
け
る
段
に
あ
た
っ
て
請
印
を
拒
ん
だ
こ
と
を
と
が
め
、
そ
の
こ
と

へ
の
処
罰
と
し
て
名
主
・
組
頭
ら
を
手
鎖
の
う
え
宿
へ
の
預
け
処
分
と
し
た
。
百
姓
代
た
ち

に
は
叱
り
の
処
分
が
く
だ
さ
れ
、
こ
れ
以
降
同
じ
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
岩
淵

村
・
蒲
原
宿
と
岩
本
村
は
こ
れ
に
請
印
を
据
え
、
鰍
沢
・
青
柳
・
黒
沢
の
三
河
岸
と
清
水
湊

の
名
主
た
ち
が
奥
印
を
加
え
て
い
る
。

　
富
士
川
水
運
に
お
い
て
、
甲
斐
国
の
三
河
岸
か
ら
船
に
積
み
込
ま
れ
た
荷
物
は
、
富
士
川

を
下
り
、
岩
淵
河
岸
で
水
揚
げ
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
蒲
原
宿
ま
で
の
間
を
陸
送
さ
れ
、
蒲
原

か
ら
再
び
船
に
積
ま
れ
て
清
水
湊
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。
富
士
川
水
運
に
お
け
る
廻
米
輸

送
は
河
岸
や
そ
の
近
隣
の
村
々
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
う
商
い
荷

物
の
取
り
扱
い
と
、
そ
れ
が
莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
流
通
ル
ー
ト
上
の
村
々
の
な
か
に
は
河
岸
場
の
設
置
を
求
め
て
動
き
出
す
も
の
も
あ

ら
わ
れ
た
。
報
告
書
で
扱
っ
た
河
原
部
村
も
、
か
つ
て
設
置
さ
れ
て
い
た
河
岸
を
再
興
す
る

名
目
で
、弘
化
年
間
に
新
河
岸
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た
が
、こ
こ
で
は
そ
れ
に
数
十
年
先
立
っ

て
、
新
た
な
物
流
ル
ー
ト
の
開
拓
が
目
指
さ
れ
、
挫
折
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
河
原
部
の

事
例
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
富
士
川
水
運
が
開
か
れ
た
当
初
は
、
三
河
岸
や
岩
渕
河
岸
以
外

に
も
多
く
の
河
岸
が
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
次
第
に
、
お
そ
ら
く
商
い
荷
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（
一
）�

駿
河
国
内
に
お
け
る
塩
荷
物
ル
ー
ト
の
争
い�

　
―
「
新
河
岸
故
障
出
入
御
裁
許
写
」
―

　「
新
河
岸
故
障
出
入
御
裁
許
写
」
は
、
報
告
書
に
は
（
二
）
と
し
て
掲
載
し
た
、
宝
暦
四

（
一
七
五
四
）
年
一
二
月
の
史
料
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
み
て
い
こ
う
。

　
富
士
川
水
運
の
駿
河
国
側
の
拠
点
で
あ
る
、岩
淵
村
（
現
静
岡
県
富
士
市
）
と
蒲
原
宿
（
現

静
岡
県
静
岡
市
）
が
岩
本
村
（
現
静
岡
県
富
士
市
）
を
訴
え
た
裁
判
の
裁
許
状
で
あ
る
。
岩

淵
村
の
主
張
で
は
、
岩
淵
村
は
古
く
か
ら
富
士
川
の
渡
船
役
を
務
め
、
役
料
と
し
て
二
〇
石

を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
慶
長
年
間
に
富
士
川
水
運
が
開
か
れ
る
と
、
甲
斐
国
か
ら
の
廻
米
を

扱
う
河
岸
場
と
し
て
認
め
ら
れ
、
米
な
ど
の
御
用
荷
物
の
継
送
り
を
役
儀
と
し
て
勤
め
て
き

た
。
そ
の
代
わ
り
に
甲
斐
国
へ
送
ら
れ
る
塩
な
ど
の
商
品
の
独
占
を
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

甲
州
三
河
岸
（
黒
沢
・
鰍
沢
・
青
柳
）
の
船
頭
が
止
宿
す
る
宿
場
町
と
し
て
も
認
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
う
し
た
特
権
に
よ
り
、
岩
淵
村
は
富
士
川
の
渡
船
と
廻
米
御
用
を
勤
め
て
き
た
と

主
張
し
て
い
る
。
本
資
料
が
作
成
さ
れ
た
宝
暦
年
間
に
先
立
っ
て
、
か
つ
て
富
士
川
水
運
を

用
い
た
甲
斐
国
か
ら
の
廻
米
に
つ
き
、
岩
淵
村
の
対
岸
に
位
置
す
る
岩
本
村
に
新
た
な
河
岸

を
立
て
た
い
と
い
う
願
い
が
代
官
大
屋
杢
之
助
に
対
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の

際
、
新
河
岸
の
設
置
に
よ
っ
て
支
障
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
、
代
官
大
屋
か
ら
岩
淵
村
に
照

会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
岩
淵
村
は
、
河
岸
場
が
岩
淵
村
か
ら
岩
本
村
に
代
わ
っ
て
し

ま
え
ば
「
渡
世
之
障
」
に
な
る
と
難
色
を
示
し
た
。
岩
本
村
が
提
示
し
た
「
御
益
筋
」、
す

な
わ
ち
冥
加
金
の
上
納
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
村
か
ら
の
冥
加
金
の
納
入
を
条
件
に
却
下
す
る

よ
う
に
求
め
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
岩
本
村
へ
の
河
岸
設
置
は
沙
汰
止
み
と

な
り
、
岩
淵
村
は
毎
年
冥
加
金
を
上
納
し
て
き
た
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
経
緯
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
今
回
再
び
岩
本
村
の
者
た
ち
が
新
河
岸
の
設
置
を
求

め
、
さ
ら
に
以
前
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
塩
荷
物
の
取
り
扱
い
を
求
め
て
き
た
。
ま

た
こ
れ
ま
で
岩
淵
村
に
止
宿
し
て
き
た
鰍
沢
な
ど
甲
斐
国
の
船
頭
た
ち
を
岩
本
村
に
宿
泊
さ

せ
、
岩
淵
村
の
宿
場
と
し
て
の
経
営
を
困
難
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
蒲
原
宿
の

者
た
ち
は
、
駿
河
国
清
水
湊
で
塩
荷
物
を
受
け
取
り
、
岩
淵
村
へ
送
っ
て
そ
の
運
賃
・
駄
賃

や
庭
銭
・
口
銭
な
ど
の
手
数
料
を
宿
役
の
補
助
と
し
て
き
た
。
岩
淵
村
に
近
い
岩
本
村
に
新

た
に
河
岸
が
設
立
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
岩
淵
村
か
ら
の
収
入
が
減
っ
て
し
ま
い
、
宿
場
と
し

て
の
務
め
が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
蒲
原
宿
も
岩
淵
村
と
連
携
し
て
岩
本
村
の

新
河
岸
設
置
の
停
止
を
求
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
岩
本
村
は
、
富
士
川
渡
船
に
つ
い
て
は
岩
本
村
も
三
分
の
一
を
務
め
て
扶
持

も
下
さ
れ
て
お
り
、
甲
斐
国
か
ら
の
廻
米
に
つ
い
て
も
、
慶
長
年
間
に
始
ま
っ
て
以
降
、
岩

本
村
に
も
河
岸
場
が
置
か
れ
、
塩
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
荷
物
に
つ
い
て
甲
斐
国
へ
の
輸

送
を
取
り
さ
ば
い
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
あ
る
時
期
か
ら
岩
淵
村
に
河
岸
場
が
設
置
さ
れ
る

と
、
岩
本
村
を
経
由
す
る
荷
物
が
減
少
し
、
塩
の
取
り
扱
い
に
も
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
以
前
の
よ
う
な
取
り
さ
ば
き
方
は
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
村
の
経
営
上

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
船
頭
た
ち
の
宿
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
岩
本
村
で
止

宿
す
る
船
頭
が
い
て
も
、
岩
淵
村
は
特
に
問
題
と
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
岩
本
村
で
は
宿

の
提
供
を
続
け
て
い
た
。
ま
た
鰍
沢
村
の
船
頭
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
村
の
者
が
不
埒
の
取
り

扱
い
を
し
た
た
め
、
岩
本
村
で
止
宿
さ
せ
て
ほ
し
い
と
鰍
沢
村
か
ら
願
い
出
が
あ
っ
て
止
宿

さ
せ
て
い
る
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
岩
本
村
か
ら
鰍
沢
村
に
働
き
か
け
て
止
宿
さ
せ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
塩
荷
物
に
つ
い
て
も
、
駿
河
国
沼
津
湊
か
ら
買
い
受
け
、
富
士
川

東
側
の
村
々
を
継
ぎ
送
っ
て
甲
斐
国
へ
送
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
富
士
川
西
岸
の
流
通
の

拠
点
で
あ
る
岩
淵
村
の
障
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
富
士
川
を
挟
ん
で
郡
も
異
な
る
岩
淵
村
か
ら
、
そ
の
渡
世
に
差
し
支
え
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
も
承
服
し
が
た
い
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
吟
味
の
う
え
代
官
所
か
ら
裁
許
が
出
さ
れ
た
。
岩
淵
村
・
蒲
原
宿
は
請
け
証
文
を
提
出
し

た
も
の
の
、
岩
本
村
は
請
け
証
文
の
提
出
を
渋
っ
た
。
そ
こ
で
大
屋
は
よ
り
上
位
の
奉
行
所

に
訴
訟
を
送
り
、
双
方
が
呼
び
出
さ
れ
て
吟
味
を
受
け
た
。
双
方
が
申
し
立
て
て
い
る
富
士
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は
じ
め
に

　
令
和
二
年
度
か
ら
同
四
年
度
ま
で
、
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
共
同
研
究
「
富
士
川
舟
運
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
」
を
実
施
し
、
そ
の
研
究
期
間
が
満
了
す
る
令
和
五
年
三
月
に
報
告
書

『
富
士
川
水
運
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
を
刊
行
し
た（

１
）。

同
書
に
は
、
論
考
二
本
の
ほ
か
、

資
料
編
と
し
て
四
点
の
史
料
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、（
一
）
の
「
松
本

御
米
仕
切
帳
」
に
つ
い
て
は
、
別
稿（

２
）で

検
討
を
行
っ
た
が
、
残
る
三
点
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
解
題
や
考
察
な
ど
を
報
告
書
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
解
説
と
若
干
の
考
察
を
加
え
、
報
告
書
の
欠
を

補
い
た
い
。

　
こ
こ
で
、
報
告
書
に
こ
の
四
点
の
史
料
を
掲
載
し
た
理
由
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。「
松
本

御
米
仕
切
帳
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
た
た
め
、
省
略

す
る
。「
新
河
岸
故
障
出
入
御
裁
許
写
」・「
蒲
原
舟
揚
に
つ
き
乍
恐
別
紙
書
付
を
以
奉
願
上
候
」

の
二
点
は
、
駿
河
国
内
に
お
け
る
富
士
川
水
運
の
位
置
づ
け
お
よ
び
三
河
岸
の
動
き
が
う
か

が
え
る
も
の
と
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
書
本
文
で
は
全
く
言
及
で
き
な
か
っ
た

が
、
甲
斐
国
内
の
状
況
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
な
富
士
川
水
運
に
お
い
て
、

そ
の
視
点
の
相
対
化
の
た
め
に
、
駿
河
国
内
の
状
況
を
踏
ま
え
、
物
流
の
全
体
を
み
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
静
岡
県
内
の
自
治
体
史
な
ど
で
、
富
士

川
水
運
に
触
れ
る
も
の
も
少
な
く
は
な
い
が
、
媒
体
の
性
格
も
あ
り
、
甲
斐
国
や
他
地
域
の

状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
富
士
川
水
運
は
、甲
斐
・
駿
河
両
国
、

あ
る
い
は
江
戸
や
信
濃
国
、
上
方
な
ど
の
広
範
な
地
域
に
ま
た
が
っ
て
、
多
く
の
人
・
モ
ノ

を
巻
き
込
ん
で
行
わ
れ
た
一
大
物
流
事
業
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
偏
っ
た
考
察
で
は
、

現
在
の
研
究
水
準
か
ら
み
れ
ば
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
先
の
報
告
書
も
、
単
に
史

料
を
掲
載
し
た
の
み
で
そ
の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
残
念
な
が
ら
十
分
な
も
の

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
い
わ
ば
そ
の
補
足
で
あ
り
、
筆
者
の
富
士
川
水
運

に
関
す
る
研
究
視
角
を
よ
り
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　「
三
河
岸
出
入
御
裁
許
写
」
は
、
同
報
告
書
で
河
原
部
新
河
岸
設
置
問
題
を
論
じ
た
部
分

で
言
及
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
掲
載
し
た
。
し
か
し
報
告
書
に
掲
載
し
た
論
考
で
は
、
筆
者

の
力
量
不
足
も
あ
っ
て
、
一
九
世
紀
中
頃
以
降
の
河
原
部
村
と
三
河
岸
の
動
向
を
追
う
だ
け

で
手
一
杯
と
な
り
、
そ
の
前
史
と
な
る
当
該
史
料
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
そ
の
内
容
と
位
置
づ
け
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
三
河
岸
内
部
の
格
差
の
存
在

を
明
確
に
す
る
。
三
河
岸
が
必
ず
し
も
一
枚
岩
で
な
い
こ
と
は
、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が（

３
）、

そ
の
対
立
の
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
本
稿
で
分
析
す
る
三
点
の
史
料
は
、
相
互
の
関
係
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
現
れ
る
村
や
河
岸
の
動
向
に
注
視
す
る
こ
と
で
、
一
八
世
紀
後
半
、
宝
暦
・
明
和

年
間
の
富
士
川
水
運
を
め
ぐ
る
状
況
と
様
々
な
思
惑
を
考
え
て
み
た
い
。
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富
士
川
水
運
に
お
け
る
駿
河
・
甲
斐
両
国
の
河
岸
と
そ
の
争
論

　
　
　
　
　
―
『
富
士
川
水
運
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
掲
載
史
料
の
紹
介
と
考
察
―

中
　
野
　
賢
　
治
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fukuoka.jp/exhibition/596/

）
を
参
照
し
た
。

（
44
）
前
掲

　
倉
石
忠
彦
「
都
市
と
道
祖
神
」
二
五
八
頁
よ
り
抜
粋
。

（
45
）�「
屏
風
祭
」
は
、
一
説
に
は
江
戸
時
代
後
期
に
始
ま
り
、
明
治
時
代
に
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

須
留
多
八
幡
宮
神
祭
の
芝
居
絵
屏
風
は
、
奉
納
さ
れ
た
屏
風
を
祭
り
の
日
に
氏
子
の
店
先
に
並
べ
た

も
の
で
、
江
戸
時
代
末
期
頃
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

参
考
文
献

倉
石
忠
彦
「
都
市
と
道
祖
神
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
集

　
二
〇
〇
三

　
所
収

倉
石
忠
彦
「
道
祖
神
信
仰
の
形
成
」『
ど
う
そ
じ
ん
・
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭
り

AG
AIN

』
山
梨
県
立
博
物
館

　
二
〇
一
三

　
所
収

野
口
二
郎
『
峡
中
浮
世
絵
考
』
山
梨
郷
土
研
究
会
一
九
六
三
年

平
川
南
「
古
代
に
お
け
る
道
の
祭
祀—

道
祖
神
信
仰
の
源
流
を
求
め
て—

」『
ど
う
そ
じ
ん
・
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー

ル
ド

　
や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭
りAG

AIN

』
山
梨
県
立
博
物
館

　
二
〇
一
三

　
所
収

丸
尾
依
子
「
柳
町
二
丁
目
の
祭
礼
用
具
」『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
十
一
集
』
二
〇
一
七

　
所
収

丸
尾
依
子
「
祭
り
の
存
続
と
技
術
伝
承
─
笛
吹
市
八
代
町
米
倉
の
オ
コ
ヤ
作
り
─
」『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究

紀
要

　
第
十
三
集
』
二
〇
一
九

　
所
収

柳
田
国
男
『
石
神
問
答
』
聚
精
堂

　
一
九
一
〇

　『
柳
田
國
男
全
集
』
一

　
筑
摩
書
房

　
一
九
九
九

『
酒
田
の
生
活
行
事
』
展
示
資
料
目
録

　
酒
田
市
立
資
料
館

　
一
九
八
二

『
酒
田
の
正
月
行
事
展—

塞
道
―
』
展
示
資
料
目
録

　
酒
田
市
立
資
料
館

　
一
九
八
七
『
甲
府
道
祖
神
祭
り

―
江
戸
時
代
の
甲
府
城
下
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
』
山
梨
県
立
博
物
館

　
二
〇
一
〇

『
ど
う
そ
じ
ん
・
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭
りAG

AIN

』
山
梨
県
立
博
物
館
二
〇
一
三

『
よ
み
が
え
る
！
甲
府
道
祖
神
祭
り
』
山
梨
県
立
博
物
館

　
二
〇
一
九

山
梨
県
立
博
物
館
調
査
・
研
究
報
告
三
『
歌
川
広
重
の
甲
州
日
記
と
甲
府
道
祖
神
祭
』
調
査
研
究
報
告

　
二

〇
〇
八

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w.pref.kagoshim

a.jp/ba08/reiw
a3sinsitei.htm

l

）

北
信
州net

よ
り
「
果
亭
の
幕
絵

　
市
文
化
財
に
登
録
申
請
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
六
日
）」

（https://local-new
s.jp/?p=13651

）

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館
（
文
化
財
事
務
室
）
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（https://jm
apps.ne.jp/chiyoda/det.htm

l?data_id=35994

）

中
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w.city.nakano.nagano.jp/docs/2014021200132/

）

内
閣
府
「
令
和
二
年
度

　
年
次
経
済
財
政
報
告
」

（https://w
w
w
5.cao.go.jp/j-j/w

p/w
p-je20/h01-00.htm

l

）

福
岡
市
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
博
多
祇
園
山
笠
展
二
二
／
幔
幕
三
」

（https://m
useum

.city.fukuoka.jp/exhibition/596/

）

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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（
11
）�『
裏
見
寒
話
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
近
年
甲
府
の
祭
禮
殊
の
外
華
麗
に
し
て
、
辻
〳
〵

に
大
な
る
屋
臺
を
飾
り
、
十
貳
三
歳
の
子
供
、
綺
羅
を
盡
し
て
歌
舞
伎
を
な
す
。
之
を
囃
す
者
は
皆

大
人
な
り
。
何
れ
の
小
町
に
て
近
江
八
景
・
大
坂
四
ツ
橋
の
体
裁
、
或
は
勢
州
内
外
の
宮
、
大
金
を

費
し
て
美
飾
を
な
し
て
遊
興
す
。
見
物
の
男
女
、
市
巷
に
充
満
し
て
其
賑
か
な
る
事
甚
し
。
又
、
寺

院
を
借
り
て
芝
居
狂
言
等
の
催
も
あ
り
。」

（
12
）『
裏
見
寒
話
』
を
参
照
し
た
。

（
13
）『
甲
斐
の
落
葉
』
を
参
照
し
た
。

（
14
）�『
裏
見
寒
話
』
に
は
、
お
山
飾
り
は
十
三
日
に
独
身
者
が
集
ま
っ
て
つ
く
る
こ
と
、
三
四
間
く
ら
い
の

柱
の
上
に
山
車
を
飾
る
こ
と
、
枝
垂
柳
・
桜
抔
を
色
紙
で
作
り
切
り
下
げ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
15
）『
裏
見
寒
話
』
お
よ
び
『
甲
斐
の
落
葉
』
を
参
照
し
た
。

（
16
）『
裏
見
寒
話
』
を
参
照
し
た
。

（
17
）『
甲
斐
の
落
葉
』
を
参
照
し
た
。

（
18
）『
甲
州
年
中
行
事
』
を
参
照
し
た
。

（
19
）
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
に
造
ら
れ
た
。

（
20
）�

丸
尾
依
子
「
柳
町
二
丁
目
の
道
祖
神
祭
礼
用
具
」『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
十
一
集
』
二
〇
一

七
　
一
九
―
三
一
頁

（
21
）『
裏
見
寒
話
』
や
『
甲
州
道
中
記
』
で
は
辻
に
立
て
た
と
記
録
す
る
。

（
22
）『
甲
州
年
中
行
事
』
よ
り
抜
粋
し
た
。

（
23
）「
借
地
証
文
事
下
書
」
十
一
屋
野
口
家
資
料
（
嘉
永
六
年
、
一
八
五
三
）
山
梨
県
立
博
物
館
蔵

　
　
　「
入
置
申
一
札
之
事
」
十
一
屋
野
口
家
資
料
（
安
政
六
年
、
一
八
五
九
）
山
梨
県
立
博
物
館
蔵

（
24
）『
道
祖
神
祝
儀
並
に
諸
入
用
永
代
帳
』
甲
州
文
庫
（
安
永
九
年
、
一
七
八
〇
）
山
梨
県
立
博
物
館
蔵

（
25
）
詳
細
は
、
前
掲
「
柳
町
二
丁
目
の
祭
礼
用
具
」
に
報
告
し
た
。

（
26
）�

緑
町
一
丁
目
の
「
幕
絵
」
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
初
代
歌
川
広
重
が
制
作
し
た
。
初
代

広
重
に
よ
る
「
東
都
名
所

　
目
黒
不
動
之
滝
」
と
、
そ
の
後
二
代
広
重
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

頃
に
補
っ
て
描
い
た
と
い
う
「
東
都
名
所

　
洲
崎
汐
干
狩
」
の
二
枚
を
山
梨
県
立
博
物
館
が
所
蔵
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
山
梨
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

（
27
）�『
甲
府
道
祖
神
祭
り
―
江
戸
時
代
の
甲
府
城
下
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
』
展

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
山

梨
県
立
博
物
館

　
二
〇
一
〇

　
を
参
照
し
た
。

（
28
）『
甲
州
年
中
行
事
』
参
照
し
た
。

（
29
）�

前
掲
『
甲
府
道
祖
神
祭
り
―
江
戸
時
代
の
甲
府
城
下
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
』
展

　
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
お
よ
び
山
梨
県
立
博
物
館

　
調
査
・
研
究
報
告
三
『
歌
川
広
重
の
甲
州
日
記
と
甲
府
道
祖
神
祭
』

調
査
研
究
報
告
書

　
二
〇
〇
八

　
を
参
照
し
た
。

（
30
）�

例
え
ば
、
福
岡
市
博
物
館
が
所
蔵
す
る
博
多
祇
園
山
笠
の
幔
幕
に
も
、
上
下
五
枚
の
布
を
継
ぎ
、
物

見
穴
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

（
31
）�

丸
尾
依
子
「
祭
り
の
存
続
と
技
術
伝
承
─
笛
吹
市
八
代
町
米
倉
の
オ
コ
ヤ
作
り
─
」『
山
梨
県
立
博
物

館
研
究
紀
要

　
第
十
三
集
』
二
〇
一
九

　
七
―
二
十
頁

（
32
）�

富
士
川
や
そ
の
支
流
域
で
み
ら
れ
る
四
角
柱
形
の
小
屋
は
、
か
つ
て
は
子
ど
も
が
つ
く
り
、
祭
り
ま

で
そ
の
な
か
に
籠
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
小
屋
の
製
作
は
、
現
在
で
は
組
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ

る
た
め
、
特
定
の
年
齢
集
団
関
わ
っ
た
り
、
強
調
し
て
伝
承
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

新
婿
が
神
木
の
穴
を
掘
る
と
い
う
の
は
、
富
士
河
口
湖
町
河
口
の
神
木
立
て
に
関
す
る
伝
承
で
あ
る
。

（
33
）�

二
〇
〇
五
年
に
実
施
し
た
山
中
湖
平
野
の
ダ
シ
ン
ボ
ク
（
道
祖
神
祭
り
の
神
木
）
立
て
の
調
査
の
際

の
聞
書
き
に
よ
る
。

（
34
）�

例
え
ば
、
山
梨
市
牧
丘
町
鳥
谷
原
と
牧
平
は
隣
り
合
う
集
落
で
あ
る
が
、
道
祖
神
祭
り
に
お
い
て
若

者
が
獅
子
舞
の
村
回
り
を
行
う
際
に
村
境
を
あ
え
て
越
境
し
合
い
、
両
者
が
行
き
会
っ
た
場
所
で
喧

嘩
を
行
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
い
う
。
越
境
す
る
こ
と
や
そ
れ
に
よ
る
喧
嘩
自
体
が
目
的
で
あ
り
、

喧
嘩
の
勝
敗
に
よ
る
村
境
の
移
動
な
ど
は
な
か
っ
た
。

（
35
）
前
掲
『
歌
川
広
重
の
甲
州
日
記
と
甲
府
道
祖
神
祭
』
調
査
研
究
報
告
書

　
二
〇
〇
八

　
を
参
照
し
た
。

（
36
）�

保
福
寺
（
上
野
原
市
宇
上
野
原
）
の
山
門
と
鐘
楼
は
、
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
に
再
建
さ
れ
た
。

山
門
の
棟
札
か
ら
、
小
山
正
作
が
手
掛
け
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
上
野
原
市
指
定
文

化
財
で
あ
る
。

（
37
）�

児
玉
果
亭
（
一
八
四
一
か
ら
一
九
一
三
）
は
、
松
代
藩
領
沓
野
村
渋
温
泉
（
現
山
ノ
内
町
）
生
ま
れ

の
文
人
画
家
で
あ
る
。

（
38
）「
中
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（https://w

w
w.city.nakano.nagano.jp/docs/2014021200132/

）

　
　
　�

お
よ
び
「
北
信
州net

『
果
亭
の
幕
絵

　
市
文
化
財
に
登
録
申
請
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
六
日
）
』

（https://local-new
s.jp/?p=13651

）
を
参
照
し
た
。

（
39
）�「
千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館
（
文
化
財
事
務
室
）
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://jm

apps.
ne.jp/chiyoda/det.htm

l?data_id=35994

）
を
参
照
し
た
。

（
40
）�「
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（https://w

w
w.pref.kagoshim

a.jp/ba08/
reiw

a3sinsitei.htm
l

）
を
参
照
し
た
。

（
41
）
一
九
八
二
年
十
一
月
四
日
か
ら
翌
八
三
年
一
月
三
十
日
ま
で
開
催
。

（
42
）
一
九
八
七
年
十
二
月
二
日
か
ら
翌
八
八
年
二
月
十
四
日
ま
で
開
催
。

（
43
）�

福
岡
市
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
博
多
祇
園
山
笠
展
二
二
／
幔
幕
三
」（https://m

useum
.city.
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の
み
な
ら
ず
、
他
町
と
の
境
界
ま
で
を
張
り
つ
な
ぐ
こ
と
、
つ
ま
り
町
境
を
開
き
一
体
化
す

る
こ
と
を
求
め
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、往
来
の
自
由
を
保
ち
つ
つ
、同
時
に
「
志

め
き
り
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
町
を
開
い
て
繁
栄
祈
願
を
行
い
つ
つ
も
、
災

厄
を
防
ご
う
と
す
る
意
識
が
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
甲
府
城
下
の
「
幕
絵
」
は
、
城
下
の
外
に
向
か
っ
て
町
境
を
開
き
、
人
と
物
資
、
情
報
の

交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
城
下
の
内
側
に
向
か
っ
て
は
、
町
と
町
の
境
界
も
融
合

さ
せ
て
開
き
一
体
化
さ
せ
る
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
甲
府
城
下
の
道
祖
神
祭
り
は
町
を

単
位
と
し
、
お
互
い
に
競
い
合
う
性
質
を
持
ち
な
が
ら
も
、「
幕
絵
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
々
が
一
体
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
甲

州
街
道
沿
い
と
そ
の
隣
接
す
る
町
々
を
ひ
と
つ
の
商
圏
と
し
て
認
識
し
、
一
町
の
み
が
他
を

出
し
抜
い
て
す
る
の
で
は
な
く
、
協
同
に
よ
る
繁
栄
が
願
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
街
道
を

開
き
、
町
と
町
の
境
を
融
合
さ
せ
る
「
幕
絵
」
と
、
そ
れ
ら
の
幕
を
一
気
に
張
り
巡
ら
す
と

い
う
祭
り
の
方
法
論
は
、
町
々
の
協
同
や
精
神
的
統
合
の
証
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
幕
絵
」

に
期
待
さ
れ
た
こ
の
機
能
は
、
町
の
表
通
り
を
覆
い
尽
く
す
数
十
枚
が
一
枚
欠
け
た
と
し
て

も
一
体
感
に
綻
び
が
生
じ
て
し
ま
う
。
ゆ
え
に
、「
幕
絵
」
の
維
持
に
は
責
任
が
伴
う
。
例
え

ば
、
緑
町
一
丁
目
が
行
っ
た
二
代
広
重
に
よ
る
「
幕
絵
」
の
補
作
も
、
単
に
祭
礼
用
具
の
修

繕
や
町
の
経
済
力
の
再
表
現
と
い
う
だ
け
な
く
、
祭
礼
用
具
を
欠
け
さ
せ
る
こ
と
は
町
と
町

の
信
用
問
題
に
関
わ
る
と
し
て
、
必
然
性
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
各
町
の
「
幕
絵
」
が
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
、
で
き
る
か
ぎ
り
具
体

的
な
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
参
考
と
し
た
他
の
絵
幕
資
料
の
実

見
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
祭
り
に
お
い
て
商
家
な
ど
が
屏
風
絵
な
ど
の
絵
画
や
工
芸
品

を
飾
り
、そ
れ
を
祭
り
見
物
の
人
々
に
も
公
開
す
る
と
い
う
慣
わ
し
が
、例
え
ば
祇
園
祭
（
京

都
府
）
の
期
間
中
に
行
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
屏
風
祭
」
や
、
須
留
田
八
幡
宮
神
祭
（
高
知
県
）

に
お
け
る
芝
居
絵
屏
風
の
展
示
な
ど
な
ど
に
み
ら
れ
る（

（4
（

。
こ
う
し
た
風
習
と
絵
幕
を
単
純
に

同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
酒
田
の
よ
う
に
絵
幕
が
観
賞
に
も
用
い
ら
れ
る
例
が
あ

る
以
上
、
今
後
の
検
討
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
「
絵
を
見
せ
る
祭
り
」
も
参
考
に
し
つ
つ
、

絵
幕
や
「
幕
絵
」
と
の
関
連
性
の
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註（
１
）�「
甲
府
道
祖
神
祭
幕
絵
」
は
文
化
財
指
定
名
称
で
あ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
た
当
時
に
用
い
ら
れ
て
い
た

呼
称
で
は
な
い
。『
甲
州
年
中
行
事
』
に
よ
れ
ば
、
祭
礼
用
具
と
し
て
は
、「
町
内
幕
」
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
た
と
い
う
。

（
２
）�

郷
土
史
に
お
け
る
論
考
を
中
心
と
し
て
、
近
世
期
、
小
正
月
に
甲
府
城
下
で
行
わ
れ
た
道
祖
神
祭
り

の
こ
と
を
指
し
「
甲
府
道
祖
神
祭
り
」
あ
る
い
は
「
甲
府
道
祖
神
祭
礼
」
と
表
記
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
は
当
時
固
有
名
詞
と
し
て
存
在
し
た
祭
り
の
名
称
で
は
な
い
。
文
字
記
録
で
は
「
道
祖
神
祭
」

（
裏
見
寒
話
）「
道
祖
神
祭
礼
」（
日
本
九
峰
修
行
日
記
）
と
記
さ
れ
る
。
本
稿
で
「
甲
府
道
祖
神
祭
り
」

と
表
記
す
る
場
合
は
、「
近
世
期
に
甲
府
城
下
で
行
わ
れ
た
小
正
月
の
道
祖
神
祭
り
」
の
意
味
で
用
い

る
。

（
３
）�

山
梨
県
立
博
物
館
調
査
・
研
究
報
告
三
『
歌
川
広
重
の
甲
州
日
記
と
甲
府
道
祖
神
祭
』
調
査
研
究
報

告
書

　
二
〇
〇
八

　
を
参
照
し
た
。

（
４
）
柳
田
国
男
『
石
神
問
答
』
聚
精
堂

　
一
九
一
〇
『
柳
田
國
男
全
集
』
一

　
筑
摩
書
房

　
一
九
九
九

（
５
）�

倉
石
忠
彦
「
道
祖
神
信
仰
の
形
成
」『
ど
う
そ
じ
ん
・
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭

りAG
AIN

』
山
梨
県
立
博
物
館

　
二
〇
一
三

　
八
四
―
八
七
頁

（
６
）�

平
川
南
「
古
代
に
お
け
る
道
の
祭
祀—

道
祖
神
信
仰
の
源
流
を
求
め
て—

」『
ど
う
そ
じ
ん
・
ワ
ン
ダ
ー

ワ
ー
ル
ド

　
や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭
りAG

AIN

』
山
梨
県
立
博
物
館

　
二
〇
一
三

　
八
八
―
九
九
頁

（
７
）�

松
本
の
城
下
町
で
は
石
像
の
道
祖
神
の
碑
や
神
体
で
は
な
く
、
木
像
の
道
祖
神
を
祀
る
祭
り
が
行
わ

れ
て
き
た
。
松
本
地
方
は
石
造
の
道
祖
神
碑
や
神
体
を
祀
る
こ
と
が
多
い
が
、
城
下
町
か
ら
伸
び
る

主
要
な
街
道
沿
い
の
町
や
村
で
も
木
像
の
道
祖
神
を
祀
る
こ
と
か
ら
、
木
像
道
祖
神
は
城
下
町
を
中

心
と
し
た
習
俗
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
倉
石
忠
彦
「
都
市
と
道
祖
神
信
仰
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
集

　
二
〇
〇
三

（
９
）
前
掲
同
書

　
二
五
七
―
二
五
八
頁

（
10
）�

内
閣
府
「
令
和
二
年
度

　
年
次
経
済
財
政
報
告
」（https://w

w
w
5.cao.go.jp/j-j/w

p/w
p-je20/h01-

00.htm
l

）
を
参
照
し
た
。
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て
製
作
（
出
資
）
さ
れ
、
山
笠
の
当
番
町
を
務
め
る
際
に
新
調
さ
れ
た
例
が
多
い
と
い
う
。

　
使
用
方
法
は
、
第
一
に
山
笠
で
各
町
の
詰
所
や
山
小
屋
に
張
り
巡
ら
し
て
空
間
を
仕
切
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
詰
所
は
、
寺
社
の
境
内
や
建
物
の
一
画
に
つ
く
ら
れ
る
関
係
者
の
臨

時
集
会
所
で
あ
り
、連
絡
だ
け
で
な
く
直
会
に
も
行
わ
れ
る
。
山
小
屋
は
、明
治
十
七
年
（
一

八
八
四
）
以
降
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
風
雨
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
、
両
壁
に
幔

幕
を
張
っ
た
と
い
う
。
第
二
に
は
、
山
笠
の
台
に
撒
く
「
台
幕
」
と
し
て
の
使
用
で
あ
る
。

台
幕
と
し
て
は
明
治
二
五
年（
一
八
九
二
）頃
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、大
正
九
年（
一

九
二
〇
）
刊
行
の
『
博
多
物
語
』
に
は
、山
を
曳
き
終
わ
る
と
毎
日
山
笠
の
前
後
に
幕
を
張
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
第
三
に
は
、
前
年
に
亡
く
な
っ
た
山
笠
功
労
者
の
自
宅

に
山
笠
を
引
き
入
れ
感
謝
を
表
す
「
追
善
山
」
で
も
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
際
に
は
、
遺
族
が

設
け
る
祭
壇
が
幔
幕
で
囲
ま
れ
る
と
い
う（

（4
（

。

　
博
多
祇
園
山
笠
の
幔
幕
は
、
幕
の
機
能
に
は
祭
り
に
関
わ
る
場
を
仕
切
る
こ
と
や
そ
の
標

示
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
奉
納
は
祭
り
の
当
番
を
務
め
る
時
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記

念
の
意
味
も
持
つ
。
山
笠
功
労
者
の
追
善
山
で
使
用
さ
れ
る
場
合
な
ど
に
は
そ
の
意
味
が
強

く
現
れ
、
祭
り
に
関
わ
る
責
任
や
名
誉
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
絵
幕
資
料
の
多
く
は
、
甲
府
城
下
町
の
「
幕
絵
」
と
同
様
に

絵
画
資
料
と
し
て
価
値
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
祭
礼
用
具
と
し
て
の
調
査
情
報
は

限
定
的
で
る
。
そ
の
現
状
に
お
い
て
、
祭
り
に
お
け
る
絵
幕
の
意
味
を
比
較
検
討
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
絵
幕
を
俯
瞰
す
る
限
り
、
祭
り
に

お
け
る
絵
幕
は
、
製
作
・
使
用
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
第
一
義
的
に
は
奉
納
物
や
記
念
物

と
し
て
製
作
さ
れ
、
用
途
は
「
場
を
仕
切
る
」
と
い
う
用
具
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
絵
画
や
文
様
と
し
て
の
鑑
賞
と
い
う
用
途
は
二
義
的
で
あ
る
。

そ
し
て
一
回
に
誂
え
る
絵
幕
の
枚
数
や
一
つ
の
町
が
所
有
す
る
絵
幕
の
枚
数
は
、
基
本
的
に

一
枚
ず
つ
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
し
た
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
結
果
と
し

て
複
数
の
絵
幕
を
所
有
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、一
町
が
シ
リ
ー

ズ
も
の
と
し
て
一
度
に
数
十
枚
を
誂
え
る
と
い
う
甲
府
城
下
の
「
幕
絵
」
は
特
異
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。

四
．
境
を
開
く
「
幕
絵
」

　
道
祖
神
信
仰
の
研
究
に
お
い
て
、
事
例
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
農
村
部
の
道
祖
神
祭
り
で

は
、
集
落
の
入
口
で
道
切
を
し
て
厄
神
か
ら
の
防
御
を
行
っ
た
り
、
村
境
で
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ

を
行
っ
た
り
、
喧
嘩
に
よ
っ
て
境
界
争
い
を
し
た
り
し
て
境
界
が
意
識
さ
れ
、
守
り
を
強
固

に
し
た
。
他
方
、
人
・
物
資
・
情
報
の
流
通
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
町
（
都
市
）
で
は
、
同
じ

境
界
の
信
仰
に
お
い
て
も
「
遮
り
止
め
る
境
界
は
障
害
と
な
る
。
現
実
的
に
は
様
々
な
形
で

存
在
す
る
境
界
を
、
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（4
（

」
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
道
祖
神
が
様
々
に
存
在
す
る
境
界
を
「
開
く
」
と
い
う
と
い
う
性
格
は
、
甲
府
城
下
の
道

祖
神
祭
り
に
お
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
祝
儀
の
強
要
や
「
お
き
あ
が
り
」
と
い
う
町
対
抗
の

儀
礼
的
喧
嘩
に
み
る
こ
と
が
で
き
た
。「
お
き
あ
が
り
」
は
、
各
町
の
軍
勢
が
辻
で
入
り
乱
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
物
理
的
境
界
を
曖
昧
に
し
、
各
町
に
帰
属
す
る
社
会
集
団
を
融
合
さ

せ
、
年
少
者
と
年
長
者
の
年
齢
的
境
界
も
融
合
さ
せ
る
行
為
で
も
あ
っ
た
。

　
同
様
に
「
幕
絵
」
も
、
境
を
開
き
、
町
と
町
の
境
界
を
融
合
（
一
体
化
）
さ
せ
る
た
め
に

効
果
的
で
あ
る
。「
幕
絵
」
は
、
道
の
両
側
に
掛
け
吊
る
す
こ
と
で
表
通
り
を
祭
場
を
と
し
て

仕
切
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
町
々
の
境
界
を
遮
っ
た
り
閉
ざ
し
た
り
は
し
な
い
。
往
来
を
外

部
に
向
か
っ
て
開
い
た
ま
ま
、
自
由
な
通
行
を
保
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数
の

町
が
同
時
に
「
幕
絵
」
を
張
り
巡
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
異
な
る
題
材
の
幕
に
よ
っ
て
町
の
範

囲
や
経
済
力
・
嗜
好
・
人
脈
・
個
性
を
視
覚
化
し
て
示
し
つ
つ
も
、
同
時
に
甲
州
街
道
沿
い

の
町
を
融
合
さ
せ
る
よ
う
に
一
体
化
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
神
域
を
示
し
た
り
、

町
の
象
徴
に
し
た
り
す
る
目
的
で
あ
れ
ば
、
幕
は
一
枚
で
も
事
足
り
る
。
数
十
枚
も
の
幕
を

必
要
と
し
た
の
は
、
道
を
閉
ざ
さ
ぬ
よ
う
に
各
町
が
表
通
り
に
隈
な
く
張
り
巡
ら
す
と
い
う
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祀
の
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う（

（4
（

。

④
．�
酒
田
市
指
定
文
化
財「
塞
道
絵
幕（
大
壽
和
里
大
祭
事
）―
酒
井
侯
御
安
堵
祝
宴
―
」（
江

戸
時
代
天
保
年
間
）
ほ
か

　
酒
田
市
内
に
は
小
正
月
行
事
と
し
て
「
塞
道
の
幕
見
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
、
使
用
さ
れ

た
絵
幕
が
十
三
点
現
存
す
る
。
い
ず
れ
も
酒
田
市
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

画
題
は
「
塞
道
絵
幕
（
大
壽
和
里
大
祭
事
）
―
酒
井
候
御
安
堵
祝
宴
―
」、「
四
十
七
士
吉
良

邸
討
入
」、「
源
義
家
千
羽
鶴
」、「
石
橋
山
合
戦
」、「
大
江
山
鬼
退
治
」、「
大
江
山
鬼
退
治
首
実

検
」、「
一
谷
の
戦
」
が
あ
る
。「
酒
井
候
御
安
堵
祝
宴
」
は
、
縦
一
．
九
七
メ
ー
ト
ル
、
横
九
．

七
メ
ー
ト
ル
で
、
藩
主
・
酒
井
忠
器
領
地
替
え
の
幕
府
の
命
を
農
民
ら
が
中
止
さ
せ
た
こ
と

を
祝
う
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
同
市
山
寺
地
区
は
、
山
寺
塞
道
幕
六
点
を
所
蔵

す
る
。
そ
れ
ら
の
画
題
は
川
先
地
区
が
「
富
士
の
裾
野
の
巻
狩
り
」、
仲
町
が
「
生
田
盛
源

平
合
戦
」、
下
荒
町
が
「
花
見
の
宴
」
で
あ
る
。

　
行
事
に
お
け
る
絵
幕
の
使
用
方
法
は
、
山
寺
地
区
で
は
小
正
月
行
事
の
と
き
に
少
年
が
集

ま
り
、
鳴
り
物
を
鳴
ら
し
な
が
ら
地
域
を
回
っ
て
厄
や
災
い
を
祓
っ
た
と
い
い
、
塞
道
幕
は

そ
の
拠
点
と
な
る
「
神
宿
」
に
飾
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
酒
田
市
立
資
料
館
が
開
催
し
た
展

覧
会
「
酒
田
の
生
活
行
事
」（

（4
（

お
よ
び
「
酒
田
の
正
月
行
事
展—

塞
道
―
」（

（4
（

の
展
示
資
料
目
録

に
は
、
塞
道
（
道
祖
神
祭
り
）
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
塞
道
と
幕
見

　�

　（
前
略
）
塞
道
の
幕
見
は
酒
田
独
特
の
行
事
で
、
昔
小
正
月
行
事
と
し
て
大
き
な
布
に

絵
を
染
め
抜
い
て
各
町
内
の
板
塀
な
ど
に
張
っ
て
見
せ
た
。
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
頃
の
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

　
酒
田
の
塞
道

　�

　
酒
田
で
は
、
昔
か
ら
塞
道
（
サ
イ
ド
ウ
）
を
セ
ン
ド
と
よ
ん
で
い
る
。
塞
道
は
庄
内
各

地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
正
月
行
事
で
当
酒
田
で
も
特
色
あ
る
伝
統
行
事
の
一
つ
で
あ
っ

た
。

　（
中
略
）

　
　〈
特
色
〉

　
幕
見�

　
塞
道
の
当
日
、
市
街
地
各
町
内
で
戸
外
に
長
大
な
絵
幕
を
張
り
見
物
す
る
し
き
た

　

り
で
、
昔
は
四
十
張
り
あ
っ
た
が
今
は
少
な
く
な
り
、
幕
見
も
わ
す
れ
さ
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　（
後
略
）

　
旧
酒
田
市
立
資
料
館
が
行
っ
た
「
酒
田
の
生
活
行
事
」
展
の
資
料
目
録
の
表
紙
に
は
、
昭

和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
塞
道
渡
し
の
写
真
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
写
真
で
は
、
木
製
の

小
祠
や
三
宝
を
持
っ
た
り
、
笛
を
吹
い
た
り
す
る
大
人
た
ち
が
行
列
を
な
し
て
道
を
行
く
そ

の
背
後
に
一
枚
の
絵
幕
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
飾
り
方
は
、
軒
下
に
紐
を
張
っ
て
吊
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
道
の
脇
に
絵
幕
を
張
り
巡
ら
し
て
い
る
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
左
記
の
よ
う
な
祭
り
の
説
明
か
ら
は
、
酒
田
の
絵
幕
は
、
道
の
脇
に
飾
る
こ
と

に
よ
り
幕
に
祭
場
を
仕
切
る
結
界
の
効
果
を
期
待
す
る
よ
り
も
、
絵
画
的
に
飾
っ
て
見
せ
る

こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、
山
寺
地
区
で
は
道
祖
神
の
神

宿
に
絵
幕
を
飾
っ
て
お
り
、
幕
に
よ
っ
て
神
域
を
示
そ
う
と
す
る
意
識
が
見
出
さ
れ
る
。

⑤
．
博
多
祇
園
山
笠
の
幔
幕
（
天
保
年
間
か
ら
明
治
時
代
）

　
幔
幕
は
、
博
多
祇
園
山
笠
や
放
生
会
、
松
囃
子
で
用
い
ら
れ
、
町
ご
と
に
作
ら
れ
る
共
有

具
で
あ
る
。
長
さ
は
十
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、意
匠
は
、「
雀
踊
り
」（
下
鰯
町
）、「
角

力
取
り
」（
下
呉
服
町
）、「
金
魚
」（
奈
良
町
）、「
七
福
神
」（
上
桶
屋
町
）、「
あ
や
め
」（
大
浜
町
一

丁
目
）
な
ど
町
ご
と
に
異
な
り
、図
柄
が
町
の
印
と
も
み
な
さ
れ
た
。
幔
幕
は
若
者
組
に
よ
っ
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あ
る
甲
府
城
下
に
お
け
る
繁
栄
の
象
徴
と
な
る
の
が
「
幕
絵
」
で
あ
る
。
巨
大
な
飾
り
も
の

を
作
っ
て
見
せ
、
社
会
集
団
の
繁
栄
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。

　「
幕
絵
」
は
町
ご
と
に
作
ら
れ
、
そ
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
広
重
の
よ
う
な
有
名
絵
師
を

甲
府
に
招
き
、
高
額
の
制
作
費
だ
け
で
な
く
逗
留
中
の
遊
興
費
も
負
担
し
て
あ
た
ら
せ
た（

（3
（

。

農
村
に
お
け
る
繁
栄
と
は
、
豊
か
な
稔
り
を
も
た
ら
す
生
産
技
術
や
人
的
資
源
に
裏
付
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
都
市
に
お
け
る
繁
栄
と
は
経
済
力
に
集
約
さ
れ
る
。
高
額
の

金
銭
を
注
ぎ
込
ん
で
有
名
絵
師
に
描
か
せ
た
り
、
連
雀
町
の
「
幕
絵
」
の
よ
う
に
舶
来
の
生

地
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
り
し
た
「
幕
絵
」
は
、
町
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
視
覚
的
装
置
に
ふ

さ
わ
し
い
。

　
ま
た
、
幕
末
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
柳
町
二
丁
目
の
幟
枠
が
評
判
を
呼
ん
で
い
た
と
さ
れ

る
。
さ
ら
に
『
峡
中
浮
世
絵
考
』
に
は
、
柳
町
四
丁
目
の
「
幕
絵
」
が
維
新
の
祝
い
を
兼
ね

た
道
祖
神
祭
を
機
に
新
調
さ
れ
た
こ
と
や
、
新
し
く
「
一
番
綺
麗
だ
っ
た
」
こ
と
が
回
想
さ

れ
て
い
る
。
既
存
の
「
幕
絵
」
が
飾
ら
れ
て
い
た
当
時
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
上
に
人
々
が

関
心
を
抱
く
新
し
い
飾
り
を
町
々
は
求
め
、
作
り
続
け
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
柳

町
二
丁
目
の
幟
枠
に
使
用
さ
れ
た
木
彫
群
の
作
者
は
、
信
州
佐
久
郡
小
諸
の
大
工
、
小
山
正

作
で
あ
っ
た
。
小
山
正
作
は
、
幟
枠
の
制
作
と
同
時
期
に
上
野
原
の
保
福
寺
に
お
い
て
山
門

と
鐘
楼
再
建
の
棟
梁
を
務
め
て
い
た（

（3
（

。
甲
斐
国
内
に
名
が
知
れ
た
大
工
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
甲
府
城
下
町
の
道
祖
神
祭
り
で
は
、
飾
り
の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
か
に

珍
し
く
目
新
し
い
も
の
を
作
ら
せ
て
飾
る
か
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。「
幕
絵
」
が
登
場
す
る
以
前
の
道
祖
神
祭
り
に
お
い
て
、
仮
装
や
見
世
物
、
芝
居
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
の
も
、
目
新
し
さ
や
派
手
さ
を
求
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

町
々
が
行
っ
た
そ
の
工
夫
は
、
単
に
華
や
か
さ
を
求
め
て
行
う
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。「
目
新

し
さ
」
や
「
人
目
を
惹
く
」
と
は
、
時
流
を
捉
え
情
報
を
先
取
り
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
も

あ
る
。
人
や
物
資
と
と
も
に
情
報
が
集
散
す
る
都
市
で
は
、
そ
の
才
能
も
ま
た
、
繁
栄
の
源

泉
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

（
三
）．
現
存
す
る
他
県
の
絵
幕

　
甲
府
城
下
の
「
幕
絵
」
と
類
似
す
る
、
大
型
の
絵
幕
（
祭
礼
幕
）
の
事
例
を
挙
げ
る
。
使

用
さ
れ
る
祭
り
は
道
祖
神
祭
り
に
限
定
し
な
い
。

①
．
長
野
県
中
野
市
指
定
文
化
財
　
児
玉
果
亭
筆「
王
日
神
社
幕
絵
」（
明
治
二
年
、一
八
六
九
）

　
王
日
神
社
（
長
野
県
中
野
市
諏
訪
町
）
に
伝
来
し
、
二
点
が
現
存
す
る
。
縦
二
．
四
メ
ー

ト
ル
、
横
七
．
五
メ
ー
ト
ル
で
、
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
画
題
は
竹
林
と
雀

翁
が
描
か
れ
た
「
舌
切
り
雀
」
と
、画
面
い
っ
ぱ
い
の
大
根
に
鼠
が
乗
る
「
鼠
大
根
」
で
あ
る
。

作
者
は
児
玉
果
亭
で
あ
る（

（3
（

。
第
十
七
代
宮
司
で
あ
る
伝
田
丈
親
と
の
関
連
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
資
料
画
像
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
上
部
に
吊
り
下
げ
の
た
め
の
乳
な
ど
は
見
あ
た

ら
な
い
。
形
状
は
絵
幕
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
使
用
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る（

（3
（

。

②
．�

千
代
田
区
指
定
文
化
財
　
杉
山
鶏
児
筆
「
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
奉
祝
文
」
及
び
河
鍋

暁
斎
筆
「
舞
楽
蘭
陵
王
図
幕
絵
」　
一
張
（
明
治
二
二
年
、
一
八
八
九
）

　
絵
幕
は
麹
町
が
所
有
し
て
い
た
も
の
で
、
山
王
祭
の
際
に
神
酒
所
に
飾
っ
た
も
の
で
あ
る
。

杉
山
鶏
児
に
よ
る
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
に
対
す
る
奉
祝
文
と
、
河
鍋
暁
斎
に
よ
る
舞
楽
の

蘭
陵
王
の
図
と
が
裏
表
に
縫
い
合
わ
せ
ら
れ
て
お
り
、
舞
楽
の
蘭
陵
王
を
題
材
と
す
る
。
制

作
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
を
祝
う
た
め
に
当
時
の
麹
町
四
丁
目
町
会
が
依
頼
し
た
と
い

う
。
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
際
に
は
東
京
の
各
地
で
山
車
や
旗
、
造
り
物
を
飾
り
立
て
て
、

そ
の
祝
典
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
と
い
う（

（3
（

。

③
．
鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
「
門
之
浦
伝
来
絵
幕
」（
中
世
）

　
幅
三
．
七
四
メ
ー
ト
ル
、
全
長
九
．
一
一
メ
ー
ト
ル
で
、
犬
追
物
や
流
鏑
馬
な
ど
中
世
の

武
士
の
様
子
の
ほ
か
、
義
経
記
や
曽
我
物
語
な
ど
を
題
材
に
し
た
十
五
の
場
面
に
分
け
ら
れ

た
内
容
の
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
。
描
か
れ
た
時
代
は
戦
国
時
代
と
特
定
さ
れ
て
お
り
、
祭

83
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①
．
農
村
部
の
巨
大
な
飾
り
も
の

　『
甲
州
年
中
行
事
』
に
は
、「
維
新
前
は
国
中
到
る
処
此
祭
を
行
ひ
、
如
何
な
る
山
間
の
僻

地
と
雖
も
『
ど
ん
ど
』
を
見
ざ
る
は
な
き
有
様
な
り
き
。」
と
記
さ
れ
る
。
現
在
で
も
、
小

正
月
の
道
祖
神
祭
り
は
農
村
部
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ
、
神
木
や
小
屋
、
オ
ヤ
マ
カ
ザ
リ

な
ど
の
大
型
の
飾
り
も
の
が
集
落
ご
と
に
作
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
以
降
、
感
染
症
の

流
行
を
き
っ
か
け
と
し
て
縮
小
化
は
進
ん
だ
も
の
の
、
大
型
の
飾
り
も
の
の
製
作
が
山
梨
の

道
祖
神
祭
り
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
製
作
は
、
保
存
会
が
行
う
場
合
、
各
家
か
ら
一
名
が
出
役
し
て
行
う
場
合
、
組
ご
と
に
一

年
交
代
で
行
う
場
合
な
ど
集
落
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
し
て
、
飾
り
も
の
が
完
成
し
た
時
に

は
昨
年
や
近
年
の
も
の
と
比
較
し
て
品
評
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
、
組
ご
と
に
年

番
で
行
う
場
合
は
こ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
品
評
は
製
作
し
た
当
人
た
ち
が
行
う
こ
と
も
あ
る

が
、
長
老
格
の
老
人
た
ち
が
見
に
来
て
行
う
こ
と
も
あ
る
。
全
体
の
形
の
良
し
悪
し
だ
け
で

な
く
、
大
き
さ
、
屋
根
の
葺
き
方
、
藁
な
ど
素
材
の
切
り
揃
え
方
、
縄
の
巻
き
方
や
縛
り
方

な
ど
細
か
な
製
作
技
術
ま
で
評
価
さ
れ
る
。

　
神
木
や
小
屋
に
用
い
ら
れ
る
技
術
は
、
農
作
業
に
用
い
ら
れ
る
技
術
で
も
あ
り
、
か
つ
て

は
日
時
的
に
用
い
ら
れ
る
手
業
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ヘ
イ
ガ
シ
ラ
と
呼
ば
れ
る
縛
り
方

は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
に
お
い
て
蔓
の
誘
引
に
も
多
用
さ
れ
る（

（3
（

。
そ
の
点
に
お
い
て
、
飾
り
も
の

に
対
す
る
評
価
と
は
、
生
産
や
生
活
に
関
わ
る
技
術
水
準
の
評
価
に
も
通
じ
る
。

　
大
型
の
飾
り
も
の
を
製
作
す
る
た
め
に
は
、
技
術
力
だ
け
で
な
く
多
く
の
人
の
力
を
合
わ

せ
る
必
要
も
あ
る
。
現
在
で
こ
そ
、
小
屋
づ
く
り
や
神
木
立
て
に
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
ク

レ
ー
ン
が
利
用
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
動
力
が
導
入
さ
れ
る
以
前
は
す
べ
て
人

力
で
行
わ
れ
て
い
た
（
写
真
７
、
図
１
）。
大
型
の
飾
り
も
の
を
作
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を

可
能
に
す
る
だ
け
の
人
員
が
集
落
に
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
ま
た
、
飾
り
も
の
作

り
に
は
、
子
ど
も
や
若
者
が
関
わ
っ
た
り
、
神
木
を
立
て
る
た
め
の
穴
掘
り
は
新
婚
の
婿
が

行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
慣
行
が
あ
っ
た
。
巨
大
な
飾
り
も
の
の
製
作
は
、
集
落
内
の
生
産
に

直
接
的
に
関
わ
り
る
人
々
や
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
そ
の
役
割
を
負
う
「
未
来
の
人
材
」
と
で

も
言
う
べ
き
人
々
の
人
口
が
豊
富
で
あ
れ
ば
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　
つ
ま
り
、農
村
部
に
お
け
る
巨
大
な
飾
り
も
の
と
は
、生
産
人
口
の
豊
富
さ
で
あ
り
、生
産
・

生
活
技
術
の
高
さ
を
示
す
指
標
で
も
あ
っ
た
。
山
中
湖
村
平
野
で
は
、
神
木
を
「
去
年
よ
り

も
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
も
高
く
立
て
ろ
」
と
言
っ
た（

（3
（

。
一
昨
年
よ
り
去
年
、
去
年
よ
り
今

年
と
、
わ
ず
か
で
も
そ
の
能
力
が
向
上
し
、
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
表
現
し
た
の
で

あ
る
。
飾
り
も
の
に
限
ら
ず
、
道
祖
神
祭
り
で
は
隣
り
合
う
村
と
村
の
競
い
合
い
も
行
わ
れ
、

互
い
の
勢
力
を
誇
示
し
合
う
こ
と
も
行
わ
れ
て
き
た（

（3
（

。
巨
大
な
神
木
や
小
屋
は
、
技
術
力
や

人
口
の
豊
富
さ
が
も
た
ら
す
共
同
体
の
豊
か
さ
と
繁
栄
力
の
象
徴
と
し
て
、
そ
れ
を
視
覚
的

に
他
村
に
示
す
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
．
甲
府
城
下
町
の
道
祖
神
祭
り
に
お
け
る
繁
栄
の
象
徴

　
農
村
で
は
、
共
同
体
の
繁
栄
を
大
型
の
飾
り
も
の
が
象
徴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
都
市
で

84

写真７　甲笛吹市八代町米倉のオコヤ作り
現代ではフォークリフトを用いて屋根を持ち上げる

図１　�笛吹市八代町米倉のオコヤ作り（『八代町誌』
下巻より作成）
以前は人力で屋根を持ち上げていた
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三
．
都
市
の
祭
り
と
絵
幕

（
一
）．
甲
府
城
下
の
「
幕
絵
」

　
甲
府
城
下
の
各
町
が
所
有
し
た
「
幕
絵
」
に
つ
い
て
は
、『
甲
斐
廼
手
振
』
や
『
甲
州
年
中

行
事
』
に
画
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
緑
町
は
二
丁
目
に
曽
我
物
語
（
後
に

淵
里
「
頼
朝
一
代
記
」）、
八
日
町
一
・
二
丁
目
は
歌
川
国
虎
「
和
漢
名
将
伝
」、
同
三
丁
目

は
「
甲
州
道
中
宿
々
」、
柳
町
一
丁
目
は
二
代
広
重
「
田
舎
源
氏
」、
同
二
・
三
丁
目
は
岸
連

山
「
京
都
名
所
」、同
三
丁
目
は
初
代
広
重
「
東
海
道
五
十
三
駅
」、同
四
丁
目
は
月
岡
芳
年
「
太

閤
記
」、
魚
町
三
丁
目
で
は
淵
里
「
忠
臣
蔵
」、
連
雀
町
は
「
千
羽
雀
」、
青
沼
町
で
は
「
諸

国
名
所
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
緑
町
一
丁
目
の
幕
絵
は
「
東
都
名
所
」
で
あ
り（

（2
（

、
各
町

の
「
幕
絵
」
は
数
十
枚
を
セ
ッ
ト
に
し
た
連
作
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
緑
町
一
丁
目
の

二
代
広
重
に
よ
る
「
幕
絵
」
の
乳
の
部
分
に
は
、「
東
三
」「
岩
彦
前
」
な
ど
の
文
字
が
記
さ
れ

て
お
り
、
緑
町
一
丁
目
の
通
り
の
東
側
、
北
か
ら
三
番
目
の
岩
崎
屋
彦
左
衛
門
の
店
の
前
に

飾
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る（

（2
（

。「
幕
絵
」
を
持
つ
こ
れ
ら
の
町
は
、
い
ず
れ

も
甲
州
街
道
沿
い
と
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
町
々
で
あ
っ
た
。

　
素
材
は
、『
甲
斐
廼
手
振
』
で
は
い
ず
れ
も
木
綿
製
と
す
る
が
、『
甲
州
年
中
行
事
』
で
は

連
雀
町
以
外
を
麻
布
製
と
す
る
。
現
存
す
る
緑
町
一
丁
目
お
よ
び
柳
町
四
丁
目
の
三
枚
の
幕

は
、
い
ず
れ
も
麻
布
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
連
雀
町
は
呉
呂
服
を
用
い
た
と
い

う（
（2
（

。
呉
呂
服
（
呉
絽
、
呉
絽
服
連
）
と
は
江
戸
時
代
初
期
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
毛

織
物
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
グ
ロ
フ
・
グ
レ
イ
ン
（grof grein

）
に
由
来
す
る
。
ラ
ク
ダ
、
山

羊
、羊
の
梳
毛
糸
を
用
い
て
織
ら
れ
、武
家
男
性
の
火
事
装
束
や
合
羽
、帯
地
に
用
い
ら
れ
た
。

な
お
、
毛
織
物
の
祭
礼
幕
は
、
主
に
刺
繍
幕
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
羅
紗
の
赤
地
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　「
幕
絵
」
の
制
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
五
枚
の
布
を
上
下
に
継
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
や

物
見
穴
が
あ
る
こ
と
か
ら
陣
幕
の
作
法
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

場
を
区
切
っ
た
り
結
界
的
に
用
い
た
り
す
る
祭
礼
幕
を
、
神
聖
な
用
具
と
み
な
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
作
法
は
「
幕
絵
」
に
限
ら
ず
、
他
の
祭
礼
幕
や

芝
居
小
屋
の
幕
に
も
見
ら
れ
る（

（3
（

。
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
「
幕
絵
」
が
甲
府
城
下
の

道
祖
神
祭
り
の
特
異
な
祭
礼
用
具
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
二
）．
山
梨
に
お
け
る
道
祖
神
祭
り
の
飾
り
も
の

　「
幕
絵
」
は
甲
府
城
下
の
特
別
な
祭
礼
用
具
と
し
て
語
ら
れ
続
け
て
き
た
が
、
同
じ
道
祖

神
祭
り
の
飾
り
で
あ
る
農
村
部
の
飾
り
も
の
と
の
比
較
検
討
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
両

者
を
比
較
す
る
と
「
大
型
で
あ
る
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
飾
り
の
大
型
化
は
、
ど
ち
ら

の
場
合
も
、
そ
の
社
会
集
団
の
繁
栄
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

85

写真５　「四神の飾り」（十一屋野口家資料）

写真６　『東都歳時記』より「烏森稲荷社初午祭御旅出の図」
左頁中央部に四神幟が据えられているのが確認できる
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査
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
十
一
屋
野
口
家
資
料
と
し
て
寄
贈
を
受
け
た
（
写
真
３
―
１
、
３
―

２
）（

（2
（

。
　
甲
府
城
下
町
の
道
祖
神
祭
り
で
は
、
道
路
の
中
央
に
竹
竿
を
芯
に
正
月
の
松
を
積
み
上
げ

た
「
お
山
」
を
造
っ
た（

（2
（

。「
お
山
」
の
上
部
に
は
柳
状
の
飾
り
が
付
け
ら
れ
、
地
面
に
向
け
て

綱
が
張
ら
れ
、
綱
に
は
白
紙
や
書
初
め
が
飾
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
現
在
も
甲
府
市
街

地
の
北
部
や
県
内
農
村
部
で
行
わ
れ
て
い
る
道
祖
神
祭
り
の
飾
り
と
類
似
し
た
形
状
と
考
え

ら
れ
る
（
写
真
４
）。

　
祭
り
に
は
道
祖
神
を
祀
る
神
殿
も
必
要
で
あ
る
。
神
殿
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　�

　
道
祖
神
の
祠
を
祀
る
可
き
家
は
町
内
適
當
の
明
家
を
當
て
其
大
戸
を
開
き
、
格
子
戸
を

取
り
放
ち
内
に
安
置
し
奉
る
、
神
前
に
神
酒
鏡
餅
又
塩
を
山
形
に
積
み
た
る
を
供
ふ
、
祠

を
安
置
し
た
る
所
を
「
御
ち
よ
う
屋
」
と
云
ふ（

（2
（

　
神
殿
の
場
所
や
大
き
さ
は
、
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
文
字
記
録（

（2
（

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
拝
殿
は
、
祠
を
安
置
し
た
空
家
に
接
す
る
形
で
往
来
（
表
通
り
）
に
建
て
ら
れ
た
。

設
営
に
は
大
工
が
呼
ば
れ
、
仮
設
と
は
い
え
簡
素
な
建
築
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。
神
殿
の
大
き
さ
は
、
片
羽
町
の
記
録
に
よ
れ
ば
二
間
×
三
間
（
幅
約
五
．
四
メ
ー
ト

ル
×
奥
行
約
三
．
六
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
。
祭
り
の
期
間
、
町
の
中
に
拝
殿
を
有
し
た
風

格
漂
う
道
祖
神
の
神
殿
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
道
祖
神
祝
儀
並
に
諸
入
用

永
代
帳
』（

（2
（

に
記
さ
れ
た
祭
礼
用
具
に
も
、
神
殿
に
該
当
す
る
「
御
拝
」（
御
拝
殿
の
意
か
）
が

記
さ
れ
て
い
る
。
柱
や
梁
、
棟
木
、
屋
根
、
破
風
板
な
ど
の
部
材
は
、
主
要
な
商
家
が
分
割

管
理
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
永
代
帳
か
ら
は
「
四
神
幟
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
十
一

屋
野
口
家
資
料
に
は
、
彩
色
を
施
し
た
四
神
の
彫
刻
も
存
在
し
（
写
真
５
）、
こ
れ
ら
は
四

神
幟
の
上
部
に
取
り
付
け
ら
れ
た
飾
り
と
推
測
さ
れ
る（

（2
（

。
江
戸
の
祭
礼
図
を
参
考
に
す
れ
ば
、

四
神
幟
は
拝
殿
の
前
に
立
て
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
写
真
６
）。

写真３−１　�幟枠の彫刻のうち「登り龍」（十一屋野口
家資料）

写真３−２　�幟枠の彫刻のうち「降り龍」（十一屋野口
家資料）

写真４　�甲府市街地北部のオヤマカザリ
（2005年以前、保坂登志雄撮影）
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（
二
）．
神
体
と
神
格

　
神
体
は
丸
石
で
あ
っ
た
。
社
は
小

さ
な
祠
を
一
町
に
一
社
祀
り
、
平
時

は
庇
の
上
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
ま
た
、
祭
り
に
は
神
職
や
修
験

が
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
道
祖
神
は
祭
り
の
期

間
中
の
十
三
日
か
ら
十
五
日
の
間
、

「
無
妻
の
者
」
に
乗
り
移
り
騒
動
を
起

こ
す
と
さ
れ
、
そ
れ
を
制
す
る
と
神

罰
が
く
だ
る
と
も
書
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
甲
府
城
下
の
道

祖
神
が
単
神
の
男
神
な
の
か
女
神
な

の
か
、
あ
る
い
は
男
女
神
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
荒
ぶ
る
神
の
側
面
を
持
っ
て
い

た
こ
と
や
、
独
身
男
性
の
関
与
が
大
き
い
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
甲
府
城
下
の
道
祖
神
が
荒
ぶ
る
神
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
祭
り
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
祝

儀
の
強
要
か
ら
も
う
か
が
え
る
。『
裏
見
寒
話
』
で
は
、
先
の
事
例
に
続
き
、
年
老
い
て
い
て

も
独
身
の
者
は
道
路
に
立
ち
、
前
年
に
吉
事
が
あ
っ
た
家
か
ら
祝
儀
を
出
さ
せ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
前
年
に
結
婚
し
た
者
の
家
を
訪
れ
て
祝
儀
を
出
さ
せ
る
行
為
で
は
祝
儀
の
多

寡
を
め
ぐ
っ
て
争
い
事
が
起
こ
り
、
少
な
い
場
合
は
聟
の
家
財
や
商
品
を
壊
し
た
と
さ
れ
る
。

先
述
の
獅
子
舞
も
、
家
々
を
舞
い
ま
わ
る
時
に
、
口
論
に
な
れ
ば
獅
子
舞
を
舞
わ
さ
な
い
と

言
っ
て
困
ら
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
こ
の
ほ
か
に
、
祭
り
に
付
随
し
て
町
と
町
が
対
抗
し
て
行
う
「
お
き
あ
が
り
」
と
称
す
る

遊
戯
的
な
喧
嘩
も
あ
り（

（1
（

、
荒
ぶ
る
道
祖
神
の
神
格
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
お
き
あ
が

り
」
は
十
四
日
の
夜
に
辻
で
行
わ
れ
た
。
竹
竿
に
よ
っ
て
な
ぐ
り
合
う
と
い
う
激
し
い
も
の

で
、
最
初
に
辻
を
挟
ん
で
隣
町
の
軍
同
士
が
向
か
い
合
い
、
年
少
者
が
先
手
と
な
り
後
ろ
に

年
長
の
青
年
が
備
え
た
。
ま
ず
年
少
同
士
が
戦
い
、
そ
こ
に
年
長
者
が
加
わ
っ
た
と
い
う
。

勝
敗
は
相
手
を
追
い
込
ん
で
相
手
の
竹
竿
を
取
り
上
げ
、
抵
抗
力
が
無
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で

決
ま
る
。
し
か
し
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
っ
た
り
、
起
こ
っ
た
こ
と
を
後
日
に
引
き
ず
っ
た
り
す

る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
翌
日
に
は
町
ご
と
の
作
戦
を
批
評
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。

　「
お
き
あ
が
り
」
に
は
、
先
の
「
境
を
開
く
」
と
い
う
道
祖
神
の
性
格
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
祭
り
に
付
随
す
る
「
遊
戯
」
と
し
て
、
後
日
に
禍
根
を
残
す
こ
と
な
く
一
定
の
型
の

な
か
で
行
わ
れ
て
お
り
、町
と
町
の
力
の
対
抗
で
あ
り
つ
つ
も
、祭
り
に
乗
じ
て
起
こ
す
「
抗

争
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
双
方
の
町
の
若
者
が
入
り
乱
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
両
町
を
入
り

乱
れ
さ
せ
、
町
の
境
や
町
や
年
齢
に
よ
る
社
会
集
団
を
一
時
的
に
融
合
さ
せ
る
（「
開
く
」）

た
め
の
儀
礼
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
祝
儀
の
強
要
や
そ
れ
に
関
わ
る
争
い
や

乱
暴
も
一
種
の
秩
序
の
撹
乱
で
あ
り
、
社
会
的
境
界
を
「
開
く
」
行
為
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。

（
三
）．
祭
場

　
祭
り
の
場
の
設
え
方
に
つ
い
て
、『
甲
州
年
中
行
事
』
は
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
主
要
な

祭
場
と
な
る
の
は
町
の
表
通
り
で
あ
る
。
道
祖
神
は
町
ご
と
に
祀
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
の

境
界
を
区
切
っ
て
祭
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
町
の
境
界
の
標
示
と
し
て
、
道
の
入
口
の
道

の
両
脇
に
青
竹
を
立
て
て
注
連
縄
を
張
る「
志
め
き
り
」を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
大
幟
、吹
流
、

万
燈
が
立
て
ら
れ
た
。
大
幟
は
二
本
一
対
、
吹
流
は
一
本
で
「
道
祖
大
明
神
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
万
燈
に
は
「
天
下
泰
平
」「
國
家
安
寧
」「
五
穀
豊
饒
」「
家
内
安
全
」
な
ど
と
書
か
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
は
幟
枠
に
立
て
て
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
甲
州
年
中
行
事
』
で
は
、

柳
町
二
丁
目
の
幟
枠
を
挿
絵
を
用
い
て
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
幕
末
の
道
祖
神
祭
り
で
評

判
を
呼
ん
だ
と
い
う（

（1
（

こ
の
幟
枠
を
飾
っ
た
木
彫
は
、
二
〇
一
五
年
に
山
梨
県
立
博
物
館
の
調
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り
が
日
常
に
お
け
る
秩
序
を
変
換
す
る
機
会
で
あ
れ
ば
、
社
会
的
な
秩
序
を
形
成
す
る
要

素
の
一
つ
で
あ
る
居
住
空
間
の
境
を
、
一
時
的
で
あ
っ
て
も
開
く
役
割
を
道
祖
神
に
は
期

待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る（

９
）。

　
都
市
の
繁
栄
が
「
開
か
れ
る
」
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、
都
市
が
周
辺
地
域
に
支
え

ら
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
物
資
や
情
報
が
集
散
す
る
機
能
を
持
ち
、
そ
の
消
費
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
境
を
閉
じ
て
外
来
者
の
来
訪
を
拒
ん
で
は
、
都
市
は
機
能
を

失
い
か
ね
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
も
近
年
の
感
染
症
の
流
行
を
通
じ

て
経
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。
感
染
症
と
い
う
災
厄
か
ら
の
防
御
を
目
的
と
し
て
人
の
往
来
を

最
小
限
に
留
め
た
こ
と
は
、
経
済
活
動
の
人
為
的
抑
制
と
な
り
、
急
激
か
つ
大
幅
な
景
気
後

退
を
も
た
ら
し
た（

（1
（

。
境
を
開
き
、
人
や
物
や
情
報
が
交
流
す
る
こ
と
は
、
都
市
が
機
能
す
る

た
め
の
必
須
条
件
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
都
市
の
道
祖
神
信
仰
に
お
け
る
「
開
く
」
機
能
や
、
祭
り
に
お

け
る
周
辺
地
域
と
の
関
係
性
は
、
甲
府
城
下
の
道
祖
神
祭
り
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
次
に
、
江
戸
時
代
の
「
甲
府
道
祖
神
祭
り
」
で
行
わ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
文

字
記
録
を
も
と
に
確
認
し
て
い
く
。

二
．
甲
府
城
下
の
道
祖
神
祭
り

　
甲
府
城
下
の
道
祖
神
祭
り
の
様
子
は
、『
裏
見
寒
話
』（
宝
暦
二
年
、
一
七
五
二
）、『
日
本
九

峰
修
行
日
記
』（
文
化
十
三
年
、
一
八
一
六
）、『
甲
州
日
記
』（
天
保
十
二
年
、
一
八
四
一
）、『
甲

斐
廼
手
振
』（
嘉
永
三
年
、
一
八
五
〇
）『
甲
州
道
中
記
』（
慶
応
二
年
、
一
八
六
六
）、『
甲
斐
の

落
葉
』（
明
治
二
十
年
頃
の
聞
き
書
き
）、『
甲
州
年
中
行
事
』（
大
正
時
代
初
期
の
聞
き
書
き
）

な
ど
の
史
料
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
幕
絵
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

る
の
は
、『
甲
州
道
中
記
』『
甲
州
日
記
』『
甲
斐
廼
手
振
』『
甲
州
年
中
行
事
』
で
あ
る
。
そ
の
他

の
記
録
で
は
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
町
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
見
世
物
や
、

子
ど
も
が
行
う
歌
舞
伎
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。「
幕
絵
」
は
、
そ
れ
ら
の
「
出
し
物
」
か
ら

次
第
に
関
心
が
移
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
登
場
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
幕
絵
」
を
飾
る
こ
と

以
外
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
祭
り
の
民
俗
的
要
素
と
し
て
、
信
仰
の
あ
り
方
、
家
々
の
祝
儀

の
様
子
、
祭
場
の
整
え
方
な
ど
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
次

に
記
す
。
な
お
、「
幕
絵
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
一
）．
祭
日 

　
祭
り
は
、
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
と
さ
れ（

（1
（

、
神
殿
や
神
木
立
て
な
ど
も
こ
の
期
間
に
行

わ
れ
た（

（1
（

。
正
月
の
松
を
積
み
上
げ
、
書
初
め
な
ど
を
飾
っ
た
お
山
飾
り
は
、
十
三
日
に
立
て

ら
れ
る（

（1
（

、
祭
り
の
中
心
は
十
四
日
で
あ
る
。
夕
方
か
ら
獅
子
舞
が
行
わ
れ
た
と
記
録
す
る（

（1
（

。

こ
の
獅
子
舞
は
小
さ
な
社
を
長
持
ち
の
上
に
載
せ
た
と
さ
れ
る
。
現
行
の
農
村
部
の
道
祖
神

祭
り
で
も
、
例
え
ば
甲
斐
市
下
福
沢
や
甲
府
市
塚
原
で
は
獅
子
頭
を
小
祠
に
納
め
て
ム
ラ
の

な
か
を
巡
行
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
甲
府
城
下
の
獅
子
頭
の
安
置
状
況
も
、
こ
れ
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
写
真
１
、
２
）。
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紹
介
し
、甲
府
道
祖
神
祭
り
の「
幕
絵
」と
の
類
似
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
最
後
に
、

都
市
の
道
祖
神
祭
り
に
お
け
る
祭
礼
用
具
と
し
て
の
「
幕
絵
」
の
機
能
や
甲
府
城
下
に
お
け

る
道
祖
神
祭
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

一
．
都
市
の
道
祖
神
信
仰

　
民
俗
学
で
は
、
草
創
期
か
ら
道
祖
神
を
研
究
の
対
象
と
し（

４
）、

村
境
な
ど
に
あ
っ
て
、
そ
の

内
側
に
悪
い
も
の
が
入
ら
な
い
よ
う
遮
り
塞
ぐ
神
で
あ
る
と
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際

の
民
間
信
仰
の
な
か
の
道
祖
神
は
、
単
に
境
界
の
神
と
し
て
村
内
の
安
全
を
守
護
す
る
だ
け

で
な
く
、
五
穀
豊
穣
・
果
樹
豊
作
・
養
蚕
満
足
と
い
っ
た
生
産
に
関
わ
る
も
の
か
ら
夫
婦
和
合
・

子
孫
繁
栄
あ
る
い
は
疫
神
退
散
・
交
通
安
全
な
ど
、
時
代
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
り
な
が
ら
も

生
活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
願
い
を
受
け
止
め
る
存
在
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
神
体
は
、

石
や
人
形
な
ど
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
研
究
は
基
本
的
に
農
村
部
の
民
間
伝
承

の
道
祖
神
を
事
例
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
一
方
で
、
道
祖
神
は
古
典
な
ど
に
見
ら
れ
る
文
字
の
世
界
に
も
記
述
さ
れ
た
。
古
典
の
世

界
の
道
祖
神
は
神
話
的
世
界
と
の
関
わ
り
か
ら
道
の
神
や
旅
の
神
と
し
て
説
か
れ
た
が
、
そ

の
後
、
男
女
一
対
の
性
的
な
機
能
を
持
つ
神
と
も
習
合
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

文
字
に
記
録
さ
れ
た
道
祖
神
の
姿
は
、
基
本
的
に
は
都
を
中
心
と
し
た
、
文
字
文
化
を
享
受

す
る
人
々
の
知
識
で
あ
る（

５
）。

ま
た
、
古
代
史
の
視
点
か
ら
は
、
日
本
の
都
城
祭
祀
や
道
の
祭

祀
と
、
百
済
陵
山
里
寺
跡
出
土
の
陽
物
形
木
簡
の
比
較
研
究
に
よ
り
、
ム
ラ
の
道
祖
神
信
仰

の
源
流
を
古
代
の
都
城
祭
祀
に
求
め
る
研
究
も
行
わ
れ
た（

６
）。

道
祖
神
信
仰
の
研
究
で
は
農
村

の
道
祖
神
と
都
市
の
道
祖
神
の
双
方
を
対
象
と
し
て
は
き
た
が
、
民
俗
学
や
古
代
史
に
お
け

る
都
市
の
道
祖
神
信
仰
の
事
例
は
、
基
本
的
に
道
祖
神
信
仰
の
成
立
を
解
き
明
か
す
過
程
に

用
い
ら
れ
て
き
た
。
事
例
研
究
と
し
て
は
、
松
本
の
道
祖
神
木
像
な
ど
の
研
究
や
調
査
報
告

も
あ
る
が（

７
）、

都
市
の
道
祖
神
の
信
仰
や
そ
の
祭
り
の
報
告
自
体
は
豊
富
と
は
言
い
難
い
。

　
倉
石
忠
彦
は
、
近
世
城
下
町
の
道
祖
神
祭
り
の
状
況
を
『
諸
国
風
俗
問
状
答
』
に
よ
り
考

察
し
て
い
る（

８
）。

こ
の
な
か
で
は
、
境
界
の
信
仰
に
は
、
旅
す
る
者
の
立
場
か
ら
は
「
境
界
を

開
き
無
事
に
越
え
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
」
で
あ
り
、
境
の
内
側
の
者
に
と
っ
て
は
「
境
を
犯

し
去
来
す
る
も
の
か
ら
防
御
し
て
く
れ
る
存
在
」
で
あ
る
と
い
う
二
面
性
が
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
田
領
、
長
岡
藩
、
松
代
藩
、
松
本
領
の
各
城
下
の
道
祖
神
祭
り
で
は
、

城
下
の
内
部
や
近
在
の
村
々
が
関
わ
り
合
い
な
が
ら
多
重
構
造
的
に
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
松
代
の
道
祖
神
祭
り
で
は
、
町
や
近
郷
に
よ
っ
て
城
下

が
祝
福
さ
れ
、
町
に
よ
っ
て
城
内
に
道
祖
神
の
神
体
が
担
ぎ
込
ま
れ
て
祝
福
さ
れ
る
と
い
う

祭
り
の
あ
り
方
が
あ
っ
た
。
支
配
者
層
が
町
方
在
方
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
、
家
の
繁
栄
を
期

待
さ
れ
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
地
域
の
中
心
に
町
（
都
市
）
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
農
村

の
道
祖
神
祭
り
が
あ
り
、
双
方
の
影
響
の
な
か
で
安
定
や
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
関

係
性
が
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
構
造
に
お
い
て
は
、
社
会
集
団
の
間
に
存
在
す
る
物

理
的
・
精
神
的
な
境
界
を
「
開
く
」
こ
と
で
祭
り
が
成
立
し
て
い
る
。
町
の
道
祖
神
信
仰
に

お
い
て
は
、
境
界
を
閉
じ
て
塞
ぎ
止
め
る
だ
け
で
な
く
境
を
開
く
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　�

　
地
表
に
お
け
る
特
定
空
間
に
お
い
て
、
特
定
の
人
々
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
社
会
集
団

の
内
部
だ
け
で
生
活
す
る
世
界
、
つ
ま
り
あ
る
意
味
で
は
閉
じ
ら
れ
た
生
活
世
界
で
は
な

く
、
特
定
空
間
を
越
え
て
人
や
物
や
情
報
が
交
流
す
る
世
界
が
「
都
市
」
で
あ
る
。
そ
う

し
た
と
こ
ろ
で
は
遮
り
止
め
る
境
界
は
障
害
と
な
る
。
現
実
的
に
は
様
々
な
形
で
存
在
す

る
境
界
を
、
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
開
く
と
い
う
こ
と
は
そ
こ
に
開
く
べ

き
境
が
存
在
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
境
は
単
に
空
間
的
境
界
だ
け
で
は
な
く

社
会
的
境
界
を
も
発
生
さ
せ
る
。
城
下
の
繁
栄
に
か
か
わ
る
の
は
城
主
で
あ
り
家
中
で
あ

り
町
人
で
あ
り
農
民
で
あ
る
。
農
村
に
お
け
る
農
民
と
い
う
単
一
的
な
社
会
的
存
在
か
ら

す
れ
ば
、
多
様
な
社
会
的
状
況
の
発
生
で
あ
る
。
道
祖
神
は
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
に
応
じ
て

祭
ら
れ
、
祭
り
の
時
に
は
そ
の
境
界
を
開
く
。
新
し
い
境
界
の
元
で
の
祭
り
で
あ
る
。
祭
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は
じ
め
に

　
山
梨
県
立
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）
で
は
、
三
枚
の
「
甲
府
道
祖
神
祭
幕
絵
」

（
１
）（

以
下
、「
幕

絵
」
と
表
記
）
を
所
蔵
し
て
い
る
。
当
館
が
所
蔵
す
る
「
甲
府
道
祖
神
祭
り
」

（
２
）

に
関
連
す
る

実
物
資
料
は
美
術
工
芸
と
民
俗
の
二
分
野
に
ま
た
が
り
、
緑
町
一
丁
目
が
所
有
し
た
二
枚
と

柳
町
四
丁
目
が
所
有
し
た
一
枚
の
計
三
枚
の
「
幕
絵
」、
柳
町
二
・
三
丁
目
が
所
有
し
た
「
幕

絵
」
の
画
稿
と
画
巻
、
魚
町
一
丁
目
自
治
会
が
管
理
し
て
い
た
道
祖
神
木
祠
と
丸
石
神
体
お

よ
び
祭
礼
用
具
一
式
、
さ
ら
に
柳
町
二
丁
目
所
有
の
幟
枠
の
木
彫
一
式
と
四
神
像
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
木
彫
は
二
〇
一
七
年
に
新
た
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
、
若
尾
謹
之
助
に
よ
る
大

正
時
代
の
聞
き
書
き
に
よ
り
、『
甲
州
年
中
行
事
』
に
記
録
さ
れ
た
幟
枠
そ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
（
二
─
（
三
）
に
後
述
）。
明
治
維
新
に
よ
っ
て
廃
絶
し
た
甲
府
城
下

の
道
祖
神
祭
り
の
様
は
、
既
存
の
文
字
資
料
に
加
え
、
収
集
さ
れ
た
実
物
資
料
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
立
体
的
に
描
き
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、「
甲
府
道
祖
神
祭
り
」
に
関
す
る
郷
土
史
的
な
関
心
は
、
基
本
的
に
「
幕
絵
」
を

中
心
に
注
が
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
祭
り
が
廃
絶
し
た
後
、
山
梨
県
内
に

残
存
し
た
「
幕
絵
」
は
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
県
立
図
書
館
で
開
か
れ
た
第
二
回
「
峡

中
浮
世
絵
展
」
に
お
い
て
展
示
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
に
著
さ
れ
た
『
峡
中
浮
世
絵
考
』

に
は
、「
幕
絵
」
の
制
作
や
祭
り
廃
絶
後
の
処
分
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
「
甲

府
道
祖
神
祭
り
」
に
関
す
る
研
究
も
、
主
と
し
て
美
術
史
（
絵
画
）
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
。
近
世
史
の
視
点
か
ら
の
論
考
も
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
も
「
幕
」
と
い
う
形
態
や
制

作
に
至
る
社
会
的
背
景
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
著
名
な
絵
師
に
よ
る
作
品
と
し

て
の
「
幕
絵
」
や
、
莫
大
な
費
用
を
費
す
祭
り
の
盛
大
さ
に
対
す
る
関
心
の
域
を
出
る
も
の

で
は
な
か
っ
た（

３
）。

　「
甲
府
道
祖
神
祭
り
」
に
お
い
て
、「
幕
絵
」
は
祭
り
の
華
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
著
名
な
画
家
を
招
き
逗
留
さ
せ
て
描
か
せ
た
巨
大
な
絵
は
、
甲
府
の
隆
盛
と
そ

の
願
い
の
証
で
あ
り
、町
人
文
化
と
芸
術
文
化
の
蜜
月
の
象
徴
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、「
幕

絵
」
は
祭
り
の
用
具
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
道
祖
神
信
仰
や
祭
り
そ
の
も
の
を
示
す
資
料
で
は

な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
甲
府
城
下
の
道
祖
神
祭
り
自
体
の
研
究
が
進
展
し
な
い

限
り
、「
幕
絵
」
は
絵
画
作
品
の
枠
に
押
し
込
め
ら
れ
、
祭
礼
用
具
と
し
て
の
真
価
を
問
う
こ

と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
本
稿
は
こ
う
し
た
課
題
に
立
脚
し
、
特
に
祭
礼
用
具
と
し
て
の
「
幕
絵
」
の
機
能
に
注
目

し
な
が
ら
、
甲
府
城
下
の
道
祖
神
信
仰
と
、
そ
の
祭
り
に
つ
い
て
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
都
市
の
道
祖
神
信
仰
に
関
す
る
研
究
と
、
甲
府
城
下
の
道
祖
神
祭
り
の
内
容
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
続
い
て
、山
梨
の
道
祖
神
祭
り
の
飾
り
も
の
の
特
徴
に
触
れ
、農
村
部（
神

木
・
小
屋
）
と
都
市
（「
幕
絵
」）
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
道
祖
神
祭
り
に
お
け
る

飾
り
も
の
の
象
徴
性
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
ま
た
、
祭
り
に
お
い
て
絵
幕
を
用
い
る
事
例
を

山梨県立博物館研究紀要　第19集　2025

　
　
境
を
開
く
「
幕
絵
」

　
　
　
　
　
―
祭
礼
用
具
と
し
て
の
理
解
を
試
み
る
―

丸
　
尾
　
依
　
子
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お
わ
り
に

　

当
館
で
新
し
く
収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
年
章
の
手
に
よ
る
三
点
の
扇
面
絵
に
つ
い
て
、

そ
の
画
題
及
び
落
款
等
か
ら
制
作
年
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
が
、
現
時
点
で
は
い
つ
の
制
作

で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
年
章
は
数
少
な
い
、
山
梨

出
身
の
浮
絵
師
の
ひ
と
り
で
あ
る
が
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
も
多
く
、
研
究
の

余
地
も
多
い
に
あ
る
。
基
準
作
が
決
し
て
多
く
は
な
い
こ
と
、
ま
た
年
章
の
研
究
論
考
に
つ

い
て
も
現
状
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
当
館
で
も
年
章
作
品
の
収
集
を
お
こ
な
い
、

調
査
・
研
究
を
進
め
た
く
思
っ
て
い
る
。

【
註
】

（
１
）�

布
施
村
戸
籍
に
「
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
二
月
廿
一
日
東
京
府
浅
草
区
須
賀
町
二
番
戸
へ
き
留
」

と
あ
る
が
、
こ
の
住
所
が
芳
年
の
自
宅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
弟
子
と
し
て
芳
年
宅
に
住
み
込
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
中
山
嘉
明
「
甲
州
浮
世
絵
師
中
沢
年
章
」（『
甲
斐
路
』
第
十
三
号
、
山
梨
郷

土
研
究
会
、
一
九
六
七
年
））。

（
２
）
山
中
古
洞
「
芳
年
傳
備
考
」（
第
三
稿
）（『
浮
世
絵
志
』
十
八
号
、
浮
世
絵
志
会
、
一
九
三
〇
年
）。

（
３
）�

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
三
月
十
八
日
発
行
の
『
警
世
』
と
い
う
新
聞
に
「
特
別
広
告
、
爾
今

愛
宕
町
小
山
方
に
居
住
し
汎
く
揮
毫
の
需
に
応
じ
候
中
沢
年
章
」
と
広
告
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
治
三
十
二
年
に
は
愛
宕
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
中
山
嘉
明
「
甲
州
浮
世
絵
師
中
沢
年

章
と
そ
の
作
品
」（『
甲
斐
路
』
第
五
十
八
号
、
山
梨
郷
土
研
究
会
、
一
九
八
六
年
））。

（
４
）�『
中
巨
摩
郡
誌
』
に
は
、「
最
も
人
物
画
に
長
ず
。」
と
あ
る
（
山
梨
県
中
巨
摩
郡
聯
合
教
育
会
『
精
粋

中
巨
摩
郡
誌
』
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
）。

（
５
）�

守
屋
正
彦
「
中
澤
年
章
に
つ
い
て
」（『
山
梨
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
山
梨
県
立
美
術
館
、

一
九
八
二
年
）。

（
６
）
大
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
甲
府
の
豪
商
、
大
木
家
由
来
の
資
料
の
ひ
と
つ
。

（
７
）�

前
掲
註
（
５
）
の
作
品
一
覧
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
三
点
に
、
前
掲
註
（
６
）
の
「
扇
面
富
岳
図
」
を

加
え
た
計
四
点
と
な
る
。

（
８
）�

当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
「
扇
面
富
岳
図
」
の
他
、
紙
本
着
色
の
「
富
士
」
の
絵
、「
人
物
戯
画
図
」
と

い
う
絹
本
作
例
の
背
後
に
富
士
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
、
そ
し
て
明
治
天
皇
御
幸
記
念
に
板
絵
と
し

て
描
か
れ
、
韮
崎
市
船
山
姫
宮
神
社
に
献
上
さ
れ
た
額
の
背
景
の
一
部
と
し
て
富
士
が
描
か
れ
て
い

る
の
が
確
認
で
き
る
（
前
掲
（
５
）
参
照
）。

（
９
）
前
掲
註
（
５
）
参
照
。

（
10
）
前
掲
註
（
５
）
参
照
。

（
11
）
前
掲
註
（
５
）
参
照
。

（
12
）
前
掲
註
（
５
）
参
照
。

【
図
版
】

　

図
版
６
〜
８　

山
梨
県
立
博
物
館
蔵　

執
筆
者
撮
影

　

図
１
～
８　

山
梨
県
立
博
物
館
蔵　

執
筆
者
撮
影

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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次
に
「
章
」
に
つ
い
て
だ
が
、
①
の
よ
う
に
全
体
的
に
崩
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

明
治
三
十
年
代
前
半
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
時
折
見
ら
れ
る
。
な
お
、
②
③
の
あ
ま
り
崩

れ
て
い
な
い
「
章
」
の
字
に
つ
い
て
も
、
明
治
三
十
年
代
前
半
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
同

じ
よ
う
に
見
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
年
代
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
の
三
点
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
作
成
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、
②
に
つ
い
て
は
明
治
三
十

年
代
前
中
期
に
、
①
③
に
つ
い
て
は
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
間
、
と
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
三
点
が
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
と
、
①
③
の
「
年
」

の
崩
し
方
と
②
の
崩
し
方
を
併
用
し
て
使
用
し
て
い
る
の
は
明
治
三
十
四
～
三
十
六
年
ほ
ど

の
間
と
な
る
。
し
か
し
、
現
状
基
準
作
と
な
る
作
例
の
年
代
に
偏
り
が
あ
り
、
例
え
ば
明
治

三
十
七
～
四
十
年
代
に
か
け
て
の
基
準
作
例
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の

仮
説
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
明
治
三
十
年
代

以
降
の
制
作
、
と
や
や
対
象
年
代
が
広
く
な
る
が
、
こ
の
三
点
の
扇
面
絵
の
制
作
年
代
に
つ

い
て
は
そ
の
よ
う
に
仮
定
し
て
お
き
た
い
。

　

最
後
に
捺
さ
れ
て
い
る
印
章
に
つ
い
て
だ
が
、①
「
年
章
」（
白
文
方
印
）、②
「
希
康
庵
」（
朱

文
方
印
）、
③
「
無
水
」（
朱
文
方
印
）
と
な
っ
て
い
る
。
②
「
希
康
庵
」
に
つ
い
て
は
関
防

印
と
し
て
守
屋
氏
の
論
考
に
示
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
他
の
ふ
た
つ
の
印
章
に
つ
い
て
は
他
に
捺

さ
れ
て
い
る
作
例
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
初
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、「
年
章
」「
無
水
」
と
も
に
他
の
形
状
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
語
を
用
い
た
印
章
を
、

他
の
作
例
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

　

本
資
料
が
、
署
名
や
画
風
な
ど
か
ら
見
て
も
年
章
の
作
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
申
し
分
な

い
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
①
と
③
の
印
章
に
つ
い
て
は
、
年
章
の
新
出
印
章
と
し
て
、
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図７　②「扇面富士図」署名部分

図８　③「扇面花卉図」署名部分

図６　①「扇面富士図」署名部分
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三
点
の
内
二
点
は
富
士
図
で
あ
る
が
、
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
は
、
富
士
を

取
り
上
げ
た
も
の
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い（

８
）。

　

次
に
、
山
水
花
鳥
図
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
南
画
的
要
素
が
強
い
も
の
を

い
く
つ
か
残
し
て
い
る
。
な
お
、
年
章
は
人
物
を
描
く
際
は
細
か
な
箇
所
ま
で
描
き
込
む
こ

と
が
多
い
が
、
そ
の
背
景
に
あ
た
る
山
水
や
花
卉
の
類
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
荒
々
し
い
筆

遣
い
で
描
く
傾
向
に
あ
る
。
今
回
の
三
点
に
つ
い
て
も
、
丹
念
に
描
き
込
ん
だ
と
い
う
よ
り

も
、
伸
び
や
か
で
流
れ
る
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
て
い
る
。
扇
面
絵
の
依
頼
を
受
け
、
席

画
に
近
い
形
で
作
成
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
画
料
に
つ
い
て
は
、
年
章
は
絵
の
具
道

具
を
買
う
以
外
は
ほ
と
ん
ど
酒
代
に
つ
ぎ
込
ん
で
い
た
と
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
が（

９
）、

こ

う
し
た
扇
面
絵
に
つ
い
て
も
、
酒
代
欲
し
さ
に
依
頼
を
受
け
、
制
作
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

　

な
お
、
歴
史
画
に
つ
い
て
は
い
つ
頃
か
ら
、
ま
た
山
水
花
鳥
画
な
ど
に
つ
い
て
も
何
年
頃

よ
り
描
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
、
と
一
概
に
い
う
こ
と
は
難
し
く
、
よ
っ
て
今
回
画
題
か
ら
そ

の
制
作
年
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
守
屋
氏
の
作
成
し
た
年
表
を
み
る
限
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
晩
年
に
か
け
て
花
鳥
画
が
多
く
描
か
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
基
準
作

と
な
る
作
例
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
断
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う（

（1
（

。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
本
扇
面
絵
に
記
さ
れ
た
署
名
（
図
６
～
８
）
か
ら
、
制
作
年
代
を
絞
っ

て
い
き
た
い
。
な
お
、
今
回
取
り
上
げ
る
三
点
に
は
、
制
作
年
を
直
接
的
に
示
す
款
記
等
は

残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

制
作
年
の
記
さ
れ
て
い
る
年
章
の
基
準
作
を
参
考
に
三
点
の
署
名
を
み
て
み
る
と（

（1
（

、②
「
扇

面
富
士
図
」（
以
下
②
）
の
よ
う
に
、「
年
」
の
横
線
が
縦
に
四
本
並
ぶ
よ
う
な
形
が
見
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
の
は
、
明
治
三
十
年
代
前
半
か
ら
半
ば
過
ぎ
頃
ま
で
で
あ
る
。
な
お
、
①
「
扇

面
富
士
図
」（
以
下
①
）
と
③
「
扇
面
花
卉
図
」（
以
下
③
）
に
見
ら
れ
る
、
縦
線
の
は
ね
が
上

ま
で
続
い
て
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
な
形
の
「
年
」
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
明
治

三
十
年
代
後
半
か
ら
大
正
時
代
の
初
期
に
か
け
て
確
認
で
き
る
。

93

図４　①「扇面富士図」（部分）

図５　「扇面富岳図」
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が
加
わ
り
、
合
計
七
点
と
な
っ
た
。
年
章
の
肉
筆
画
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
掛
軸
装
の

も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
扇
面
絵
の
よ
う
な
実
用
的
な
作
品
は
珍
し
く
、
貴
重
な
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。

二
、
画
題
及
び
落
款
、
制
作
年
に
つ
い
て

　

年
章
は
さ
ま
ざ
ま
な
画
題
で
肉
筆
画
を
制
作
し
て
お
り
、
得
意
と
し
た
歴
史
的
な
人
物
や

逸
話
を
描
い
た
も
の
の
ほ
か
、
山
水
画
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。
な
お
、
今
回
と
り
あ
げ
る
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図２　②「扇面富士図」

図３　③「扇面花卉図」



－ 2 －

　
　

材
質
・
技
法
：
紙
本
著
色

　
　

法
量
：
一
五
・
三
×
五
三
・
二
㎝

　
　

署
名
：
年
章

　
　

印
章
：
「
年
章
」（
白
文
方
印
）

②
「
扇
面
富
士
図
」（
図
版
７
・
図
２
）

　
　

材
質
・
技
法
：
紙
本
著
色

　
　

法
量
：
一
五
・
〇
×
四
九
・
一
㎝

　
　

署
名
：
年
章

　
　

印
章
：
「
希
康
庵
」（
朱
文
方
印
）

③
「
扇
面
花
卉
図
」（
図
版
８
・
図
３
）

　
　

材
質
・
技
法
：
紙
本
著
色

　
　

法
量
：
一
五
・
一
×
四
八
・
九
㎝

　
　

署
名
：
年
章

　
　

印
章
：
「
無
水
」（
朱
文
方
印
）

　

い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
サ
イ
ズ
の
扇
面
で
あ
る
。
来
歴
な
ど
は
不
明
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
描
か
れ
た
の
か
等
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
す
べ
て
扇
の
骨
か
ら
外
さ
れ
、
扇
面
部
分

の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
山
谷
の
折
れ
線
や
同
箇
所
に
使
用
痕
ら
し
き
擦
れ
が
見
ら
れ
る
ほ

か
、
親
骨
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
思
し
き
跡
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
扇
と
し
て
実
際
に
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
４
）。
な
お
、三
点
と
も
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

三
点
の
内
二
点
は
富
士
図
で
あ
り
、
一
方
は
着
色
、
も
う
一
方
は
墨
一
色
で
、
そ
れ
ぞ
れ

富
士
の
姿
が
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
館
で
は
既
に
年
章
の
「
扇
面
富
岳
図
」（
図
５
）
を

所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
富
士
の
み
が
表
さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る（

６
）。

最
後
の

一
点
は
花
卉
図
で
あ
り
、
伸
び
や
か
な
筆
遣
い
で
白
い
花
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

三
点
と
も
に
端
部
分
な
ど
に
折
れ
な
ど
が
見
ら
れ
、
ま
た
②
の
「
扇
面
富
士
図
」
に
つ
い

て
は
、
他
の
二
点
と
比
べ
て
資
料
上
部
を
中
心
に
シ
ミ
の
跡
な
ど
も
見
ら
れ
る
が
、
概
し
て

状
態
は
よ
い
。
年
章
の
扇
面
絵
は
四
点
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で（

７
）、

今
回
新
た
に
こ
の
三
点
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図１　①「扇面富士図」



－ 1 －

は
じ
め
に

　

中
澤
年と

し
あ
き
／
ね
ん
し
ょ
う

章
（
一
八
六
四
～
一
九
二
一
？
）
は
、
山
梨
出
身
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
本
名
を

延
太
郎
と
い
い
、
巨
摩
郡
布
施
村
（
現
中
央
市
）
の
百
姓
で
あ
る
、
惣
甫
・
り
う
の
長
男
と

し
て
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
生
ま
れ
た
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
二
十
二
歳

で
上
京
し
、
浮
世
絵
師
の
月
岡
芳
年
（
一
八
三
九
～
九
二
）
の
門
戸
を
叩
い
て
い
る（

１
）。

年
章

は
芳
年
が
亡
く
な
る
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
ま
で
の
約
六
年
半
の
間
、
芳
年
宅
に
内

弟
子
と
し
て
住
み
込
み
絵
を
学
ん
だ
。

　

年
章
の
師
で
あ
る
芳
年
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
で
あ
り
、
山

梨
と
の
ゆ
か
り
も
深
い
。
少
な
く
と
も
、
二
度
山
梨
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、

元
治
元
年
頃
の
来
甲
で
甲
府
道
祖
神
祭
幕
絵
を
手
掛
け
た
ほ
か
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
も
画
家
の
小
林
永
濯
と
と
も
に
山
梨
を
訪
れ
、
肉
筆
画
を
描
き
残
し
た
と
い
う（

２
）。

な
お
、

当
時
幼
か
っ
た
年
章
が
、
芳
年
が
山
梨
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
直
接
会
っ
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
。
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
後
山
梨
を
訪
れ
た
芳
年
と
年
章
が
接
点
を
持
つ

機
会
が
あ
っ
た
、
も
し
く
は
年
章
が
山
梨
で
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
他
の
絵
師
か
ら

芳
年
を
紹
介
さ
れ
た
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
推
測
の
域
は
出
な
い
。
両
者
が

接
点
を
持
つ
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
事
項
と
し
た
い
。

　

さ
て
、
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
頃
の
年
章
は
、
日
清
戦
争
な
ど
の
戦
場
を
描
き
だ
し
た
も

の
の
ほ
か
、
歴
史
的
な
出
来
事
、
美
人
画
な
ど
の
錦
絵
を
手
掛
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治

三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
頃
に
は
山
梨
に
戻
り（

３
）、

県
内
各
所
を
転
々
と
し
な
が
ら
肉
筆
画
を

中
心
に
作
品
を
残
し
た
。
残
さ
れ
た
肉
筆
画
を
み
て
み
る
と
、
歴
史
画
や
人
物
画
、
美
人
画

か
ら
山
水
画
に
い
た
る
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
が
み
ら
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る（

４
）。

な
お
、

年
章
が
残
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
守
屋
正
彦
氏
が
年
章
の
画
業
に
つ
い
て
ま
と
め
る
中
で
、

当
時
の
調
査
で
判
明
し
た
も
の
も
含
め
、
作
品
一
覧
を
制
作
し
て
い
る（

５
）。

　

本
稿
で
は
、
守
屋
氏
が
ま
と
め
た
一
覧
に
未
掲
載
で
あ
り
、
か
つ
当
館
の
新
収
蔵
資
料
で

あ
る
年
章
の
扇
面
絵
三
点
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
本
資
料
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）

の
当
館
資
料
・
情
報
委
員
会
に
て
収
集
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
年
章
が
県
内
で

作
成
し
た
肉
筆
の
扇
面
絵
に
な
る
。
今
ま
で
論
考
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
資
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
本
情
報
や
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

一
、
資
料
の
基
本
情
報

　

最
初
に
年
章
の
扇
面
絵
、
三
点
の
基
本
情
報
を
記
す
。

①
「
扇
面
富
士
図
」（
図
版
６
・
図
１
）
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